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プロローグ


　王国第二街道。

　王都クリスタルパレスから、東部最大都市ウイングストンを抜けて、東部国境の街レッドポストまで続く街道。東部国境の街レッドポストは、インベリー公国ならびにハンダルー諸国連合と境を接している。

　涼とウィリー殿下、ロドリゴ殿、そして護衛四人と、コーン率いる冒険者六人、合計十三人は、その王国第二街道を西へ、王都に向かって進んでいた。ウィリー殿下らが乗る箱馬車は、比較的大きく、作りもかなりしっかりしたものを、ウイングストンで新たに購入した。

　一行は、暗殺教団に襲撃され、その際に信用状の類たぐいを全て失ったため、涼がお金を立て替えている。王国に入った以上、涼はお金持ちなのだ。

　そんな涼は、現在、ウィリー殿下を導くポジションだ。

「昨晩食べた、グラタンと言いましたか、あの料理も大変美お味いしかったです。決して大きな街ではないとのことでしたが、それでもあれほどの料理を提供する宿がある……さすがナイトレイ王国は大国との認識を、新たにしました」

「そうでしょう、そうでしょう」

　移動途中の休憩時、ウィリー殿下が昨晩食べた宿の料理を称賛している。それを横で聞きながら頷き、我がことのように喜ぶ涼。

　そんな二人のやり取りを見守るロドリゴ殿や、四人の護衛、コーン率いる六人の冒険者たち大人は、微笑ほほえみながら見守るポジション。

「今夜も、魔法の練習を頑張れそうです！」

「殿下、どうか無理をなさらずに……」

　ウィリー殿下が宣言し、涼が慌てて言葉をかける。導くポジションである以上、止めることも役割なのだ。なぜなら……。

「確かに、昨夜はやりすぎて魔力切れを起こしてしまいましたけど、今夜は大丈夫です。そんな気がするんです」

「いや、多分、また魔力切れまで頑張りすぎる気がします……」

　ウィリー殿下は、よほど水属性魔法の練習が楽しいのであろう。涼でも驚くほど、一生懸命に取り組むのだ。その結果、頑張りすぎて、魔力切れを起こして寝る羽目になる。

　暗殺教団の問題も解決し、襲撃される恐れがなくなったことを、ウィリー殿下はもちろん、涼を含めた周囲も理解していた。だからであろう、ウィリー殿下がギリギリまで……というより魔力切れを起こして眠ってしまうまで魔法の練習をすることを、温かく見守る状況になっていた。

　ウィリー殿下が生まれた時からずっとお付きの人をしているロドリゴ殿は、そんな殿下の様子を嬉しそうに見守っている。

　ジュー王国の王宮においては、八男ということでいろいろと我慢することが多かったウィリー殿下。元来持つ優しさのためか、多くの人に気を使った生活を送ることが多かった。それは周りに、気弱で儚はかなげな印象すら与えるようになっていた。実際、今回の留学で王宮を出てくるまで、王宮内での評価はそうなっていたのだ。

　だが、小さい頃は違っていた。とても優しい少年ではあったが、同時に、芯の強い少年でもあった。そして、素直に一途に、何事にも一生懸命に取り組む努力家。

　この留学行で、かつての姿に戻りつつあるウィリー殿下を見て、ロドリゴ殿は喜んでいた。そして、その引き金になっているのが、ウィリー殿下の影武者として護衛依頼についてくれた、水属性の魔法使い涼であることを理解している。だから、涼には心の中で深く感謝していた。




　その夜……。

「あと少しだけ、もう少しだけ、ほんの少しだけ」

「殿下、そんなことを言っていると、また……」

「大丈夫です……あっ……」

「ほらぁ、言わんこっちゃないです……」

　今夜も、魔力切れで寝ることになったウィリー殿下と、思った通りの状況が訪れてため息をつく涼。もう今さらな光景なため、一行の誰も何も言わない。

　それでも、涼はちょっとだけ気にはするのだ。

　理想は、魔力切れ直前で魔法の練習をやめて、寝ることだから。そして、なんとなく魔力切れ直前の状態が分かるようになってきたために、止めようとするのだが……ウィリー殿下はそのまま突っ走ってしまう。そして魔力切れで落ちる。

　頑張りすぎる主人を持つと、お付きの者は大変だ。

　何はともあれ、一行に関する多くの問題は解決され、一路、王都へと向かうのであった。



　　　　　　　◆





　ナイトレイ王国王都クリスタルパレスから、二キロほど離れた村。夕方、その村の教会を四人の冒険者が訪れた。

　扉を開けた神官は、ほんのわずかに驚いた表情を見せたが、何も言うことなく四人を迎え入れる。そのまま、そのうちの一人を連れて、奥の書斎に入った。

　神官は、書斎の一番奥の書架の側面に手を置き、何事か唱えた。すると、書架が動き、背後の壁が露あらわになる。その壁には、人ひとりがようやく通れる大きさの穴が開いていた。

　男がその穴の中に入ると、神官は再び書架に手を置き、元通りの位置に書架を戻すと、書斎を出て行った。

　穴に入った男は、すぐ横にある石に手を当て、何事か唱える。すると、穴の奥まで明かりが灯されていく。その先は、とても長い通路になっているらしく、どこまで続くのか見通すことはできない。

　男は、小さなため息を一つつくと、通路の奥に向けて歩き出すのであった。




　三十分ほど歩くと、これまで一本道であった通路が、三つに分かれている場所に出た。男は迷わずに、右の通路に入る。

　しばらく歩くと、螺ら旋せん階かい段だんがあり、そのまま上に登る。行き着いた先には石の扉があり、男はその石の扉に手を置き、また何事か唱えた。すると石の扉が独りで開き、男は入る。そして五十メートルほど歩いたところで、再び石の扉があった。

　男は、剣を半ばほど鞘さやから滑らせ、柄で三回扉を叩いた。しばらくすると、扉の向こうで、三回叩く音が聞こえる。それを確認して、男が今度は七回叩く。

　そうしてようやく、扉の向こうで鍵と閂かんぬきらしきものを外す音が聞こえ、扉が開かれた。

「いらっしゃい、アルバート」

「失礼いたします、王太子殿下」

　部屋の中で迎えたのは、王太子と呼ばれた顔色の悪い三十歳前後の男性。そして部屋に入ってきたのは、アルバートと呼ばれた……ルンのＢ級冒険者アベルであった。

「二人きりなのだし、久しぶりに兄上と呼んでくれよ」

　王太子と呼ばれた人物は、苦笑しながらゆっくりとベッドに腰を下ろした。

「分かりました、兄上」

　アベルは少し照れながら言う。それを聞いて王太子は、嬉しそうにうんうんと頷いた。

「わざわざ、誰にも知られないように来てくれと伝言したのは、とても重要で、しかも厄介な問題が発生したからなんだ」

　王太子は、体調的にいろいろと無理をしているのだろう、少し肩で息をしながら言った。

「陛下が、英雄の間の鍵を放棄なされた」

「なっ……」

　王太子の言葉に、アベルは言葉を継ぐことができなかった。




『英雄の間』

　王城宝物庫の深しん奥おうにある、真の宝物庫とでも呼ぶべき場所。全属性の魔法を操り、錬金術においても極北に至ったと言われる、ナイトレイ王国中興の祖リチャード王によって作られ、以来数百年にわたり存在する。

　そんなリチャード王の時代から、世界のバランスを壊すと言われるいくつもの宝物が収められている。またリチャード王は、この英雄の間の中にあるものを、下か賜ししてはならないという遺言を残してもいる。

　それほど、世の中に出てはならないものが収められていると言われる英雄の間。そして、この英雄の間を開くことができるのは、英雄の間に登録された二人だけだ。

「鍵は、代々、国王陛下とその王太子が持つ……」

　アベルは、かつて王城にいた時に教えられた言葉を思い出していた。

「ああ、その通りだよ。その鍵を、つまり英雄の間を開く権利を、陛下は放棄されたのだよ」

　そこまで言うと、王太子は立ち上がって、机に置いてある水差しからコップに水を入れ、一口飲んだ。

「鍵を持つ二人は、片方が鍵を放棄したり、死亡した場合、もう片方はそれが分かるようになっている。だから、今回分かったわけだけど……なぜ陛下がそんなことをされたのかは分からない。ただ、思い当たる節はある」

「どういうことですか？」

　王太子の言葉に、アベルは聞き返した。

「陛下は、ここ……二年ほど、なんというか覇気がないというか、生気がないというか……そういう状態でいらっしゃることが多い。ぼんやりとされていると言うか……。そうかと思うと、時々溌剌はつらつとされていることもある。要するに、不安定なのだ」

「そんなことが……。それは病でしょうか？」

　王太子の説明を聞き、アベルが最初に考えた可能性がそれであった。

「その可能性はある。だが、別の可能性もある」

「別の可能性？」

「そう。毒か魔法による精神支配」

　王太子の一言に、アベルは目を大きく見開いた。

「馬鹿な！　我々もですが、陛下も平静のネックレスを肌身離さず着けていらっしゃるはず。あれは、あらゆる毒と精神に干渉する魔法を排除するネックレスです。それを着けていながら毒や魔法の影響を受けているとは……」

「本物の平静のネックレスならね」

　アベルの興奮した言動と見事な対比で、王太子は冷静に言葉を繋げた。

「肌身離さずとはいえ、我々はともかく、陛下は国王の儀式を執り行われる。その中には、一切の御召し物を身に着けずに行うものもある」

「ああ……」

　王太子の冷静な指摘に、アベルもその光景を想像する。

　確かに、それらの儀式の間、ネックレスは外した状態になる。その間に取り換えれば……。

「まさか、そんなことが……」

「あくまで可能性の話だ。本当に、ただのご病気の可能性もあるからね。何度か、中央神殿の大神官様に来てもらって、〈キュア〉をかけてもらってはいるんだ」

　怪我を治すのが〈ヒール〉、毒や病気を治すのが〈キュア〉だ。

「大神官様は、昔からの陛下のお知り合い……」

「うん。それで、忙しい合間に来てくださってね。確かに〈キュア〉をかけてしばらくは良い状態なのだが、数日するとまた、ね。〈ヒール〉に比べると、〈キュア〉は決して万能ではないそうなので、毒か病気かの判断も難しいらしいし……」

　顔をしかめて、王太子はそう言った。

（もし毒であるなら、陛下のお傍に毒を盛る輩が……？）

　アベルはそう考え、王太子を見た。

　王太子は小さく頷く。アベルが考えるようなことは、当然、すでに王太子も考えて手を打っているのだ。

「まあ、とにかく、その意識が溌剌とされていた時に、鍵を放棄されたみたいだ」

　王太子は、もう一口水を飲んだ。

「それで、アルバートに来てもらった話に繋がる。現在、鍵を持つのは私一人だ。だから、二人目の人物として、アルバートを登録する」

「私を……？」

「ああ。陛下は自らの意思によって鍵を放棄された。あれの登録や放棄は、明確な意識の無い状態の時には不可能だ。仕組みはよく分からないが、リチャード王の錬金術らしい。だから放棄は、明確な意思の下になされたと考えるべきだ。そして、一度放棄したら、二度と登録することはできない。であるなら、私の次の王位継承権を持つアルバートが登録すべきだ。それも一刻も早く」

　そういうと、王太子は肩をすくめて冗談っぽく続けた。

「こんな体の私だからな、いつ何があるか分からん」

「兄上、冗談でもそういうことは言わないでください！」

　王太子の冗談に、アベルは顔をしかめながら少し怒って言った。

「すまないな」

　王太子は、アベルの怒りを軽く受け流した。

　そして、少しだけ真剣な顔に戻り、言葉を続ける。

「それと、今すぐではないが……予定より早く、家に戻ってもらうことになるかもしれない」

「……そうですか」

　王太子の言葉に、アベルは小さく頷いた。それは、ここに呼ばれた時から、あるかもしれないと思っていたことだ。

「当初の目的であった、有名冒険者にはなれたわけだし。ルンのＢ級冒険者アベルと言えば、王国中の冒険者が一目置くほどだろう？」

　王太子はそう言うと、小さく笑った。言われたアベルは、少し顔を赤くする。

「かのリチャード王以来、王国は冒険者の国。王国の防衛においても、冒険者は強大な戦力である。であるなら、いずれ王国軍を率いる私は、冒険者の心も掴まなければならない。だから、冒険者を経験したうえで王家に戻る。そうすれば、王国の冒険者は、今以上に王国とその民のために、強力な戦力となってくれるはず。……かつて、アルバートがそう言った時、私は確信したよ。私の弟は天才だと」

「兄上、からかわないでください……」

　若かりし頃、第二王子であったアベルが言った言葉を、王太子は微笑みながら言い、それを聞いたアベルの顔は完全に真っ赤になった。

「からかってなどいないさ。本気でそう思ったんだ」

　王太子は優しげな眼で、アベルを見つめて言う。

「私が政まつりごとを司り、アルバートが王国軍を率いる……それが理想だったからな」

「はい……」




　しばし、どちらも言葉を発しない時が流れた。それぞれに、過去の時間を思い出していたのかもしれない。

　先に口を開いたのは、王太子であった。

「まあ、とにかく、今から一緒に英雄の間に行って、鍵の登録をしてくれ」

「私でよろしいのですか？　私は現在、王族としての立場から外れております。私よりも、ハロルドの方がよろしいのでは？」

　ハロルドは、王太子の息子だ。

「ハロルドは、まだ十二歳だからね。若すぎるよ。アルバートは、家に戻ってきたら王位継承権第二位になるだろう？　私が第一位、アルバートが第二位、そしてまだ成人していないハロルドは第三位だ。順当に考えて、アルバートが登録した方がいい」

「……分かりました」

　アベルは、引き受けることにした。

　だが、気になることがある。

「兄上、登録するのは構いませんが、兄上の体調が……」

「今日はだいぶいい方なんだ。アルバートが肩を貸してくれれば、こっそり英雄の間に行って帰ってくるくらいは大丈夫」

　そう言うと、王太子は二つのローブを手に持ち、一つをアベルに渡した。

「通称『隠者のローブ』だ。王立錬金工房で作られたもので、よほどの音を立てても気付かれない。悪用厳禁だな」

　そうして、兄弟はこっそりと部屋を出るのであった。



　　　　　　　◆





　事が済むと、アベルは来た時と同じ隠し扉から地下道に入り、地下の二キロの道のりを歩いて王都クリスタルパレスを出て、村の教会に戻った。

　アベルが教会の食堂に入ると、『赤き剣』の三人が夕食を食べていた。

「アベル、おかえり～」

　風属性魔法使いのリンが言う。

「ああ、ただいま」

「アベルの分の夕食も準備してもらっています」

　そういうと、神官リーヒャがアベルの席を示した。アベルは席に座り、黙々と食べだした。その間、他の三名も何も喋らずに夕食を食べる。

　食べ終えてから、アベルは言った。

「明日王都に行く。ちょっと調べたいことができた」

「そう。ギルドには顔を出すの？」

「いや、しばらくは顔を出さないで動きたい」

　リーヒャの確認に、アベルは首を振りながら答えた。

「でも、王都は、どこに宿泊するにしても宿のチェックは厳しいよ？　どうする？」

　リンが尋ねる。

　王都は、宿への宿泊の際のチェックが非常に厳しい場所として知られている。身分を証明する物を提示しなければ宿泊できず、衛兵による宿泊者名簿の確認も頻繁に行われる。

　アベルたちの場合は、提示する物はギルドカードになるわけだが、ギルドカードを提示して宿泊すれば、その日のうちに宿からギルドに身元照会がなされる。つまり、Ｂ級パーティー『赤き剣』が王都にいることは、ギルドに知られてしまう可能性大なのだ。

「それは大丈夫だ。考えてある」

　そう言うと、アベルはニヤリと笑った。

　その笑いを見て、リンはなんとなく嫌な予感がした……。



　　　　　　　◆





　特に問題なく王都に入り、『赤き剣』の四人は目的の場所に来ていた。

「やっぱり……」

　そして、目的の場所に着くと、リンが膝から崩れ落ちた。

　そこは『王国魔法研究所』。

　別名『イラリオン邸』。

　ナイトレイ王国筆頭宮廷魔法使いである、イラリオン・バラハが長を務める研究所であり、中に無数の宿泊設備を備えた、泊まり込みが可能な研究施設。

　そもそも、研究者などという人種は、本来研究に没頭する者たちであり、家に帰るのも惜しいと考える……そういう者でなければ、一流どころか二流にすらなれないのだ。そんな者たちにとっては、研究所と寝る所が同じ場所にあるというのは、天国以外のなにものでもない。

　ただし、かつてここでイラリオンの研究の手伝いと、自己の研究を行っていた『赤き剣』の風属性魔法使いにとっては、大変だった過去を思い出す、気が重くなる場所の一つでもあるのだが。

　研究所は、研究棟、実験棟の他、屋外での実験設備、屋内での実験設備なども完備され、王都内にありながら広大な敷地を有している。

　そんな中、四人が向かったのは研究棟の最上階……別名の由来にもなっているイラリオン・バラハの研究室であった。

　研究室前に着くと、アベルはノックなどせずに、勝手にドアを開けて入っていく。

「爺さん、いるか」

　声をかければそれでいいだろう……それがアベルとイラリオンの関係。

「その声はアベルか。その辺の椅子に座っておれ」

　なぜか執務机の向こう側……誰もいないのだが、そこから声が聞こえる。

　椅子に座っていろと言われたアベルは、それを無視し、声の聞こえる机の向こうを覗き込んだ。そこには執務に使う椅子があり……椅子の上には、人の頭大の、少しだけ角が丸くなっている木製の箱が置いてある。

　声は、その箱の中から聞こえてきたようだ。アベルがその箱に手を伸ばし掴もうとした瞬間、隣の部屋に繋がる扉が開き、一人の老人が現れた。

「椅子に座っておれと言うたじゃろうが」

　アベルは、言われた瞬間、ビクッとして、伸ばした手をひっこめた。もちろん、残りの三人は最初から言われた通りにおとなしく椅子に座っている。

「全く……昔から子供のまんまじゃ……」

　入ってきた老人、イラリオン・バラハは首を振りながら、応接セットに腰掛ける。

「いや、いちおう、これでも成長したんだが……」

「誰も信じんわい、そんなこと」

　イラリオンはそう言うと、卓上のベルを二回鳴らす。すると、正確に十秒後、扉がノックされ、若い女性が入ってきた。

「お呼びでしょうか、所長」

「うむ。来客じゃ。悪いが、五人分、茶……いや、コーヒーを淹れてくれ」

「かしこまりました」

　女性は一礼し、出て行った。

　言い直したイラリオンを、アベルが興味深げに見やる。

「ついに研究所でも、コーヒーが出るようになったのか……」

「今、顔を出したスーラーは、元々南方の出身らしくてな。美味いコーヒーを淹れてくれる」

　イラリオンは頷きながらアベルの問いに答えた。

　再び入ってきたスーラーが五人分のコーヒーを並べて出ていくと、イラリオンは応接セットの机の上に、掌てのひら大だいの箱を置き、スイッチらしきものを押した。

「盗聴防止の錬金箱じゃ。最近、ようやくここにも支給されてきたわい」

「錬金術の発達は目覚ましいな……。俺の友人が錬金術にのめり込んでいるが……いずれは、こういうのを作れるようになるのかな」

　アベルが感心したように盗聴防止の錬金箱を眺めながら言う。

「かのアルバートに友人とは……確かに成長したのかもしれんな。そういえば……アーサーが言っておったな、例の水属性の魔法使いのことか」

　アーサーとは、宮廷魔法団顧問アーサー・ベラシスのことであろう。大だい海かい嘯しょうの調査のためにルンの街を訪れ、アベルたちも含めてダンジョン内で九死に一生を得たのだ。

「なんだ、爺さんも知っているのか。俺の命の恩人でもある」

「ふむ……。リンや、そなたの目から見て、その水属性の魔法使い……リョウという名前じゃったか、どうじゃ？　魔法使いとして優秀か？」

「なぜ俺じゃなくてリンに聞く……」

　アベルは、イラリオンが自分ではなくてリンに確認するのに不満を述べた。

「お主に聞いたところで、魔法使いの何たるかなど分からんであろうが。リンの方が、はるかに分かっておるわ」

　イラリオンは断言し、アベルは不満そうに頬を膨らませる。それを横から見ているリーヒャは微笑んでいる。

「お師匠様、リョウは、こと魔法に関する限り、化物です」

　イラリオンの下問に、リンは断言した。

　その答えに、イラリオンは少しだけ眉を動かした。

「リンをして化物と言わしめるか……。して、どう化物なのじゃ？」

「リョウは多くのオリジナル魔法を操ります。なぜそんなことができるのか分かりませんが」

　リンの報告を横で聞きながら、アベルは何度も頷いている。なぜか我がことのように……ちょっと偉そうに腕を組みながら。

「ふむ……アーサーから聞いてはいたが……実に興味深い。ぜひ会って話をしたいものじゃ」

　イラリオンのその言葉に、アベルはギョッとしてイラリオンを見やった。

「爺さん、会って話をするのはいいが、それだけにしておけよ。絶対リョウを怒らせるんじゃねえぞ」

「怒らせるとどうなるんじゃ？」

「街や村の一つくらいは、簡単に凍りつく……」

　見たわけではないが、アベルはなんとなく思ったことをそのまま口に出した……それが王国東部で、現実に起きているとも知らずに。

「街一つを凍らせる水属性魔法か……ぜひ見てみたいのぉ」

「絶対、本気にしてないだろ」

　イラリオンはコーヒーを飲みながら言い、アベルは呆れた表情でそんなイラリオンを見ながら言う。

「いやいや、世の中には、爆炎の魔法使いみたいなのもおるしの。あれの逸話にあったじゃろう？　街を焼き払ったのが」

「俺、多分その魔法を見たぞ。〈天地崩落〉とか言ってたな」

　そのアベルの一言に、イラリオンは目を大きく見開いた。この会合が始まって初めて、イラリオンは大きく驚いたのだ。

「アルバート、いやアベル、なぜ魔法名を知っている？」

　飛びかからんばかりの勢いで、イラリオンはアベルに尋ねた。その気迫というか圧力は尋常ではない。

　魔法の研究者として、魔法に関して自分がまだ見たことのないものがある……そう聞いただけで興奮し、しかもそのことに関して、目の前のアベルが情報を持っている！

　魔法の探究にその人生の全てを捧げたと言っても過言ではないイラリオン。アベルを解体してでもその情報を引き出そうとしている……かのようにアベルは感じたかもしれない。

「ああ、えっと、ウィットナッシュでちょっとあってな。激高した爆炎の魔法使いが、その魔法を使って、空から無数の爆炎を降らせたんだ。その時は、標的が狭かったが、本来は広範囲を破壊する魔法だろうし、確かにあれなら街一つ灰にできるかもなと……」

　アベルはウィットナッシュの事件を思い出しながら言った。

「例の襲撃事件か。帝国の皇子、皇女がいたのは聞いていたが、爆炎の魔法使いも来ておったとはな。しかし……そんなものを近くで撃たれて、アベルはよく無事だったな」

「ああ。その〈天地崩落〉を全て迎撃してみせたのが、リョウだ」

「なんと……」

　アベルは静かに断言し、イラリオンは驚きょう愕がくして言葉を失った。

　そして……。

「よし、わしは今からルンの街に行ってくる。さらばじゃ」

　イラリオンは立ち上がり、部屋を出ていこうとする。焦あせったのはアベルたちであった。

「待て待て待て。爺さん。そもそも、今、リョウはルンの街にいない」

「なんじゃと？」

「俺らが来る前、東部のレッドポストで別れたんだが、リョウたちはそこから依頼で、インベリー公国に向かっていたから……。順調に依頼が進んだとしても、まだ、絶対ルンの街には辿り着いていないぞ」

「なんということじゃ……」

　そういうと、イラリオンは両膝、両手を地面につき、絶望のポーズとなった。

「やっぱ、研究者って人種は理解できん……」

　アベルの呟きは、イラリオンの耳には入らなかった。




　しばらく時間が経ち、イラリオンはようやく立ち上がる。そして何事も無かったかのように、応接セットの椅子に座って言った。

「して、アベルたちがここに来た理由を聞いておらんかったな」

「何事も無かったかのように……。しかも、今ごろ理由かよ」

　衝撃から復活したイラリオンはアベルに訪問理由を尋ね、アベルは呆れながらも答える。

「まあ、ちょっと王宮でいろいろあってな。いくつか内密に調べたいと思ったんだ。それで、その間の宿としてここを使わせてほしい」

「ふむ……宿として使うのは全然かまわん。どうせいくつも部屋は空いておる。じゃが、王宮でいろいろというのは……陛下がここ最近、大きく変わられたとかそういう話か？」

「ああ……やはり爺さんも気付いていたのか」

　イラリオンが指摘し、アベルも驚くことなく肯定する。

「まあな。いちおう、筆頭宮廷魔法使いじゃから王宮に行くこともある。じゃが、以前のように、陛下と一対一で話す機会はなくなった」

　そういうと、イラリオンは少しだけ寂しそうな顔をした。

　アベルと違い、現国王スタッフォード四世は自ら魔法を操り、魔法への造ぞう詣けいも深い王で、昔からイラリオンとはよく魔法について語り合っていた。

　立場も高くなり、夜を徹して議論するようなことはなくなったとはいえ、それでも茶飲み話的に話すことはそれなりにあったのだ。

　だが、ここ二年、そういうこともなくなっていた。

「なあ爺さん。王都で、ここ三年ほどで、最も力を持つようになった奴って、誰だ？」

　利益を得た者を疑え。基本だ。

「ふむ……力を持つようになった者といえば……騎士団長バッカラー、侍従長ソレル、財ざい務む卿きょうフーカあたりはすぐに名前が浮かぶのぉ」

「なるほど……」

　名前が出てきた三人は、アベルも知っている。アベルがまだ王宮にいた八年前にも、すでに出仕していた者たちだからだ。だが当時の地位は、今に比べるとかなり低かったはず……。

「まあ、情報ありがとうな」

「あまり無茶するでないぞ」

　そう言うと、イラリオンは残ったコーヒーを飲み干すのだった。
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　ナイトレイ王国王都クリスタルパレス。元々は、王城の名がクリスタルパレスであったが、いつの間にかそれは王都の名となり、王城はただ『王城』、あるいは『パレス』とだけ呼ばれるようになった。

　王国においては、各地の領主館の窓には、板ガラスが嵌はめられている。だが王城は、その名にふさわしく、窓にガラスではなく薄い水晶が埋め込まれ、煌きらびやかな建物となっている。

　そんなナイトレイ王国王城は、大国の王城ということもあり、水晶がふんだんに使用され、城内も常に錬金道具によって明るく保たれ、他国からの使節、あるいは駐在する大使たちの中にもファンがいるほどだ。

　そんな王城内の一角に、王国騎士団本部はある。

　現在、王国騎士団に所属する騎士は全部で五百人であるが、本部に詰めているのは二百人ほどであり、残りは王都内にある騎士団詰め所や、演習場での勤務となる。

　中央諸国においては、騎士とはいわば職業であり、いわゆる騎士爵のような爵位はない。公爵、侯爵、伯爵、子爵、そして男爵。この五爵が貴族だ。男爵の下に、準男爵がある国もあるが、これは一代限りであり、厳密には貴族ではない。

　とはいえ、王国騎士団に所属する騎士のほとんどは、貴族家の当主、跡継ぎ、次男以下など、貴族の血が流れる者たちであるのも、また事実。ただし、当主、跡継ぎ、次男以下と、それぞれの立場に違いがあり、それらが明確な差別として現れることすらもあった。

　いわゆる貴族といっても、いろいろあるのだ。

　そんな王国騎士団のトップ、騎士団長は、ウェア伯爵バッカラー・トー。現ウェア伯爵家の当主だ。堂々たる体たい躯く、その体格から想像しやすい豪快な剣を操ると言われている。

　元々はウェア伯爵家の次男であったが、十年前の『大戦』に出征した、父である当主、跡継ぎであった兄が戦死したことによって、伯爵の座が転がり込んできた。そこから、引き継いだ財産を使い、方々に賄わい賂ろを贈り……多くの紆う余よ曲きょく折せつと幸運とによって、騎士団長の座をつかむことに成功した。

　もちろん、大量の賄賂で騎士団長の座を得たといっても、元々騎士として、剣の腕は王国でも上位であった。騎士団長になってからは、かなり衰えたと言われるが、今日は騎士団本部の一角で剣の訓練を行っていた。

「団長、ペールギュント伯爵がお見えです」

「うん？　約束していたか？」

　そんなバッカラー団長の元に、副官が走り寄ってきて客の来訪を告げる。

「いえ、予定には入っておりません」

「そうか。すぐ戻る。酒でも出しておけ」

　そう言うと、バッカラーは汗を拭いてから部屋に向かうのであった。
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「ペールギュント伯爵、お待たせしましたかな」

　バッカラーは応接室に入ると、さっそく声をかけた。

「いやいや、団長殿、突然こちらから押しかけてきたのです。お気になさらずに」

　ペールギュント伯爵と言えば、宮廷でも悪評に事欠かない人物として知られている。だが同時に、金さえ積めばたいていの物事を解決する人物としても知られ、そういう人間はいつの時代、どんな社会においても、一部から重宝されるのだ。

　もちろん、別の一部からは蛇だ蝎かつのごとく嫌われるのであるが。

　バッカラーがこの地位に上り詰める時にも役に立ってもらったのは、言うまでもない。

「して、今日は？」

　副官がバッカラーのお茶を淹れ、部屋から下がると、切り出した。

「うむ、実は団長殿にお願いがござってな」

　そう言うと、ペールギュント伯爵は机の端に、何物かが詰まった袋をじゃらりと置いてから話しだす。たいていの人間は、それがお金の詰まった袋であることを理解できるに違いない。

「実は、ワッシャー男爵の三男が働き口を探しておりまして。王国騎士団に所属できないかと相談されましてな」

「ふむ」

「どうでしょう、団長のお力で、何とかしていただけないでしょうか」

「団員の枠も埋まっておりましてな」

　バッカラー団長がそう言うと、ペールギュント伯爵は先ほどと同じ袋を、もう一つ取り出し机の端に置いた。

「重々承知しております。そこを何とか……」

「そう言われましても」

　バッカラー団長がそう言ったところで、さらにペールギュント伯爵は先ほどと同じ袋を取り出して机の端に置く。

　これで、袋が三つ並んだ。

　バッカラー団長は、三つ並んだ袋をチラリと見る。

「ペールギュント伯爵に頼まれては、仕方ありませんな」

　バッカラー団長は首を振りながら、そう言った。

「おぉ、さすが団長殿。感謝いたしますぞ」

　そう言うと、長居は無用とばかりにペールギュント伯爵は立ち上がり、バッカラーと握手をしてから部屋を出て行った。

　その間、机の上に置かれた袋には、バッカラーもペールギュント伯爵も全く言及しない。

　バッカラーはペールギュント伯爵が出て行ったのを確認すると、三つの袋を持ち、となりの部屋の隅に置いてある、人ひとりが入れそうなほど大きな箱に、無造作に放り込んだ。

　その箱には、既に七割ほど同じような袋が詰め込まれている。

　それらは言うまでもなく、バッカラーがこれまでに貰った賄賂だ。

　騎士団長に上り詰めて以降、バッカラーは、賄賂を贈る側から貰う側に、華麗なる転身を遂げた。

　賄賂を贈る側か、貰う側か。それが、現在のナイトレイ王国における、地位を表す指標になっているのかもしれない。

　かつて王国騎士団と言えば、王国男子の人気職種トップであった。実際、先代の騎士団長の時代、ナイトレイ王国の王国騎士団と言えばその勇猛さを恐れられたものである。

　だが、当時の騎士団長アレクシス・ハインラインが引退して、まだ十年ほどであるにもかかわらず、騎士団の中枢はすでに腐りかけていた……。
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　王国騎士団本部から直線距離にして約百メートル、そこが王城パレスの中心であり、国王スタッフォード四世の執務室が置かれた場所だ。

　その執務室の二部屋隣、そこに侍従長ソレルが控える部屋があった。

　侍従長ソレルは今年五十五歳、少し体形が丸くなってきて頭も薄くなってきているが、国王陛下の信頼は厚いと言われている。

　国王陛下の公務を取り仕切るのが、侍従長の仕事。

　国王がまともであれば、侍従長の権力が強くなるなどということはあり得ない。だが、地球の歴史においても、常に最高権力者のすぐ傍にいるその立ち位置のため、間違って権力を持ってしまう場合がしばしばある……。

　そして現在のナイトレイ王国は、間違った方向に進んでいた。

　今日も侍従長ソレルの下には、付け届けの山ができている。

　ソレルに睨にらまれると、国王への目通りから書類の決裁など、ありとあらゆることに支障をきたす。ソレルが書類を抜いたり、署名をさせなかったりなど、嫌がらせを行うからだ。それが、わずかな付け届けで滞りなく決裁されるというのであれば、そちらを選ぶ者は決して少なくないだろう。

「侍従長の嫌がらせで決裁されませんでした」

　そんな言い訳、誰も聞いてくれないのだから。




　だが、そんな侍従長ソレルでも頭の上がらない人物がいる。

　それが、財務省を取り仕切る財務卿フーカだ。

　王国において財務省を取り仕切るということは、徴税権を握るということと同義だ。収入に対して税金が掛けられるわけだが、ソレルはもちろん脱税している。付け届けで手に入れたお金を、申告できるわけがない……。

　そして財務卿フーカは、そのことを把握している。把握したうえで、目こぼしをしている。

　ソレルからすれば、把握され、しかも目こぼしされている現状というのは、屈辱的。

　屈辱的ではあるのだが、あえて何も考えないようにしていた。考えればイライラするが、考えなければ自分に関係のない別の世界のこと……そう割り切ればいいのだから。全てを思い通りにはできない以上、何かを割り切って捨てる。侍従長ソレルは、これまでの人生から、その必要性を嫌というほど経験していた。

　侍従長ソレルの目の前に、その頭の上がらない人物である財務卿フーカがいた。後ろには、内務卿ハロルド・ロレンス伯爵を連れている。

「侍従長殿。陛下に可及的速すみやかにお伝えしなければならないことがございまして。今からお話しできますかな」

　これは問うているが、もちろん強制的に会わせろという命令でもある。ソレルに選択権は無い。

「財務卿閣下、内務卿閣下、もちろんでございます。どうぞこちらへ」

　ソレルが先に立ち、国王執務室の扉をノックする。

「陛下、財務卿フーカ伯爵、内務卿ロレンス伯爵が、火急に御裁可を仰ぎたい案件があるとのことです」

「うむ。通せ」

　その言葉を受け、ソレルは二人を執務室に案内する。

　ソレルの仕事はここまでだ。速やかに退出しなければならない。特に財務卿フーカは、その辺り、非常に厳しい。

　それでも後ろから声は聞こえてきていた。

「陛下、崩落しましたロー大橋の修繕費用が、想定以上にかかることが分かりました。つきましてはその費用捻出のために、『ヴェイドラ』の開発費を一時的に大橋修繕に回したく……」

　ソレルの耳に聞こえたのはそこまでであった。

（『ヴェイドラ』？　なんだそれは、聞いたことがない……）

　侍従長として国王の執務を取り仕切る自分が、聞いたこともないことがこの王城内に存在する……。非常に、気にはなる。

　だが、ソレルはあえてその気持ちを封印した。

　世の中には、知らないでいいことが多い。貴族の世界では特に多い。それが王城となればなおさらであり、知ってしまったがゆえに、命が危険にさらされることも多々ある。

　そう、知らない方がいいことなのだ、『ヴェイドラ』などというものは。
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「内務卿のおかげでなんとか目処が立ちました。感謝いたしますぞ」

「いえ、これも王国のため。何事も国内の流通あってこそです。一刻も早いロー大橋の復旧は最優先事項。その費用の捻出に奔走されている閣下には、敬服いたします」

　国王の執務室を出た財務卿フーカと、内務卿ハロルド・ロレンスは王城内を歩いていた。

「さすがは慧けい眼がんの誉れ高いロレンス伯爵。全く、他の大臣共は、その辺りが全く分かっていない」

　フーカは、確保した予算を削られるのを渋りまくる各大臣たちとの折せっ衝しょうに、辟へき易えきしていた。

「『ヴェイドラ』の一刻も早い開発は、国防の上で非常に重要であることは確かです。ですが、民の生活を含め、王国の平穏な統治は、正常な流通の復活あってこそです。それを、『ヴェイドラ』開発を所管する内務省の責任者である内務卿が、最も理解されていたことに、私としては敬服いたしました」

　なんとかロー大橋復旧の費用増加分を回してもらう目処が立ったことから、財務卿フーカは愛あい想そがよかった。

「恐縮です」

　ハロルド・ロレンスは軽く頭を下げる。

　すでに五十歳を超えた財務卿フーカに対し、内務卿ハロルド・ロレンスは未だ三十五歳。親子ほどではないが、それなりに年齢差がある。また、各省への予算権と国内の徴税権を握る財務省の、役所としての格というものもある。

　それが、財務卿と内務卿の立場の差として出ていた。

　もちろん、国内の治安と防衛を担う内務省も、決して小さい省ではない。むしろ、所属する職員数で言うなら、衛兵や国防兵器の開発にも責任を負うため、内務省は最も大きい省庁の一つとさえ言えるであろう。

　その内務省を、三十代半ばで取り仕切っている辺り、ハロルド・ロレンスは非常に有能であるという評価は、衆目の一致するところであった。

「あ、財務卿閣下、お捜ししておりました。東の件、実は問題が起こりまして」

「またか！」

　財務卿フーカを捜していたらしい部下の一言に、先ほどまでの上機嫌は霧散し、フーカは顔をしかめた。

「ロレンス伯、すまぬが先に行く。では、また」

　そういうと、フーカは報告を聞きながら小走りで自分の執務室に去って行った。

　それを横目に、ハロルド・ロレンスは、ほんのわずかだけ口角を上げる。そして、自分の執務室へと歩いていくのであった。
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　アベルは、数日かけて、一通りの情報を集めた。

「真っ黒か……」

　その上で、ぼそりと呟いた。

　隣で話していたリーヒャとリンは、話すのを止めてアベルの方を向く。

「騎士団長バッカラーと侍従長ソレルは、汚職まみれで真っ黒。財務卿フーカは直接は不明だが、バッカラーとソレル両方の不正を黙認している節がある」

　アベルは、二人にそう言うと、集めた情報を前にして考える。

（汚職まみれではあるが、国王陛下に手を出す……大逆の罪まで犯しているかとなると、そこまではない気がするんだよなあ）

　アベルはそう感じていた。

「あれからまだ五日くらいでしょ？　よくこんな情報、集められたね」

　リンが、机の上の紙を見ながら、感心して言う。

「昔なじみたちからの情報だ」

「騎士団、陛下の身の回り……確かに、アベルの古い友人たちが入ってそうな場所よね。だからこそ、財務省には誰もいない……」

　アベルが情報の出所を明かすと、リーヒャが茶化すように言う。

「財務卿が、騎士団長と侍従長、両方に繋がっている可能性は掴んでいるぞ」

「でもそれって、騎士団長や侍従長側から得た情報でしょう？」

　アベルの抵抗を、リーヒャは一ひねりで潰す。

「むぅ……しょうがねえだろ、財務省とかに入る数字に強い奴は……ああ、どれだけ考えてもいない……」

「なんとなく、アベルと取り巻きたちの、小さい頃の姿が想像できてしまう……」

　リンは、両手を胸の前で組んで、何度も頷きながら言うのであった。
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　アベルが報告を読んでから、数日後。

「これはどういうことですか！」

　王都、東門に近い位置にある王立錬金工房の設計室で、声が上がった。

「主任……」

　主任と呼ばれた男の怒声に、部下も無念そうな表情だ。もちろん、部下を叱責しているわけではないことは分かっている。理不尽な通知への怒りだ。

「『ヴェイドラ』の開発費支給を一時凍結……」

「はい……」

　主任は、絞り出すように読み上げ、部下も一層無念な表情で頷く。

「彼らは分かっているのですか！　この『ヴェイドラ』こそが、圧倒的に劣勢な対帝国戦での切り札になるものだということを！」

「主任……」

　堪らず、再び声をあげる主任と、どうしようもないですという顔で答える部下。

「そもそも、この開発は国王陛下直轄事業なのに！」

「ですが、昨年、内務卿直轄に移管されましたし……」

　部下の冷静な指摘に、ぐむむという表情になる主任。

「分かっている……分かっているけど……」

　主任と呼ばれた男は、顔をしかめながら呟く。

　そして、おもむろに立ち上がって言った。

「内務省に行ってくる！」

　そういうと、主任研究員ケネス・ヘイワードは設計室を飛び出していった。
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「閣下、王立錬金工房主任研究員のケネス・ヘイワード男爵が、至急のお目通りを願っておりますが」

「通しなさい」

　内務卿ハロルド・ロレンスは、取次にそう答えた。

　執務室に入ってくると、ケネスはすぐに口を開いた。

「閣下、主任研究員のケネス・ヘイワードです。本日は、『ヴェイドラ』の開発費を一時凍結する、という通達を聞いて、まかりこしました」

「ヘイワード男爵、もちろん、こちらから説明しようと思っていたところでした。まあ、そちらのソファーにどうぞ」

　そう言うと、ハロルドは、自ら応接セットの方に移動し、ケネスの向かいに座る。

「閣下、『ヴェイドラ』の開発は、我が国の防衛の、喫緊の問題を解決する最も重要な手段です。正直に申し上げまして、『ヴェイドラ』無しでは、あの帝国には太刀打ちできません」

「男爵、私もその通りだとは思いますが……それはあまり大きい声では言わない方がいいですよ。特にこの王城ではね」

「あ……」

　さすがに、騎士団や魔法団のメンツを、正面から潰してしまう言葉であることをケネスも気付いた。

「男爵のおっしゃりたいことはよく分かります。そして、私もその通りだと思います。ですが、政権中枢にも、その辺りを理解できない方がいらっしゃるのです。今回の凍結は、開発費をロー大橋の復旧費用に回すためなのですよ」

「ロー大橋……」

　ケネスも、ロー大橋が崩落し、南部と東部間の交通や流通に支障が出てきているのは知っていた。また、その巨大さから、大橋の復旧に多額の費用が必要となることも理解していた。

　だが、それでも……。

「そう、だが、それでも、国防は大切です。『ヴェイドラ』の開発が急がれるのは、そのためでもあります。ですが、申し訳ありません、私の力不足で、今回は涙を呑んでいただかざるを得なくなりました」

　そういうと、ハロルドは頭を下げた。

　さすがに、内務卿であり、伯爵位を持つハロルド・ロレンスに頭を下げられれば、いくら貴族になりたてのケネスでも、その意味の重大さは理解できる。

「いえ、閣下、面おもてをあげてください。私も興奮しておりました。申し訳ありませんでした」

「ああ、男爵、分かっていただけましたか」

　ケネスも頭を下げると、ハロルドは笑顔を浮かべてその両手をとった。

「閣下、確認なのですが、例の魔石、二個目の購入までは予算は通っているのですよね？」

「ええ、あのワイバーンの魔石ですよね。二個目、購入に成功しました。ただ、もう、それで最後だそうですよ。一カ月以内には、ルンの街から送られてくることになっています」

　ハロルドの答えを聞き、ケネスは頷いた。

　二個目を確保できただけでも良しとしよう。これまでどうしても解決できなかった、出力の小ささの解決の目処が、これで立ったのだから。

「分かりました。今日はありがとうございました。これで失礼いたします」

　そう言うと、ケネスは内務卿執務室を後にするのであった。

　その後ろ姿を、名状しがたい光をその瞳にたたえて、ハロルド・ロレンスは見送っていた。
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「お、ケネスじゃないか、久しぶりだな！」

　内務省を出たところで、ケネスは後ろから声をかけられた。

「おいザック、ケネス・ヘイワード男爵だぞ。だ・ん・しゃ・く！　俺ら、次男で貴族位を継げない奴らとは違うんだから。ちゃんと礼儀をわきまえろよ」

「おっと、そうだったな。これは、ケネス・ヘイワード男爵閣下、ご無沙汰いたしております」

　そう言うと、ザックと呼ばれた男は、非常にわざとらしく、丁寧に一礼した。

「ザック……わざとらしすぎ。しかもそのネタ、ここ一年、ずっと言ってるでしょ……。だいたい、男爵とかいいよ、たまたま作った物が認められて爵位を貰えた、ただの成り上がり者だから」

　ケネスは首を振りながら二人に近付いた。

　二人は、ザック・クーラーとスコッティー・コブック。どちらも貴族の次男坊であり、王国騎士団に所属する騎士。また、ケネスとは数年来の飲み仲間であり、非公式飲み会組織『次男坊連合』のメンバーでもある。

「俺らも成り上がりたいんだけどな」

「騎士団で給料貰えてるだけでもありがたいでしょ」

　騎士ザックのぼやきに、騎士スコッティーがつっこむ。

「それにしても、ケネスが内務省に来ているとか珍しいな」

「そういえば、今、錬金工房は内務省の所管になっていましたっけ」

　ザックが感想を言い、スコッティーが理由を推測する。

「ええ。ちょっと予算のことで文句があって……」

　錬金術師ケネスは、ため息をつきながら言った。

「主任研究員ってのも大変なんだな」

　ザックがケネスの肩に手を置き、うんうんと何度も頷く。

　そして、ふと思い出したかのように言った。

「そういえばケネス、今、王都にアベルが来てるんだ。知ってたか？」

「アベル？」

「おう。俺ら『次男坊連合』の会長だ」

　そういうと、ザックは大笑いした。

「そう言えば、私、『次男坊連合』に入らされてるけど、会長に会ったこと、なかった気がする……」

　ケネスが首を傾げながら記憶をたどる。

「それは、アベルは南部辺境のルンの街で活動しているから。今回みたいに、たまたま依頼とかで王都に来ない限り会わないからね」

　スコッティーがケネスの疑問に答える。

　だが、ケネスの反応は二人にも想定外であった。

「ルン!?」

　大きく見開いた目で、錬金術師ケネスは若干大きな声になる。

「そういえば、ケネスはルンの出身だったね」

　スコッティーが、以前ケネスから聞いた話を思い出して言った。

「よし！　じゃあ、今夜は四人で飲もう！　この三人にアベルを誘って。ルン繋がりでアベルとケネスで、積もる話もあるだろうし。それに、『次男坊連合』の会長に、一度は会っておかんといかんだろ」

　ザックが勝手に、飲み会の予定を決める。

「え……」

「こらザック、アベルはそんなに暇じゃないと思うんだけど」

「ダメだったら俺ら三人で飲み会だな！」

　勝手に決まった飲み会に、錬金術師ケネスが絶句し、騎士スコッティーが懸念を表明し、騎士ザックがプランＢも立案する。

「パーッと飲んで、ケネスは憂さを晴らした方が良いぞ」

　そう言うと、ザックはまた大笑いするのであった。
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　錬金術師ケネス・ヘイワード男爵は、約束の時間午後七時きっかりに、いつも『次男坊連合』が使っている居酒屋に着いた。

『溺れる者は酒に溺れよ』

　なかなかに特徴的な名前の店であるが、個室が充実しており、酒も美味いうえに料理も美味い。そのため、一部で非常に人気のある店だ。高貴な身分の者たちが飲んだり、あるいは品行方正を保たねばならないと言われている騎士のような職業の者たちが楽しんだりするのに、個室は大切なのだ。

　いつもの見慣れた女将おかみが、指四本を立てて、第四個室に来てるよと教えてくれたことに片手を上げて感謝しながら、ケネスは第四個室の扉を開けた。

「おう、来た来た」

　先に気付いたのは、ザック・クーラー。もう一人のスコッティー・コブックは、メニュー表に見入っており、反応が少し遅れた。

「二人とも早いね」

「いや、ちょうど今来たところ」

　スコッティーが、メニュー表から顔をあげながら答える。

　ケネスが席に着くと、それとほぼ同時に、個室の扉がノックされる。

「お連れ様がいらっしゃいました」

　女将おかみさんがそう言うと、扉が開いて男が入ってきた。

「ここって、三日前にも来たよな？　ザック、スコッティー、三日ぶりだな」

　入ってきたのは、ルンのＢ級冒険者アベルであった。
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「今日は、次男坊連合の会長たるアベルに初お目見えの、連合会員にして、男爵位を自らの手で掴み、王都で天才錬金術師の名をほしいままにする、ケネス・ヘイワード男爵の顔合わせだ」

「錬金術で男爵位か。それは凄いな！」

「ザック、いろいろ盛り過ぎ……」

　ザックの怪しげな前口上、アベルの素直な感想、そしてケネスの照れが入った反論。

「何を言うかケネス。我ら連合会員初の、そして現在唯一の貴族位だ。照れるようなことじゃないぞ」

　なぜかザックが胸を張って答える。

「つまり、他の……十四人は、未だに誰も貴族位を掴めていない、ということだな」

「うむ、そうだ。アベルを含めてな」

　アベルが確認し、それをザックが肯定する。そして二人は大笑い。

「まあ、とりあえず飲もうぜ。まずはビールでいいよな」

「エールじゃないのか？」

　ザックの言葉に、首を傾げながらアベルが言う。

「ふっふっふ、アベルよ。今、王都の流は行やりは、『まずはビール』なのだよ。その後、ワインやエール、その他諸々に流れていく」

　ザックが、右手の人差し指を一本立てながら、先生口調で説明をした。

「知らなかった……」

　アベルは、時の流れを思い知ったのであった。

「三人は、三日前にもここで会ったのですよね？」

「そうそう。アベルが、もの凄い秘密な情報を渡せと言うから、ここでこっそりと渡したんだ。そんな暗い会合だったからな、『まずはビール』という始まりすら省略されてしまったんだよな……悲しい話だ」

　錬金術師ケネスの問いに、騎士ザックが芝居がかって、非常にわざとらしく答える。

「なんだその、元凶は全てアベル、みたいな展開は……」

　アベルが呆れた目でザックを見る。

「ケネスも気を付けた方が良いぞ。アベルは嫌がる奴からは力ずくで奪っていく、そんな奴だからな」

　ザックがコソコソといった感じを出しながら、その実、普通の声量でケネスに言う。

「よし分かった。ザックは俺に喧嘩を売っているんだな。スコッティー、すまんが、ザックは元からいなかったと思ってくれ。今日を最後に奴の姿は消える」

「残念です。ザック、善い人を亡くしました……」

「いや、お前らが言うと、なんか冗談に聞こえないからやめてくれ」

　アベルが脅し、スコッティーが肯定し、ザックが謝った。

　それを見ていたケネスは大笑い。

「そう言えば、アベルはルンの街の冒険者だとか」

「ああ、そうだ」

「こんななりだが、凄腕のＢ級冒険者なんだぜ」

　ケネスが問い、アベルが答え、なぜかザックが威張って言う。

「実は、うちの家族もルンの街に住んでいたんです」

「おぉ！　こんなところで、そんな縁が繋がるとは……。俺がルンに拠点を置いたのは……七年前だな」

「ああ、じゃあ入れ違いですね。私がルンを出て王都に来たのが、ちょうどそれくらいですから」

　ちょうどお互いが入れ違いになったことを確認するアベルとケネス。

「両親を呼んだのが一年前くらいですね」

「ケネスの男爵位についてきた荘園に、ご両親を住まわせているんだよね」

「はい。元々農家だったのですが、父の足が悪くなってきて、広い農地での作業が難しくなっていたんです。それで、私の代わりに荘園領主代理とかをしてくれないかと誘ったら来てくれまして。今は、領民と楽しく過ごしています」

　スコッティーの問いに、ケネスは嬉しそうに答えた。




　ナイトレイ王国における荘園とは、簡単に言うと、貴族に下賜された村である。

　王室直轄地であったり、取り潰された貴族家の領地の一部であったりと、来歴は様々であるが、総じて大きくはない。ただし、荘園から徴収される税は、その貴族、荘園領主のものとなるため、豪ごう奢しゃな生活を送ったりしなければ、荘園からの税だけでも十分生活していけるのだ。

　ケネス・ヘイワード男爵の場合には、荘園以外にも、王立錬金工房主任研究員としての収入もあるため、なりたての男爵としては、収入は多い方であった。

「たいしたもんだな」

　アベルは、鳥の山賊焼きを食べながら親孝行なケネスに感心した。

「ルンに残してきた家も、最近ようやく売れて、完全に後顧の憂いは無くなった、って感じです」

　ケネスの話に、うんうんと、アベルは頷きながら食べる手を止めない。

「ああ、その家なんだろ。例の、ごつい石がキッチンに使ってあるのって」

「ええ。母が料理好きなんですが、広い調理台が欲しいって言って、父が知り合いの石工さんに特注で切り出してもらったやつです」

　それを聞いて、今まで動き続けていたアベルが止まった。

「どうした、アベル」

「ちょっと待った。ケネス、そのキッチンって、『ミカゲイシ』とか言う黒い大きくて立派な石か？　そして家は扉が三か所ある……？」

　不自然に止まったアベルを訝いぶかしむザックを無視して、ケネスに尋ねるアベル。

「その『ミカゲイシ』というのは分かりませんけど、黒くて大きい立派な石ですね。家の扉も、確かに三か所ありますね。どうして知っているんですか？」

「あ、ああ……。その、なんだ、ケネスの家を買ったの、多分俺の友人だ……」

　なんとなく言いにくそうに言うアベル。

　それを聞いたケネスは、大きく目を見開いて驚いた。

「そうなんですか！　いやあ、買ってくれた人にありがとうってお伝えください。半年以上売れなくて、値段を下げないといけないかなって両親と話していたところだったんですよ。それを買っていただいて……しかも全額即金で」

「ああ、まあ、金はあるやつだから……」

「何やら、アベルの様子が変……」

　汗をかいているアベルを見て、スコッティーが指摘する。

「その……ケネスの家を買った奴なんだが……少し、家を改造したんだよ……いや、見た目は変わってないから！」

「え？」

「ほら、ケネスん家って、風呂無かっただろ？」

「はい。家のすぐそばを川が流れているので、みんなそっちで体を洗ってましたね。冬場は、庭に樽たるを置いて、そこにお湯を入れて入ってましたけど……」

　アベルの質問にケネスは思い出しながら答えた。

「その買い取った奴は、風呂が無いとダメな奴でな。それで家の一部を、でかい浴室に作り替えたんだ。それで……ケネスはその家に思い入れもあるだろうが、それを改造したから……」

「ああ、なるほど。私は気にしませんよ。使い勝手がいいように変えていく、それは悪いことだとは思いませんし」

「そうか」

　ケネスの言葉に、アベルはあからさまにホッとしていた。

「ルンの街にいるアベルの友人ですか……」

　スコッティーが呟くように言う。

「ああ。俺の命の恩人でもある。しかも、二度も救われたからな」

　アベルは、再び食べることを再開し、常に手も口も動かしながら、しかも喋っている。非常に器用だ。

「冒険者？」

「そうだ。非常に珍しいことに、水属性の魔法使いで冒険者だ」

「それは珍しいな！」

　ザックが驚いて言う。

「そんなに珍しいの？」

　その辺りのことに、あまり詳しくない錬金術師ケネスが、メニューを見ながらザックに尋ねる。

「ああ、極めて珍しい。水属性魔法というのは、およそ戦闘に向いていないらしくてな。王立魔法団にも、ほとんどいなかったはずだ。冒険者だと、王都でもゼロなんじゃないか？　だいたい、危険な戦場や冒険に出なくても、水属性魔法は生活の中で、一番需要が多い魔法だからな。特に、商会では重宝されるし」

　ザックが、天井を見て、いろいろ思い出しながら答えていく。

「それが命の恩人……ああ、戦闘で助けるのだけが命の恩人とは限らないですしね。生きていくのに水は必要です」

　スコッティーが、戦闘以外で救ったのだろうと推測する。

「まあ、そうなんだが……そいつは、純粋に戦闘で救ってくれたんだよ。そういえば、そいつがはまっているのが錬金術だったな」

　アベルの言葉を聞いて、メニューから勢いよく顔をあげるケネス。

「家を買ってくださった方ですよね。錬金術にはまっているのですか！　ああ、私で役に立つことがあったらいくらでも手伝ってあげるのですけど」

　勢い込んで言うケネスを見て、苦笑するアベル。

「もし、その機会があったら手伝ってやってくれ。そいつの名はリョウだ。ルンの街の冒険者、水属性の魔法使いのリョウだ」



　　　　　　　◆





　アベルは、居酒屋『溺れる者は酒に溺れよ』を出て三人と別れた所から、尾行されていることに気付いていた。

（俺を尾行するのはいいけど……あの三人、大丈夫かな）

　別れた三人の心配をする。錬金工房に戻るケネスを、二人が送っていくと言っていたが……。

（さすがに『男爵』に危害を加えることはないと思うがな）

　錬金術師ケネス・ヘイワードは、男爵位を持つれっきとした貴族だ。貴族への襲撃は、その刑罰が驚くほど重くなる。そう考えると、襲われる可能性は低いとは思う。

　残りの二人は……なんとかするだろう。アベルは、あまり深刻には考えていなかった。

　アベルが探っていた三人、騎士団長バッカラー、侍従長ソレル、財務卿フーカ。いずれかの手の者であろうか。

　尾行してくるのは、三人。

（最初は五人いたはずだから、向こうに二人行ったのか。こっちに三人ということは、やはり狙いは俺ってことだよな）

　アベルは大通りから逸れ、さらに裏路地に入っていく。この辺りは、若い頃からよく遊びまわった地域であり、十年近く経っても体が道を覚えていた。




　数分後。

　路地の陰影、なぜか道の途中にある壊れかけの扉などを利用した神出鬼没のゲリラ戦によって、アベルは全く無傷のうちに、自分を追っていた三人の意識を奪うことに成功した。

　ちなみに、男性二名、女性一名の構成だ。

「さて……」

　アベルはそう呟くと、指笛を鳴らしてしばらく待つ。

　一分ほどで、大きな影がやってきた。

「悪いなウォーレン、こいつらを一緒に運んでくれ」

　ウォーレンは頷くと、男性二名を左右肩の上に担ぎ上げた。アベルが、残った女性を担ぎ上げる。

　路地を二回曲がると、そこは『王国魔法研究所』の前であった。

「地下の実験場、あそこに連れて行って尋問しよう」

　アベルはそう言うと、ニヤリと笑った。



　　　　　　　◆





　男は目を覚ました。

　そこは、だだっ広い空間で、中央の椅子に、男は座らされている。手も足も椅子に縛り付けられ、全く動かすことができない。

「くそっ」

　尾行していたはずだった。だが、気付いたら、対象が後ろから現れ、一撃で意識を刈り取られていた。

「あんな手練れだなんて聞いてない……」

　だが、今さら言っても遅い。

　三人で一人を襲って攫さらう。正直、余裕だと思っていた。問題は、攫った男の輸送手段くらいだと……。

　だが現実は違っていたのだ。

「どうすりゃいいんだ……」

「全部吐けば楽になるぞ」

　男の呟きに、想定外の反応が返ってくる。その声を聞いて、男はギョッとした。周りに人がいる気配が無かったからだ。

　そして聞こえてきた声は、襲撃するはずだった若い男の声ではなく……年老いた男の声であった。声の主と思われる老人が近付いてきて、男が認識できる距離にまでなった。

「まさか……イラリオン……」

　男が呟いた瞬間、老人は一気に距離を詰め、持っていた杖で男の頭をポカリと叩いた。

「痛っ」

「様をつけんか、様を。イラリオン様、じゃ。全く、最近の若いもんは礼儀がなっちょらん」

　プンスカと擬音をつけたくなるように怒るイラリオン。

　それを見て、再び呆然とする男。そして呟いた。

「なんでこんな大物が……」

　イラリオン・バラハ。ナイトレイ王国筆頭宮廷魔法使い。

『王国の強力な魔法使い』と言った場合、真っ先に名前が挙がる人物が、このイラリオン・バラハであろう。自他ともに認める、王国最強魔法使いの一角。

「ふむ。わしが大物であることは分かっておるのか。お主が襲撃しようとした者は、その大物と密接な繋がりのある人物じゃったということじゃよ。悪いことは言わぬ、知っていることを全部吐いた方がよいぞ」

　イラリオンはわざとらしく、杖で掌をポンポンと叩く。

「くっ……依頼人を裏切ることなどできるか！」

　男はそういうと、そっぽを向いて、口を閉じる。

「ふむ……お主、わしをイラリオンと知ってもその態度とは……魔法を甘く見ておるんじゃないか？」

「ど、どういうことだ」

「わしはこう見えても、王国一の魔法使いと呼ばれておる。王国一の魔法使いが振るう魔法……それを、お主は椅子に縛り付けられた状態で、その身に体験することになるのじゃぞ。ここから出た後、五体満足でいられると思うておるのか？」

　イラリオンが脅すと、さすがの男も歯をカチカチ鳴らしながら、顔が真っ青になる。

「ひ、卑怯だぞ！　この縄を解け！」

「なんじゃ、縄を解けば、わしは存分に魔法を放って良いのか？　お主の体はそれで大丈夫なのか？」

　イラリオンは余裕の表情だ。自分の高名さを存分に使って脅す。ある種、年の功であろうか。

「それ、まずはお主の名前から言ってみてはどうじゃ？」



　　　　　　　◆





　イラリオンが、尋問を終えて自分の執務室に戻ると、なぜかそこでは女子会が開かれていた。

「あ、師匠、おかえりなさい」

　イラリオンに最も早く気付いたのは、リンだ。

「う、うむ……お主ら三人で……何をしておるのじゃ？」

　そう、そこには女子が三人いる。リン、リーヒャ、そして知らない子。

　なんとなくだが、リンとリーヒャに尋問を任された、襲撃者の一人のような気がする。イラリオンはそう思った。

「お茶会です。あ、こちら、王都のＣ級冒険者のオリアナさん。さっきの襲撃は、財務卿の部下からの依頼だったらしいです」

　リーヒャがそう言うと、紹介されたオリアナが立ち上がった。

「お、オリアナです。ご高名なイラリオン様にお会いできて嬉しいです」

　そういうと、思いっきり頭を下げた。

「う、うむ……。まあ、ゆっくりしていきなさい」

　イラリオンは、そう言うのが精一杯であった。

　イラリオンが、あれほど苦労して手に入れた情報を、この子たちは簡単に手に入れてしまっていたのだ。しかも、襲撃者を一人残してくるために、わざわざ気絶させてからここに来たのだが……なぜかここでは、お菓子によって襲撃者の一人を情報提供者として取り込んでいる。なんとか意思の力で、膝から崩れ落ちることだけは我慢したが、イラリオンの身を襲ったのは、えも言われぬ敗北感であった。

　そのわずか三十秒後。

　別の男の尋問から戻ってきたアベルは、先ほどのイラリオンと同じような報告を聞き、そのまま膝から崩れ落ちたのであった。



　　　　　　　◆





「えっと、私たちは、王都の冒険者ギルドに所属するＣ級パーティー『明あけの明みょう星じょう』です。今回のは、当初、ギルドを通した正式な依頼として引き受けました。依頼内容は、さる御方の護衛と、不審人物の排除となっていました」

　アベルに促されて、オリアナが説明する。

「それで、今夜、不審人物の居場所が判明したので、拉致してこいと言われ……」

「それで俺の後をつけたのか」

「はい……」

　さすがにうつむきがちに返事をするオリアナ。

「俺と別れた三人にも、尾行をつけただろ」

「はい。あっちは、どこの誰なのかを確認するために尾行しているだけです」

　ケネスを含めた三人に危害はなさそうだと聞き、アベルは安心した。

「本当に申し訳ありませんでした。財務卿様直属の補佐官からの依頼と指示だったので、頭から問題ないと思い込んでいました」

　そう言うと、再びオリアナは頭を下げた。

　国の中枢からの依頼であれば、疑えという方が無理であろう。

　その難しさは、似たような依頼を、これまでに何度もこなしたことのあるＢ級パーティー『赤き剣』の三人共、理解できた。そのためであろうか、オリアナたちを責める者は誰もいなかった。

　アベルを襲撃した黒幕は分かったが、拉致をする詳しい理由までは、オリアナたちは知らされていないらしい。

　だが、アベルの中で、財務卿フーカへの印象が、一気に黒くなったのは事実である。

「これは……俺が捕まって、潜入するしかないだろうな」

　アベルがぼそりと呟く。

　それに反応したのは、やはりリンとリーヒャであった。

「はいは～い、それははんた～い。アベルの身が危険すぎます～」

　なぜか語尾を伸ばしながら反対を主張するリン。

「私も反対。アベル、前回『潜入』した結果、どうなったか覚えてないの？」

「え？」

「前回、密輸船に潜入して……アベルは流されたのよ？　もしリョウがいなかったら、アベルは死んでるんだから！」

　そう、アベルは密輸摘発の依頼で、密輸船に潜入したのだが、予定より早く船が出港した。しかもその密輸船は、嵐に遭い、さらにはクラーケンにも襲われ、ロンドの海岸に打ち上げられたのだ。運良くアベルだけはまだ生きていたが、それとて、涼がすぐに回収しなければ、他の死体同様に、再び海中に引きずり込まれていたに違いない状況であった。

　前回の『潜入』がそんな感じであったために、リーヒャが感情的に反対するのは、アベルにも理解できる。

　とはいえ、他に有効な方法も思いつかない。

　今回は陸上だし……という説明は何の慰めにもならないために言うべきではないし……アベルは何とはなしにイラリオンの方を見た。

「なんじゃ、爺の知恵を借りたいか？」

　イラリオンは、何か自信ありげに答える。言い方にはイラっとするが、アベルは他の手段が思い浮かばない。

「爺さん、何かいい方法があるのか？」

「要は、アベルが行方不明にならず、身の危険も回避できればいい、そういうことじゃろう？」

　そういうと、イラリオンは立ち上がり、戸棚に向かった。そこから持ってきたのは、親指大の球と、掌二つ分ほどの大きさで、厚さが五センチほどの鉄製の箱であった。箱の表面には、短針のみの時計のようなものが埋め込んである。

「さる錬金術師が作った、追跡装置じゃ。この球を持っている者を、こっちの箱で探ることができるらしい」

　そういうと、イラリオンはほんの少しだけ球に魔力を流す。そうすると、球は一瞬だけ輝き、すぐに光を失った。

　だが、同時に、鉄製の箱の時計部分が光りを放ちはじめ、短針が球の方を向く。そして、時計部分の光が、かなりの速さで明滅し始める。

　涼がここにいれば、「発信機か！」と叫んだことであろう。

「この短針で方向を、点滅のスピードで距離を表すそうじゃ。風魔法の〈探査〉を使っておる。ほれ、ダンジョンを調べた時に使ったであろう？　残留魔力検知機。あれに使っておる仕組みらしいぞ。ただ、その箱の方、受け取る方を小さくするのが大変じゃったらしいがの」

　そういうと、イラリオンは球を指で弾いた。すると、その音が箱の方から聞こえる。

「特筆すべきは、この球が拾った音を、箱の方に送るということじゃ。これで、何が起きているのか、箱を持つ者たちにも理解しやすいのぉ」

　涼がこれを見れば、「盗聴器か！」と言ったに違いない。

　イラリオンは箱を机に置き、球をアベルに渡す。

「凄いな。錬金術は、こんな物まで作れるようになったのか……」

　アベルが呟くように言う。

「ほっほっほ。それを作った奴が天才なだけじゃよ。王都広しと雖いえども、錬金術師の天才は二人しかおらんわい。いや、もう一人だけになったか」

　アベルの呟きに、イラリオンが答える。

「もしかしてそれって、ケネスとかいう名前か？」

「ほぅ。知っておるか。いかにも、ケネス・ヘイワード男爵じゃ」

　アベルの問いに、大きく頷いて答えるイラリオン。

「この……王都の冒険者たちの片割れが追って行ったのが、その男爵だ」

　アベルは、椅子に座って小さくなっている王都のＣ級冒険者オリアナを見やった。

「なんと……。国王陛下が手ずから叙任された男爵を追って行ったのか……。それは上に知られるとまずいことにならんかのぉ」

　イラリオンはわざとらしく言ったが、言われたオリアナは顔を真っ青にしている。

　いくら財務卿の部下の命令とはいえ、国王陛下が叙任された貴族……そこに手を出せば、必ず国王陛下の知るところとなる。誰が、国王陛下に睨まれた一介の冒険者風情など守ってくれるだろうか。パーティーもろとも切り捨てられるのは目に見えている。

　そんなオリアナの方を、イラリオンは見た。

「のう、お主らが、協力してくれるのであれば、わしがとりなしてやっても良いぞ」

「ほ、ほんとうですか！」

　イラリオンの提案に、オリアナは飛びつく。

「もちろんじゃ。この、イラリオンの名にかけて誓おう。どうじゃ、協力してくれるか？」

「はい、もちろんです！」

　そう言うと、オリアナは何度も何度も頷いた。

　そんな二人のやり取りを見やるアベル。

　この爺さん、やっぱり食えねえ……アベルの目は、そう語っていた。




　イラリオンとアベルは、地下の尋問室（仮）に移動した。そこには、イラリオンが気絶させた『明けの明星』のメンバーが……いたのではあるが、すでに気絶から覚めていた。

「なんじゃ、もう起きておったのか。はやいのぉ」

「貴様、いきなり気絶させやがって！　この拘束を解きやがれ！」

「解けと言われて解くわけがなかろう」

　そんな口論を、アベルは我関せずと見ている。

　そうしていると、リーヒャとリンが、オリアナを連れて入ってきた。

「オリアナ！　大丈夫か？　酷ひどいことされてないか？」

　拘束された男は、それまでのイラリオンと口論していた姿とは打って変わって、オリアナを気遣う。

「ヘクター、私は大丈夫」

　そして、捕まった『明けの明星』最後の一人が、ウォーレンに担がれて運ばれてくる。

「アイゼイヤ……」

　ヘクターと呼ばれた、イラリオンに気絶させられた男ができたのは、辛うじて名前を呼ぶことだけであった。

　ウォーレンに担がれて入ってきたアイゼイヤは、頭だけは出ていたが、それ以外は紐ひもでグルグル巻きにされた、良く言ってミノムシにしか見えなかったからだ。

　最初から、ウォーレンに担がれて運ばれること前提の拘束であった。

「さて、王都のＣ級パーティー『明けの明星』の諸君。リーダーのヘクター、オリアナ、アイゼイヤの三名じゃな。お主らが財務卿の部下に雇われておったことは既に分かっておる。おっと、自己紹介を一応しておこう。まあ、言うまでもないと思うが、ナイトレイ王国筆頭宮廷魔法使いである、イラリオン・バラハじゃ」

　そして、アベルの方を指さして続ける。

「お主らが攫おうとしておったこの者は、ルンの街のＢ級パーティー『赤き剣』のアベルじゃ」

　イラリオンは、アベルの正体を明かした。

「Ｂ級……」

「どうりで……」

「むぐぐ……」

　約一名、体が紐でミノムシなだけでなく、口の周りも猿ぐつわを噛かまされているようだ。

「さて、お主らが直面しておる問題はじゃ……」

　ここでわざとらしく一呼吸入れて言葉を区切る。

「問題は、大逆罪の疑いのある財務卿に加担したという事実じゃ」

　その言葉は強烈であった。

　三人ともが、頭を何かに殴られたかのようにぐらりと揺れ、倒れそうになる。

　大逆罪とは、王室への反逆の罪であり、王国においては、王国への反逆の罪である国家反逆罪よりも罪が重くなることすらある。

　ほぼ、死罪か無期懲役しかない。それに加担したとなれば、彼らに科される量刑も死罪か無期懲役……。

「そんな……」

　ようやく、絞り出すように声を出したのはリーダーのヘクターであった。

「とはいえ、何も知らずに協力させられた挙句、使い捨てにされようとしているのを見るのは、あまりに憐あわれ。もし、わしらに協力するのであれば、国王陛下にとりなしてやろうと思うが、どうかな？」

「そ、それは本当なのか」

　ヘクターが答える。パーティーリーダーということもあり、最も責任感がありそうだ。

「無論じゃ。この、イラリオン・バラハの名において誓おう」

　イラリオンは大きく一つ頷いて答える。

　ヘクターは、オリアナ、アイゼイヤの方を確認する。二人とも小さく頷く。

「分かった。イラリオン……様の恩情にすがろうと思う」

　それを聞いて、イラリオンは満足そうに微笑んだ。

「そうであった。もう一つお主らに伝えておかねばならん。お主らの片割れ、二人が別の者を追って行ったな？」

「ああ、追って行っている」

　イラリオンの質問に、ヘクターが答える。

「その中の一人は、国王陛下自らが叙任されたケネス・ヘイワード男爵じゃ。れっきとした貴族であり、しかも陛下自らの叙任となれば、何かすると大変なことになる」

「あ、あの二人にさせたのは身元の確認だけだ！　決して、陛下の貴族にどうこうしようとの意図はない！」

　ヘクターが必死に叫ぶ。

「うむ。それが事実であることを祈るのみじゃ。さて、お主らに協力してほしいのは、このアベルが潜入するのを手伝ってほしいということじゃ」

「潜入？」

　イラリオンの説明にヘクターが首をかしげる。

「先ほど言った通り、財務卿の大逆の証拠を掴むためじゃ。さすがに国の重鎮、しかも大逆ともなれば、いくつもの証拠が必要になるでな。お主らは、計画通りアベルを捕まえて、財務卿の部下の元へ連れて行く。基本的にそれだけじゃ」

「それだけ？」

　ヘクターが拍子抜けしたように答える。

　これだけ脅されたのだ。相当な無理難題に協力をさせられるのではないかと身構えていたのだが、提示されたのは当初の予定通り、捕まえて連れて行くこと。

「うむ。協力してもらえるな？」

「ああ、分かった。二言は無い」

　ヘクターは頷いて答えた。




「あいつらのボディーチェックはかなり厳しい。武器を身につけたままというのは不可能だ」

　全員の準備が終わり、最終チェックとなったところで、アベルが忍ばせた短剣を見てヘクターが言った。

「その球も……もっと見つけにくい場所の方がよくないか？」

　いわゆる『発信機』の球のことだ。親指大の大きさの球。アベルはポケットに入れておけば石か何かだと思うだろう、と考えていたのだが……そこにヘクターのダメ出しであった。

「そうか……。さて、どこに忍ばせるか」

　アベルが呟くように言う。

「服に縫い付けておけば……」

「口の中にずっと入れておくのがいいと思うわ」

「いっそ、そのまま飲み込んで、お腹の中に入れておくのがいいよ！」

　ヘクターが常識的な提案をし、リーヒャが過酷な提案をし、リンが過激な意見を述べる。

　そして言った後、リンはすぐにウォーレンの後ろに隠れた。

「俺はこいつらに命を預けて、本当に大丈夫なのだろうか……」

　アベルは天井を見上げて嘆いた。



　　　　　　　◆





　王都内、『明けの明星』の隠れ家。

　ヘクター、オリアナ、アイゼイヤの三人は、紐で縛ったアベルを袋に入れて、外から見えないようにして抱えていた。

「ヘクター、ずいぶん遅かったな」

　先に来ていた二人、ケンジーとターロウが、ヘクターたちを迎え入れる。

「ああ、いろいろあってな」

　ヘクターはそう言うと、本当に深いため息をついた。

「俺たちが尾行した三人だが、一人は王立錬金工房、後の二人は王国騎士団の宿舎に入って行った。どこに帰るかだけ確認しろってことだったから、それで戻ってきたが、よかったんだよな？」

　ケンジーがヘクターに確認する。

「ああ、それで十分だ。とりあえず、その三人に関しては、今後一切触れるな」

「え？」

　ヘクターの指示に、ケンジーが首をかしげる。

「貴族、それも国王陛下が叙任された貴族が交じっているということが分かった。だから、一切触れない。上への報告も、あの三人に関しては無しだ。俺たちは何も見なかった。いいな？」

「お、おう」

　ヘクターのあまりの念押しに、ケンジーも思わず頷いてしまう。

「上が求めていたのは、この捕まえた男の身柄だけだ。この男を無事引き渡せば、他は何も言われないだろうからな。この男は、一人で酒を飲んでいた。そして、そこからの帰りを捕獲した。いいな、そういうことにする」

「ああ、分かった」

　ケンジーが答え、ターロウも了解したと頷く。

　ヘクターがこういう言い方をする時は、何か厄介な状況が起きているということを、この二人も長い付き合いから知っていた。そして、そういう場合は、ヘクターが解決するのを待つのが、一番成功率が高いことも、経験している。そのため、ヘクターの言う通りにすることに、何も問題は無かった。




　アベルが袋から出されたのは、それから約三十分後であった。左の扉の向こうからは、酒に酔った者たちの笑い声が聞こえる。

「雇われた冒険者の詰め所だ」

　アベルを袋から出しながら、ヘクターがぼそりと囁ささやく。

　そのタイミングで右の扉が開き、中から男が出てきた。

「そいつだな？」

「ああ、そうだ」

　男の問いに、ヘクターが答える。

「俺が連れて行く。お前らは、そっちで休め。ご苦労だった」

　そういうと、男は扉の奥からもう一人呼び、アベルを前後で挟む。そして、ボディーチェック。確かにヘクターが言った通り、かなり細かなチェックが行われた。

「よし。歩け」

　ようやくボディーチェックが終わり、アベルは歩かされた。

　ヘクターは、それを心配そうに一いち瞥べつした後、仲間と一緒に左の扉を開けて、冒険者の詰め所に入っていくのだった。




　二人の男に挟まれたアベルは、しばらく廊下を歩いた後、がらんとした部屋に出た。広さは、学校の教室二部屋分ほどであろうか。中央に椅子が置かれ、それを囲むように三人の男たちが立っている。

「座れ」

　そして、アベルはその椅子に座らされた。腕は紐で縛られているが、それだけだ。よほど、男たちは腕に自信があるのか。それともただの油断か……。

　正面に立つリーダーらしき男が口を開こうとした瞬間、アベルたちが入ってきたのとは別の扉が開き、二人の男が樽を運び込んできた。

　それを見て、部屋にいた五人全員が焦ったように叫ぶ。

「馬鹿！　それはこの部屋じゃない！」

「一番奥の部屋だ。さっさと持って行け！」

　樽を運び込んだ男たちは、すいませんと頭を下げながら部屋を出て行った。

（あの焦りよう……一体何が入っていた？）

　アベルは、調べるべき物を見つけた気がした。




「さて……」

　アベルの正面に立つ、リーダーらしき男が口を開く。

「俺たちがお前に聞きたいのは二つだ。誰の手先なのか。それと、どこまで調べたのかだ」

（俺がお前らに聞きたいのは、誰の手先なのか。それと、何をしようとしているのかだ）

　アベルは心の中で言い換える。

　先ほどから、男たちが身に着けている物から、身分や所属に繋がりそうなものがないか観察しているのだが、さすがに外から見える所には、そういった類の物は着けていない。

「痛い目に合う前に喋った方がいいぞ」

　リーダーがそういうと、隣の男がこれ見よがしにナイフを取り出す。

　それを見て、アベルは口を開いた。

「分かった。話す」

「ほぉ。話が分かるじゃないか」

「俺だって、痛い思いはしたくない。俺の雇い主は、騎士団長だ」

　もちろん口から出まかせだ。

　目の前の男たちが財務卿と繋がっているのは分かっている。そして、財務卿が、騎士団長バッカラーと侍従長ソレルの不正を黙認している情報も掴んでいる。当然、黙認するのには理由があるはずだ。あるいは、何か便宜を図ってもらっている可能性がある。どちらにしろ、この三人で比べた場合、いつでも他の二人を不正で突き出せる財務卿が最も強く、騎士団長と侍従長は財務卿には頭が上がらない可能性が高い。

　そうであるならば、騎士団長と侍従長はどういう行動に出るか？

　考えられる行動は二つ。

　一つは、何もせず、現状で満足しておく。もう一つは、財務卿側の弱点を探り、あわよくば証拠を手に入れ、簡単には不正で突き出されない立場を確保しておく。

　だからこそ、ここで「雇い主は騎士団長」と言ったアベルの言葉が真実味を帯びてくる。もちろん、アベル的には何の物証もなく、全ては推論に推論を組み合わせただけのものであるが。

　だが、アベルの言葉を聞いたリーダーの反応は激烈であった。

「なんだと……」

　そう言ったきり、押し黙ったのだ。

　その反応は、取り巻きたちを驚かせたし、アベルも内心で驚いていた。

（あれ？　なんだ、その反応は。財務卿側も、騎士団長側が何かを探るために動くことを警戒していましたと、言っているようなものじゃないか……。さっきの樽といい、幸運が続くな！　やはり潜入してみるもんだ）

　アベルは、自分の決断は間違っていなかったと、心の中で何度も頷いた。




　しばらくすると、リーダーは考えがまとまったのか、アベルを見てさらに質問を続けた。

「騎士団長が雇い主か。それなら、お前が嗅ぎまわっていたのは何のためだ？」

「もしもの場合に備えて、財務卿の不正の証拠を握るため」

　不正の証拠があるのなら、握っておきたいのは確かだ……騎士団長など関係なく。

　実際に騎士団長にしてみても、敵であればもちろん、現在味方であっても永久に味方とは限らない以上、備えるために探りを入れる……そんな動きをしていても、決して不思議ではないはずだ。

「そうか。それで、証拠は見つかったのか？」

「いくつかは見つかった」

　リーダーの質問に、アベルは素直さを装って答える。

「どこにある？」

「信頼できる仲間に渡してある。俺からの定期的な連絡がなければ、内務調査官に渡るように手配してある」

　その言葉を聞いて、リーダーは表情を変えなかったが、取り巻きたちは驚いた表情を見せた。

　内務調査官とは、内務省に所属し、政府関係者の不正の調査を行う者たちだ。場合によっては、国王からの勅命により、貴族たちを取り締まる権限すら与えられることもある。

「なかなかに面白いな。なぜ騎士団長ではなく、内務調査官に渡るようにしてある？」

「そりゃあ、俺の保身のためだからな」

　リーダーの質問に、アベルはいかにも、蛇の道は蛇、という雰囲気を出して答える。長い間、冒険者をやってきているために、非常にそれっぽく見える。

　だがアベルは、外見とは違い、心の中では物騒なことを考えていた。

（やはりこのリーダーだけ、他の取り巻きとは毛色が違う……。絶対、こういう荒事には向いていないだろう。本質的には善い奴なのかもしれんが、まあしょうがないよな。倒して拉致するならこの男だ。あとは、この包囲をどうするか）

　現実的に、五人の男に囲まれた状態で、武器も無く、手も紐で縛られている状況はあまりよろしくない。もう少し人数を減らさないと……。

「ふむ。どうだろう、その証拠をこちらに売ってもらえないか。無論、力ずくというのもあるのだが……」

　そう言うと、リーダーはこれ見よがしに隣でナイフを持っている仲間の方を見る。

「いや、俺も痛いのは嫌だと言ったろう。少しの金と、国外に逃がしてくれるのなら……」

「いいだろう。取引成立だな。それでは、証拠の中身について話してもらおう」

　そこでアベルは困った。元々、証拠など持っていないのだから当然だ。

「あー、あれだ、いわゆる……ゲホッ、ゲホッゴホッ」

　突然咳せきをし始めるアベル。そして苦しそうな表情をする。

「なんだ？　おい、誰か水を持ってこい」

　リーダーが指示を出すと、取り巻きの一人が部屋を出ていく。

　アベルはそのまま咳をし続け、ついには椅子から落ち、床を転げまわる。

「なんなんだ、いったい。おい、神官を連れてこい」

　さらに一人が部屋を出ていく。

（こんなところだろう）

　アベルは、様子を見るために近寄ってきた取り巻きの一人の足を、転がった状態から手で掴んで引き倒す。倒すと同時に、くるりと床の上で回転し、倒れた男の首に右足を振り下ろして気絶させる。そして、男が腰に差していたナイフを抜き取る。

　それを見て、最後に残った取り巻きの一人が突っ込んでくる。

　アベルは、紐で縛られた状態の両手でナイフを持つ。

　取り巻きが殴りかかってきたのを腕の外側にかわし、ナイフを横向きのまま脇の下に突き刺す。

「グギャァ」

　情けない声を出しながら、刺された男は床を転げまわる。脇の辺りは神経が集中しており、ここを刺されると、人によっては気絶する……。剣士であるアベルは、経験からそれを知っている。

　ようやく、アベルはリーダーと一対一の状況に持ち込めた。

「金と国外逃亡じゃなかったのか……」

　リーダーはじりじりと後退している。後ろの扉から逃げることを考えているのであろう。

「悪いな」

　それだけ言うと、アベルは男に向かって突進する。

「ゲホォ……」

　男はアベルの突進を避けられず、肘を鳩尾みぞおちに叩きこまれ悶絶。そんな状態のリーダーの頭をアベルは蹴り上げ、気絶させた。

　そこまでやってようやく、アベルはナイフで両手を縛っている紐を切ることができた。




　ちょうどそのタイミングで、アベルが入ってきた扉が開き、人が飛び込んでくる。『赤き剣』の三人と、イラリオンであった。

　アベルの服に縫い付けられた『球』から、ついにアベルが行動を起こしたことを知り、急いで建物に入ってきたのだ。

「おぅ。入口の近くに、冒険者たちがたむろしている部屋、なかったか？　気付かれなかったのか？」

　アベルが飄ひょう々ひょうと問う。

「わしの魔法で気配を消してきたから大丈夫じゃ」

「もう！　アベル、心配させないで！」

　イラリオンが胸を張って答え、リーヒャがアベルにしがみつく。

「お、おう。すまん」

　素直に謝るアベル。

「して、何か証拠は見つかったか？　声を聞く限りでは、何もなさそうじゃったが」

「ああ。まず、この男」

　イラリオンの質問に、アベルは気絶させたリーダーを顎で指し示す。

「こいつはいろいろ知ってそうだから連れて行く。ウォーレン、悪いがその辺から、こいつが入りそうな袋を探して担いでくれ。あと、さっき間違って、この部屋に樽が運び込まれてきたんだが、こいつらそれを見て、かなり焦っていた。あれは、何か気になるから調べたい」

「ふむ。一番奥の部屋に持って行け、とか言われておったやつじゃな。アベルとわしと……リーヒャでいくか。ウォーレンとリンは、この男たちを頼む」

　そうして、アベル、イラリオン、リーヒャの三人は、奥の扉をくぐった。




　扉を出ると、広い廊下があった。アベルが尋問されていた部屋は、こちらの廊下の突き当りで、とりあえず、そのまま廊下を進むことにする。

　途中、水を持って帰ってきた男、神官を連れてきた男と神官を気絶させ、三人は廊下の奥へと進んだ。

「ここかな」

　両開きの扉の前に着く。扉に耳を当てて中を窺うが、音はしない。

「どれ。命の鼓動と存在を　我が元に運びたまえ　〈探査〉」

　イラリオンが唱えたのは、風属性魔法の〈探査〉である……〈探査〉であるのだが、恐ろしいほどの早口。詠唱全体で、一秒程度しかかかっていない。

「いつ聞いても信じられん。絶対、適当に言ってるだろ爺さん」

　アベルが、その早口の詠唱に呆れたように言う。

「何を言うておるか、馬鹿もんが。長年の修行と研けん鑽さんの成果じゃ。扉の中には誰もおらんぞ」

　イラリオンのその言葉を受けて、アベルが扉を開けて入る。

　扉の中は、さきほどアベルが尋問されていた部屋の二倍ほどの広さ。奥の方に、例の樽が五十個ほど並べられていた。

「ふむ」

　イラリオンが、樽を軽く叩いて音を調べる。

「ワインじゃないのは確かじゃ」

「当たり前だろ」

　イラリオンの軽口に、アベルが呆れたように答える。

　いくつかの樽を見ていくと、蓋の上に、中身がこぼれたのであろうか、黒い砂のようなものが付着しているのが見つかる。

「黒い砂？」

「まさか……」

　アベルが首を傾げながら言うと、イラリオンがその黒い砂を触り、臭いを嗅ぎながら絶句する。

「アベル……急いでここを離れるぞ」

「わ、分かった」

　滅多に焦ったりしないイラリオンが、額に汗をかき、表情を強張らせながら退くことを勧める。相当にヤバい物であることは、アベルにも分かった。

　一行は、急いで尋問された部屋に引き返し、袋に入れたリーダーの男を担いだウォーレン、リンと合流して、建物を出る扉の前まで来た。

「ちと待て。あいつらにも知らせてやろう」

　イラリオンはそう言うと、冒険者たちがたむろっている部屋の扉をほんの少しだけ開けて唱える。

「風よ囁け　声を届けよ　〈ウィスパー〉　『ヘクター、イラリオンじゃ。できる限り早く、パーティーメンバーを連れてこの建物から出よ。そして、できるだけ離れよ』」

　それだけ言うと、五人は急いで建物を出た。




　赤き剣とイラリオンが『王国魔法研究所』に戻ったのは、十五分後であった。現場と研究所は、一キロ程度しか離れていなかったのだ。

　袋に入れられたリーダーを持ってきていたため、アベル、ウォーレン、イラリオンは、そのまま地下に直行した。『明けの明星』のヘクターを尋問した部屋である。

　まだ気絶したままのリーダーを床に降ろし、アベルはイラリオンに問うた。

「爺さん、結局あの樽の中身は、何だったんだ？」

　イラリオンほどの男が焦る物が入っていたのだ。興味がないと言えば嘘になる。

「あれは、『黒い粉』と呼ばれておる物じゃ」

「黒い粉？」

　確かに黒い……粉というか砂みたいなものであったのを、アベルは思い出す。

「本来、あんな場所にあるはずのない物。この男には、ぜひいろいろ吐いて……」

　そこまで言って、イラリオンの言葉が止まる。

　今、初めて、リーダーの男の顔をしっかりと見た……それは知った顔であった。

「こやつは、財務卿フーカの異母弟じゃないか……」

「弟？」

　イラリオンが心底驚いた声を出し、アベルはいぶかし気に言う。陰謀に弟を巻き込むなど……露見したら、すぐに関与を疑われるだろう？　アベルは常識的にそう考えた。

「あやつの弟ではあるが、確か十五人くらいいたはずじゃ。父親が精力的な奴でな。こやつは、その中でも末の弟……歳も、長兄のフーカとは三十歳以上離れておるじゃろ」

「それにしても、よく知っているな」

　アベルは、イラリオンの知識量に素直に感動した。

「これのすぐ上の兄貴が、うちで、つまりここで働いておるからの」

「……は？」

「ここの研究員じゃ。で、昔まだ屋敷から通っておった頃は、この坊主もたまに付いてきておったからの。名前は……シーカじゃったか？　ちなみに、兄貴の方は、サーカじゃ」

　知識量が凄いのではなく、部下の弟だった。

（長男フーカ、十四男サーカ、十五男シーカ……か？　いいのか、これで？　あっているか？）

　アベルは情報を整理した。主に、兄弟の名前だけであるが……。

　リーダーの男、イラリオンによると、シーカは目を覚ました。

「くっ……ここは？」

「目を覚ましたか」

「い、イラリオン様……」

　男の独白に、イラリオンが答える。そして男は、すぐに目の前の老人がイラリオンであることを認識した。

「久しいの、シーカ」

「なぜ、あなた様が……」

「ほれ、こやつを見れば分かろう？」

　イラリオンはそう言うと、アベルを呼んで横に立たせる。

「お前はさっきの……」

　それを見て、リーダーであった、シーカは絶句した。

「まあ、そういうことじゃ。して、シーカよ、お主も知っている通り、兄のサーカはわしの下で働いておる。ああ、もっと正確に話すと、この建物で働いておる」

「じゃあ、ここは……イラリオン邸」

「うむ。お主が国を裏切っていたことをサーカに告げるのは、さすがにわしでも辛いわい」

　そう言うと、イラリオンは首を横に振った。

「ま、待ってください！　私は国を裏切ってなど……」

「さっきの場所に隠しておったものは何じゃ！　あれは『黒い粉』であろうが！」

「あれは……」

　シーカは、言葉を続けることができなかった。

「分かっておるであろう、あれがどんな物なのか。あんな場所に置いていい物ではないことも」

　イラリオンの言葉に、シーカはうな垂れ、ぼそりと呟いた。

「あれは、横流しを阻止した物です……」

「横流しを阻止？　どういうことじゃ」

　イラリオンのその問いには、シーカは答えず沈黙したままであった。

　その沈黙に、アベルは耐えられず……というよりも、先ほどの場所で樽を見てから、ずっと抱いていた疑問の解消に動いた。

「なあ爺さん。そのシーカが黙っている間に、教えてくれ。樽の中の『黒い粉』ってのは、何だ？」

「ふむ……量産されるようになったのは、アベルが冒険者になってからか。なら、知るまいの。あれは……火を近付けると爆発する粉じゃ」

　アベルの問いに、イラリオンは重々しく答えた。

「爆発……。火属性魔法の〈爆炎〉みたいなことが起こる、ということだな？」

「うむ。中央諸国では、王国東部でのみ量産しておる。まあ、量産とは言っても、それほど大量にではない。じゃが、使い方によっては戦争の形を変えてしまうものじゃ。そのため、輸出はもちろんしておらんし、存在自体が王国内においても極秘。保管は財務省管轄の特殊保管庫、東部のスランゼウイと、ここ王都のみじゃ。わしと錬金術師のケネス・ヘイワード男爵で、王都の保管庫を作ったから知っておるが……保管には細心の注意が必要なのじゃ。あの樽、もちろん錬金処理がしてあるとはいえ、それでもかなり不安定じゃわい」

　イラリオンの説明の間、シーカは何度か首を横に振っていた。心の中で、葛藤しているらしい。

　それを見て、イラリオンは優しく声をかけた。

「シーカ。お主がそれほど思い悩むということは、誰か兄弟が関係しているからであろう？」

　その一言は、シーカを打ち……数瞬後、勢いよく顔をあげ、イラリオンを見た。

　その目は、大きく見開いていた。

「分かっておるわ。お主は、兄たち全員に可愛がられておった。一番上の、三十近く離れたフーカにさえもな」

　あえて、ここでイラリオンは間を置いた。イラリオンには、彼らが置かれた状況に関して、見当がついているようだ。

「アベルよ。わしが保証するから、お主の身分、明かしてもよいかの？」

「なに？」

　イラリオンの突然の提案に、さすがのアベルも驚く。

　このタイミングで？　アベルがイラリオンを見る視線は、そう語っている。だが、逡しゅん巡じゅんしたのは、ほんの数秒。

「まあ、いいだろう」

　アベルは肩をすくめて、許可する。

「感謝する。シーカよ、この冒険者アベルの本名は、アルバート・ベスフォード・ナイトレイ。スタッフォード四世陛下の第二王子じゃ」

　その言葉を聞くと、シーカは先ほど以上に大きく目を見開き、今度はガクンとうな垂れた。

「分かるな？　今、ここで全てを話すのが一番良い。手遅れになる前に言え。お主が証言したことは、イラリオン・バラハたるわしと、アルバート王子が証人となれる。情状酌量を望んだ場合にも、これ以上の援軍は無いぞ？」

（なるほど、そのために俺の身分が必要だったか。兄弟の誰かの情状酌量を願うため……あるいはそれが不可能であっても、家ごとのとり潰しを防ぐことはできるだろう……シーカは協力的であったから、という理由で）

　アベルはそう考えた。

「分かりました……」

　イラリオンの説得の言葉から、たっぷり二十秒後。ようやく、シーカは重い口を開いた。

「イラリオン様はすでにお気付きのようですが、兄弟を助けるためです」

　シーカは、そこまで言うと、唇を噛みしめた。

「財務卿たる長兄フーカも絡んでおるな？」

「はい……。フーカ兄は、弟全員の保護者です……」

　フーカやシーカの両親は、すでにこの世にはいない。それもあってであろう。フーカは、十四人の弟の面倒をよく見ていた。おそらく今回は、そこを逆手に取られて……。

「兄弟の誰かが、脅されてでもおるのか？」

　イラリオンは静かに問い、シーカは頷いた。

「ルーカ兄が……誘拐され、それを元に、フーカ兄は『黒い粉』の横流しを強要されて……」

「なるほど。ルーカは……四男じゃったか。しかし、言うてもフーカは王国財務卿。大臣の中でも最も力のある男の一人ぞ。その財務卿が最も大切にしている兄弟を誘拐となると……王国の者ではあるまい。外国勢力か？」

「ルーカ兄の身が置かれているのは王国ではありませんでした。それは、調べがついております。ただ、中心にいるのは……」

　そこで、シーカは口をつぐんだ。ここまで言っておいて、今さら言うのに躊ちゅう躇ちょすることが、まだあるらしい。

「シーカ、全て知らねば味方になれぬぞ」

　イラリオンは言う。内容は厳しいが、口調は優しい。仲の良い兄弟が誘拐され、外国に捕らわれているとなれば、その心労はどれほどのものだろうか。イラリオンでも想像はつく。

「はい。本来、あれら『黒い粉』が運ばれるはずだった先は……北部のカーライルだったのです」

「な……」

　シーカの絞り出すような言葉に、イラリオンは絶句した。横で聞いていたアベルも言葉を失った。その理由は、街の名前カーライルである。

　王国北部の街カーライル。そこは、フリットウィック公爵領の都であり、規模において北部第二位を誇る。規模もさることながら、問題はカーライルを領するフリットウィック公爵だ。

　現在のフリットウィック公爵は、国王スタッフォード四世の弟レイモンド。

　つまり、シーカの証言は、王弟の反逆を示している。

「これは……」

　事の重大さに、さすがのイラリオンも言葉を続けることはできなかった。




　しばらく沈黙が続き、最初に口を開いたのはアベルであった。

「状況を整理すると……財務省管轄の王都特殊保管庫から、『黒い粉』が横流しされた。輸送先は北部のカーライル。それは、財務卿フーカの弟ルーカを誘拐し、財務卿を脅すことによって行われた。ルーカは国外に捕らわれている。ここまでは合っているか？」

「はい」

　アベルの問いに、シーカは弱々しいながらもはっきりと頷いた。全てを二人に打ち明けるしかないと、理性だけでなく感情でも理解し始めたようだ。

「そうなると、分からない点がいくつかある。まず、なぜ横流ししたはずの『黒い粉』が、まだ王都にある？」

「横流しを強要されましたが、あれが非常に危険な、特に反逆を企てる者の手に渡れば、非常に強力な武器になることはフーカ兄も理解していました。ですので、実際にカーライルに送ったのは、ほとんどが見た目だけそっくりの偽物です。いくつかは、相手を欺くために本物も混じってしまいましたが。特殊保管庫の情報も筒抜けですので、横流しして減ったはずの分をどこかに保管せざるを得ず、あそこに……」

　アベルの問いに、シーカは答えた。

「なるほどな。もう一つの疑問は、カーライルが……つまりフリットウィック公爵が反逆するとして、ルーカの身が国外にあるということは、フリットウィック公爵は国外の勢力と結んでいる、ということだよな」

「はい……」

「どの国だ？」

　アベルは、いっそ静かに問うた。

　これは、非常に大切な質問だ。

　どの国が、フリットウィック公爵、つまり王弟レイモンドと結んで、王国中枢に手を出してきているのか。場合によっては、その国との戦争になる可能性もある問い。

「ルーカ兄さんは、現在、ハンダルー諸国連合に捕えられています」




　ハンダルー諸国連合。

　ナイトレイ王国、デブヒ帝国と並ぶ、中央諸国三大国の一つ。その領土は、王国東部地域、帝国南東部地域と境を接している。

　十年前、ナイトレイ王国と大規模な戦争をし、惨敗。その結果、インベリー公国など属国扱いしていた周辺国が完全に独立。また、諸国連合の一部領土も王国に割譲され、国としてかなりの痛手を負っていた。

　そんな背景もあり、当然、国同士の関係はよくない。とはいえ、和平条約も結ばれ、国交も回復しており、人の行き来もある。二国間は、決して戦争状態ではない。




「む？　連合とフリットウィック公爵？　まさか……あの噂」

「ええ、その噂は事実です」

「なんの噂だ？」

　イラリオンが呟き、シーカがそれを肯定し、アベルが質問する。

「フリットウィック公爵、つまり王弟殿下が、ハンダルー諸国連合のオーブリー卿と秘密協定を結んだという噂です」

　シーカが噂の説明を行う。

「秘密協定？　オーブリー卿と言うと、大戦後に執政となった、現在の諸国連合における実質的な指導者だな？」

「うむ、油断ならぬ男じゃよ」

　大戦時、アベルはまだ王宮にいたため、他国の情勢に関してもかなり多くの情報に接することができる立場であった。虚弱ではあるが優れた頭脳を持ち、すでに切れ者との評判を得ていた兄ほどではなかったが、それでも王子の一人として、諸国の情勢をわりかししっかり学んでいたのだ。

「秘密協定……フリットウィック公爵が欲するのは玉座で、オーブリー卿が欲するのは……大戦で失った領土といった辺りか？」

　アベルが、ありそうなシナリオを述べる。

「まあ、そういうものだったと言われておる。告発した外交官は、最初の聴取後、保護されていた屋敷で自殺したために、いろいろ謎なままじゃ」

「口封じか」

　自殺にみせかけた口封じ……どんな世界にもあるものらしい。

「しかし……それほど大掛かりで、大物が出てくるような話じゃと……横流しした『黒い粉』が偽物であるのは、いずれは露見するぞ」

「ええ、それは覚悟しています。ちょうど今頃、別動隊がルーカ兄さんの救出を行っているはずです。そちらは、フーカ兄さんが直属の精鋭に命じて行わせています。あくまで、『黒い粉』の取引は、この救出作戦の時間を稼ぐためでしたから……。我々が奪った黒い粉は、証拠にもなりますが、多くの者が実数を把握していない表に出ない品でもあります。そのため、誰も表立って追及できない状態なのです」

　イラリオンの懸念を、全面的に肯定するシーカ。

　財務卿フーカは、弟を取り戻したら、移動させてある本物の『黒い粉』を証拠品として、フリットウィック公爵と対決するつもりなのかもしれない。

　もちろん、王国のためということもあるだろうが、同時に、大切な兄弟に手を出せば王弟と雖も無事には済ませない……そんな意思表示であろう。

（それにしても……レイモンド叔父上……）

　現国王スタッフォード四世の第二王子であるアベルから見た場合、王弟レイモンドは叔父だ。




　元々、スタッフォード四世と弟レイモンドの仲は、決して良くなかった。

　それぞれ、先王の第一王妃と第二王妃の息子という、異母兄弟である点もその理由であったろう。また、スタッフォード四世が魔法、剣術共に高いレベルで修め、さらに政治的手腕も高いとなれば、比べられる弟としては辛いものがあったであろう。

　レイモンドも、決して無能ではなかったが、豪ごう放ほう磊らい落らくで人を惹きつけた兄スタッフォードに比べれば、多少内向的でもあったレイモンドは、魅力、あるいはカリスマの点では及ぶべくも無かったのだ。

　だが、王家としては、それで十分であった。弟はあくまで弟。兄のスペア。なまじ兄を超える弟であったら、お家騒動が起こり下手をすれば内戦……そこに帝国や連合の介入などがあれば、国家存亡の危機に陥る。

　だが、王家としては十分であっても、弟レイモンドも一人の人間だ。感情もあればプライドもある。普通の家庭でも、複雑な兄弟間の感情が生じることもある。

　王家の一員であれば、なおのこと……。




（長男フーカ、四男ルーカ、十四男サーカ、そして目の前の男が十五男シーカ……。名前情報を更新しておかねばな……）

　アベルは心の中で呟いた。そして心の中で首を振った。

　非常に、重々しい雰囲気で考え込んでいるように見えるし、実際に王弟レイモンドのことなどを考えているのだが……同時に、名前情報の更新などを行っている辺り、アベルも、知り合いの水属性の魔法使いの思考に毒されてきているのかもしれない……。

　朱に交われば赤くなる。至言である。




　ちょうど、一通りの情報の確認が終わった時、大地が揺れた。

「地震か？　王都では珍しいな」

「いや、今のは、地震の揺れではないぞ……」

　イラリオンは急いで部屋の外に駆け出した。

「シーカとウォーレンは部屋に残れ。シーカの姿を他の奴に見られるのはまずい」

　それだけ指示すると、アベルも部屋の外に飛び出し、一階への階段を駆け上がる。

　そして建物外に出たのは、二人ほぼ同時であった。

　二人とも辺りを見回す。東の方角から煙が立ち上っているのが見えた。

「あれか」

　そう言うと、イラリオンは詠唱した。

「風よ　我をその手に乗せ運びたまえ　〈フロート〉」

　超速の詠唱の後、イラリオンの体はその場で浮かび上がった。

　十メートル、二十メートル……その高さは研究所を超える。

「爺さん、どうなんだ」

　下の方から、アベルが叫ぶ。

　それを契機に、イラリオンは地上にゆっくりと降りた。

「例の建物じゃ。おそらくこの爆発は、『黒い粉』であろう。あの建物一帯に被害が及んでおるようじゃ」

「くそっ。先に証拠を消されたか」

　誰が動いたのかは分からない。もしかしたら、ただの事故かもしれない。だが、それにしてはタイミングが良すぎる。何らかの人為的な行動による爆発、そう考えるのが自然であった。

「後で、現地を見てくるわい。アベルは、特にシーカの安全確保を頼むぞ」

「シーカも消される可能性がある、ということだな？」

　イラリオンの言葉に、アベルは頷きながら答える。

「うむ。そういえば……『明けの明星』たちは、ちゃんと逃げたかのう……」

　例の建物から脱出する際、イラリオンは明けの明星のリーダーであるヘクターに、すぐに脱出するように囁いたのだが……。

「大丈夫だろ。腐ってもＣ級冒険者だ。かのイラリオン自ら、急いで脱出しろとか……ヤバい匂いは、嗅ぎ取ったろうしな」

　仮にもＣ級まで上がった冒険者なら、危機回避能力は高いはず。

　アベルは、自身が冒険者であるがゆえに、同じ冒険者たちのことを高く評価していた。



　　　　　　　◆





　事故現場における衛兵の仕事は、野次馬を現場に近付けないことだ。今回のように、王都で起きた派手な事故の場合、野次馬の数は尋常ではない。

　結果、本来なら休暇のはずだった衛兵たちも、現場に駆り出されていた。それでも、野次馬の数に比べれば微々たるものだ。

　そのため、現場の周囲には、錬金道具の一種である赤い『立入禁止ロープ』が張られていた。このロープに触れると、ビリッと刺激が走る。それによって、それ以上中に入っていけないということを野次馬たちに知らしめるためのロープだ。

　だが、その老人は、『立入禁止ロープ』を手で掴んでくぐりながら、現場に入ってきた。衛兵たちの目の前で。

「おい、爺さん、ここは入ってきちゃダメだ。てか、なんでロープを掴んで平気なんだよ」

　衛兵の一人が、その老人を追い出そうとする。

「ふむ。これは、わしが作るのに協力した道具じゃからな。原理は誰よりも詳しいわい」

「は？」

「わしは、王国筆頭宮廷魔法使いのイラリオン・バラハじゃ。とっとと、ここの責任者を呼んでこんかい」

　イラリオンがそう言うと、しばらく誰も動くことができなかったが、言われた内容を理解した一人が、慌てて駆け出して行った。

　残された衛兵たちは、お互いをちらちら見ながら、全員無言。突然現れた王国の重鎮に対して、誰も適切に対処できる自信がなかったのだ。

　そもそも、最初に対処した衛兵は、「おい、爺さん」で話しかけているのだ……その衛兵の顔色は夜でもはっきり分かるくらいに、土気色になっていた。




　一分後、衛兵の責任者らしき人物が慌てて駆けてきた。

「お待たせしました、イラリオン様。自分が、王都衛兵隊副隊長で、この現場を取り仕切っておりますレックスであります」

　レックス副隊長は、敬礼をし、自己紹介をした。

「うむ、レックス副隊長、忙しいところすまんが、現状を説明してもらってよいかな。なにせ、先ほどの爆発、うちの研究所も揺れてのぉ。研究員たちも煙が見えたとか騒いで、仕事にならんのじゃ。わしも責任者として、いろいろ説明せねばならんじゃろうし。分かっとる範囲でよいのじゃ、どうだろうか」

「なるほど。現在、事故調査官も入っておりますが、こちらに上がってきている情報は、正直それほど多くは……」

「私が説明しましょう」

　レックス副隊長が説明しようとするのを、横から遮る者がいた。

「ハロルド・ロレンス伯爵？　内務卿殿は既にご到着であったか。随分と早いのぉ」

「さすがにあれだけの爆発です。王城の方でも、ごたごたしておりまして……急いで来る羽目になりました」

　イラリオンの感想に、既に来ていた理由を説明するハロルド・ロレンス内務卿。

（それにしても早い。いや、早すぎじゃろう……）

　イラリオンの頭の片隅に、ほんのわずかな疑念が湧いた瞬間であった。

「事故調査官が言うには、火属性魔法の暴走であろうということです」

「火属性魔法に、あれほどの爆発を引き起こす魔法があるのか……知らなんだわい」

　ハロルド・ロレンスの説明に、イラリオンは納得できないのを隠しもせずに論評する。

「これは手厳しい。イラリオン様が知らない魔法などありますまい。今回の魔法も、錬金術との融合魔法の失敗か、複数人による同時発動の暴走ではないか、と」

「ふむ。錬金術との融合魔法か……」

　それを聞いてイラリオンは考え込んだ。

　もちろん、実際は『黒い粉』による爆発の衝撃であることは分かっているのであるが、最近発表された『錬金術との融合魔法』そのものは、イラリオンも興味のある研究対象であった。そのため、普通の魔法使いたちと比べても、かなり深く研究している。その知見から、現状の『錬金術との融合魔法』であっても、あれほどの破壊力は生み出せないことを、実はイラリオンは知っている。

　とはいえ、それを追及しても仕方がない。それよりも、今は確かめておきたいことがある。

「だいたい分かったわい。して、巻き込まれた者とかおるのか？　この建物の有様は酷いのぉ。周囲の建物にも被害が出ておるようじゃが」

「ええ。酷いものです。この中心となった建物の一階で、十人の遺体が見つかっております。辺りに飛び散っていた物から、冒険者であろうと思われます。それも、融合魔法の根拠の一つです」

（融合魔法が使える冒険者など、まだおらんわい！　そんなことができてたまるものか！）

　イラリオンは心の中だけで毒づく。

「冒険者十人か。そやつらの身元は分かっておるのか？」

「いえ、まだですね。気になりますか？」

　ハロルド・ロレンスはその質問の瞬間、一瞬だけ雰囲気が変わった……ようにイラリオンには思えた。突っ込み過ぎは危険である。

「うむ。融合魔法に取り組むほどの冒険者であれば、引退後に我が研究所に引き抜きたいからのぉ。もし、これまでに唾をつけておいた者たちであったら……その者たちが死んだのであれば、早急に代わりの人材を見つけておかねばならんからな」

　イラリオンはのんきな雰囲気で答える。

「なるほど。それはおっしゃる通りですね。今、冒険者ギルドの職員を呼んで、身元確認をしているところです。そろそろ確認が終わって報告が……」

　そう言っているところに、男が一人やってきた。それはイラリオンも見知っている、王都冒険者ギルドサブマスターのジョザイア・オンサーガーであった。

「内務卿、確認できました……そちらは、イラリオン様？　ご無沙汰しております」

「うむ。サブマスターのジョザイアじゃな。久しいの」

「それで、ジョザイア殿、冒険者は？」

　ハロルド・ロレンスの問いに、ジョザイアは顔をしかめた。

「確かに、王都の冒険者です。Ｃ級パーティー『竜の爪』の六人と、Ｄ級パーティー『黒の影』の四人ですね」

　ジョザイアは、仲間の死に心を痛めた。

　イラリオンは、『明けの明星』が巻き込まれていなかったことにホッとした。

（六人の方は、冒険者詰め所とかにおったやつらじゃな。四人の方は、後から戻ってきたか……運の無い……）

　イラリオンは、巻き込まれた犠牲者を悼いたんだ。

「そうですか。残念です。確認、ありがとうございました。こちらで、検査と手続きが終了しましたら、遺体はギルドの方に返却いたします。今しばらくお待ちください」

「分かりました。よろしくお願いします」

　ハロルド・ロレンスとジョザイアの会話は終わり、ジョザイアはギルドの方へ歩いていった。

「さて、では、わしも戻るとしよう。伯爵、手数をかけたの」

「なんのこれしき」

　イラリオンが野次馬の前に進むと、野次馬が自然と左右に割れた。そして、研究所の方へと帰って行った。

　それを見るハロルド・ロレンスは、その目に名状しがたい光をわずかに浮かべて、また現場の方へと戻っていくのであった。



　　　　　　　◆





　王都で爆発騒ぎがあった翌日。王国第二街道。

　ウィリー殿下とロドリゴ殿、涼を含めた二人を護衛する者たち一行は、一路王都に向かって進んでいた。

　第二街道は、街道沿いの街も多く、そこにある宿泊施設も充実しているため、基本的には夜は街に泊まることになる。野営の見張りをする必要がないということは、誰にとってもありがたいことだ。

　そのかわり、昼間はしっかり移動距離を稼がねばならない。

　東部最大の街ウイングストン以降、基本的にコーンが御者をしていた。この如才ない男は、冒険者としても優秀だが、御者をさせても上手くやれる。小さい頃から、頭の中もしっかり鍛えられてきたのだろうと、涼は勝手に思っていた。

　そういう人材は貴重である。

　偉そうに心の中で論評しているが、立場上、涼がコーンの部下なのだが。

　そんな如才ない男だからか、コーンは風に乗って聞こえてくる剣けん戟げきの音と、馬のいななきに気付いた。

「おい、北の方の森で何かやっているぞ」

　コーンは御者台の仕切りを開けて、中の三人に呼びかける。護衛と冒険者も、馬車を中心に警戒を強めた。

「確かに音が聞こえてきますね。厄介ごとの香りがします。殿下、いかがいたしましょうか」

　ウィリー殿下が言うであろうことは、なんとなく想像がついてはいたが、いちおう涼は問うた。

「もし、誰かが襲われているのであれば、助けてあげたいですが……」

　自分たちが襲われた時、誰も助けには来てくれなかった。

　それは当然ではある。誰だって、厄介ごとには巻き込まれたくない。あるいは、その時は本当に、誰も街道を通らなかっただけかもしれないが……。

　だが、もしも数日前の自分たちのように襲われている人たちがいるのであれば、何とか手を差し伸べたい……ウィリー殿下はそう思ったのだ。

　その結果、誰かが巻き込まれて怪我を負ったり、命を失ったりする可能性もあるのだが……そこまでは、まだ考えていないのかもしれない。それでも、周りの大人たちは、そんな王子の心根を素晴らしいものだと思っている。

　王子という身分でありながら、かしずかれて当然、提供されて当然、そう思う人物に育ってほしくないと。

「分かりました。では、我々冒険者六人で見てきます。リョウと護衛は、殿下のお傍に」

　コーンが指示を出す。そこには、涼に対する絶対的な信頼が既にあった。

　現状、最も大切なのはウィリー殿下の安全。そして、それを確実に確保できるのは、涼である。だから涼を王子の元に置き、他で見に行く。

「分かりました。殿下は必ず御守りいたします」

　涼は、コーンに約束した。




　涼が〈パッシブソナー〉で探ってみると、十人ほどの人間が動き回っているのが分かる。

　距離は四百メートル。森のような木々の多い場所だと、〈パッシブソナー〉の限界ギリギリの距離と言える。さらに馬車の中にいたため、耳のいいコーンの方が先に気付いたのかもしれない。

　コーンの耳、恐るべし！

　距離と数を伝えると、一つ頷いて、冒険者たちは走って行った。

　とりあえず馬車は、街道沿いの木陰に停めている。涼は箱馬車の屋根の上、ウィリー殿下とロドリゴ殿は箱馬車の中で待機した。

　涼がパッシブソナーで見ていると、しばらく様子を見ていたらしいコーンらが、集団に突っ込んだ。

　だが、涼が気になったのはそこではない。

（微妙な距離に移動してきたこの五人は……何ですかね？）

　争っている現場から、二百メートルほど離れた場所に、五人移動してきたのだ。

　だがその五人は、そこから動いていない。様子を見ているのかもしれない。

（関係ない人たちが見に来たのか？　様子をうかがっている？　その可能性はありますね。面倒ごとには首をつっこみたくない、でも気になる……という人はいるだろうし）

　そうこうしている間に、決着がついたようであった。冒険者六人は全員無事。それ以外に、二人が生きているようだ。

「殿下、みんなが戻ってきます。それ以外に、二人ほど生き残りを連れてくるようです」

「そうですか！　皆が無事でよかったです。それに救えて……」

　そこまで言うと、ウィリー殿下の声はとても小さくなった。

「殿下？」

「リョウさん。私の判断は間違っていたのでしょうか」

　人を救うためとはいえ、部下たちの命を危険にさらした。そこが気になっているのだろう。

「殿下、こういう問題に正解はありません。ある時にはそれが正しいでしょうし、別の時には非難されることにもなるでしょう。ただ、ご自分で決断を下したのであれば、その責任を最後まで引き受ける御覚悟だけは、持っていなければなりません。それと、もしものことが起きた場合の行動も」

「もしものこと？」

「はい。今回の件で言うなら、もしコーンさんたちが死んでしまった場合、どうするのか？　国に残っている遺族などへの、様々なことがありましょう？　あるいは、大怪我をしてしまった場合は？　彼らを置いて王都に行くのか、怪我の具合次第で残していかざるを得ない状況もありましょう。あるいは……助けた者たちが追われる者たちであった場合……以前の殿下のようにです」

　それを聞くと、ほんのわずかにウィリー殿下の体が強張った。

　なぜウィリー殿下が狙われたのか、あの後、涼は説明をした。暗殺教団の首領は、その血を欲したのだと。

　それを聞いて、ウィリー殿下は怯えることはなかったが、それでも明確に自分の体を狙われたショックは、そう簡単には消えないようであった。

　涼は、それを理解したうえで、このたとえ話をしているのだ。

　これは、ウィリー殿下が乗り越えるしかないことだから。そして、乗り越えられると涼は判断したから。

「追われる者であった場合、どうするのか。この場で追ってくる者たちを倒せればいいですが、この後も狙われ続けた場合、どうするのか。いろいろと考えるべきことはあります。これから先は、それを考えたうえで、判断できるようになるといいかと思います」

「大変そうです……」

「そうですね、大変です。そもそも、すぐにできるようになるものではありませんので、少しずつ意識するだけでもよろしいのではないかと……」

　起きるかもしれないケースを予測したうえで、判断を下す。

　どんな世界、どんな場面、あるいはどんな職位の者であっても、必ず経験することだ。

　ウィリー殿下はまだ十六歳と若いが、若いうちからその経験をしておくのは悪くない。涼はそう思っていた。




　コーン率いる六人の冒険者、それに二人がもうすぐ涼たちの目の前に現れそうになった時、それまで止まって様子見をしていた五人が動き出した。

　コーンたち八人を追うように動く。

　涼は箱馬車の上に立ち上がり、八人を視界に捉えた。助け出した二人は傷を負っており、速くは走れなさそうだ。

「〈アイスウォール８〉」

　追ってくる五人から攻撃された場合でも、死なないようにするための氷の壁だ。森の中では、弓矢であろうが魔法であろうが、遠距離攻撃は非常に難しい……だが、決して不可能というわけではない。

　転ばぬ先の杖。先に手を打っておくにしくはなし。

　そして案の定、五人の場所から二本の矢が放たれた。矢は弾道を描き、救い出された二人の首に向かって……。

　カキン、カキン。

　刺さる前に、氷の壁に弾かれた。

　驚いたのは狙われた二人。すぐ後ろで、何かが硬質な物に当たる高い音が聞こえたのだから。慌てて振り向き、地面に落ちた矢を見る。

「こっちへ！」

　そこに、箱馬車の上に立った涼が叫ぶ。

　二人は一瞬の躊躇も見せずに、馬車の方へ向かってきた。ほぼ同時に、コーンたちも馬車の前に着く。

「リョウ？」

「全滅させた相手とは違う者たちが、五人、まだ潜んでいます」

　コーンの問いに、涼が答えた。

　その涼の答えには、コーンと冒険者、追われた二人、そして馬車の中にいるウィリー殿下とロドリゴ殿も驚いている。

「先ほど放たれた矢は、距離二百メートルから、正確に二人の首筋への着弾コースでした。恐ろしいほどの腕前です」

「二百メートルで首にって……そんなの、一国に冠かん絶ぜつするとか、そんな腕の弓士だぞ……」

　コーンが首を振りながら言う。相当に難しい射撃だ。

　一行が話している間に、敵が動いた。

「二人ずつ、左右に分かれて展開。近付いてきますね。一人だけ、先ほどの地点から動かず。氷の壁で迎撃します。全員、馬車の周りへ」

　涼がそう言うと、八人とも馬車に背を預けるように立つ。馬車の窓から、ウィリー殿下が顔だけ出している。

「コーンさん、支援します。他は守りで。〈アイスウォール10層パッケージ〉」

　馬車の周り、コーン以外の全方位を、氷の壁で囲む。

「お前ら、その二人を守れ」

　コーンが、残りの冒険者に指示を飛ばす。追ってくる者には、自分一人で対処する気だ。

　守りは万全。

　あとは……。

「右から来る二人は、僕が足止めしますので、左から来る二人を、コーンさんお願いします」

「おう、分かった」

　涼の指示に、コーンが答える。

（知らない二人もいるし、あまり派手じゃない魔法がいいでしょう。そうなると、やはり、あれですね！　まずは足止め〈アイスウォール〉）

「なんだ？　見えない壁が……」

　右手の方から、困惑した声が聞こえてくる。〈アイスウォール〉で囲って、移動不能にしたのは成功したらしい。

　まずは、左の二人。

「来ます！」

　涼の合図に、コーンが剣を構える。

　追手の二人は、雄叫びをあげながら突っ込んできた。

「おらぁぁぁぁぁぁぁ……うおっ」

　だが、もう少しでコーンの前に到達する辺りで……滑った。

（〈アイスバーン〉）

「うりゃぁぁぁ……ぶへっ」

　突っ込んできたもう一人も……滑って転んだ。

　コーンは、一瞬、何が起きたか理解できなかったが、男たちが転がったのを見て、ほとんど反射的に動いていた。転んだ男に近付き、頭を蹴飛ばして気絶させる。起き上がろうとしていたもう一人も、頭を蹴り上げて意識を飛ばす。

「次、右からの二人が来ます！」

　間髪を容れずに、涼からの指示が飛ぶ。

「おう、任せろ！」

　コーンは馬車の右側に移動し、再び剣を構える。

（〈アイスウォール解除〉）

　それと同時に、突っ込んでくる追手の二人。

「シャァァァァ……ぬあっ」

　同じようにコーンの前で滑って転ぶ。

　そこに、今度は待っていたかのようにコーンの蹴りが炸裂する。

「おりゃぁぁぁぁぁ……ちょっ」

　最後の一人も、滑って転んで蹴り上げられて……戦闘は終了した。

（そういえば残ったままの一人は……いつの間にかいなくなっている）

　涼の〈パッシブソナー〉の範囲内には、すでにいなくなっていた。

「突っ込んできた四人、全員近接戦の装備なのですけど……弓士は残った一人で、一人で高速の連射、しかもどちらも精密射撃、ということなのでしょうか……」

「お、おう……だとしたら、とんでもねえ腕だな、その弓士は」

　涼が四人の装備を見ながら言うと、コーンが小さく首を振りながら答えた。

　馬車に備え付けられていた紐で、四人を縛る。その間に、涼は街で購入しておいたポーションを追われていた二人に渡した。

「感謝する」

「ありがとう」

　二人二様の感謝の言葉。

　そうこうしている間に、ウィリー殿下とロドリゴ殿も馬車から降りてきた。

　まず、ロドリゴ殿がウィリー殿下を示して口を開く。

「こちらは、ジュー王国王子、ウィリー殿下である」

　それを聞いて、助けられた二人は大きく目を見開いて驚く。身なりの良さから、貴族の子息であろうとは思っていたが、まさか王子であったとは……そんな表情だ。

「じ、自分はマシュー、こっちはルーカです」

　二人のうちの片方が自己紹介し、二人はウィリー殿下に頭を下げた。

　それを受けて、ロドリゴ殿が、涼を含めた護衛と冒険者を紹介した。




　とりあえず、それぞれの自己紹介は終わった。

　そうなると、当然、「なぜ戦っていたのか」になる。

　そう聞かれると、マシューは、ルーカの方を見た。その視線を受けて、ルーカは一度頷いた。それを確認して、マシューは口を開いた。

「実は、我々はハンダルー諸国連合に捕らわれていた、このルーカを救出する部隊でした」

『捕らわれていた』『救出』、恐ろしいほどの厄介ごとに巻き込まれた……涼は人知れずため息をついた。ロドリゴ殿とコーンらも、そう感じたであろうが、表情には一切出さないあたり、さすがに鍛えられている。

「王都に向かっていたのですが、追手を掛けられ、ついに私一人に……」

（王都……ということは、王国から見た場合、犯罪者というわけではなさそうです）

　涼は心の中でそう考え、少しだけ安堵した。ハンダルー諸国連合にとっては犯罪者……なのかもしれないが、ナイトレイ王国にとっては、少なくとも王都に入ることができる人間ではあるのだろう。

「ちょっとロドリゴ殿」

　そう言って、コーンがロドリゴ殿と、少し離れた場所で話し始めた。

　この二人をどうするか、という相談であろう。護衛と考えれば、多いに越したことはない。暗殺教団の襲撃は無くなっているが、襲撃者は教団だけではないからだ。

　ただ、外国から追手を掛けられるような者たちであるのも事実。抱え込めば厄介なことになる可能性はある。

　ここから王都に向かって二時間ほど歩けば、次の街ストーンレイクがある。そこから王都クリスタルパレスまでは、二日の旅程。

（どっちもどっちとなると、ウィリー殿下の気持ちを考えて、二人を連れて行く……ということになるのかな）

　涼はそう考えていた。

　そして、ロドリゴ殿とコーンが二人に提案したのも、王都まで同行しないかということであった。

「それはもちろん、我々としてはありがたいですが……」

「自分らは追われています。また追手を掛けられる可能性も……」

　マシューとルーカは、提案をありがたいと思いながらも、懸念されることを言った。

「そうなったらそうなった時に考えましょう」

　ロドリゴ殿はそう提案し、ウィリー殿下は嬉しそうに頷くのであった。
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　とりあえず、行動指針は決定した。あとは、捕らえた四人をどうするかだ。

「冒険者っぽくは見えないですよねぇ」

　涼が誰とはなしに呟く。

「え？　そうですか？」

　ウィリー殿下が首を傾げながら言う。

　確かに、装備などは近接戦を主体とする冒険者が使う装備に見えるのだが……。

「なんというか……冒険者が身に纏まとう粗野な感じを、この人たちからは受けません」

　そういうと、涼はチラリとコーンを見る。

「おい、リョウ。なんでそこで、俺を見るんだ」

　コーンは涼の視線に噛みつく。

「いえ、別に……」

　涼はスッと目を逸らす。

「なるほど……」

　そして、ロドリゴ殿が、四人とコーンを見比べて呟く。

「ロドリゴ殿、そこはなるほど、じゃないでしょう!?」

　コーンは世間の非情さを嘆いた。

「違いは、無ぶ精しょう髭ひげですな」

　ロドリゴ殿は四人を見ながら言った。

「ああ……なるほど。コーンさんもそうですが、冒険者は無精髭を剃そってない人、多い気がしますね。それに比べるとこの四人、確かに綺麗に髭を剃っていますね。まるで騎士団のように……」

　ルンの騎士団員たちは、全員身だしなみをきちんとしていた。セーラとの模擬戦のために、よく騎士団演習場に顔を出す涼は、見知った騎士たちの顔を思い浮かべて答える。

「騎士団ぽいのに、わざわざ冒険者ぶった集団なんて……胡う散さん臭くさいことこの上ないだろう」

　コーンが、正直な感想を口にした。




　涼たち一行は、街道の脇に馬車を停めている。当然、街道を行き交う人たちは、縄で縛られた四人を横目に見ながらも、何も口を出すことなく移動していく。面倒ごとに、自分から首を突っ込む者は決して多くない。

　そんな中、捕らえた四人のうちの一人が目を覚ました。

「やあ、こんにちは」

　コーンが、目を覚ました男に声をかける。

「くっ」

　男は、自分の手足が縛られており、他の三人も同様の状態であることを確認すると、唇を噛んだ。

「状況は理解できたようだな。それで？　お前さんたちは何者なんだい？」

「……」

　コーンの質問に、当然、何も答えない。

「なんつーか、俺はこういうの苦手なんだが……。なあ、リョウ、お前さん、いける口じゃないのか」

　お酒好きだろう、と同じような口調で涼に話を振るコーン。

「なぜ僕に振ってくるのか意味が分からないのですが……。実は僕、こういうの苦手なんですよ、拷問吏の役っていうんですか？　ちょっと前、氷のノコギリで、捕まえた人を拷問する役をやりましたけど、なかなか上手くいかなくて……」

　涼は、インベリー公国に行く前、連合のヴォルトゥリーノ大公国に潜入した際、アベルと共に捕まえた守備隊員の口を割らせた時のことを思い出しながら言った。

　涼は失敗談を語ったのだが、なぜか男は震えている。コーンも顔をしかめている。

　おそらく二人は、『拷問に失敗した』と解釈したのだ。そして、拷問に失敗するとはどういうことか、一般的に考えると、それは情報を引き出せないまま対象を死なせてしまった、という意味になる。

　言葉は慎重に使わねばならない。

「今回は、前回の失敗を踏まえて、目に細い氷の針を突き刺すとか、凍らせた心臓を取り出して見せるとか……そういう方法がいいですかね」

　もちろん涼は、演出の確認だ。実際にそんな拷問をしようというのではなく、どんな見せ方がいいかの相談だ。なぜか対象となる男にも聞こえる声で言ってしまっているが……ただの、うっかりさんにすぎない。

「いや、リョウ、それはやりすぎ……」

　コーンは誤解し、そんな拷問を涼がしようとしているのだと解釈したらしい。

　涼とコーンの会話を聞いていた男の顔色は、既に真っ白になっている。

「心臓はさすがにあれですけど、目に突き刺すくらいならけっこういけるみたいですよ？　目そのものは刺しても痛くないらしいです。ぷちって刺さるから、刺された方は一生トラウマになって忘れられない思い出になるらしいですけど……」

　そこまで聞くと、男の歯はカチカチ鳴り、表情も凍りついてしまった。涼が水属性魔法で凍らせたわけではない。そんな非人道的なこと、できるわけないじゃないですか～。

「なあ、あんた。俺も、痛い思いをさせるのは好きじゃないんだ。どうだろう、あんたらが誰で、誰の命令で動いているのかだけでも言ってくれないか？　それだけ言ってくれれば、あいつが言ってるような……その、目に突き刺すみたいなのは防いでやれると思うんだ」

　地面に座っている男と同じ視線の高さに顔を持っていき、コーンは優しく問いかける。

「い、言えない……」

　それまで一言もしゃべらなかった男が、絞り出すようにして答えた。

　涼は指先から、細い氷の針を生成し、消去し、生成し、消去しを繰り返している。それを、男は目の端で追っているのか、先ほど以上に、歯をカチカチと鳴らす音は大きくなっている。

「そうか、残念だ。リョウ！」

「ま、待ってくれ」

　コーンが涼を呼び、涼が男に一歩近付くと、男は叫んだ。

「ん？　どうした？　あいつが近付いてくるまで、時間がないぞ」

「い、言いたいが言えない……たいちょ、リーダーが起きるまで待ってくれ」

（隊長って言いかけちゃった……。やっぱり騎士団とかなのか……）

　涼は、武士の情けで黙っておくことにした。

「お前、冒険者じゃなくて騎士団だな」

　コーンは武士ではなかった……。

「！」

　男は絶句した。その絶句と同時に、たいちょ……いや、リーダーと思われる、二人目の男が目を覚ます。

　ちょうどその時、街道の西の方から、騎馬の集団が来るのを見つけたのは、ウィリー殿下だった。そして声を上げて注意を促す。

「向こうから騎馬の集団が」

　遠目にも、それは街の衛兵であることが見て取れる。

　涼たちの状況を見ながら、街に着いた誰かが通報したのだろうか。

（あるいは、逃がしてしまった弓士が呼んだ……？　だとしたら、敵側の衛兵……スランゼウイの時のように、買収されている可能性すらあるかな……）

　ゲッコー商隊の護衛依頼で、泊まった街で襲撃されたスランゼウイ。騎士団の副団長が暗殺教団にすでに買収されており、捕えた教団員を奪われた苦い思い出だ。

「我々はストーンレイクの衛兵隊である。街道で、もめごとが起きているという通報があり、参った」

　騎馬の衛兵八人が、涼たち一行に声をかけた。

「無礼であろう！　こちらはジュー王国王子、ウィリー殿下であらせられるぞ。馬上から問いかけるなど言語道断！　それがナイトレイ王国の礼儀か！」

　一喝とはこのこと。

　馬上から問いかけた衛兵たちを、ロドリゴ殿の声が鞭むちとなって打ち据える。

「なっ……」

「失礼しました！」

　そう口々に言い、八人の衛兵は下馬する。

「大変失礼いたしました。ジュー王国の王子様とは知らず。申し訳ありませんが、王子の身分を証明される物を、拝見させていただけますでしょうか」

　隊長と思わしき人物が、先ほどとは打って変わって丁寧に問う。

「これを」

　そう言うと、ウィリー殿下は首から下げていたネックレスを隊長に渡した。受け取った隊長は、何やら裏を返し、さらに懐から取り出した錬金道具らしい名刺サイズのプレートを、ネックレスにかざす。

　しばらく何かを確認した後……。

「確認いたしました。先ほどは、大変失礼いたしました」

　そういうと、ネックレスを返却する。

「いえ、分かっていただければそれで構いません」

　ウィリー殿下が、余裕をもって答える。

　さすが、王子として育つと、こういう場面でも堂々としている。涼は感心した。

「つまりこの者たちは、王族に手をあげた、ということですな」

　隊長は、地面に座ったままの捕らわれの四人を見下ろしながら言う。

「なっ……ちょっと待ってくれ。俺たちは、そんなつもりじゃ……」

　先ほどようやく目を覚ましたリーダーと思しき男が、慌てたように叫ぶ。

　当然だ。

　小国とはいえ、王族の身を害そうとしたとなれば、極刑は免れない。場合によっては、家族にすら刑罰が及ぶのだ。

「そんなつもりはなくとも、襲ってきたのは事実だろうが」

　コーンがダメを押す。

　意識のある二人の顔色は、真っ白になっている。

「ま、待ってくれ。これを、この鞘の紋章を見てくれ」

　リーダーは、衛兵隊長に必死に訴える。

　隊長が顎をしゃくると、部下がその鞘を抜き、隊長の元に持ってきた。

　それを見た瞬間、隊長の表情が変わった。

「この紋章は、公爵家の……」

　そこまで言って、隊長はハッとして口を閉じる。

（公爵？　どこかの公爵の騎士団？）

　涼は心の中で考えた。もちろん、どの公爵なのかは知らない。名前を聞いても、全く分からない自信もある。

「そう、そうだ、俺たちは怪しい者じゃない。これも何かの間違いだ。あんたもストーンレイクの衛兵なら、その紋章の意味は分かるだろう？」

　捕らわれの男は、随分と口が達者なようだ。衛兵隊長の表情は、明らかに公爵の紋章の方を大きく気にしていた。

　これまた当然であろう。

　ウィリー殿下は、確かに王子ではあるが、ジュー王国は小国な上にナイトレイ王国とは国境を接していない。そんな遠国の王子と、おそらく自国の公爵の紋章を持つ者たちとを天秤にかければ……仕方のないことかもしれない。

「隊長殿。その鞘を少し見せていただけますか」

　逡巡する衛兵隊長に向かって、ウィリー殿下は丁寧に声をかけた。

「え……あ、はい、どうぞ」

　衛兵隊長は、捕らわれの男の鞘をウィリー殿下に渡す。

　ウィリー殿下はそれを一瞥して、すぐに衛兵隊長に返した。

「隊長殿が気にかける理由は、理解できました。その者たちが、フリットウィック公爵家の者たちであるなら仕方のないことでしょう」

「さ、さすが……殿下はこの紋章をご存じでしたか」

　衛兵隊長は大粒の汗を流しながら言う。

　遠国の、しかも王子が、ナイトレイ王国の公爵家とはいえ紋章を知っているのは想定外だったのかもしれない。

「ええ。レイモンド殿、つまり王弟殿下の紋章ですね」

　その言葉は、ここにいる多くの者たちの間に衝撃を走らせた。

　その中でも、最も激しく動揺したのは、ルーカであった。その表情は、恐怖などではなく、怒りに近い、いや怒りそのものに見えるほどに。

「その王子様はともかくとして、そっちの二人は罪人だ。公都カーライルに行ってもらう必要がある」

　捕らわれの襲撃者リーダーが、衛兵隊長に向かって言う。そっちの二人というのは、もちろんマシューとルーカのことだ。

　その言葉に対するウィリー殿下の反応は、速く、激烈であった。

「それは認めません。この二人は、すでに私の随行員です。ジュー王国王子として、その要請を正式に拒絶します」

　ウィリー殿下は、烈火のごとく怒っていた。涼もコーンも、初めて見る表情。

　だが、ある意味当然なのかもしれない。コーンらの命を危険にさらしてまで助け出した二人をここで見捨てたら、なんのための行動だったのかということになる。

　ウィリー殿下としては、そんなことを認められないであろう。

「王子、おっしゃることは分かるのですが……」

　衛兵隊長は、捕らわれの男、つまり公爵家の者たち側になびきつつある。

（この手の人間は、権力か暴力になびく。まあ、どっちも力ですか……。誰か僕にも有力者の知り合いがいて、力になってくれるといいのですが……そもそもストーンレイクや王都に知り合いがいない）

　涼は、自分の人脈の無さを嘆いた。

　だが、すぐに思い出した。

（いや、王都になら、いる!?）

　涼は衛兵隊長に近付き、小さな声で囁く。

「衛兵隊長殿、ここはもっと責任ある立場の方を呼んで、その方に判断をしていただいた方がよろしいのではないでしょうか？」

　自分が、難しい判断とそこから生じる責任から逃れることができるのなら、多くの者が飛びつく。

「王子や公爵が絡む問題です。軽けい々けいに判断をされますと、後で難しいことになる可能性がありませんか」

「な、なるほど。確かに、それはそうかもしれん」

　涼の囁きに衛兵隊長は乗ってきた。

「おい、待て。そんなことは許さん……」

「襲撃者は黙っていてください。〈氷棺４〉」

　捕らわれの男が口を出してきそうだったので、涼は捕らえている四人全員を氷の棺に入れた。

「これはいったい……」

「襲撃者が逃げるといけませんので。大丈夫です。生きております」

「そ、そうか……」

　衛兵隊長は、完全に、涼の『暴力』に飲まれた。

（あとは権力……）

「さて、判断する責任ある立場の方ですが、やはり王国の重鎮クラスでなければ難しいのではないでしょうか？」

「あ、ああ……だが、いずれもお忙しい方ばかりで……」

「僭越ながら、王都にいらっしゃる宮廷魔法団顧問、アーサー・ベラシス殿ならば国の重鎮として問題ないレベルだと思われます。私がお願いすれば、アーサー殿はすぐに王都から来ていただけると思いますが、どうでしょうか」

「お、お前、いや、あなたはベラシス顧問とお知り合いで？」

　ルンのダンジョン四十層から、共に帰還した仲だ。

「はい。ルンの冒険者、涼の要請だと言っていただければ、すぐに来ていただけるでしょう」

「そうですか！　……ですが、もし王都にいらっしゃらなかったらどうしましょうか？」

（もう知り合いはいないのだけど……。仕方ない、ここはアベルの人脈を勝手に……）

「その場合は、イラリオン殿をお呼びください。アベルの友人、涼の願いだと伝えていただければ」

「なんと！　あなたはイラリオン様ともお知り合いでしたか！　もちろん、すぐにでも。おい、急いで王都のベラシス顧問とイラリオン様の下に早馬を」

（アベルによく手紙を届けていたイラリオン……かなり大物っぽい？）

「では、皆さん、とりあえずストーンレイクに移動してください。そこで、ベラシス顧問かイラリオン様の到着をお待ちいただきます。で、この氷漬けの者たちは……」

「そちらは、お任せください」

　涼はそう言うと、〈台車〉を四台準備するのであった。
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　箱馬車の御者台にコーンとマシュー、馬車の中にウィリー殿下、ロドリゴ殿、ルーカそして涼。箱馬車の後ろを、氷の棺が乗った四台の〈台車〉が付いてくる。

　それらの前後を、ウィリー殿下の護衛と冒険者、騎馬の衛兵が守る形で、一行はストーンレイクに向かっていた。

「リョウさん、ありがとうございました。つい、私の随行員だ、とか言ってしまって……」

「殿下、問題ございません。危険を承知で助け出した二人です。あのまま引き渡すのは、コーンさんら冒険者たちに申し訳ないと思われたのでしょう？」

　ウィリー殿下は、深く考えずに行った発言を謝罪し、涼はその心情を理解していた。

「皆さんにはご迷惑をおかけして、本当に申し訳ない」

　だが、代わって頭を下げたのは、ルーカであった。

「しかし、ルーカ殿はハンダルー諸国連合から追われ、さらに王弟殿下からも命を狙われるとは……かなり大物なのですね」

　ロドリゴ殿が言う。

　言外に、そろそろ身分と事情を明かしたらどうか、ということだ。

　ルーカは、数度小さく頷くと、話し始めた。

「私は、ナイトレイ王国財務卿フーカの弟です」

（財務卿フーカ！　なんて惜しい名前……）

　涼が頭の中で思い浮かべたのは、アレクサンドル・デュマの『ダルタニャン物語』に出てくる人物の名前だ。

　それは、財務卿フーケ。フランスの支配を企むデルブレー卿……かつての三銃士アラミス、彼の手駒となってしまう悲劇の財務卿。当然、フーケは実在の人物だ。

　涼が心の中で失礼なことを考えている間も、ルーカの説明は進んでいく。

「王弟レイモンド殿下は、ハンダルー諸国連合の執政オーブリー卿と、密約を交わしました。私は、偶然それを知ってしまい……。さらに、兄である財務卿を自陣営に引き込むために、ハンダルー諸国連合で虜囚の憂き目にあっていたのです」

（財務卿フーカがいるのであれば、もしかしたら財務監督官コルベールのそっくりさんもいたりするのでは……。コルベールと言えば、高校世界史の教科書にも、重商主義政策とセットで、太字で出てくる有名人……）

　涼は心の中で、妄想を膨らませてはいたが口は閉じたまま。

　他の二人も、静かにルーカの話に耳を傾けている。

「マシューたち、兄直属の部下によって私は助け出されました」

「私が聞いた話では、国王スタッフォード四世陛下と、王弟殿下の仲はあまりよろしくないということでした。兄君の財務卿殿を通して、王城に訴えればなんとかなるのではないかと思うのですが？」

　ウィリー殿下がルーカに提案する。

「確かに、国王陛下と王弟殿下は、仲がいいとはいえません。ただ……王城は王城でいろいろゴタゴタしているようでして……」

　ルーカは首を振りながら答えた。

「う～ん……」

　ウィリー殿下も考え込む。

　ウィリー殿下が、ふと正面を見ると、涼が何度か小さく頷きながら、考えごとをしているのが見えた。

「リョウさん、何か思いついたんですか？」

「え？」

　涼は、物語の中の財務卿フーケはダルタニャンが逮捕したんだよなぁ、とかそんなことを考えていたのだが……決して、そのことを表情には出さない。

　なんとか頭を巡らせて、代替案を絞り出す。

「あ、アーサー・ベラシス殿に、その辺りも相談してみますか？」

「王都から来てもらう、国の重鎮の方ですよね。いいと思います」

　ウィリー殿下が大きく頷きながら言った。

（なんとか誤魔化すことができた）

　涼はホッとした。

「リョウ殿は、本当にベラシス顧問とお知り合いなのですか？　あの場を収めるための嘘とかではなく？」

　ルーカが鋭い質問をする。

「知り合いなのは確かですよ。大げさな言い方をすると、戦友、みたいなものです」

「おぉ」

　涼の言葉に、反応したのはウィリー殿下だ。

「リョウさんは、まだお若く見えるのに、いろんな経験をされているのですね！」

　なぜかウィリー殿下が興奮している。

「私も、もっと鍛えれば、もっといろんな経験を積めるでしょうか……」

「そうですね、おそらくは……」

「今日から、宿は衛兵の方々が守ってくださるのですよね、そのベラシス様が来られるまで。ということは、襲撃の心配はないでしょうから、ギリギリまで魔法の練習をしても大丈夫ですよね！」

「そ、そうですね、おそらくは……」

　昨日までも、魔力切れになるまで魔法の練習をしていたのだが……。ウィリー殿下にとっては、昨日までと今日からは、少し違うのかもしれない。

　昨日までは魔力切れまでやってしまったが、今日からはギリギリまでやると。

　だが涼は知っている。絶対にまた魔力切れまでやってしまうことを。水属性魔法使いの弟子は、とっても練習熱心なのである……。




　一行がストーンレイクに到着して二日後、ウィリー殿下の部屋に、衛兵隊長と宮廷魔法団顧問アーサー・ベラシスがやってきた。

　まずはウィリー殿下に挨拶をし、それから顧問アーサーは涼と再会を祝した。

　白い髭を長く伸ばし、魔法使いの灰色のローブを羽織り、大きな杖を持つ、魔法使い然とした魔法使い。

「リョウよ、久しいの。お主からの協力要請など珍しいこともあるもんじゃ。取るものもとりあえずやってきたぞ」

「ベラシス様、ありがとうございます」

　顧問アーサーは上機嫌に言い、涼も笑顔を浮かべて感謝の言葉を述べる。

「あの時も言ったであろう、アーサーでよい」

　そして、ふと顧問アーサーは周りを見回す。

「そういえば、わしは公爵の家の者がどうこうということを聞いてやってきたのじゃが……その者たちがおらぬような……」

「はい。実は、ここには入りにくいために、中庭の方に……」

「入りにくい？」

　衛兵隊長が説明し、アーサーは首をひねる。

　そうして、中庭に面した窓に近付き、そこから中庭を見下ろした。

「おぅ……なんとも見事な氷漬けじゃな。あれは、絶対リョウの仕業じゃろう」

　アーサーはニヤリと笑って涼の方を見る。

「襲撃者でしたので、逃げないようにと……」

「手と足を紐で縛られた上に氷漬け……しかも生きたままか……。わしは絶対あの中には入りとうないわい」

　後半は、とても小さな呟きになっていた。




　起きた事象の説明と、それぞれの希望がアーサーの前で述べられていく。

　氷漬けの者も、一人だけ解凍されて、部屋に連れてこられている。名前はバダーと名乗った。

「ふむ、だいたいのことは理解した」

　アーサーは、話を聞き終わると、出された紅茶のおかわりを申し出る。

　おかわりが注がれるまで無言。注がれたおかわりを一口飲んで、アーサーは口を開いた。

「まず、マシューとルーカ、二人はウィリー王子の随行員として、王都まで行くこと。これを阻害すれば、外交問題となることは必定。襲撃しゃ……いや、バダーであったか。戻って、責任者にしかと伝えよ。ただし、お主らは、まず罪を償わねばならぬ。まあ、襲撃は未遂というか、滑って転んだということなので、二十日の禁固刑が妥当であろう。ストーンレイクで収容してもらおう。これは、わしから代官に伝えておく」

　ウィリー王子側の希望が、ほぼ全て通った判決であった。まあ、そのために涼の知り合いである顧問アーサーに来てもらったのだ。

　八百長裁判、万歳。

「彼らの解凍は、明日出発する際に行います」

　涼は、衛兵隊長と顧問アーサーに約束した。ちなみにバダーは、再び氷の棺に入れられて、中庭に立たされた……。

「そうそう、わしは一足先に来たが、うちの魔法団の者たちが今日のうちにストーンレイクに到着するのじゃ。ウィリー王子やリョウを、王都まで護衛したいらしい」

「は？」

　顧問アーサーの突然の言葉に、涼は素っ頓狂な声を出してしまった。

「ルンでお主に救われたことへの感謝を表す行動、らしいぞ。殿下、そういうことなので、ぜひ宮廷魔法団による護衛を許可していただけんじゃろうか」

「はい！　もちろんです。よろしくお願いします！」

（まあ、外国の王子の王都入り……馬車一台だし、少しでもお供が多い方が見栄えがいいでしょうかね……）

　そう考えて、涼は自分を納得させるのであった。




　翌朝、約束通り四人を解凍した涼は、宿前に停めてある馬車の下に向かった。

　そこには、ずらりと整列した魔法団の一行が……。

「け、けっこう多くないですか？」

　涼は、すぐ横に来ていた顧問アーサーに小さな声で問う。

「五十人らしい……」

　顧問アーサーも想定以上の人数だったのか、少し声が上擦っている。

「五、六人くらいだと思っていたのですが……」

　馬車を護衛して歩く五十人の魔法使い。それはそれで、かなり壮観だ。

「リョウ……けっこう多くの人を救ったんだな……」

　変わらず御者台に座るコーンが、小さい声で涼に囁く。

「あ、はい……そうみたいです……」




　二日後、王都クリスタルパレスに到着した一行が、王都民の話題をさらったのは言うまでもなかった。
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　その日、イラリオンは、所用で前日から研究所を留守にしていた。戻ったのは夕方三時。当然、執務室では、おやつを囲んで女子たちがたむろっている。

「わざわざここで食べんでもいいと思うんじゃが……」

「このソファーの座り心地が何とも言えないのです」

　リーヒャが嬉しそうに言う。

　その笑顔を見ると、さすがのイラリオンも、何も言えなくなってしまう。

「師匠、ストーンレイクからの早馬が、昨日着いていました。伝言を残していかれました。伝言は、師匠の執務机の上に」

　リンが、早馬が着いていたことを伝える。

「そうか」

　それだけ言って、イラリオンは、執務机の上の伝言を見る。

「……リョウだと？」

　小さな呟きであったが、リンの耳にははっきりと聞こえた。

「リョウ？」

　リンが思わず口に出した名前に、ハッとするイラリオン。

「しょ、少々用事を思い出した。出かけてくる。今夜は戻らんから、アベルにはそう伝えておいてくれ」

「あ、はい。行ってらっしゃい」

　リンは少し怪け訝げんな顔をしつつも、イラリオンを送り出した。

　イラリオンは、研究所の箱馬車を、昼夜を問わず走らせた。目的地はストーンレイク。

「アベルが言っておった水属性魔法使いのリョウじゃ。ストーンレイクでわしの手を借りたいと？　よいではないか。これでリョウとの面識がつくれる！　ぜひ、そのオリジナル魔法の数々を見せてもらおうではないか。フフフ、まさに僥ぎょう倖こう。この機会、逃すものか！」

　イラリオンの不幸は、箱馬車の窓を完全に閉じ、外で起きていることに全く目を向けなかったことであろう。そのために、街道の途中で、魔法団に護衛された馬車とすれ違ったことにも気付かなかった。

　当然、ストーンレイクに着いたイラリオンの前に、すでに涼はいなかった……。
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　涼がウィリー王子一行として、王都クリスタルパレスに到着した日から、遡ること数日。

　辺境最大の街、ルンの領主館前に、二人の冒険者がいた。

　Ｃ級パーティー『スイッチバック』の剣士ラーと斥候スーだ。二人は、衛兵に取り次ぎをお願いして、目的の人物が来るのを待っていた。

　待つこと十分。

「ラー、スー、待たせてすまなかったな」

　出てきたのは、Ｂ級冒険者にしてルン騎士団剣術指南役のセーラ。

「いえ、突然すいません、セーラさん」

　斥候スーが頭を下げる。ちなみに剣士ラーは、かちんこちんに固まっている。

『風のセーラ』と通称されるセーラは、冒険者ギルドにおいて、すでに伝説的な人物だ。その圧倒的な実力と、それに比肩するほどの美貌。エルフであるため、強力な風魔法を操る魔法使いでありながら、超絶技巧の剣士でもある。

　そんな、生ける伝説を前にした剣士ラーの反応の方が、ごく普通なのだ。

　なんの支障も無く話せる斥候スーの方が……いや、総じて女性冒険者の方が、支障なく話せるようであるが。

「あの、実はうちら、依頼でリョウとインベリー公国に行ったのですが、リョウは事情があって、戻るのが少し遅れるんです。それで、セーラさんに手紙を渡してほしいって……預かってきたんです」

　斥候スーはそう言うと、涼から預かった手紙をセーラに渡した。

「そ、そうか。まだ戻ってこないのか……。いや、スー、手紙ありがとう。早速部屋に戻って読ませてもらうとしよう」

「いえ、それじゃ、失礼します」

　スーはそう挨拶をすると、固まったままのラーを連れて、帰っていった。何のためにラーを連れてきたのか、立ち番をしている衛兵は全く理解できず、首を傾げた。

　二人が去ると、セーラはその場で手紙を開けた。部屋に戻って読ませてもらう、などと言いはしたが、中身がとても気になったからだ。

　一読し……もう一回熟読し……膝から崩れ落ちた。

「せ、セーラ様!?」

　衛兵が驚いて声をかける。

「いや、大丈夫だ、問題ない」

　セーラは右手を衛兵の方に出して制止すると、ゆっくりと立ち上がった。

　そして、フラフラしながら館の方に歩き始めた。

「王都……王都……王都……」

　そんな言葉を呟きながら。






    
  
  






　セーラはしばらく歩き、館の前に到着すると、決然として顔を上げ力強く歩き始めた。

　向かう先は、騎士団長執務室。

　騎士団長執務室の前には、いつも通り、二人の騎士団員が立っている。

「ネヴィル殿に会いたい」

　セーラの表情は、何かを固く決意したかのようである。騎士団員も初めて見る表情であった。

「は、はい、お待ちください」

　そう言うと、扉をノックした。

「セーラ様がお見えです」

「通せ」

　中から、渋い男性の声が聞こえる。セーラは執務室の中に入った。

「おう、セーラ殿、どうした」

　そう声をかける騎士団長ネヴィル・ブラック。セーラは何も言わず、その執務机の前まで歩き、両手を机に叩きつけてネヴィルの方へ身を乗り出す。

「ネヴィル殿！　近々、騎士団は王都に上がる予定はないかね？　あるだろう？　あるはずだ！　そうであろう？」

「と、突然どうした、セーラ殿、落ち着け」

　落ち着けというネヴィルも、全く落ち着いてはいなかった。セーラのオーラというか、その鬼気迫る感じに圧倒されて。

「お、王都に上がる予定は……ああ、ある、あるぞ。王家が追加で購入した魔石、あれの移送を騎士団が仰せつかっている。八人で、明日出発だ。人員も選出済みだ……」

「そうか。そこに私も入れてほしい。増加する分の旅費は、後日払わせてもらう。そう、私は剣術指南役だし、騎士団員たちが上手くやれるか、移送の監督もしてみないとな」

「そんなこと、今まで一度もしなかったじゃ……」

「ネヴィル殿！　私が入っても問題ないな？」

「あ、はい、問題ないです」

　ネヴィルは折れた。

「うむ、それではよろしく頼む。領主様には私から伝えておく」

　そう言うと、セーラは素晴らしい笑顔を振りまきながら、騎士団長執務室を出ていくのであった。

「そりゃ問題はないけど……いったい何があった……」

　高い評価を受け、切れ者と名高い騎士団長ネヴィル・ブラックをもってしても、その理由は思い当たらなかった。






王都集合


「皆さん、本当にありがとうございました」

　ウィリー殿下はそう言うと、頭を下げた。その斜め後ろでは、ロドリゴ殿も頭を下げている。

「いやいや、無事に着けて良かったぜ」

「依頼を遂行しただけですから。殿下、顔をお上げください」

　コーンは照れながら、涼は少し慌てながら答えた。

　場所は、ナイトレイ王国王城前。護衛を買って出てくれていた宮廷魔法団の有志たちは、すでに解散し、王宮内に去っていた。

　そしてマシューとルーカも、四人に礼を述べて、どこからともなく現れた腕の立ちそうな護衛と共に、財務省へと去っていった。

　最後に、ウィリー殿下とロドリゴ殿の、別れの挨拶を、涼を含めた護衛冒険者たちが受けているのだ。

「リョウさん、最後にお願いがあります！」

「殿下、改まってどうされたのですか？」

　ウィリー殿下が、意を決して涼に願いごとをしようとし、涼は何だろうと軽い気持ちで聞いていた。

「これから、リョウさんのことを、師匠と呼んでいいでしょうか」

「すいません、それは勘弁してほしいのですが……」

「そうですか……では、先生にしておきます」

「え……」

　いかにも残念という感じで、ウィリー殿下は『先生』で妥協した。そう、妥協したのだ……涼的には、全く妥協された感じはしないのだが。

　そして二人は、到着の報告のために、王城へと入っていった。

「さて、俺らは冒険者ギルドに行こうと思うんだが、リョウはどうする？」

　残った涼と、コーン率いる冒険者たち。

　コーンらは冒険者ギルドへ行くという。そこで、この臨時パーティーを解散するらしい。王都が初めての涼も、特に早急に行かなければならない場所はない。せいぜい、「あとで顔を出せ」と言われた、顧問アーサーのところに行くくらいだ。

　そのため、コーンらに付いていこうとしたのだが……王城の方から歩いてくる一団から、聞き慣れた声が聞こえた。

「リョウ？」

　涼が振り向くと、音速の飛び込みで、セーラが抱きついてきた。

「ぐほっ……せ、セーラ？　どうしてここに？　それに、ルン騎士団のみんな？」

　しばらくセーラは、涼に抱きついたまま無言だ。代わりに、騎士団のイーデン小隊長が答えた。

「え～っと、自分らは、ルンから王室への移送の任を仰せつかりました。今、お届けしたところです」

「え……セーラも？」

「はい、セーラ様も……当初は予定には入っていなかったのですが、急きゅう遽きょ……」

「仕方がなかったのだ……」

　イーデンの言葉を遮り、顔をあげたセーラが、ようやく声を出した。

「『スイッチバック』のスーに手紙を届けさせたであろう？　開いてみたら、王都に寄ると書いてあるではないか……。リョウは、私のようなエルフにとっては、とても貴重な……なんというか……そう、栄養補給源なのだよ。いないと大変困るのだよ。もう少し、その自覚を持ってほしい！」

「えっと……なんかすいません……」

（栄養補給源って何だろう……。そんなの、初めて言われたんですけど）

「うむ、分かってくれればそれでよい」

　セーラは満面の笑顔で答えた。

　その笑顔の破壊力は、全てを超越する。その笑顔のためなら、涼は世界を敵に回しても戦えるだろう……。

　でも、疑問は解決しておこう。

「栄養補給源ってのは、ちなみに……」

「ん？　ほら、どこかの守護獣様も言っていたのだろう？　リョウの周りにいると寿命が延びるだとかどうとか」

「はい、言ってました……」

「それだよそれ。以前言ったように、エルフは半妖精みたいなものだ。そして、きっとその守護獣様も妖精の系統の、守護獣様なのだろう。我々は、妖精の因子と呼んでいるが、それを持っている者にとっては、リョウはとても貴重な栄養補給源なのだ。あと、邪気を祓はらう……みたいな感じかな。リフレッシュ効果もある。覚えておくといい」

　横で聞いていた騎士団員たちは、ほぇ～とか言いながら頷いている。

「えっと……それは人間には何か効果が……？」

「いや、私が知る限り、全くないな」

　涼の疑問に、身も蓋もない答えを言うセーラ。

「えっと……それは僕自身には何か効果が……？」

「いや、私が知る限り、多分ないな」

　さらなる涼の疑問に、やはり身も蓋もない答えを言うセーラ。

　そして、なぜか敗北感に苛さいなまれる涼。

　そんなやりとりの途中で、「お、俺らは行くわ」と言って、コーンたちが離れていったことに、涼は気付いてはいなかった。
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「つまり、ルーカには財務省に逃げ込まれ、シーカは行方不明で、枷かせを外された財務卿は、こちらに寝返るどころか敵対する可能性が高いと？　連合情報省は優秀な人材揃いと聞いていたのだが、人ひとり捕えておくこともできぬのか……。この結果では、とても評判通りとは思えんが？」

「面目次第もございません」

「しかも、財務卿の背後にはイラリオンの影がちらつく……だと？」

　そこは、王都にあるフリットウィック公爵邸。

　執務室で、二人の男女が話している。

　一人は痩せた体に、片眼鏡をはめて報告書を読みながらしゃべる。

　もう一人はブルネットの髪を肩で切りそろえ、グレーの瞳が怜れい悧りな光をたたえた女性。見た目は可愛らしい格好だが、男との会話を聞いていれば、それが計算されたものだと分かる。

　話の内容からすると、連合情報省から派遣されてきた人物らしい。謝っているが、表面上のものだ……。

「で、それらを繋ぐ男が、このアベルという奴か」

「はい。例の『黒い粉』の周辺も、いろいろと探っていたようです」

　アベルは、シーカたちだけではなく、公爵の配下からも、すでに目をつけられていたのだ。そもそも諜ちょう報ほう活動より、冒険活動の方が本業のアベルなので……いろいろ仕方ないであろう。

　さらに、報告書の内容にも、いくつかの誤解や誤情報も含まれている……。もちろん、本人たちは気付いていないが。

「今、イラリオンはどこにいる？」

「昨日、王都を出て、第二街道を東へ向かったという報告がございました」

「このアベルを始末するなら、今が好機か」

　片眼鏡の男は少しだけ考え込んだ。

　始末するにしても、かなり腕がたつらしいという情報もある。生半可な者では返り討ちに遭いかねない。

「確実にやるなら……奴らを使うべきだろう」

「はい。すでに仕込みは済んでおります」

「ほぉ……。で、どうやる」

「使うのは、ゴードン、ベルロック、ローマンの三人で。ゴードン一人で問題ないでしょうが、他の二人は保険です」

「よかろう。イラリオンが戻ってくるまでに片付けろ」

「かしこまりました」

　そう言うと、ブルネットの女性は執務室を出ていった。

　部屋に残った片眼鏡の男は薄く笑って呟いた。

「勇者の襲撃か……」



　　　　　　　◆





　ゴードンは浮かれていた。二十三年間生きてきて、初めてモテたからだ。

　勇者パーティー、火属性の魔法使いゴードンは、決して見た目は悪くない。むしろ、平均以上の外見とさえ言える。

　だが、少しガサツであり、少し自信過剰であり、少し他人を見下す傾向がある。

　いずれも、女性受けしない要因。一つなら見逃してくれる女性も、三つ揃えば……それは無理。

　だが、ここ王都で、そんなゴードンに夢中になってくれる女性がついに現れたのだ。それは、オスニエル・フレッチャー子爵の秘書、ナンシー。

　オスニエル・フレッチャー子爵は、片眼鏡をかけた落ち着いた雰囲気の人物だ。王都におけるフリットウィック公爵家の権益を取り仕切る、いわば家老のような地位を与えられている。その秘書ナンシーは、二十代の、目がくるくるよく動く可愛らしい女性で、ゴードンも完全に惚気のろけていた。

　そんなゴードンに、ようやく来た春に……。

　勇者ローマンは、手放しで喜んだ。

　土属性魔法使いのベルロックも、何度も乾杯をして祝福した。

　聖職者グラハムは、特に表情を変えることもなく頷いた。

　風属性魔法使いのアリシアと、斥候のモーリス、そしてエンチャンターのアッシュカーンは、眉をひそめた。

「大丈夫？　騙されてない？」

「ゴードンに惹かれるとか、その子、目が悪いと思うよ」

「……」

　三者三様の言葉で、とにかく心配した。

　勇者パーティーは、王都に着いた後、国王スタッフォード四世への謁見を願い出ていた。だが、スタッフォード王の体調が良くないとのことで、フリットウィック公爵邸に留め置かれているのだ。とはいえ、何不自由なく過ごしているし、ゴードンには春が来ているし、特に問題はない。

　聖職者グラハムは、中央諸国の光の神官と、それぞれの神、そして神の教えについて熱心に話し合い、非常に充実した日々を送っている。アリシア、モーリス、アッシュカーンの女性三人組も、公爵邸の侍女たちとお茶会を開き、個人的な繋がりを結んでいた。

　そんな中、ゴードンはナンシーと出かけることになった。ナンシーが、王都にできたばかりのお店に、ゴードンを誘ったのだ。

　すわ、デートか！

　ゴードンのテンションはマックスまで上がったが……出かける時に一緒に行くメンバーがいて、一気にテンションダダ下がりとなる。

「ローマン……ベルロック……なんで二人がいる？」

「うむ、ナンシーが奢ってくれるそうじゃ」

「僕らは、邪魔しちゃあれだって思ったんだけど……」

　ゴードンの恐ろしい顔の質問に、ベルロックは頭を掻きながら答え、ローマンは頬を掻きながら答えた。

　そこに、ナンシーがやってきた。そして、ゴードンに囁く。

「ごめんなさい、ゴードンさん。子爵様が、お二人も連れていって、もてなせと仰って……」

　ナンシーが申し訳なさそうに言う。

「あ、ああ、いや、そんなの全然気にしてない！　うん、子爵様の言うことに逆らったらいけないよな。うん、全然問題ない！」

「ホントですか！　ゴードンさん、やっぱり優しいです！」

　そういうと、ナンシーはゴードンの腕に抱きついた。ゴードンの顔は真っ赤になり、表情はデレデレ……。




　ゴードンにとって初めてのデートは、順調そのものであった。後ろから付いてくる、男二人は完全に無視し、その視界と思考はナンシーで埋め尽くされていた。

　二人で歩いたコースは、王国魔法研究所という建物のすぐ近くをグルグル回っていたのだが、美味しいお店や、素敵な服屋もあり、全く気にならなかった。そもそも、王都の地理に詳しくないゴードンは、どこを回っているか理解していなかった……。

　後ろから付いてくる男二人も、前を行くカップルに関係なく、勝手に店に入っては美味しそうな食べ物を買い、あるいは武器屋で売っている品物に見入ったりと、楽しい時間を過ごしていたのである。

　だが、悲劇は突然訪れる。

　男二人はどこかに行ったため、ゴードンとナンシーは、オシャレなお店でランチを食べ、「ここは俺が」とゴードンがお会計をしている間に、ナンシーは一足先に店の外に出ていた。

　ゴードンが、お金を払って外に出ると……あろうことか、口から血を吐いたナンシーが倒れていたのだ。

「ナンシー！」

　慌ててナンシーを助け起こすゴードン。

「ゴードンさん……」

　息も絶え絶えに、ゴードンの名を呼ぶナンシー。

「なぜこんなことに……」

　いつも持ち歩いているポーションを、急いでナンシーに飲ませるゴードン。

　飲み終えると、ナンシーは通りの向こうを指さして言った。

「あの、剣士に……」

　ナンシーが指さした先には、一人の男が、こちらに背を向けて立っていた。

「あいつか！」

　もう、ゴードンは何も目に入らない。血を吐いて倒れているナンシーと、ナンシーを手にかけたと思われる男。それだけだ。

　ナンシーをそっと道路に寝かせ、ゴードンは立ち上がると、怒りに燃える眼差しで杖を構える。

　そして唱えた。

「〈ブレイドラングトライデント〉」

　ゴードンが唱えると、杖の先から三本の炎が渦を巻きながら男に向かって飛んだ。ゴードンが持つ、対個人用最強魔法。

「アベル！」

　どこからともなく、悲鳴にも似た女性の声が聞こえる。

「〈サンクチュアリ〉」

　叫んだ女性が、三本の炎の渦の前に体を入れ、唱えた。

　緊急展開防御魔法……詠唱なく、一瞬で防御陣を展開する神官の奥義。

〈サンクチュアリ〉は正しく発動し、〈ブレイドラングトライデント〉を打ち消す。だが、その運動エネルギーはそのまま保存され、女性は背後の壁に弾き飛ばされた。

「リーヒャ！」

　狙われた男、アベルは弾き飛ばされたリーヒャの方を見る。ちょうどそこへ、角を曲がって出てきたリンとウォーレン。

「リン、ウォーレン、リーヒャを頼む」

　アベルはそう言うと、道路の反対側に向かって走り出した。

　最強の攻撃魔法を防がれたゴードンは、慌てて唱える。

「〈ファイアーボール〉」

　速度重視。

　だが、アベルは鞘から払った魔剣で、〈ファイアーボール〉を切り裂く。

「馬鹿な！」

　ゴードンはその一言を残して、アベルの左拳を鳩尾にくらい、意識を失った。

　だが、それで問題は終わらなかった。

　その光景を見ていた人物が二人いたのだ。ゴードンたちが出てきた店の隣から、ちょうど出てきた勇者ローマンと土属性魔法使いのベルロック。店を出た瞬間、アベルのパンチによって、ゴードンが地面に沈む光景を見た二人は、一瞬何が何だか理解できなかった。

　ゴードンが腹を殴られて倒され、その向こうには、血を吐いたらしいナンシー。そこで、ローマンは理解した。ゴードンを倒した男は敵で、そいつが悪いのだと。

　ゴードンとアベルに向かって走りながら、聖剣アスタルトを抜く。

　それを、アベルは視界の端に捉えていた。そして、ローマンの渾身の突きをかわす。

　こうして、いくつかの偶然と、いくつかの誤解と、いくつかの悪意により、勇者ローマン対天才剣士アベルの戦いが、王都の路上で始まった。




　勇者ローマンがアベルに突っ込むと同時に、土属性魔法使いのベルロックも唱える。

「〈ストーンジャベリン〉」

　だが、放った石の槍は、道路の向こう側から放たれた〈エアスラッシュ〉によって打ち消される。そこでは、杖を構えた少女と思しき魔法使いがこちらを睨んでいた。

「あの剣士の仲間か」

　剣士同士の戦いは激烈さを増し、魔法使いは手を出せずにお互いを牽制する、そんな状況に陥った。

　周囲には野次馬が……誰も寄ってこなかった。近くの店は、軒並み鎧よろい戸どを閉め、扉もしっかり中から閉めたようだ。

　道端で喧嘩が始まった時、野次馬が群がる場合と、誰も近寄らず建物に引きこもる場合の、二種類の現象が存在する。

　その違いはなぜ生じるのか。ひとえに、その喧嘩の『ヤバさ』だ。

　想像してみると分かる。

　ライフルを撃ちまくっての喧嘩……をしている者たちの周りに、野次馬がたかるだろうか？　巻き込まれたらまずいのだ、自分の命に関わるのだ……近寄らないであろう？

　ローマンとアベルの剣戟は、王都の住人から、そう見られた。

　普通なら、誰かが通報し、衛兵などが駆けつけるのであろうが。電話など、離れた場所への通信手段のない現在の王国においては、通報するのも簡単ではなかった。




（こいつ、恐ろしく速いし、剣が重い）

　アベルは、ローマンの剣をさばきつつ、舌を巻いていた。かつて、ダンジョン四十層で戦った魔王子のデビルほどではないにしても、人間でこれほどの剣速と重さは異常だ。現状は、それを技術と経験でさばいているが、かなり厳しい戦いであることは理解できていた。

（さっき倒した、火属性の魔法使いの連れみたいだが……今回の一連の騒動のために雇われた奴なのか？　いや、あり得ないだろう。この強さは、まさに一国に冠絶する……それほどの剣の腕だぞ）




（まさかこれほどの剣士とは……。こんな剣士がゴロゴロいるんですかね、王国には。純粋に剣の腕だけで見れば、戦ってきた人たちの中でもトップクラスなのは間違いない……。どんな攻撃をしても、簡単に凌しのがれてしまう。レオノールとはまた違った意味で、高い壁を感じる……）

　勇者ローマンは、少しだけ楽しくなっていた。

　斬りかかった時には、ゴードンが倒され、ナンシーが血を吐いていた光景から、敵を倒す、という意識だけであったが、現在では、それらの感情を超越したものがローマンの中にはあった。

　突き、そのまま薙ぐが、絶妙の角度で剣を入れられて流される。

　そこから強引に、袈裟懸けに斬り下ろす。そこにもまた、絶妙のタイミングで剣を入れられ、力が乗り切る前のポイントで受けられ、凌がれてしまう。

　これまで経験したことのない、技術と経験による凌ぎ。

　それは、ローマン自身に貴重な経験を積ませていった。




　この頃には、四人とは別に街に遊びに出ていた、風属性魔法使いアリシア、斥候モーリス、エンチャンターのアッシュカーンも合流していた。だが、ベルロック同様に、道路の向こうからの牽制によって、明確に手を出すことはできていない。

　もちろん、勇者パーティーとしては、それで問題はないのだ。なぜなら、戦っているのは勇者ローマンだから。

　しかも相手は、レオノールでもなく、爆炎の魔法使いでもない。一対一なら、万が一にもローマンが負ける可能性はないのだから。

「でも、皇女様みたいな人もいるよ？」

　斥候モーリスの呟きは、あえて誰も聞かないことにしていた。あの皇女も、例外なのだ。



　　　　　　　◆





　涼とセーラは、クレープを食べながら王都を歩いていた。

　なんと、ウィットナッシュやルンの街で見た、あの『くれぇぷ』露店が王都にもあったのだ。売っていたのは、七十歳を優に超えているであろうお爺さんであった。

　それは涼の強い希望により、購入されたのであるが……。

「うん！　確かにこれは美味しいな！」

「でしょ～？」

　一口食べて絶賛するセーラに、ドヤ顔で胸をそらす涼。涼は、セーラと味覚が似ている自覚があったため、絶対にクレープも気に入るという自信があった。

「ちょっと前、ルンの街の東門付近にも露店が出ていて、美味しかったんですよ。チェーン店なのかな……この生クリームとバナーナの配合は鉄板です！」

「うむ。リョウが強く勧めた理由が分かる。これは経験しておかないと、人生を損するな！」

　美味しい物は人を幸せにする。

　美味しい物は人生を豊かにする。

　どんな世界、いつの時代であろうとも変わらぬ真実だ。

　そんな幸せに包まれながら歩いている二人の耳に、剣を打ち合う音が聞こえてきた。

「こんな王都の路上で、剣で戦っている？」

「音からすると、一対一だな。しかも戦っているのはその二人だけ……」

　涼もセーラも、人並み以上の聴覚。戦っている人数くらいは、簡単に分かる。

　どうせ二人が進む方向から聞こえているのだから、そのまま行けば何が起きているか分かるだろう……二人ともそんな軽い気持ちで、クレープを食べながら歩いていった。

　そこで見たのは……。

「凄い剣戟……」

「どちらもやるね」

　涼が思わず呟き、セーラも感心した。

「でも、戦っている片方は……アベルに見えるのですが」

「そう、戦っている片方は……アベルだね。道路の向こうに、リンたちがいるから、合ってると思う」

　涼は思ったことを言い、セーラはそれを肯定した。




「凄い戦いになってるね。誰も近付けないよ」

　斥候モーリスが誰とはなしに言う。

「ええ。あの相手、ローマンと互角に戦えるとか、一体何者かしら」

　風属性魔法使いのアリシアの声も、囁くように小さなものとなっている。

「そう……そうよ！　なんで聖剣アスタルトと剣戟が成立するのよ。普通の剣じゃ、一合打ち合っただけで砕け散るでしょ！」

「つまり相手の剣も普通じゃないの。ほら、よく見なさい、赤い光を帯びている。あれは魔剣よ」

　斥候モーリスの疑問に、アリシアが答える。

「魔剣持ちって……ホントに、あの相手、何者なの……」

　斥候モーリスは絶句する。

　魔剣などというものは、普通の冒険者の手には入らない。そんなものを持っている人物が、偶然路上にいる……それは、普通はあり得ない確率。

　モーリスは二度頭を振って、周りを見回す。

「さすがに、あんな剣戟じゃあ、野次馬も集まってこないね」

「ええ、誰だって自分の命は惜しいもの。路上にいるのも、私たちと相手の仲間を除けば、二人だけね。ていうか、あの二人は逃げなくていいのかしら」

　モーリスの言葉に、アリシアも周りを見回して答える。

　何か食べながらの魔法使いらしき男が一人と、マントを羽織った超絶美女が一人……。

「って、あの野次馬の片方の女性、エルフだ……」

「ホントだ！　さすが王都ともなると、魔剣持ちとかエルフとか、他だと珍しい人がいっぱいいるんだね」

「そ、そうかもね……」

　モーリスが興奮したように言うが、若干アリシアは納得できないものを感じつつも相槌を打つのであった。




　その間にも、ローマンとアベルの剣戟は続いている。

　続いているのだが、アベルは理解していた。

（このままでは負ける）

　その差は、ほとんど無い。それどころか、技術で上回るアベルが、時々ローマンに薄い傷をつけているほどであり、そのたびに勇者パーティーの面々を、ハラハラさせている。

　だが、精神的なスタミナの削られ具合が、ローマンとアベルでは全然違っていた。

　それこそ、『思い切り』を体現して迫るローマンの剣、それを技術でさばきつつ反撃するアベルの剣。

　アベルは、さばくのを一度でも失敗すれば致命的なダメージを負う。元々、速度と重さで上回るローマン。一度の失敗が致命傷……その事実が与えるプレッシャーたるや、対峙した者にしか分からないであろう。

　そのプレッシャーに、最初から蝕むしばまれ続けているアベル。

　その中で、破綻せずに技術で凌いでいるアベルは、間違いなく剣の天才であろう。だが、そんな天才アベルだからこそ、この先に生ずる、避けようのない破綻を感じとっていた。




「あのアベルに、剣でここまで押し込むというのは凄いなぁ……」

　涼が感想を言う。

　だが、先ほどまで相槌を打ったり、そこ、右から、それはフェイント！　とか小さい声でいろいろ言っていたセーラが、無言であるのが、涼は気になった。

「セーラ？」

「あ、ああ。すまない。あのアベルの相手の剣なのだが……多分、聖剣アスタルトだと思うのだ」

「おぉ、聖剣！　そういえば、アベルの剣も赤く光ったりするから魔剣とかの類なんですよね」

　セーラが言い、涼は聖剣という言葉に強く反応した。

　ファンタジーと言えば、魔剣や聖剣！　その単語だけで、聞く人をワクワクさせる……そんな素敵な言葉。

「そう、アベルのは魔剣だ。相手の聖剣アスタルトというのは、西方諸国で生まれた勇者が、代々引き継ぐ剣だと聞いたことがある」

「勇者！」

（やっぱりこの世界にも勇者っているんだ！）

　涼は、勇者の存在を、今、初めて聞いた。

「そして、あの者の周りには、驚くほどの精霊が集まっている。精霊に教えてもらったのだが、『勇者ローマン』と言うらしい」

「なんと……。というか、セーラ、精霊と話せるの……そっちの方が驚きです」

「エルフは、生まれた時から精霊との関わりが深いからな」

　ちょっとだけ得意そうに言うセーラ。

　涼が、それを見て可愛いと思ったのは内緒である。

「勇者がいるってことは、魔王も……あれ？　そう言えば魔王子とかいたっけ……」

「魔王子がいた!?　リョウ、どこにだ？　それは大事件だぞ！　そんなもの、放置してはおけない」

「ああ、大丈夫。ダンジョン四十層にいたんだけど、無事倒したからもういないです」

「そ、そうか。ああ、あの強制転移の事件だな？　しかし魔王子がいたとは……」

「それより、セーラ。勇者が、もし、ここでアベルに殺されちゃったりしたら、大変なことになりません？」

　涼は、いきなり核心を問う。

　それを聞いて、セーラは少しだけ目を見張ってから答えた。

「確かに……もしそんなことになれば、魔王を倒す者がいなくなる……。王国と、西方諸国との間の外交問題にもなるかもしれん」

「なるほど……。あの剣戟、もうすぐ破綻するよね？」

「うむ。アベルの方が、分が悪いな」

　涼の見立てと、セーラの見立ては一致している。

「でも、アベルのことだから、最後近くになれば、賭けに出て逆転の一手を放ってくると思うんですよ」

「もし、それが成功すれば、勇者は死ぬかもしれないと。確かにそれは困るな」

「うん、というわけで、そろそろあの剣戟を止めましょう。ウィットナッシュの時は、アベルが仲裁に入ったからね。今度は僕が入ります。セーラは申し訳ないんだけど、さっきのクレープを、二個買ってきてくれない？」

「う、うむ……よく分からないが買ってこよう。あっちは任せた」

　そう言って、セーラはクレープ屋に走った。

「さて……」

　涼は呟くと、剣戟の方に歩き始めた。




　斥候モーリスが、その魔法使いに気付いたのは、追い抜かれてからであった。

「え？　ちょっと、あなた。そっちは危ないよ」

　気付けなかったのも不思議だが、何事も無くそのままローマンとアベルの剣戟に近付いて行く魔法使いに近付くことはできなかった。

　そして気付けば、魔法使いは剣戟のすぐそばに立っていた。

「双方、剣を引け！」

　涼の声に、アベルとローマンがそれぞれ後方に飛び退る。

（〈アイスウォール10層〉）

　その瞬間、二人の間に見えない氷の壁を張って、強制的に分断する。

「リョウ、口を出すな。たとえ、相手がお前であっても、俺は何をするか分からんぞ」

「アベルに僕は殺せません」

　はっきりと言い切る涼。

　アベルは、負け試合と分かっていても、途中で終わるつもりなど微塵も無かった。リーヒャが傷つけられたのだ、しかも自分を守って。その戦いを強制的に終了させられるのは、とうてい受け入れられない。

　たとえそれが、涼であったとしてもだ。

　しかし、そんなアベルの心情など無視して涼は進めていく。

「アベルは少し黙っていてください。で、そちら。勇者ローマンで間違いはありませんね？」

「え……はい」

「なんだと？」

　涼が確認し、ローマンが肯定し、アベルは動揺する。

「そう、こちらは勇者ローマンです。少なくとも、魔王を倒すまでは、死んでもらっては困ります」

「むぅ」

　アベルが呻うめく。

「で、そちらの勇者ローマン殿。今戦っていた相手は、王国のＢ級冒険者アベルです。怪しい人物ではありません。ルンの街では、ギルドマスターの代理を務めることもある、立派な人物です」

「王国のＢ級冒険者……」

　ローマンの呟きは、涼の耳にも聞こえた。

「王国の冒険者で、何か気になることでも？」

「いえ……私たちは、実はデブヒ帝国のオスカー・ルスカ殿、つまり爆炎の魔法使いの下で修行をしてから、こちらにやってきました。それというのも、オスカー殿すらもライバル視する水属性の魔法使いが、王国の冒険者にいると聞いたからです。もし、それについての情報をお持ちであれば、ぜひ聞かせてほしいと思いまして……」

　ローマンは、すでに剣を収め、丁寧に質問した。

「は？　その水属性の魔法使いって……」

「なるほど。ローマン殿は、水属性の魔法使いをお探しと。王国における水属性魔法の大家と言えば、シュワルツコフ家です。その情報が、何か役に立つかもしれませんね」

「なるほど、シュワルツコフ家ですね。分かりました！　ありがとうございました」

　アベルの失言を涼はシャットアウトし、捻じ曲げて情報を提供した。横で聞いていたアベルは、素直に感謝する勇者ローマンを、不ふ憫びんなものを見る目で見ている。

　なぜなら、先ほどの質問の答えを、アベルは知っているからだ。

　そう、それはもちろん、ここで我関せずといった顔で仲裁をしている、水属性の魔法使いのことである。

「では、お二人に、仲直りのしるしを。セーラ」

　涼がそう言うと、一瞬でセーラが涼の横に現れ、涼にクレープを二つ渡す。

（〈アイスウォール解除〉）

　人知れず張っていた氷の壁を解除し、涼はクレープを、勇者ローマンとアベルに渡した。

「人は、美味しいものを食べると幸せになります。これでも食べて水に流すがいいです」






    
  
  



　涼は二人にクレープを渡すと、満足したように一つ頷いた。

「もし、まだ不満があると言うのなら、僕とセーラがお相手しましょう。アベル、セーラがいつでも剣で相手してくれるらしいですよ」

「うむ、いつでも相手になろう。私も、リョウとの模擬戦で、少しは強くなったからな」

　涼がアベルを挑発し、セーラもそれに乗っかる。

「いや、以前でも強かっただろ……あれより強いとか、ありえねぇ……」

　アベルの呟きは、きっちりとセーラの耳に聞こえていたが、セーラはほんのわずかに微笑んだだけであった。

「仲直りができたのであれば、我々はこれで失礼しよう。リョウ、行こう。あっちの通りに、老舗の有名なカフェがあるんだ。あそこのケーキセットは美味しいぞ」

「おぉ～。それは楽しみです」

　そんな会話を交わしながら、セーラと涼は去って行った。

　世界に平和をもたらして。

「てか、何で、あの二人が王都にいるんだ？」

　アベルの言葉は、誰にも届かなかった。




　涼とセーラが、老舗カフェ『カフェ・ド・ショコラ王都店』でケーキセットを注文していると、一人の男性剣士が店に入ってきて、涼の近くの席に座った。

「アベルも、この店がお気に入りなのか？」

「そんなところに座っても、奢ってあげませんよ？」

「後輩に奢ってもらおうなんて思ってねーよ！」

　セーラが声をかけ、涼が言われる前に拒絶し、アベルが囁くような声で怒鳴り返す……器用だ。

「なるほど……セーラに奢らせようとしているのですね」

「アベルもけっこう稼いでいると思うんだが……仕方ないなぁ」

　涼は呆れ、セーラは首を振りながら奢ってあげようとしていた。

「いや、だから奢ってもらおうなんて思ってないからな！　ここに来たのは、さっきの件の礼を言いに来ただけだ。止めてくれてありがとう」

　アベルは頭を下げて言った。

「アベルが素直に感謝するなんて……。ああ、セーラがいるから素直に感謝しているんですね。いつも、それくらい素直ならいいのに」

「なんだ、アベルは、普段はこんなに素直に感謝したりしないのか？」

　アベルをいじる涼、首を傾げながら問いかけるセーラ。

「ええ。全然ですよ。全く困ったものです。もう少し素直に……そう、アベル、感謝の意思を端的に表すのにいい方法があるんですよ。それは、僕にお金をくれることです。さあ、いつでも、いくらからでもいいですよ。受け取る準備はできています！」

　涼のあまりの言いように、アベルはキレた。

「うん、感謝の気持ちとして、リョウに、素晴らしい錬金術師を紹介してやろうと思ったんだが、やめることにするわ！」

「アベル、ごめんなさい。アベルはとっても素晴らしい人です！」

「ふふふ。二人を見ていると飽きないな」

　キレたアベルに、手の平を返す涼。それを見て笑うセーラ。

「はぁ……。まあいい。その錬金術師ってのは、ケネス・ヘイワード男爵。まだ若いが、王国を代表する天才錬金術師だ」

　大きなため息を一つついて、アベルは紹介してやることにした。

「男爵……。アベル、僕は貴族とか、あまり話したことが……」

「今更かよ。まあ、大丈夫だ。ケネスは、元々平民で、その類まれなる錬金術の腕と成果で、貴族になった男だ。しかもルンの街出身。そこまで聞いて思い出さないか？　お前さんが買ったあの家……」

「家？　前の持ち主は、息子さんが技術者で、王都で貴族になって両親を呼んだ……まさか！」

「おう、そのまさかだ。あの家の、前の家主一家だ。ちょっと前に飲んだ時に、リョウのことは伝えてある。全額即金で買ってくれたことに感謝していたから、錬金術についても、少しは相談に乗ってくれるだろ。だが、忙しいし錬金術に関してはこの国の中心だからな、あんまり手を煩わせるなよ」

　アベルは先に注意しておいた。

「大丈夫です。いくつか聞きたいことがあるのと、今の僕にちょうどいい入門書みたいなのを教えてもらえれば……。本格的な勉強は、ルンの街に帰ってからしますよ」

　涼は、暗殺教団の首領『ハサン』から受け継いだ錬金術ノートを持っているが、中身はまだ理解できない。かと言って、そのノートを他の人に見せる気はなかった。そのノートは、ハサンが、涼に引き継いでほしいと託したものだからだ。

　涼が錬金術のスキルを磨いて、ノートの中身を理解できるようにならなければならない。そう、決心していた。

「それならいい。職場は、王立錬金工房だ。場所は……説明しにくいな。今日のうちに連絡しておくから、明日の朝、連れて行ってやる」

「分かりました。で、アベルはどこに泊まっているんです？」

「俺は、王国魔法研究所にいる。ここからだと、二ブロック隣なだけだ」

　そう言うと、アベルは研究所の場所の説明を始めた。涼とセーラは、ケーキを食べながらその話を聞いている。

　そんな中、放たれる決定的な一言。

「アベルって、何か注文した？」

「いや、何も注文しないまま、席を占拠し続けているね……」

「あ……」

　セーラが冷静に指摘し、涼が問題点を指摘し、アベルは呆然とした。

　その後、アベルが、ちゃんとケーキセットを注文したのは言うまでもない。




　三人がケーキセットを食べ終えて、少しお喋りをしてから店を出ると、遠くから声が聞こえた。

「セーラ様～」

　見ると、ルンからセーラと一緒に来た騎士団の一人だ。

「みんな、いたぞ！」

　その叫び声に、あちこちに散っていた騎士団員が集まってきた。

「どうもセーラを捜していたみたいだね」

「そうらしいな」

　涼が隣のセーラに話し、セーラも頷きながら答える。

「ようやく見つけました、セーラ様」

「何かあったのか、イーデン」

　イーデンは、今回の移送隊の隊長だ。

　そのイーデンが、手に持った手紙をセーラに渡して言った。

「あの後、辺境伯邸に戻りましたら、セーラ様宛てにこのお手紙が届きまして……。『自治庁』からの手紙らしいのですが、できるだけ早く渡してほしいと言われました」

　セーラは手紙を受け取ると、その場で開き読み始めた。

「自治庁？」

　涼は、小さな声で、隣に佇むアベルに聞く。

「王国に住むエルフ族は、王国の西にある通称『西の森』に住んでいる。そして、王国から自治を認められている。で、その西の森が連絡を取るために王都に置いているのが、自治庁だ。俺が王都にいた八年前とかだと、自治庁にはエルフ族が二人くらいしか常駐していなかったはずだが……」

　アベルはとても丁寧に説明した。

　手紙を読み終えると、セーラがアベルの説明を補足する。

「この五年ほどの間に、自治庁は拡張され、王都に滞在するエルフ族が増えたのだ。そのうち十数人は、騎士団や魔法団に入って鍛えられているとも聞く。今回のも、それに関連してのことだな」

　セーラはそう言うと、少し考えた後、口を開いた。

「簡単に言えば、私が王都に来たことを聞いて、自治庁に詰めているエルフ族に稽古をつけてほしいということらしい。しかもこのタイミングで、なぜか大長老も王都に来ていると……。いささか都合が良すぎるであろう」

　セーラはそこまで言った後、少し考えてから、涼とアベルをチラリと見た。そしてまた考え込む。

　たっぷり二十秒後、結論が出たのか、口を開いた。

「リョウとアベル、二人とも一緒に行こう。多分、その方がいろいろいいだろう」

　そう言うと、スタスタと歩き出した。

「え？」

「あの、セーラ？」

　アベルも涼も、戸惑いながらもセーラに付いていく。

　後には、任を果たして安堵した表情の、ルン騎士団の一行が残されただけであった。




　三人は、一路『自治庁』に向かって歩いていく。セーラを先頭に、男二人がそれに付いていく格好だ。

　途中、大きな広場を通ると、中央に、剣を空に掲げた立派な騎士の像が立っていた。涼がそれを横目に見ているのに気付くと、アベルが説明した。

「あれは、王国の開祖、アシュトン王の像だ」

「立派な騎士の像だとばかり……」

「まあ、アシュトン王は、王国を築く前は騎士だったから、あながち間違いではない。だから代々王家の姓は『ナイトレイ』であるし、国名も『ナイトレイ』だ。元々が、騎士の国だからな」

　アベルは重々しく頷きながら説明した。

「騎士が国王に……ハッ、まさか国王を殺して簒さん奪だつ……」

「違うわ！」

　涼の気付いてはならないものに気付いてしまった感じに対して、鋭くつっこむアベル。

「仕えていた国から、この地に国を開く許可を得たんだ」

「仕えていた国？」

「ああ。伝承では、超帝国バビロンと言われている」

「バビロン……」

　涼はそれだけ呟いて、絶句した。

　バビロン……それはカナーンと並んで、古の帝国につけられる名前の両巨頭！　どちらも旧約聖書に出てくる名称だが……。

　神に敵対するバビロン。

　神からの約束の地であるカナーン。

　持ち得る文化的背景は正反対……どちらを取るかは、多神教か一神教か。あるいは、悪魔的か天使的か。そんな壮大な意味合いを持ってくる名称。

　元々は、アッカド語で神の門という意味のバビロンが、旧約聖書中では悪し様に言われているのは、非常に興味深いものだ。

　だが、それを無視したとしても、たった一つの事実は誰しもが導き出すことができる。

　すなわち、超帝国バビロンと名付けた者は、間違いなく転生者だという事実。もちろん、中二病を病んでいたであろうことも、想像に難くない。

　そこまで考えて、ふとした疑問が涼の頭をよぎった。

「アシュトン王が、ここに王国を築くことを許されたということでしたけど……その超帝国は、そもそもどこにあった国なのです？」

　涼が尋ねると、アベルは右手の人差し指を一本立てて答えた。

「空」

「はい？」

　涼の返答は素っ頓狂なものであった。

「超帝国は、浮遊大陸だったと言われている」

（なんというファンタジー！　まさにこれこそファンタジーの王道にして正道！）

「そ、その浮遊大陸は、今でも世界のどこかで浮いているとか……？」

　興奮した涼の質問に対して、アベルの反応は落ち着いたものであった。

「あくまで伝承の中の話だぞ。何千年も前の話だ。浮いている大陸が見つかったなどという話は聞いたことないから……どうだろうな」

「当然です！　そういう場合、浮遊大陸とか天空の城とかは、必ず分厚い雲の中にあって、外からは見えないものなのです！」

　涼が当然のようにアベルに言う。

「そ、そうか」

　アベルはその迫力に押されていた。

　そんな二人に、前を歩くセーラの声が聞こえてきた。

「浮遊大陸の伝承は、エルフにも伝わっている。王都に来ている大長老が誰なのかにもよるが……運が良ければ話を聞けるかもしれないな」

　その言葉に、涼の顔はぱっと明るくなった。

「素晴らしい！　さすがはセーラです。それに比べてアベルは……」

「なんでだよ！　俺、悪くないだろ」



　　　　　　　◆





「そういえばアベル、勇者との戦闘中、リーヒャが座り込んでいましたけど、大丈夫でしたか？」

　涼にそう言われると、アベルは少し沈んだ表情になって答えた。

「ああ。あっちの火属性魔法使いが、いきなり俺に向かって魔法をぶっ放してきやがったんだ。リーヒャがそれを〈サンクチュアリ〉で防いでくれたんだが……炎は消し去ったが、魔法の勢いはそのままで、壁に吹き飛ばされた。いちおう、ポーションで回復しているが、今は里帰りも兼ねて中央神殿で休んでいる」

　アベルは沈んだ表情で話し始めたが、話し終える頃には悔しそうな表情になっていた。自分が不甲斐ないばかりに、リーヒャに怪我をさせてしまったのが許せないのだろう。

「そうでしたか。ああ、そういえば、道路のこっち側に、魔法使いらしき青年が一人倒れていましたね。あれが火属性の魔法使いでしょう。まあ、火属性の魔法使いなどあの程度の者たちです。全員まとめて氷漬けにするくらい、やっていいと思うのですよね」

「いや、それはなんか違うと思う……」

　絶対、どこかの帝国にいる火属性の魔法使いを想定したかのような涼の過激な意見に、アベルはさすがに同調できなかった。それが、仲間たる『十号室』の者たちを傷つけられた怒りに根差していると分かっていても。

「なんか、あいつらの案内人……みたいな子が原因だったらしいんだが、戦闘が終わるといなくなっていたらしくてな。あの後、手分けして捜していた」

「きっと、愚かな火属性の魔法使いが手玉に取られたのでしょう。僕の故郷で言う、美人局つつもたせとかハニートラップとかいうやつです。愚かな火属性の魔法使いには有効だったでしょうね」

　涼は、愚かな火属性の魔法使いという部分を、非常に強調して言う。

「うん、リョウが、火属性の魔法使いを嫌いであることは、改めて理解した」




　その後、すぐに自治庁に着いた。そこは、貴族の屋敷が立ち並ぶ一角。

「前は、普通の一軒家だったのに……」

　アベルが、自治庁の建物を見て呟いた。

　自治庁は、三階建ての石造りで、四方に建物があり、それに囲まれた石畳の広い中庭が造られていた。

　映画などによく出てくる、ロンドンのサマセット・ハウスみたい、涼はそう思った。

「広い建物にするために、ここに移ったのだ。なんとかいう、とり潰された伯爵邸の跡地らしいぞ。私は、あの小さな自治庁も気に入っていたのだがな」

　アベルの呟きに、セーラは苦笑しながら答えた。

　その時、涼はふと太陽が陰った気がした。だが、空を見ても雲一つない。

　そんな涼を見て、セーラはさらに太陽を見る。

「蝕しょくだな。太陽が欠けている」

「部分日食……」

　セーラの言葉に、涼は体を強張らせて呟く。

　涼が思い出したのは、ルンで皆既日食の時に巻き込まれた出来事だった。封廊に捕われ、悪魔レオノールと戦う羽目になった、あの出来事。また封廊に捕われるのではないか、そう思ったのだが……今回は何も起こらなかった。

　そんな涼を見て、セーラは少し微笑みながら言う。

「リョウ、大丈夫だ、王都にはダンジョンは無い。大海嘯は起きないよ」

　セーラは少し誤解していた。

　逆に、それを聞いてアベルが呟く。

「ダンジョン？　大海嘯？」

　アベルは、日食と大海嘯の関係性をまだ知らないらしい。

　セーラを先頭に、アベル、涼の順番で自治庁の門をくぐり、中庭に入った。そこは表から見た通り、四方を建物に囲まれた形になっている。まるで、訓練や模擬戦ができるような……。

　中庭の奥から人がやってくるのが見えた。

　一人は三十歳前後に見える女性。その斜め後ろに、二十歳前後の男性。どちらも耳がほんの少しだけ尖っている……エルフらしい。

　そして美男美女。エルフは総じて美男美女。これは事実であった。

「おかえり、セーラ」

　女性の方が微笑みながら声をかけた。

「おババ様？　王都に来ている大長老とは、おババ様でしたか」

　そういうと、セーラは深々と頭を下げる。それを見て、アベルと涼も慌てて頭を下げた。

「おババ様、こちらはルンの冒険者、アベルです」

「アベル……殿？」

　セーラの紹介に、おババ様は少しだけ訝し気な顔をする。

「冒険者、アベルです」

　セーラがもう一度、冒険者とアベルを強調して紹介する。

「そ、そうか。アベル殿、自治庁へようこそ」

　おババ様は何かを察し、少しだけ微笑みながら挨拶をした。

　涼が、ラノベ的知識から持っている、エルフは排他的という概念を覆すかのような対応だ。

　もちろん、そんな地球のラノベ的知識の根本にあるのは、Ｊ・Ｒ・Ｒ・トールキンによって作られたエルフ像であるのだろうが……。きっと、彼は、異世界から地球に転生してきた人物だったのだろう。

（事実も誤りもある……）

　涼は、そう、しみじみと思うのであった。

　アベルの紹介が終わると、おババ様の目は涼の体をしっかりと捉えていた。

　涼としては少し引くくらいに、しっかりと……。

「こちらも、ルンの街の冒険者、リョウです」

　セーラは、いつも通りといった感じで涼を紹介する。

「涼です」

　涼が挨拶をしても、おババ様は反応せず。固まったまま。

　おババ様の後ろにいた青年が、訝し気におババ様を見て声をかける。

「おババ様？」

　そこで弾かれたようにおババ様は反応する。

「うむ、すまんすまん、見惚れておったわ」

　三十歳ほどに見える女性が、老人のような話し方をするのは、涼に違和感を抱かせるのだが……他の誰もそれに対して反応していないのを見ると、涼だけが感じる違和感なのか。

「見惚れて？」

　セーラは、少しだけ目を細めておババ様に聞いた。

「うむ。いや、見惚れてというか……。見惚れたのは、そのリョウ殿が着ておるローブじゃ。まさか、生きているうちに再び見ることができるとは、望外の喜び」

　そういうと、おババ様はさらにじっくりと、涼のローブを上から下まで何度も見返している。

「おババ様……気持ちは分かりますが、リョウが気味悪がっております」

　セーラが、ついに声をあげて遮る。

「むぅ……。妖精王のローブに出合うなど、二千年ぶりぞ？　少しくらい興奮しても仕方なかろうが……」

　おババ様は、少しだけ頬を膨らませてセーラに反論する。

（二千年ぶりって……おババ様、いったい何歳……）

　涼は、心の中に湧いた素直な疑問を直接ぶつけたりはしない。

　だが、涼の横に立っているアベルの口は、いささか緩かった。

「二千年……」

「あの……おババ様、と呼んでいいのか……」

　涼は、恐る恐る声をかける。

「おぅ、すまぬ。さすがに、あまりに不ぶ躾しつけすぎるの」

　そういうと、おババ様は涼の顔を見た。

　そして、再び固まった。

「あ、あれ？」

　涼は少し焦る。焦って、セーラを見た。その視線には、「助けて」というメッセージが込められている。

「リョウ、心配しなくてよい。おババ様が、リョウの真価に気付かれただけだ。少しすれば戻ってこられよう」

　セーラは、まさに泰然自若として、おババ様がそうなったのは当然と言わんばかりの口調だ。

　涼は焦り、セーラは焦らず。だが、そこにいるもう一人は焦った。

　おババ様の後ろにいた青年だ。彼は、おババ様の尋常ならざる様子に焦っていた。おババ様の視線を追い、涼の顔に行きつく。そして、おババ様の状況は、涼の責任であることを理解した。

　それは概ね事実ではあるのだが……いろいろと解釈の違いというものが、この世界には存在するのだ。

「貴様！　おババ様に何をした！」

　青年は、烈火のごとく怒りだした。

（こ、これは、青年が怒って僕に斬りつけてくるラノベ的テンプレ展開！　これまで、数多あまたのテンプレ展開が失敗の憂き目に遭ってきましたけど、ついに、起きる？）

　涼は心の中でそんなことを考えていた。

　そのため、うっすら笑ってしまった……。当然、それは青年の激情の火に油を注ぐ結果となる。

「何を笑っている！」

　そういうと、青年は剣を抜き、涼に斬りつけ……ることはできなかった。

　当然、セーラがそんなことを許すわけがない。

　青年が涼に向かって走り始めた瞬間に、横から突っ込み、右拳を、剣を握り締めた青年の右手に叩きつけた。セーラの拳と持った剣に挟まれた人差し指、中指、薬指の骨が砕ける。

　さらに、青年が声を出すより早く、そのまま右足を払って青年を転ばせた。地面とキスすることになった青年は、右手を抱えこみ、地面の上で呻く。

　それを見つめるセーラの顔から、表情は消えていた。

　その騒動により、おババ様の意識が帰ってくる。

　そして、地面に転がる青年を見て驚き、セーラを見て一度だけ首を傾げ、青年がとり落とした剣を目にして、何が起きたのかをだいたい理解した。

「ロクスリー……この愚か者が。リョウよ、うちの若いのが失礼した」

　そういうと、おババ様は深々と頭を下げた。

　テンプレ展開を予想していた涼は、そうならなかったことを残念には思っていた。そして、セーラによって打ち据えられた青年ロクスリーを哀れんだ目で見た。

　そんなところに、おババ様に謝られたので、少しだけ焦る。

「あ、いえ、どうぞお気になさらずに」

「ロクスリーは、まだ若すぎてのぉ……リョウの素晴らしさが感じられないのじゃ」

　おババ様は頭を振りながら、そんなことを言う。

「リョウの素晴らしさ……」

「アベル、次に吐く言葉次第で、この世とお別れすることになるかもしれませんよ」

「いや、別に何も言うつもりはないぞ……」

　涼の鋭い問いに、そう答えながら、アベルの視線は挙動不審な動きをするのであった。




「セーラ、さっきはありがとう」

　三人とおババ様は、中庭から応接室に移動している。セーラに打ち据えられた青年ロクスリーは、別のエルフに連れられて救護室に連れて行かれた。

「私が連れてきたばかりに、リョウを危ない目に遭わせてしまった。申し訳ない」

　涼の感謝の言葉に、逆にセーラが頭を下げて謝った。

「いや、セーラは助けてくれたんですから、セーラが謝るのは変ですよ」

　涼はそう言うと、にっこり微笑んだ。

　それを見たセーラは、中庭からずっと、沈んだ表情だったのだが、花が咲くような笑顔になった。

（うん、セーラは笑顔が一番似合います）

　涼は心の中で大きく頷いた。

　応接室は、立派な家具が揃えられていた。何度か入ったことがある、ルンのギルドマスター、ヒューの応接セットとは格が二つくらい違う……涼は勝手にそう思った。

　四人共座り、紅茶が出され、一息ついてからセーラが切り出す。

「おババ様、なぜこのタイミングで王都に来られているのですか」

　それは、手紙を受け取った時から、セーラが訝しんでいたことであった。セーラが王都に来たタイミングと、あまりにも合致しすぎていたからだ。

　だが、おババ様の答えは意外なものであった。

「わしが来たのは、占いの結果じゃ。王都に不穏の気配あり。ならびに、行けば素晴らしき出会いもあるとな。素晴らしき出会いはリョウであろうな。確かに、これは素晴らしい出会いであった」

　この四人の中で、最も話に付いてこられていないのはアベルだ。人間であり、涼が振りまく『妖精の因子』を感じ取ることなどできず、妖精王のローブに対する理解も浅いから……。

　だが、おババ様が言った一言は、看過できないものであった。

「今、王都に不穏の気配、と仰いましたか？」

　涼は知らないが、アベルは国王の次男。セーラは、実はそのことを知っている。そして、かつて王城でアベルを見たことがあるおババ様も、そのことに気付いている。

　そのため、アベルの質問は、当然のものであろうと認識していた。

「うむ、そう言うた。無論、しょせんは占いじゃ。詳しいことまでは分からぬ。じゃが、何が起きるにしても、森から出ているエルフが王都にはそれなりの数おるからな。近くにいた方がいろいろと対処しやすいであろうと思うて、わしが来たのじゃ」

　おババ様の説明によると、王都には、五十人を超えるエルフがいる。ルンの街にいるエルフがセーラ一人であることを考えると、これは非常に多いと言える。ひとえに、自治庁の拡大に伴うものであった。

　以前は、王国騎士団に出向している者もいたのだが、現在は誰もおらず、魔法大学で研究している者が二十人ほどいるらしい。他は、この自治庁内での業務に携わっていると。

「騎士団に誰もいないというのは……」

「残念ながら、中があまりよろしくないようでな」

　アベルの質問に、おババ様は顔をしかめながら答えた。騎士団内の綱紀が、どうしようもない状態であることを、エルフたちも知っているのだ。

「まあ、そういうこともあって、セーラが王都にいるのなら、滞在している間だけでも鍛えてもらえないかと思うてな。セーラが剣術指南役を務めているルン騎士団は、王国屈指の精鋭とすら言われているであろう？　その一端でも、うちの子らに示してもらえないかと思うてな」

　おババ様は、セーラの方を向いてそう言った。

「ロクスリーを見ると、先に頭の中を鍛えた方がいい気が……」

　セーラの言葉は辛辣であった。涼に斬りかかったのは、相当に頭に来たようだ。

「う、うむ……すまぬな。あれも、わしを思うてのことなのじゃが……」

　おババ様が、頬を掻きながら答える。

「まあ、百歩どころか、一億歩譲ってもないでしょうけど、もしあの剣でリョウが斬られでもしていたら……おババ様、どうされるおつもりだったのですか」

「そう言われると何も言えぬ」

「世界の崩壊を招いたかもしれないのですよ？」

（え？　僕って……この世界でいったいどんなポジションなの？）

　セーラは真顔で大変なことを言った。そして涼は、混乱している。

「リョウ……世界を支える存在だったんだな……」

「いや、そんなはずはないと思うんですけど……」

　アベルも涼も、全く理解できない世界のお話だ。

　二人をおいてセーラとおババ様のお話は進み……。結局、セーラは三日ほど、エルフ自治庁の者たちを鍛えることになった。

「まず性根と頭の中を……」

　そのセーラの呟きを聞いた涼とアベルは、鍛えられる者たちの代わりに祈った。

　とりあえずセーラの役割が決まった後で、約束通りセーラは、涼の興味がある話をおババ様に振ってくれた。

　すなわち……。

「リョウは、浮遊大陸について興味があるらしいのです」

　セーラが笑いながら話を振ってくれて、涼は何度も頷いた。先ほどまでの話から、少なくとも、目の前のおババ様は二千年以上生きている。ということは、人が持つ伝承や伝説よりも詳しく、浮遊大陸について知っているに違いない。

「なるほど。もちろん、わしが知る限り、何でも教えてやるが……さて、何から聞きたい？」

　おババ様も嬉しそうに答える。

　大長老という立場上、人に問われてそれに答えるというのが、苦にならないのかもしれない。

「はい。まずは、浮遊大陸は今もあるのかを……」

　そんなおババ様に、目をキラキラと輝かせながら問う涼。

「うむ、もちろんある」

「おぉ！」

　おババ様の答えに、涼は嬉しそうに声を上げる。今もあるのなら、今後、その浮遊大陸を訪れる可能性も生まれるというものだ。

「本大陸がどこを飛んでおるのかは知らぬが、落ちたという話を聞かぬ以上、世界の空のどこかにはある。数百年前ではあるが、小さいやつは見かけたことがあるぞ。分厚い雲の中じゃから、外からは見えぬがな」

「やはり、雲に覆われているのですね！」

　涼がアベルに語った適当推測は当たっていたのだ。当然、アベルの方を向いて「当たっていたでしょ」という顔をする。

「ああ、そうだな……」

　なぜか敗北感を漂わせて、アベルは呟くように言った。それを、紅茶を飲みながら微笑みを浮かべて聞くセーラ。

　世界は平和だ。

　だが、平和なままでは終わらなかった……。

「浮遊大陸に住む者たちは、紫色の髪を持つという」

「え……」

　おババ様の何気ない言葉に、絶句する涼とアベル。

　そう、頭の中に浮かんだものは、ルンの街で会った紫色の髪の男と女。男とは、戦う羽目になってしまったし……。

　まさか……。

「い、いえ、紫の髪の人なんて、いっぱいいますしね」

「……いや、普通いないだろ」

　涼の希望的願望を、現実論で打ち砕くアベル。

「あの人たちは、光の加減で、紫の髪に見えただけかもしれません」

「俺は近接戦で戦ったが、やっぱり髪は紫色だったぞ」

「そうなると、浮遊大陸人は獰どう猛もうな人々ということになります……」

「まあ、な。ああ、そういえば、ウイングストンでも男の方に襲われたな……」

　アベルは思い出して言った。

「聞いてませんよ！」

「いや、そりゃあ、リョウとはさっき再会したばかりだからな」

「アベル、社会人の基本は、報告、連絡、相談のホウレンソウです。ちゃんと報告してくれないと困ります」

「そんなことを言われてもな」

　涼の理不尽な抗議に、呆れた声で返すアベル。

「あんな獰猛な人に襲われて、よく無事でしたね」

「最後は、リンが〈バレットレイン〉で穴だらけにした……」

「え……」

「倒したはずなんだが……倒した瞬間に消えてな。転移とかそういうやつかな」

「あの……穴だらけにして倒したりしたら……僕たち、敵認定されて、浮遊大陸に招かれないんじゃ……」

「いや、とっくに敵だと思われているだろ？　絶対、招いたりしないと思うぞ」

　涼の言葉に、断言するアベル。

「くっ……。仕方ありません。招かれないなら、こちらから乗り込むまでです！」

「絶対、リョウは、最初からそのつもりだったと俺は思っている」

　涼が平和的に訪れようとしていたのが、ただ取り繕ったポーズであることを看破したアベル。

　そんな二人の会話を楽しそうに聞いていたおババ様が、口を開いた。

「二人は、浮遊大陸の者たちに会ったことがあるのじゃな」

「いや……彼らがそうなのかは分からん……」

「浮遊大陸人って、目が青く輝いたりします？」

　おババ様の問いに、アベルが正確に返し、涼が最終確認を行う。

「はて……目が青く輝くという話は聞いたことがないのぉ」

「やはり、彼らは浮遊大陸人じゃないのですよ！　よかったですね、アベル」

「いや……俺もそうあってほしいとは思うが……」

　完全な希望的観測を述べる涼、そう思いたいが違うだろうと感じているアベル。

　はたして真実は……。
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　涼とアベルは、自治庁でエルフたちを鍛えるために残ったセーラと別れ、帰路に就いた。

「リョウは、泊まる場所はあるのか？」

「ええ。一週間ほどなら、ジュー王国大使館の離れを自由に使っていいと言われています。それ以上延びる場合は、大使館に言ってくれと」

　アベルの問いに、涼はウィリー王子の顔を思い浮かべながら答えた。

「ジュー王国？　また珍しいところと繋がりを持っているな。リョウが行ったインベリー公国よりも、さらに東の国だろ。いったいどんなコネクションなんだか……」

　アベルは、首を何度も横に振りながら言う。

「いろいろあったのです。本当に、いろいろ……」

　涼はそう言いながら、インベリー公国から王都までの道中を思い出していた。

　そんな涼を見ながら、アベルは、ふと何かを思いついたような表情になる。そして、涼に問うた。

「リョウは、そのジュー王国の大使館の場所は知っているのか？　王都はけっこう広いから、ここからだと、けっこう遠いぞ？」

「え？　場所……？」

　アベルの言葉に、涼は考え込む。

　ウィリー殿下、ロドリゴ殿と護衛たちは、大使館に寄らずに王城に直行した。入国の挨拶を王城で行うそうだが、着替えなども、全て大使館の人たちが、王城のゲストルームに準備しているからそうなったのだ。

　つまり、涼やコーンを含めた冒険者たちは、一度もジュー王国大使館には寄っていない……。コーンはどうか分からないが、涼は王都に来たのは初めてであるため、当然、大使館の場所は知らない。そもそも、ルン辺境伯邸すら知らないのだ。

「言われてみれば、場所、知りません」

　涼は、呆然と呟いた。

　アベルは、予想していたとおりだと頷いた。

「アベル、何を勝ち誇った表情になっているんですか！　僕は、アベルに負けたわけではありません！」

「いや、別に勝ち誇っていないだろう。どうせ、そんなことだろうと思っただけだ」

　涼は、アベルの頷きに逆ギレして言ったが、言われたアベルは圧倒的な余裕を漂わせて答えた。何もかもが、予想どおりなのだから。

「ん？」

　だがその時、アベルは予想外のものを視界に捉えた。それを目で追う。

　当然、その行動は、隣を歩いている涼も気付いた。アベルが視線で追っているのは、ローブを羽織り、フードまで被って足早に歩いている女性。

「どうしたんですかアベル。リーヒャという人がありながら、浮気ですか？」

「いや、なんでだよ。そんなんじゃねえよ。ただ、あの女性……」

「リーヒャと、血みどろの抗争になるようでしたら、最初に言っておいてくださいね。僕はリーヒャの側に立ちますので」

「血みどろの抗争？」

「どうせアベルが悪いに決まっているのです。悪い側が負けるのは、世界創生以来決まっていることですからね。僕は、正しい側、勝つ側に立ちます。そして、道を誤ったアベルの亡骸なきがらを見てこう呟くのです。アベルの馬鹿と」

「ただの悪口にしか聞こえん」

　涼の断定に、小さく首を振りながら答えるアベル。そして、言葉を続ける。

「あれは、さっきの女性だと思うんだ」

「まさか……すでに浮気をした後だった……」

「おい……」

　涼のボケに正確につっこむアベル。

「さすが、アベルのつっこみは正確ですね。もちろん、冗談ですよ。さっきは、アベルも勇者と戦っていましたからね。その状況で浮気はできないでしょう。ということは……」

「ああ。例の、勇者パーティーの火属性魔法使いを手玉に取った……」

「悪女」

「あ、うん……まあ、そうかもな」

　悪女という表現に若干の違和感を感じつつも、否定する理由もないためにアベルはなんとなく受け入れた。

　二人はそんな会話を交わしながら、なんとなく女性と同じ方向に歩いていたが……。

「アベル、尾行するのなら、少し距離をおいた方がいいと思います」

「同感だな。あの女性、なんか普通じゃないよな。特殊な訓練を受けている気がするが……何でそう思うのか分からんが」

「多分、それは歩き方、というか足の運び方でしょう」

「なるほど。そういう所、リョウは鋭いよな」

「いやあ、それほどでも」

　アベルが素直に称賛し、涼は照れた。

「離れるにしても、どれくらい離れる？」

「あの女性の特徴は記憶しました。二百メートルくらい離れても、〈パッシブソナー〉で捕捉し続けられますよ」

「マジか……」

　涼が得意げに言い、アベルは驚いて目を見開いた。

　そこは、王都北西地区から西地区にかかる辺りで、それなりに人通りも多い。それでも、ずっと後を追っていれば気付かれそうなのだが、涼の魔法なら大丈夫。

　気付かれずに人を追うことの難しさは、アベルもこれまでの経験から知っている。特に、何らかの訓練を受けた者であればなおさらだ。そのために、アベルは涼の魔法の凄さを改めて認識していた。

「あの人は、アベルと勇者の戦闘が終わった時には、もういなくなっていたんですよね」

「そうらしいな。さっきもカフェで言ったが、いなくなったあの女性を、勇者パーティーは捜したらしいからな」

「勇者パーティーに追われている人が、まだこんなところを歩いているというのも……」

「そうは言っても、王都は広いからな。一度、人ごみに紛れてしまえばなかなか見つからんだろう」

「でも、僕らは見つけちゃいましたよ」

「ああ、まあな……偶然とは恐ろしいな」

　涼の指摘に、アベルは小さく首を振った。実際、アベルの経験上、王都で人ごみに紛れてしまえばなかなか見つからないものなのだ。だが、今回、見つけてしまった。

　そんなことを考えているアベルを、涼は鋭い視線で見て、小さい声ながらも鋭い声で言った。

「アベル、ごまかしても無駄です」

「藪やぶから棒になんだ？」

「闘技：捜索とか、剣技：捕捉とかを使ったのでしょう！　僕にまで秘密にしておくなんて、アベルの秘密主義ここに極まれり！」

「うん、当然だが、そんな闘技や剣技はない」

　いつものように、涼の適当推測を、言下に否定するアベル。愕がく然ぜんとする涼。なぜか、自信があったらしい……本当に、その自信はいったいどこから来るのか……。

　二人が追う女性は、王都西地区の中心部に向かっている。それを二百メートル離れて追う二人も、西地区に入った。

「この辺りは、商会が多いですね」

　涼が、周りを見回しながら言う。

「そうだな。王都は、中心に中央神殿があり、王城のある北側に貴族や裕福な商人たちが住み、南側に庶民が多く住む。ざっくりとだが、この西地区は商会が多く軒を連ね、反対の東地区は工房が多い。例えば、王立錬金工房も東地区にある」

「おぉ！　例の錬金術師さんが勤めているところですね」

　涼は、紹介してもらえるのがとても楽しみなようだ。嬉しそうに何度も頷いている。

「そう、ケネスな。だが、工房しかないわけじゃなくて……そう、それこそ、リョウが泊まるジュー王国大使館や、俺が泊まっている王国魔法研究所も東地区の中にあるな。東地区はけっこう広いからな」

「なるほど。ん？　そういえば、アベルは宿屋じゃなくて研究所に泊まっているんですよね。なんでそんな所に泊まってるんですか？」

「ああ、まあ、いろいろあってな……」

　涼の問いに、アベルは少し顔をしかめて答える。

「ついに、犯罪を犯して手配書が出回り、宿屋に泊まれなくなったとか……」

「そんなわけあるか！　ちょっと、いろいろと調べるのに、宿に泊まるより旧知の研究所に泊まった方が便利だっただけだ」

　アベルがそう答えたところで、涼は何かに気付いたようだ。

「どうした？」

「さっきの女性、お店に入ったようです」

「ふむ。その店の前まで行ってみるか。どこの商会の店か、気になるから確認しておきたい」

「同感です。同感なんですが……」

　アベルの意見に賛成した涼であるが、少し首を傾げている。

「何かあったか？」

「ええ、多分なんですけど、そのお店を監視している人たちがいます。それも複数の集団」

「そいつはきな臭いな」

　勇者パーティーを騙してアベルを襲撃させた女性が、店に入っていった……入っていった店は、何者かに監視されている。トラブルの匂いがする。

　アベルのような、優秀なＢ級冒険者でなくとも、誰でもそう感じるだろう。

　涼とアベルは、目的の店の前まで行かず、少し離れた街角から店を見ることにした。

「あの、オレンジ色の軒が鮮やかなお店です」

「なるほど……看板には、ゴンゴラド商会と書いてあるな」

「ゴンゴラド？　どこかで聞いた覚えが……」

　アベルの言葉に、記憶を探る涼。

「そりゃあ、あるだろ。ゴンゴラドは、ハンダルー諸国連合西部で最も力を持っている商人だ。王都に支店を置いていても不思議じゃない」

「ああ、思い出しました！　僕らが潜入したヴォルトゥリーノ大公国の街で、なんとか隊長に赤い魔石を盗ませた、裏で糸を引いてた悪い商人ですね」

　涼も思い出したのだ。守備隊政庁部のロースター隊長を操って、赤い魔石を手に入れようとしていた大物商人。まさか、そんな商人の商会がここにきて出てくるとは。

「世間は狭いというべきか、悪い人はいくつも悪いことをしているというべきか……」

「両方かもな」

　涼の言葉を、今回ばかりは否定もせずアベルも頷いて受け入れた。

「さて、どうしますアベル。女性が入っていった場所は分かりました。連合の悪徳商会でした。でも、さすがに、中で何をしているかまでは、今の僕でも分かりません。それに、フリットウィック公爵のところの秘書が、連合の商会となぜ繋がっているのかも分かりません。突っ込みますか、アベルが！」

「いや、何で、アベルがを強調するんだ」

「だって、僕は嫌ですもん。アベルが単騎特攻を仕掛けて、相手の出方を見る……威力偵察というやつですね」

「絶対やらねえ！」

　涼の提案は、アベルに拒否された。

　世界はままならぬものだ。

「とはいえ、ここで帰るのもモヤモヤするんだよなあ」

「じゃあ折衷案として、お店を見張っている人たちに、アベルが単騎特攻……」

「やらねえよ！」

　涼の再度の提案も、アベルに拒否された。即行で拒否された。

　だが……。

「ただ、店を見張っている連中が誰なのかも気になるな。静かに探ることはできないか？」

　アベルは涼に提案した。武力の使用は避けたいが、情報は欲しい。

「とても贅沢な要求です」

「悪かったな！　実際、騒動を起こしたらまずいだろう？　ここは王都だぞ」

「さっきまで、その王都の路上で、激しい剣戟を繰り広げていた人の言葉とは思えません」

「いや、あれは仕方ないだろう……」

　涼がこれ見よがしにため息をつき、首を振りながら苦言を呈する。それを受けて、アベルは反論した。

「さっきのは東地区だったから……まあ、こう言っちゃなんだが、それなりに喧嘩も起きる。だが、ここは商会が軒を連ねる西地区だ。しかも、まだ西地区の中でも高級店が並んでいる辺り……。貴族や金持ちがけっこういるだろ？　問題が起きると、王都衛兵隊が飛んでくるぞ」

「差別反対！」

　アベルの説明に、平等主義を掲げる涼。だが、ここは王国。王族がいて、貴族もいる国だ。そもそもが平等ではない。

　本当に、世界はままならぬものだ。

「とりあえず、監視してる連中の後ろに回り込んで、様子を窺うか」

「仕方ありません。そうしましょう」

　アベルの提案に涼も頷いた。結局妙案は浮かばなかったのだから仕方ない。
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　四つの監視グループのうちの、一つの後方に回り込んだ涼とアベルであったが、監視者を遠目に見たアベルが首を傾げ始めた。

　当然、涼は気になる。

「アベル、どうしたんですか？　やっぱり監視している人たちを急襲して、目的を吐かせますか？　全てをアベルに任せて、僕は離脱して事の推移を見守りますから」

「いや、だからそんなことはしないと、何度言えば……。そんなんじゃなくてだな、あの監視してる奴らの中に、知り合いがいるんだ……」

「おぉ……。それはラッキーですね。どこの所属なんです？」

「第二近衛連隊……」

「近衛は分かりますけど、第二？」

「ああ。王国の第二近衛は、いわゆる王太子の近衛部隊だ。そいつ……エマニュエルというんだが、中隊長に上がったという噂を聞いた」

　ちなみに噂の出処は、王国騎士団に所属する『次男坊連合』の二人、ザック・クーラーとスコッティー・コブックだ。

「連隊の中隊長ってことは、もう上は大隊長と連隊長しかいないじゃないですか。いずれは連隊長になったりする、幹部ですね」

「そう、俺らの周りでも出世頭の一人なんだが……そんな奴が、なぜ商会の監視を？」

「確かに。左さ遷せんされてしまったか、逆に、それほどの幹部直々に監視しなければならないほど危険な商会なのか」

　アベルも涼も考えこむが、正解は出てこない。情報が足りていない以上、それは仕方のないこと。二人とも、そのことには気付いている。

「アベル、ここまで来たら、直接聞くのが一番だと思いますよ」

「そうなんだが……な……」

　涼が提案し、アベルもその提案が妥当であることは認めるのだが……チラリと涼を見る。その視線は誤解を与えたようだ。

「なんですか、その目は！　いくら僕でも、いきなり〈アイシクルランス〉で鳩尾に一撃を入れたりとか、〈氷棺〉で氷漬けにはしませんよ」

「ヴォルトゥリーノ大公国では、いきなり氷漬けにしていた気が……」

　アベルは、路地に潜んでいた盗人のような人物を、涼がいきなり氷漬けにした件を指摘した。

「あ、あれは、仕方ないじゃないですか。あんな戒厳令が敷かれたような深夜の街で、たった一人で路地裏に潜んでいる怪しげな男性。実際、街から赤い魔石を持ち出す役割の悪い人だったでしょう？」

「そう、あの時は確かにな……」

　涼が慌てて説明し、アベルも涼の説明を受け入れる。いちおう、今のこの状況とは全く違う。さすがに、この状況で、氷の槍を飛ばしたり、氷の棺に閉じ込めたりはしないだろう。涼と雖も。

「さすがにリョウも、そこまで無軌道な人間ではないと思っている。まあ、いいか。リョウは、俺の後ろを付いてきてくれ」

　アベルはそう言うと、静かに歩きだした。ほとんど音が聞こえない。涼は後ろを付いていきながら、その見事な静穏歩行に感心した。もちろん、直接言葉にして褒めたりはしない。アベルが調子に乗ったら、それはアベルのためにならないからだ！　涼は、常にアベルの成長を真剣に考えているのだ！

「リョウ、今、何か不穏なことを考えなかったか？」

「な、何を言っているのですか。そんな意味不明なこと言っていないで、ほら、声をかけてきてください」

　アベルの指摘に冷や汗を流す涼。剣士の感覚は油断できない。

　そしてアベルは、監視者たちの誰にも気付かれることなく、彼らの背後に立ち、口を開いた。かなりの早口で。

「久しぶりだなエマニュエル。口を開かず黙って振り向け」

「え？　あ、アルバ……」

「あーあーあー、久しぶり過ぎて覚えていないか？　俺だ、冒険者のアベルだ。アベル。思い出してくれ、アベルだ。冒険者の、アベル」

　何度も冒険者とアベルを繰り返すアベル。別の名前を口走られては困るかのように。何度も念を押す。

「あ……はい、久しぶりです、あ……アベル……」

「おう、思い出してくれたか、良かった良かった」

　アベルは、中隊長エマニュエルが、ちゃんと『アベル』と呼んでくれたことに、ほっと胸をなでおろした。

「ですが、ア……ベルが、なぜこんなところに？」

　なんとか詰まりながらも、ちゃんとアベルと呼ぶエマニュエル。近衛の中隊長ということもあり、言葉遣いも丁寧だ。

「いや、実は、ちょっと女を追いかけていてな。その女が、さっき、そこのゴンゴラド商会に入っていったんだ」

「さっき入っていった女？　確か、フレッチャー子爵の秘書ですよね」

「そう……王都のフリットウィック公爵邸を仕切っているのが、フレッチャー子爵だよな。確かに、その秘書だ」

「……大物です」

「どういうことだ？」

　エマニュエルが顔をしかめながら言い、アベルは意味が分からないと問い返す。

「彼女は、連合情報部の間かん諜ちょうです。それは確かなのですが、同時に、帝国にも情報を流している節がある……」

「おい、待て。今、帝国と言ったか？」

　中央諸国で帝国と言えば、王国の北に位置するデブヒ帝国のことだ。ナイトレイ王国、ハンダルー諸国連合と共に、中央諸国三大国の一つ。だが、帝国の国力は、はっきり言って他の二国よりも頭一つ抜け出ており、連合以上に厄介な相手と言える。

「はい、帝国です。彼女は、フリットウィック公爵と繋がり、連合の間諜でありながら帝国にも情報を流し、しかもゴンゴラド商会とも深い付き合いがある。そこまで調べがついています」

　エマニュエルの説明に、アベルは黙り込んだ。アベルの後ろにいる涼も、驚きの展開に目を見開いている。一般人の知らない所で、様々な者たちが暗躍しているらしい。

「実は、このゴンゴラド商会も、連合西部に本拠を置きながら、ここ数年は帝国とも通じています。あくまで商会ですので、帝国内での権益を得るためなのでしょうが、王国に対しては明確な敵対行動をとってきているのです」

「敵対行動？」

「はい。王城内から機密情報を盗み出して、連合政府に流しておりまして……」

「なるほど。だから監視しているのか」

　アベルは合点がいったのか、大きく一つ頷いた。

「いえ、実はこれから踏み込みます。ちょうど今、他の第二近衛連隊の中隊も到着したようですので」

　見ると、少し離れた場所に到着したらしい者たちが、合図を出している。

「近衛連隊が踏み込む？　そんな権限はないだろう？　王都内での取り締まりの権限は、王都衛兵隊しか持っていないはずだろ」

「本来はそうなのですが、王太子殿下が直接陛下に願い出て、臨時の取り締まり権限の委譲を行っての結果です」

「兄……王太子殿下は、なぜ、内務省の王都衛兵隊を使わない……」

「それは私には何とも……」

　アベルの疑問に、小さく首を振るエマニュエル。

「王都衛兵隊には、レックスがいたよな？　だいぶ上の方だろう？」

「はい。確か、副隊長に上がったはずです。しかも、衛兵隊隊長は収賄罪で有罪となり、現在空席。そのため、レックスが衛兵隊の実質的な責任者になっています」

「レックスは……まともだよな？」

「ア……ベルもご存じの通り、真面目で優秀な奴です。それは、今も昔も変わりません」

　アベルとエマニュエルは、昔からの仲間であり、飲み会組織『次男坊連合』の一人であるレックスを思い浮かべる。彼なら、近衛連隊が協力を求めれば喜んで手伝ってくれると思うのだが……。

「殿下は、我々には想像もできない頭脳をお持ちです。衛兵隊を使わず、わざわざ陛下の勅許を得てまで、第二近衛にやらせる理由がおありなのは確かですが……」

　エマニュエルはそこまで言って、初めて気付いたかのように、アベルの後ろに控える涼を見た。

「あの、ア……ベル、その後ろにいらっしゃる方は？」

「ああ、忘れてた。俺の友人のリョウだ。ルンで冒険者をしている。大丈夫だ、信頼していい男だ」

「アベルの友人ですか。私、ナイトレイ王国第二近衛連隊で中隊長を拝命いたしております、エマニュエル・ソークと申します。以後、お見知りおきを」

「これはご丁寧に。ルンのＤ級冒険者涼です。人を待たせておいて忘れてしまうアベルの知人とは思えない、きちんとした挨拶。こちらこそ、よろしくお願いいたします」

「ああ……うん、まあ、こういう奴だが、悪い奴じゃない」

　エマニュエルと涼が挨拶を交わし、アベルが頬を掻く。

「それでは、我々は踏み込みます。ア……ベルとリョウさんは、巻き込まれないように、ここでお待ちください」

　エマニュエルはそう言うと、仲間と装備を確認し始めた。

　彼ら第二近衛連隊の者たちから少し離れて、涼とアベルは不穏な会話を始めた。

「アベル、またですよ、また」

「何が、またなんだ？」

「また、スパイ摘発……ああ、潜入した間諜の摘発です。ルンでもやったじゃないですか。しかも二回も！」

「そういえば、そうだったな」

「しかも、二回とも、あの紫髪の人たちに会いました。一度ならず二度までも。二度あることは三度あるです。もしかしたら、今回も……」

「いや、それはないだろう……ないだろうと思う……」

　涼の懸念に、アベルも完全には反論しきれない。世の中、何が起こるか分からないのだから。

「だからアベル、提案なのですが、今回は突っ込むのは止めましょう。君子危うきに近寄らずと言います。賢い人は、そもそもヤバい場所には近寄らないのです。エマニュエルさんにも言われたとおり、ここで見守りましょう」

「あ、うん、そうだな……邪魔しちゃ悪いもんな。よし、ここで待つぞ！」

「おう！」

　最後は、二人とも小さな声で、拳を天に突き上げた……。




　二人が拳を突き上げた効果があったのだろうか、第二近衛連隊の半数を動員した踏み込みは、特に問題なく成功した。王都支店の店長以下、二十人を捕縛。

　途中で逃げた者が二階から飛び降り、角を曲がった先で紫髪の男女に遭遇した……などという報告もなく。もちろん、涼とアベルがそんな危険人物たちに遭遇することもなく……。

　ただ、商会の中に入ったはずの女性、フレッチャー子爵の秘書だけは見つからなかった。

　そして代わりに、変わったものが見つかった。

「水晶……ではないですが……こんな錬金道具、聞いたことない……」

　見つかったものを見ながら、エマニュエルが呟く。

　それは、人の拳よりも少し大きめの球。一見、色の濃い水晶に見えるが、よく見ると球の中を、真っ黒な煙が蠢うごめいているのだ。そう、蠢いているという表現がぴったりな……人が作れる物とは思えない、何か異質な物。

「魔法団に連絡して、アーサー・ベラシス殿に見てもらいなさい。それまで、王城地下の重保管室に置き、厳重な監視を付けておくこと。突然、割れて何か起きては困りますからね。必ず、重保管室に入れてもらってください」

　エマニュエルは、傍らの部下に厳命した。



　　　　　　　◆





「いやあ、何事もなくてよかったですね」

　涼とアベルは、踏み込みが成功したのを見届けると、現場を離れた。そもそも彼らがあの場にいたのは、アベルと勇者ローマンが戦う原因となった女性、フレッチャー子爵の秘書が、あの商会に入っていったからだ。何のために入っていったのかが気になったのは確かだが……。

「だがエマニュエルは、あの女性は中にはいなかったと」

　アベルが小さく首を振りながら言う。第二近衛連隊は、当然裏口も見張っており、踏み込み前も後も、誰も出てきていないという。

「地下に抜け穴とか、そういうのがあるんでしょうかね」

　涼が適当推論を述べる。

「あれば、そのうち調べがつくだろう」

「ですね。問題は、無かった場合です」

「まあ、無かったとしても、別の何かの方法だろう。俺らが気にすることか？」

「当然です。あの建物の中で、とんでもないことが起きていたらどうするのですか」

　涼が、とても真剣な表情で言っている……ように見えるが、アベルは本気で相手はしていない。どうせ、ろくでもないことを言うだろうと予測しているのだ。

　そんなアベルの態度に、涼も気付いた。

「アベル、どうせたいしたことは言わないと思っているでしょう！」

「よく分かったな」

「失敬な！　アベル、天と地の間にはアベルの哲学などには思いもよらない出来事があるのです」

「例えば？」

「うっ……例えば……そう、あの建物の中にいたのはドラゴンで、例の女性を食べてしまったのです。だから、女性が見つからなかったのです」

「うん、絶対ないな！」

「なぜ……」

「食べたドラゴンが見つかっていない」

「あ、アベルにしては鋭い指摘です……。きっと、ドラゴンは透明になったに違いありません」

　なんともその場しのぎな涼の言葉に、小さくため息をつくアベル。非常にわざとらしいため息。

「そもそも、ドラゴンって、あの建物に入るほど小さいのか？」

「い、言われてみれば……」

　涼はドラゴンを知っている。実際に目の前で見て、話したこともある。全長五十メートルくらいはあった気がする。

「ドラゴンよりも、アベルのような残酷剣士が切り刻んだ、の方がありえそうでした」

「ねえよ！」

　涼の推論は、全て否定された。

「それはそうと、ここからジュー王国大使館って、どうやって行くんですかね」

　涼は話題を変えた。とっても強引に。

　そんな涼を、アベルがジト目で見る。視線に耐えられずに、涼が言葉を続ける。

「あ、アベルは王都に詳しそうですけど、迷ったりしませんか？　大丈夫ですか？」

　ごまかす一番の方法は、相手に今までとは全然関係のない疑問を投げかけることだ。

　アベルは小さくため息をついて、ごまかしに乗ってやることにした。アベルはとっても善い奴なのだ。

「この辺りは、王都西地区と呼ばれている。いわゆる、商業地区だ。まだ富裕層向けの商館が多いが、南に行くにしたがって庶民向けの露店なんかも並んでくる」

「おぉ～。王都って、北側が貴族街で南側が平民街？」

「まあ、ざっくり言うとそんな感じだな。北側の一番奥に王城があるから、自然と北側に貴族の邸宅が多くなっている。さっきのエルフ自治庁も、元伯爵邸だったから貴族街の一角だ。帝国と連合の大使館も貴族街にあるが、他の国の大使館はむしろ東地区に多い」

「東地区って、工房地区でしたっけ。例の王立錬金工房も東地区って言いましたよね」

　涼は嬉しそうに言う。王立錬金工房の錬金術師を紹介してもらえるのが、本当に楽しみなのだ。

「そうだ。王立錬金工房も、俺が世話になっている王国魔法研究所も、それにリョウが泊まるジュー王国大使館も東地区にある。ただ、東地区はかなり広いから、今言った三つも、それぞれけっこう離れてはいるけどな」

　二人は話しながら、東の方向に進路を変更した。

「王都中央を抜けて、東地区に行くのが一番早い」

「王都の中心って、確か……」

「ああ。中央神殿がある」

　商業地区たる西地区から王都中央へ向かう道もかなり広く、多くの露店が出ていた。

「いいですね、この感じ。さっきの高級商館が並ぶ地域も悪くはないのですけど、こういう露店がいっぱいの街って何かワクワクします」

　涼は、あちこち露店を見ながら歩いている。アベルはそんな涼の様子を見て苦笑した。

「まあ、気持ちは分かる。俺も王都にいた頃は、露店で良く買い食いしたからな」

「どうせアベルって、どこかの貴族の三男坊とかでしょ？　若い頃は悪いことばかりしていたに違いありません」

　アベルが若い頃を思い出し、涼がその頃を断定する。

「いや、まあ、次男だが……別に、悪いことはしていないぞ？」

「でも、家や学校とか抜け出して、近所の悪ガキたちと遊びまわっていたでしょう？」

「遊んではいたが……人に迷惑をかけたことはない……はず」

「はてさて、どうですかね」

　アベルの言葉に、肩をすくめていかにも信じていない風で言う涼。なぜか上から目線であった。




　二人は中央神殿を横目に、東地区へと入っていく。

　東地区は工房地区と言われてはいるが、食堂やかなり立派な建物もあり、にぎやかな一帯という印象を受ける。特に、表通りには店が並び、こちらも商業地区と言われても違和感が無いほどだ。

「さっきの西地区もそうでしたけど、この東地区もお店がいっぱいですね！」

　きょろきょろしながら歩く涼。その顔は、非常に楽しそうだ。

「服屋は西地区に多いが、日常道具や武具、あるいは錬金道具なんかを扱う店は、こっちの東地区に多いな」

「おお！　錬金道具！」

　今、錬金術にはまっている涼は、さらに目を輝かせる。

「焦らなくても、明日、ケネスの所に連れて行ってやるから。まだ若いのに、王国を代表する天才錬金術師らしいからな。最先端の錬金術に触れられるんじゃないか？」

「凄いですよね！　それもこれも、アベルのおかげです。感謝していますよ」

「お、おう」

　珍しい涼の素直な称賛を、アベルは照れながら受け入れた。

　天才錬金術師ケネス・ヘイワード男爵がいる王立錬金工房に行くのは明日で、今は涼が泊まるジュー王国大使館に向かっているのだが……実はその前に寄るところがある。

　涼が伝言を頼まれたのだ。

　そこも王都東地区にあり、二人は到着したのだが……。

「これは……凄いですね。まるで要塞ですよ」

「だよな。いつ見ても、ここは凄いよな」

　広大な屋敷に、そそり立つ壁。戦車がぶつかっても割れなさそうな門。

　東地区でも、ひときわ威容を誇るルン辺境伯邸。

「これなら、アベルが攻めてきても守り抜けそうです」

「なぜ、俺が攻めるんだ？」

「決まっているじゃないですか。ここに立てこもった僕の命を狙ってです」

「うん、なぜ決まっているのか全く分からないが……そんな仮定自体が無意味だと思うぞ」

「世の中、何が起こるか分からないじゃないですか。常に身構えておかないと。常在戦場というやつです」

　涼が当然のように言い、アベルは全く理解不能という表情で小さく首を振る。

「……まあ、ここに立てこもる前に手を打つべきだろうな」

「城攻めは愚策ということですか……」

「リョウを誘い出せばいいだけだしな」

「アベルの誘いになんて乗りませんよ！」

「どうだリョウ。これから、ケーキかカレーを……いや、両方を奢ると言えば？」

「もちろん行きます！」

「ほら、誘い出せた」

「卑怯な！」

　平和な王都の中と雖も、油断は禁物……。

　二人が、ルン辺境伯邸の、驚くほど頑丈そうな門の前に立つ門番に来訪理由を伝えてしばらく待っていると、門が少しだけ開き、中から一人の騎士が出てきた。

「リョウ殿、アベルさん、お待たせしました」

　ルン騎士団移送隊隊長のイーデンだ。ルンの街から王都まで、王室が買い上げた緑の魔石を届けた部隊の隊長。もちろんその魔石は、涼とアベルがワイバーンから採った魔石だが……。そのことは、イーデンも知らない。

「ああ、イーデンさんすいません。実は、伝言を預かっていまして……」

　涼はそう切り出すと、セーラがエルフ自治庁の方に泊まるということを伝えた。

　伝えた情報はそれだけだったのだが、イーデンは何か閃いたようであった。

「承知いたしました。それは……セーラ様が、エルフの方々を鍛える……ということですよね」

　表情は苦笑いだ。セーラに鍛えられれば強くなるのは確かだが、生半可な訓練ではないことを知っている。それでも、ぬるい訓練ばかりで、戦場で死ぬよりははるかにましだが……。

「そう……。エルフのみんなのために祈りましょう」

　涼はそう言うと、信じてもいない神に祈るのであった。

　横に立つアベルが、とても胡散臭そうな目で見ていたのは、あえて無視された。




　頼まれた伝言を伝え、二人はしばらく歩いてジュー王国大使館に到着した。それなりに頑丈そうな壁と門だが……。

「さっきのと比べると、どうしても……」

「いや、ルン辺境伯邸が異常なだけであって、この大使館も十分平均以上だぞ」

　涼の言葉を、真っ向から否定するアベル。

　誰しも、頂いただきを知ってしまうと、感覚がずれてしまうものなのだ。気を付けないといけない。

「さてアベル、送ってくれてありがとうございました」

　涼はそう言うと、きちんと頭を下げた。親しき仲にも礼儀あり。

「おう。明日、午前中にまた迎えに来るから。王立錬金工房に連れて行ってやる」

　アベルはそう言うと、泊まっている王国魔法研究所に向かって歩き出した。後ろから、会話が聞こえてくる。

「ああ、ロドリゴ殿、今夜はこちらにお世話になることにしました」

「リョウ殿、いらっしゃいませ。殿下もお喜びになります」

「何か……皆さん、凄く気合入れて掃除をされていませんか？」

「はい。実は明日、この国の王太子様がおいでになられるのです」

「おぉ～」






王都騒乱


　王都中央神殿。

　白い神官ローブを着た一人の男が、地下への階段を下りていた。

　王都中央神殿の地下は歴代の大神官、聖人、聖女が眠る、巨大な地下墳墓となっている。男はその中でも地下五階、最下層まで階段を下り、特別な鍵が必要な扉を開いた。普段は閉まっているはずの鍵は、かかっていなかった。

　指示されたとおりの場所で、男が懐から取り出したのは、握り拳大の水晶玉に見える物。だがよく見ると、水晶玉の中を、黒い煙らしきものが動き回っている。

　男はそれを床に置き、首から下げたネックレスに魔力を通す。ネックレスは、使い捨てのアンデッド避けのネックレスだ。非常に高価ではあるが、使い捨てで、効果は二時間持続し、ほぼ全てのアンデッドに襲われないという優れもの。一介の神官が手にできるようなものではない。

　だが、男は躊躇なくそのネックレスを起動し、続けて、水晶玉に魔力を通す。

　すると、「パリン」というガラスが割れたような音が周囲に響いた。水晶玉は割れていないが、中に閉じ込められていたとはとても思えないほどの黒い煙が噴き出し、辺りを覆い尽くす。

　しばらくすると、その煙の中から、スケルトンを中心としたアンデッドが出てきた。

　その数、数千。数千ものアンデッドは、地下五階を埋め尽くすかのように増えていく。

「予定よりも早かったが仕方あるまい。ふふふ、これで神殿は壊滅。そして王都は大混乱に」

　男は口を歪ゆがめ、独り言をつぶやく。

　だが、その呟きは、凍りついた。アンデッドの後から、別のモノが現れたからだ。

「なぜ……アンデッドしか現れないはずなのに」

　そのモノの手が一閃し……男の頭は斬り飛び、それが最期の言葉となった。
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　涼が、王都路上での刃にん傷じょう沙ざ汰たを止めた翌日。

　アベルは、朝のうちにジュー王国大使館を訪れた。完全に準備を整えていた涼を連れて、王立錬金工房に向かう。

　昨日のうちにアポイントメントを入れていたおかげで、錬金術師ケネス・ヘイワード男爵は工房にいた。涼とケネスはすぐに打ち解け、さっそく錬金術の話に入っていく。

　アベルは、自分の用は済んだとばかりに、王国魔法研究所へと帰っていった。




　最上階のイラリオン執務室に入ると、朝アベルが出てきた時よりも、人口が増えていた。約七人ほど。

「ああ、アベルさん、お邪魔しています」

　そのリーダーである勇者ローマンが、戻ってきたアベルを見て挨拶した。

「お、おう」

　アベルは、それだけしか答えることができなかった。

　留守番をしていたリンを見つけて、この人口増加の理由を尋ねる。

「ああ……なんか、フリットウィック公爵邸を出てきたんだって」

　リンが聞いたところによると、公爵邸を取り仕切るオスニエル・フレッチャー子爵の秘書ナンシーが、やはり昨日の問題の発端らしい。

　アベルに攻撃されて負傷した風を装って、ゴードンにアベルを攻撃させたりしたとか。だが、事が終わってみると、ナンシーはすでにその場におらず。しばらくその辺りを皆で捜したが見つからず。

　公爵邸に戻ってみると、ナンシーが連合の諜報員であることが分かったため、公都カーライルに送られたと。

　その後、一晩過ごして、勇者ローマンがフレッチャー子爵のことを信じられないと言ったため、パーティー全員で公爵邸を出てきたらしい。ちなみにゴードンは、ここに来ても、ずっと部屋の隅にうずくまったままだ。

「ローマンは、勇者というだけあって、そういう直感というか虫の知らせ的なのが強いらしい。って、聖職者のグラハムさんが言ってた」

「なるほど……それで、こんなに人口が増えたのか……」

　イラリオンの執務室は、けっこうな広さがあるのだが、さすがに三人だったのが十人になると、一気に人が増えた感じがする。

　元々いた三人というのは、アベル、リン、ウォーレンだ。

　リーヒャは、まだ中央神殿におり、イラリオンは三日前に出かけたきり、まだ帰ってきていない。

「全く……爺さんはどこへ行ったのやら」

「そういえば、ストーンレイクからの早馬が来て、伝言を残して行って……その伝言を見て『リョウ』って呟いていたのは覚えてる」

　アベルの独り言に、リンが、イラリオンが出かけた日のことを思い出しながら答えた。

「リョウ？」

「うん。でも、リョウって王都にいるよね……」

「ああ。今は錬金工房で、ケネスと錬金術の話をしてるだろ……」

　二人がそんな話をしていると、部屋の一角から突然、ウゥゥゥ～という、機械的な音が聞こえてきた。涼が聞いたら、「ロンドンの空襲警報！」と言ったかもしれない。だが、この場にいる者たちにとっては、初めて聞く音。

「なに？」

「なんだ？」

　リンやアベルが慌てている間に、扉が開いてイラリオンの秘書的立場のスーラーが入ってくる。そして部屋の一角に行き、そこにある箱のボタンを押すと、空襲警報な音は止まった。

「こちら王国魔法研究所です。どうぞ」

　スーラーは、箱に向かって話しかける。すると、箱からも声が返ってくる。アベルは、潜入の時に持たされた錬金球を思い出した。こちらの声を拾って、離れた場所にある錬金箱に声を届ける機械だ。

「こちら中央神殿。緊急事態です。神殿地下より、魔物が溢れ出てきています。このままでは王都にまで溢れ出ます。大至急ご助力を」

　アベルはスーラーの方を向いて、すぐに頷く。勇者ローマンを見ると、ローマンも頷いた。

「現在イラリオン様は不在です。ただ、逗とう留りゅうされているＢ級パーティー赤き剣と、勇者ローマン様のパーティーが援軍に向かいます」

　スーラーが言い切るよりも早く、赤き剣と勇者パーティーは部屋を飛び出していく。

　ただ、飛び出しざま、アベルはスーラーに伝言を頼んだ。

「王立錬金工房にいるリョウにも連絡を」

　部屋の隅でうずくまっていたゴードンも、すっくと立ちあがり、彼らを追って部屋から走り出た。



　　　　　　　◆





　王都クリスタルパレス中央神殿。そこは、ナイトレイ王国における、光の女神信仰の中心地。

　王都のほぼ中央に位置し、一般の市民から、貴族・王族まで祈りのために昼夜問わず訪れる場所だ。

　その中央神殿の中で、最も北に位置する『静しずかの間』……高い天井はドーム状になり、広間も半径五十メートルほどの円状のオーバルルーム。その中央に、地下墓所、つまりカタコンベに降りる階段が作られている。

　現在、その地下墓所内、地下二階から地下一階に上がる階段前で、戦闘が繰り広げられていた。

「くっ、ダメだ、抑えきれん」

「モンク部隊、退け！　それに合わせて援護砲撃！」

　王国におけるモンクとは、武装修道士のことだ。光の女神にその身を捧げ、戦い続ける者たち。

　神官には、『赤き剣』のリーヒャや、『十号室』のエトのように、冒険者として戦闘に加わる者たちもいるが、あくまで彼らは後衛だ。

　だがモンクは、鎧よろいを身につけ、聖なる祝福を受けた杖を持ち、最前線で戦う前衛。稀に、冒険者となる者もいるが、その多くは神殿付きとして一生を過ごす。

　そのため、決して戦闘経験が豊富とはいえないが、それでも、この中央神殿防衛戦においては、前線を張れる貴重な戦力となっていた。

「砲撃、放て！」

「〈ライトジャベリン〉」

　十数本の光の槍が放たれる。

　一本の光の槍が、数体を貫く。それぞれの槍が標的を重ねることなく、効率的に倒せている。

　地下四階から、この地下一階手前までの撤退戦を続けてきた間に、意思の疎通が取れてきていることの証明であろう。

　だが、指揮を執るリーヒャの心の中は、相当焦っていた。

（かなり削ってきているはずなのに……全然圧力が減らない）

　倒しても倒しても、後から後から出てくるのだ……そう、まるで『大海嘯』のように。

（もう、この上は地下一階……撤退戦を行うのも、『静の間』にまで出てしまうと難しくなる……あそこは広すぎる）

　カタコンベ内の幅の狭さ、そして階段の狭さ、それらを活かして接敵面積を狭くしているために、なんとか持ちこたえているが、オーバルルームとも言える静の間にまで出てしまえば、数の圧力に屈することになる。

　かと言って、そこに達する前にこれらの敵を倒しきれるのかと言えば……。

（まず、無理）

　リーヒャは、心の中でそれらのことを考えながらも、表情には決して出さない。

　指揮官が弱音を吐けば、その部隊は一気に力を失う。

　指揮官が勝てないと言えば、その戦闘は絶対に勝てない。

　指揮官が自信のない表情をすれば、その後は一気に押し切られる。

　指揮官とは、かくも重要な役どころなのだ。

　そもそも、リーヒャが戦闘指揮を執っているのは、王都中央神殿の責任者である大神官ガブリエルに指名されたからである。

　本来なら、王国神官最上位の地位にある大神官が、指揮を執るのが最もふさわしいのであろう。大神官の威光があれば、中央神殿に属する者は全員従う。

　だが、ガブリエルは、自らに戦闘指揮の能力と経験がないことを知っている。そもそも、争うこと自体が苦手で、自らの命を危険にさらした経験も多くはない。そんな人間が、冷静に指揮を執ることなどできるはずがない……しかも、相当数の魔物との戦闘だ。

　大神官ガブリエルは、自らそう認識した時、ふと横を見た。そこには、凛とした表情と意志の強さを面に出したリーヒャが、押し寄せる化物たちを見ていたのだ。

　かつて、リーヒャが聖女と呼ばれていたのは知っている。誰あろう、ガブリエル自身が、リーヒャを聖女に任じたのであるから。

　そんなリーヒャが、今この時、ここにいるのは、まさに神のおぼしめし、ガブリエルにはそうとしか思えなかった。

　それで、戦闘指揮官に任命したのだ。そして、自分はリーヒャの下で、その指示に全面的に従って、魔法砲撃部隊を率いる。

　その光景は、リーヒャが戦闘指揮官に任命されたことに驚いた者たちをも、リーヒャの下で戦うことに了承させた。リーヒャの聖女としての名声、大神官ガブリエルの支持、ならびにモンク隊隊長グウェインの全面的な支持と相まって、なんとか破綻せずに防衛戦を戦えていた。

「砲撃用意。砲撃後、モンク隊、再突撃」

「おう！」

　モンク隊が応じる。

　さすがは武装修道士。士気は、まだ高い。

「砲撃、放て！」

「〈ライトジャベリン〉」

　スケルトン系を中心に、かなりの敵を倒している。だが中には、なぜかゴブリンもいる……。

（本当に……どうしてゴブリンがいるの？　百歩譲って、スケルトンなどの骨系やレイスのような霊系のアンデッドなら、まだ分からないでもない……地下墓所だし。もちろん、今までそんなことがあったなんて聞いたことないけど。でも、ゴブリンとか意味が分からないわ……。いったい、どこからやってきたのよ。それと……）

「オーガだ！」

　砲撃後に突撃したモンク隊が叫ぶ。

（そう！　オーガよ。天井まで高くても二メートルちょっとしかないこの地下墓所に、全長二メートル半のオーガがどうしているのよ……）

　身長二メートル五十センチ程度のオーガ……このカタコンベ内では、背を丸めて歩いている。そのため、その大きさも、膂りょ力りょくの強さも全く活かされていない。とはいえ、元々の耐久力が恐ろしく高いため、一体いるだけで人間側の殲せん滅めつ速度はガタ落ちになる。

　そこで時間がかかっている間に、後ろから詰まってくるのだ。

（前に進めず、どうしても撤退戦になる……。モンク隊も砲撃隊も、士気は高いけど体力と魔力は無限じゃない……できれば交代したいわね。そもそも、王国騎士団はどうして来ないの？　最初に連絡したはずでしょう？　騎士団詰め所は、すぐそこなのに……）

　リーヒャはそう思って、大神官ガブリエルの方を見る。

　ガブリエルも、リーヒャが何を求めているかは理解しているのだが……首を横に振った。

　つまり、騎士団はまだ来ない。

　リーヒャは奥歯を噛みしめて、目を瞑つぶり、一度深い呼吸を行う。落ち着くための深呼吸は、とても有効。そして目を開き、指示を出す。

「オーガを倒しきったら、モンク隊は一度退け。敵が釣り出されたら砲撃」

　撤退戦ではあっても、できる限り、この地下二階と一階の間で、援軍が来るまで時間を稼ぐ。リーヒャの方針は一貫していた。




　地下二階と一階の階段前では、地下三階より下での戦闘に比べて、かなりの時間、押しとどめることができた。

　だが、それもついに限界を迎えようとしていた。

「地下二階を完全放棄。モンク隊は階段で敵を抑えて。砲撃隊は地下一階、中央部まで撤退して砲撃態勢を。態勢完了後にモンク隊も一階中央まで退く」

「承知！」

　ここまで、ケガ人はモンク隊を中心にかなり出ていたが、奇跡的に死者は出ていない。全員が神官なために、怪我はすぐに回復する。そのため、実質ダメージゼロで戦えているのだ。

　本来、そんな戦闘はあり得ないのだが、地の利と神官の多さがそれを可能にしていた。それと、リーヒャが、犠牲を最小限に時間を稼ぐ、ということを主眼に指揮をしたのが大きいのかもしれない。

　だが、モンク隊の体力、砲撃隊の魔力、どちらも限界に近いことをリーヒャは分かっている。分かっていても、どうしようもないのだ。時間を稼ぎ、王国騎士団などの、援軍を待つ……他に方策はない。

「砲撃隊、撤退完了。モンク隊、一階中央まで退け」

　その号令に合わせて、階段で敵を抑えていたモンク隊が、地下一階に上がって中央部まで走る。

　先頭が隊長グウェイン、最後尾が副隊長チェイス。どちらも、最も前線で体を張ってきた二人。つまり、最も体力と精神力を削られた二人。

　隊長グウェインが、転がるように一階中央部に辿り着く。

　だが、最後方で、一人いきなり身長が縮んだ。

　副隊長チェイスが転んだのだ。

　リーヒャが気付いた時には、ホブゴブリンが、チェイスのすぐ後ろに迫っていた。リーヒャは〈ライトジャベリン〉の詠唱を行おうとする。

　だが、それを止めるように、後ろから腕を掴まれる。

　その瞬間、詠唱が聞こえた。

「風よ　その意思によりて敵を切り裂く刃となれ　〈エアスラッシュ〉」

　同時に、リーヒャの傍らを、風のように走り抜けていく剣士が見えた。

　リンが放った〈エアスラッシュ〉は、狙い違わずホブゴブリンの首を切り裂く。

　ほぼ同時に、副隊長チェイスの元に辿り着いたアベルが、チェイスを肩に担いでリーヒャの元に戻ってくる。

「アベル……」

　リーヒャの目は涙で溢れ、今にもこぼれそうであった。

「待たせたな、リーヒャ」

　それは、神官たちが、待ちに待った援軍だった。
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　アベルと勇者ローマンが最前線で戦い、リン、アリシア、ベルロック、グラハム、そしてナンシーがいなくなりショックを受けていた火属性の魔法使いゴードンが魔法砲撃を行う。

　その間、これまで休みなく戦ってきた神官たちは、休憩して回復に専念していた。

　砲撃は五人とはいえ、Ｂ級冒険者の風属性魔法使いのリン、それと勇者パーティーの魔法使いたちだ。そもそも、攻撃に向いているとは言えない神官たちに比べれば、十分な火力であろう。

　さらに、前線で戦うのは二人とはいえ、天才剣士アベルと、勇者ローマン。その戦う様は、壮絶であった。

「凄い……」

　それは、誰が発した言葉であったか。

　だが、休んでいる神官全ての気持ちを、代弁したかのような言葉。

　そもそも、勇者がここにいること自体、神官たちはもちろん、大神官ガブリエルも理解できなかった。最終的には、リーヒャがここにいたのと同様に、神のおぼしめし、ということにして思考を放棄した。

　こういう時、神に仕える者は有利なのかもしれない。全ての責任を、神に負ってもらえるのだから。

「まるで大海嘯だね」

「ええ。本当に」

　砲撃しながらも、前線二人が人類でも最上級の体力保持者であるため、ある程度の余裕を保ちながら、リンはリーヒャに声をかけることができていた。

　そして、地下四階の撤退戦からこちら、ずっと緊張しながら指揮を執ってきたリーヒャも、ようやく一息つけていた。

「大海嘯って、ダンジョンから際限なくモンスターが湧き出る現象のことよね？」

　その会話が聞こえたアリシアが、会話に入ってきた。

「そう。半年前くらいかな？　うちらが拠点にしているルンの街のダンジョンで、十年ぶりに起きたのよ。でも、ここってダンジョンじゃないよね？」

「ええ。ただの地下墳墓よ。地下五階までで、歴代の大神官や、聖者様、聖女様たちの亡骸があるだけ」

　リンが答え、リーヒャがただの地下墳墓であることを説明する。ミイラはあるが、ダンジョンなどとは本質的に別物だ。

「ということは、どこか別の場所と繋がったってことか……」

　アリシアは頷きながら言った。

「そんなことが可能なの？」

　リンはアリシアの言葉に驚き、尋ねる。

「人間にはできないし、そんなアイテムの存在も聞いたことはないけど……突然、目の前に現れた奴が、以前いたの。人間ではなかったけど、言葉は通じた。私たちは、魔王を呼び出して倒すための祭壇を作ったのだけど、魔王じゃなくてそいつが現れた。そんなことが可能なのだから、ここの地下を、別の場所と繋げることも可能なんじゃないかしら」

　アリシアが頭に浮かべたのは、悪魔レオノールであった。

　リンとリーヒャは理解不能ではあったが、とんでもない存在がいるということだけはなんとなく理解できた。

　そこで、全く脈絡なく、リーヒャはあることを思い出し、後ろで休んでいた大神官ガブリエルを振り返って尋ねた。

「大神官様、王国騎士団はなぜ来ないのでしょう」

　そう、この事態が発生して、中央神殿がまず最初に連絡を取ったのは王国騎士団だ。だが、未だに誰も来ない。

　そもそも、王国騎士団の詰め所は、ここからわずか三ブロックしか離れていない。鎧を着て走ったとしても、連絡してから三十分以内には到着できるはずだ。

「私も不思議に思って、先ほど確認したのですが、正式に出動を拒否されたそうです」

「は？」

　大神官ガブリエルは顔をしかめながら答え、リーヒャは素っ頓狂な声で答えた。

「騎士団は、一体何を考えているのでしょうか……」

「王を守るのが騎士の役割、とか言っていたそうです。あの騎士団長になってから、本当にどうしようもない組織になってしまいました」

　リーヒャは呆れ、大神官ガブリエルは更に呆れかえった。




　その頃、中央神殿地下以外でも、異変が起き始めていた。

　中央神殿以外からも、スケルトンやゴブリンの発見報告が、王都衛兵隊の司令室に届いていたのだ。

「何なのだ、これは……」

　該当箇所に衛兵隊を派遣した後、思わずそう呟いたのは、王都衛兵隊副隊長のレックス。彼の前にあるのは王都全体が記された地図。その地図には、報告のあった発見箇所に、ピンが刺さっている。

「報告が上がってきているのは、全て王都北側……」

　中央神殿を南限に、その報告全てが北側、いわゆる貴族街からなのだ。なんらかの人為的理由によって起こされた現象であるのは明らかであろう。

　だが、そこまで分かったとしてもレックスが打てる手は少ない。

　まず、王都衛兵隊は、武装度が高くない。騎士団などに比べれば、遥かに軽武装だ。本来はそれで問題ないのだ。衛兵隊が相手にするのは、酔客やせいぜい暴れている冒険者……。冒険者たちだって、Ｄ級以上の冒険者は衛兵隊の手を煩わせることなどほとんどないため、正直たいして強くないＥ級以下の、彼らが十分取り締まることができる者たちばかりだ。

　だが、今回の相手は違う。本来なら、騎士団が相手をするべき者たち。なぜなら、その発見報告にはオーガすらいるのだから。

　だから、レックスは王国騎士団に協力要請を行った。だが……拒否された。

「いったいどういうつもりだ」

　何度、その呟きを発したことか。

　さらに間の悪いことに、この非常時にもかかわらず王都衛兵隊の隊長は空席だ。前任者が贈収賄事件で有罪となって解任され、この数カ月、内務卿が隊長を兼任している。

　だが、内務卿ハロルド・ロレンス伯爵は忙しい。当然だ。巨大組織内務省を取り仕切っているのだから……。つまり、実質、王都衛兵隊はレックス副隊長が切り盛りしている。だが、だからであろうか……王国騎士団からは軽く見られている節がある。

　そこに部下が駆け込んできた。

「副隊長、今、王城から連絡がありまして」

　そう言うと、部下は一枚の紙をレックスに渡す。

「むぅ」

　一読して、レックスは唸った。

「副隊長？」

「これから御前会議だそうだ。内務卿が陛下に報告をするから、情報を上げて横で補佐しろと」

「この非常時に……」

「ああ。だが御前会議なら仕方ない。もしかしたら、王都の治安用に、余っている戦力を回してもらえるやもしれん……。いい方向に考えるしかないな。王城に行ってくる」

　王都衛兵隊の司令室と詰め所は、王城に隣接している。走ればすぐ……だが、この非常時に司令室を離れるのはできれば避けたかった。おそらくここが、王都内で最も正確な情報が集まる場所だからだ。

　だが、上に正確な情報を報告するのも必要なこと。誤った情報や思い込みで、上が間違った指示を出したりしたら、部下たちが大変なことになる。

　レックスはいろいろと割り切って、王城に向かうのであった。
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「いやあ、さすが、本物の錬金術師が語る言葉は違いますね！　もの凄く勉強になります！」

「私なんかでよければ、いつでも……」

　上機嫌の涼と、とても嬉しそうなケネス。同好の士で語り合うのは、楽しいものなのだ。

　王立錬金工房は平和であった。

　だが、来訪者によってそんな平和は破られた。

「すいません、リョウさんに、王国魔法研究所から使いの方が見えられています」

　ケネスの部下である、副主任のラデンがそう言って、男性を連れてきた。

「え？　僕？　王国魔法研究所？」

　涼は首をひねる。涼がここにいることを知っているのは、アベルだけだ。確かに、アベルは王国魔法研究所に泊まっているとは言っていたけど……。

「報告いたします。先ほど、中央神殿地下より魔物が多数現れ、赤き剣ならびに勇者ローマン殿のパーティーが助勢に向かわれました。その際、赤き剣のアベル殿が、王立錬金工房にいらっしゃるリョウ殿に連絡し、加勢に来てほしいということでした」

「魔物？」

　報告内容は理解したが、中身は全く理解できていない涼は、再び首をひねる。とはいえ、助けに行かないという選択肢はない。

「ちょっと行ってき……」

　涼が立ち上がり、そう言いかけた時、錬金工房の守衛が扉から転がるように入ってきて叫んだ。

「ヘイワード男爵、大変です！　王都にオーガが現れました！　他にも、多数の魔物が」

　その報告は、そこにいた三人を驚かせた。

「そ、それは、いったい……」

「中央神殿といい、王都全体で、普通ではないことが起きていますね」

「王都にオーガ、オートにオーガ……、何か面白いネタが作れそうなのですが……」

　慌てるラデン、状況を分析するケネス、一人何か別次元のことを考える涼。

　だが提案は、すぐに思考を戻した涼からなされた。

「オーガが出たのなら、急いでもっと頑丈なところに避難した方が良くないです？」

「確かに。ラデン、工房に退避警報発令。錬金術師は、第一級極秘情報のみ確保して脱出します」

「はいっ！」

　涼が提案し、ケネスが即断し、ラデンが動いて、壁の緑のボタンを押した。

　響き渡る警報音。そして緑色の光に包まれる部屋と廊下。

「退避警報発令。退避警報発令。全ての錬金術師は、第一級極秘情報を確保し退避してください」

　そんな言葉が、全館放送か何かで流れる。

「なんというか……凄いですね……」

　その光景に驚く涼。ファンタジーらしからぬ光景だ。

「錬金工房におけるもしものための手順は、リチャード王の時に、かなり詳細に作られているのです」

　涼が驚く様子を見て、苦笑しながら説明するケネス。

「リチャード王って、王国中興の祖の？」

「ええ。数百年も昔の話ですが、リチャード王は、この錬金工房の初代工房長です」

　涼が感心し、ケネスはいろいろ物をまとめながら答える。そして、涼に問うた。

「リョウさん、どこか退避するあてがありますか？」

　涼が退避を提案したことから、ケネスの問いは確認だ。涼の頭の中に、退避するのにふさわしい場所があるのだろうと。

　二人は、まだ一時間程度しか話していないが、相手の能力の高さを把握できていた。

「はい。昨日見たのですが、ルン辺境伯邸がいいでしょう。あそこは、まるで要塞です。あれなら、何が起きてももちこたえます」

「なるほど。ルン辺境伯邸も、この東地区ですね。ただ、工房は、働いている者全員含めると四十人います。そんな我々をすんなり受け入れてくれるかどうか……」

「任せてください。そこは、僕が交渉します。こう見えても、ルンの冒険者ですからね」

　ケネスの懸念を、涼が笑顔で払拭する。

「良かったです。ああ、もしものために、あれを手土産に持っていきましょう。立て籠もることになったら、きっと役に立ちます」

　ケネスはそう言うと、部屋の隅に並べてあった二つの道具を見た。大きめの四リットル水筒くらいだろうか……形状は、大砲のようだ。だが、『ファイ』では火薬すら、未だ一般的ではないはず……。

「置いといても壊されるだけでしょうから。どちらも試作品なのですけどね」

　ケネスはそう言うと、笑った。

「試作品……プロトタイプ。プロトタイプにはロマンがあります」

　涼の呟きは、誰にも聞こえない。もっとも、聞こえたとしても、誰も理解できないだろうが……。




　警報発令から五分後、玄関前に集合した王立錬金工房で働く者たち四十人。錬金術師から守衛、さらには助手やお手伝いさんまで全員だ。

「リョウさん、全員を安全に移動できるということでしたが……」

「ええ、大丈夫です。〈アイスウォール５層〉」

　涼は、全員を少しだけ青みがかった氷の壁で囲う。完全に透明だと、ぶつかったりして危ないだろうし……。

「これは……氷の壁ですか。水属性魔法使いということでしたけど、これほどの壁は、見たことがありません。凄いですね！」

「いやあ、それほどでも」

　ケネスに褒められて照れる涼。氷の壁の中にいる他の者たちも、コンコンと叩いたりしている。錬金術師でなくとも、さすが錬金工房で働く者たちだ。錬金術、ひいては魔法そのものにも興味を持っている者が多いようだ。

「では、行きましょう。ここからルン辺境伯邸までは一キロありません。十分ちょっとで着くでしょう。氷の壁は、幅三メートルくらいで生成されるようにしますので、僕の後ろに付いてきてください」

　涼はそう言うと歩き出した。その横を、ケネスが『試作品』と呼んだ物が入った袋を一つ持って歩く。その後ろを、ラデンが、これももう一つの『試作品』と呼んだ物が入った袋を持っているようだ。

　残りは、彼らに付いてきた。

　涼とケネスを先頭に進む一行。遠くからであれば、うっすら青い氷のトンネルの中を、進んでいるように見えただろう。

　オーガが現れたという報告ではあったが、移動する一行が襲われるようなことはなかった。もちろん、襲われても、氷の壁で守られてはいるのだが。

　だが、十分ほど歩いて到着したルン辺境伯邸は、すでに物々しい雰囲気となっていた。扉はもちろん完全に閉められ、昨日は扉の前にいた二人の門番も、すでにいない。代わりに、そびえたつ壁の上に、弓士たちが配置されているのが一行からも見えた。

「これは……確かにまるで要塞ですけど、それ以上に物々しいですね」

　壁と扉を見て、さらに壁の上に配置されている弓士たちを確認して、ケネスが言う。後ろで、ラデンも何度も頷いている。

　涼は扉の前に立って、叫んだ。

「たのもー！」

　すると、扉の向こうから声が聞こえた。

「何者か！」

「私は、ルンのＤ級冒険者の涼と申します。こちらは、王立錬金工房の皆さんです。王都で異常事態が発生したということで、ルン辺境伯邸でかくまっていただきたいと思いまかり越しました。ルンの街から来ている、イーデン隊長にお取次ぎいただきたい！」

「……しばし待て」

　門前払いはされなさそうだと分かり、涼はちょっとだけ安心した。イーデンなど、彼が知っているルン騎士団の者たちは、そういうことはしないだろうと思っているが、ここは王都だ。王都の辺境伯邸に詰めている者たちがどうかは、正直分からないわけで……。

　一分ほど待っていると、壁の上から声が聞こえた。

「リョウ殿？」

　それは聞き覚えのある声。涼は壁の上を見る。そこには、移送隊隊長としてルンの街から魔石を運んできたイーデン隊長の姿が。

「あ、イーデンさん、こんにちは」

「はい……え～っと、そちらが王立錬金工房の方々ですね。まだ、この辺りで見つかっているスケルトンやゴブリンは少ないですが……ああ、いえ、まずは中に入ってください。おい、扉を開けろ！」

　後半は、命令したらしい。イーデン隊長は、辺境伯邸に詰めている者たちと比べても、それなりに高い地位にあるようだ。

　こうして、王立錬金工房の一行は、ルン辺境伯邸に入ることに成功した。

　この退避は、この後、王都で起きることを考えれば、涼のファインプレーだった。
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　アベルたちが中央神殿に到着して一時間。

　多少回復した神官たちとも交代を繰り返し、地下一階中央での迎撃は続いていた。戦力が整ったこともあり、撤退戦をする必要は、今のところなくなっている。だが、未だに、魔物たちの終わりは見えてこない。

　アベルと勇者ローマンが、前線でかなりの敵を倒すのだが、倒された死体はいつの間にか後ろに引っ張り込まれている。たくさん倒せば、そこに死体の壁ができるかも、と考えていたアベルの考えは甘かった。

「これはホントに際限ないな。ローマン、あんた、体力はまだ大丈夫か？」

「はい。まだ問題ないです。ただ、砲撃をしてくれる魔法使いたちの魔力がどうなのかは心配ですね」

　アベルの問いに、勇者ローマンは答える。

　アベルは、砲撃隊であるリンの表情をチラリと見た。すぐに魔力切れとはならないが、限界が近いのは感じられた。一緒に戦ってきたからこそ分かる。

　モンク隊と入れ替わりで、アベルとローマンが退がる。そのタイミングで、アベルはリンに声をかけた。

「リン、魔力は節約していけ……と言っても、今更か」

「まあね。さすがに、これだけの時間戦い続けるのは、魔法使いには無理があるよ。お隣の勇者パーティーの魔法使いたちとか、私以上に魔力の残り、ヤバいと思うよ」

　アベルの問いに、リンはさすがに声を潜めて答えた。

　アベルは、勇者パーティーの魔法使いたちを見る。確かに、アベルの目から見ても、残存魔力の限界が近付いているのは分かった。

「参ったな。誰か、リョウを呼んできてくれないかな」

「リョウを？」

「ああ。イラリオン邸を出る時に、呼んでくれと言ったんだが……。あいつがいれば、もう少し楽ができるだろう？」

　アベルはそういうと、ため息を一つついた。

　その瞬間、後ろから声が聞こえた。

「〈ウォータージェット２５６〉」

　モンク隊が対峙していた敵の首が、次々刎はねられる。

「〈パーマフロスト〉」

　さらに、その奥、地下二階の階段に至るまで一面が氷の世界と化した。

　あまりの展開に、モンク隊だけでなく、そこにいる全員の動きが止まる。

「アベル、いつも楽しよう楽しようと考えているばかりでは、剣士として成長できませんよ？」

　そこに現れたのは、アベルが知る最強の水属性の魔法使い、涼であった。

「おせえよ、リョウ」

「そう言われても……。ケネスたちを、ルン辺境伯邸に避難させてきたんです。まず勝つべからざるを為なして、以もって敵の勝つべきを待つと言います。最初に、敵が攻撃してきても勝つことができない態勢を整えておくのが肝要なのです」

「お、おう……」

　涼がいかにも当然という顔をして何か難しいことを言い、アベルはよく分からなかったが、少なくともケネスたちを避難させてきたというのは理解した。だが、そこで一つ疑問を持つ。

「それってつまり、王都の他の場所でも、こいつらが現れているってことか？」

「そうらしいですよ。東地区は、それほどでもないみたいですが……」

　涼とアベルの会話は、周りにいた者たちの耳にも聞こえた。

「大神官様……」

「ええ、リーヒャ。王国騎士団はもちろん、王都衛兵隊もそちらに回るでしょうから……こちらに援軍は来ないでしょう」

　リーヒャと大神官ガブリエルは、そんな会話を交わす。特にガブリエルは深刻な表情だ。いつ終わるとも分からない戦いを、これ以上の援軍なしで続けなければならないことが確定したからだ。

　だが、援軍としてやってきて、現在の防衛の中心にいる剣士は、あっけらかんとして言った。

「ああ、それは大丈夫じゃないか？　リョウが来たし」

　アベルは、ガブリエルに向かって言う。

　それを聞いて、涼は小さく首を振る。そして、周りを見回して言った。

「見た限り、魔法使いたちは魔力切れ寸前ですね。どうします？　氷の壁で、一体ずつ出てくるように整理して、それをアベルが一人で倒していきますか？」

「いや、何で俺限定なんだよ。勇者パーティーの中でも、ローマンはまだまだ体力あるぞ」

　アベルがそう言うと、涼も勇者ローマンの方を見た。

「本当ですね。ピンピンしてますね」

　ローマンを見て頷いて言う。

「あ、あの、昨日、仲裁をしてくださった方ですよね？　その節はありがとうございました」

　そういうと、勇者ローマンは頭を下げた。

　この場にふさわしいセリフかと問われれば、はなはだ疑問であるが、感謝の気持ちを表したり、謝罪の気持ちを表したりすることが、円滑なコミュニケーションに必要不可欠なのは確かだ。

「いえいえ。どうぞお気になさらずに」

「うん、お前ら、このタイミングで言うには、少し変だと思わないか？」

　涼が謙遜し、アベルがつっこんだ。

「とりあえず、前で戦っている……神殿騎士？　みたいな人たちは下がって、休んでもらった方がいいでしょう。彼らも、けっこう足にきてますよね」

　涼の意見により、モンク隊は下がり、しっかり休むことになった。

「なあリョウ、一面凍っちまったけど、どうするんだ？」

「どうするとは？」

　アベルの質問の意図が分からずに問い返す涼。

「凍った奴ら、死んでるんだろ？」

「ゴブリンとかオークとかは、死んでますね。スケルトンみたいなアンデッドは……死んでると表現するのかどうかは、難しいところですが」

「うん、まあ、そこはどっちでもいいんだが。また地下二階から、続きが出てくると思うんだ……」

　そう言っていると、地下二階に通じる階段から、スケルトンが上がってくるのが見えた。

「氷の世界を歩くスケルトン……なかなかにシュールな絵です」

　涼が独り言のように言う。

「余裕だな……」

　アベルが大きくため息をつく。

「でも、あんまり時間をかけても仕方ないですよね。王都にも出没しているそうですし。〈アイスウォール〉で整理するので、アベルとローマン二人が、前方で殲滅してください。倒し切れなかったのは、僕が一人でやりますから。その間、他の魔法使いは魔力回復に専念、ということでどうですかね？」

　最後の方は、リーヒャと大神官ガブリエルの方を見ながら、涼は言った。

　もちろん、大神官ガブリエルのことは知らないのであるが、一番立派な服を着ていたから、一番偉いのだろうと勝手に思っただけだ。

「ええ、リョウがそれでいけるなら、それでお願い」

　リーヒャが頷いてゴーサインを出した。

　それを合図に、アベルとローマンが飛び出していき、再び二人の殲滅戦が始まった。

「おぉ、これは見事ですね。二人とも凄い」

　後方から、涼は二人の動きを見て感動した。

　襲ってくる、魔物のほとんどを、二人で倒していく。わずかに、二人の魔手から逃れてさらに進んでくる者は、涼の〈ウォータージェット〉で首を刎ねられる。

　その極細の水の線は、本当に細く、極めて見えにくかったため、ほとんどの者たちの目には、突然首が落ちたようにしか見えない。

　アベル、ローマン、そして涼の三人による殲滅戦が、見る者に絶対的な安心感を抱かせたのもまた事実。ようやく、なんとかなりそうな未来が見えてきたことを、戦ってきた者たちに感じさせるのであった。




　涼が加わってしばらくしてから、突然、リーヒャと大神官ガブリエルの方を向いて言った。

「これって、途中で他の場所に繋がっている通路とかないですか？」

「ないはず……」

「ないですね……。どうしてですか？」

　涼の問いに、リーヒャも大神官ガブリエルも、ないと答えた。

「なんか、出てくる数が減った気が……。数自体が減ったからかな？」

「それなら、もうすぐ終わるかな」

　涼の呟きに、リンが嬉しそうに言う。

「あっ」

　その時、大神官ガブリエルが小さく叫んだ。

　涼、リーヒャ、リンはガブリエルを見る。

「地下三階が、古い修道院の地下に繋がっています。ただ、途中、三重の扉があり、全て聖なる封印がなされてはいますが」

　大神官ガブリエルが、思い出して言った。

「知りませんでした……」

　リーヒャも知らなかったらしく、驚いている。

「ええ、そうでしょう。全く使われていませんからね。そもそも、修道院も移築したために、その通路自体まだあるのかどうか、誰も確認していないと思いますよ」

　大神官ガブリエルは頷きながら言う。

「その古い修道院って、今は何があるんですか？」

「今は……王国騎士団の、第二演習場ですね」

「もし、そこを破られて通路を通って行ったとしても、騎士団の演習場なら問題ないかな」

　ガブリエルの答えに、涼は安心して目の前の処理に専念することにした。

　涼が考えた『騎士団』の基準は、ルン辺境伯領騎士団であったのが、不幸であったろうか。かつての王国騎士団ならともかく、現在の王国騎士団は……。
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　それが起きた時、王国騎士団の第二演習場には、六十人の騎士がいた。三十人が屋外の演習場に。残りの三十人が屋内の休憩室に。

　建物全体が揺れ、休憩室にいた三十人は何事かと思った……わけではなかった。その三十人のうち、半数以上が酒に酔っていたから。

　昼間から酒に溺れる騎士団員……上が腐れば、下も腐る。どんな世界であろうが、いつの時代であろうが、何の組織であろうが変わらない真実。

　休憩室を出たのは、酔っていない十人ほどだ。

　そこで彼らが見たのは、廊下の奥、物置になっている部屋から溢れ出てくるスケルトン、レイス、ゴブリン、ホブゴブリン、オーク、そしてオーガの大群であった。

　その絶望が迫りくる光景に、反応できた騎士はいなかった。何もすることなく、剣を抜くことすらなく飲み込まれた。

　いわんや、酒に酔った二十人をやである。休憩室になだれ込んだ魔物は、二十人もあっという間に飲み込んだ。

　廊下の奥の物置部屋……この建物が修道院であった頃は、地下で中央神殿と繋がっていた部屋。もちろん、騎士団はそんなことは知らない。知っていようが、知っていまいが、何も変わりはしなかったのだろうが。

　建物から溢れた魔物は、屋外で演習していた三十人の騎士たちに向かった。それはまるで、生きている者全てが標的であるかのような……アンデッドの行動原理。

　屋外にいた三十人の騎士たちは、多少は抵抗した。もちろん、それは屋内にいた者たちに比べれば、という程度であり、二分もしないうちに全員が飲み込まれたが。

　騎士には従士がつく。かつては鎧を着たり、馬に乗ったりする際に、手伝いが必要だったからだ。もっとも現在は、技術の進歩もあり、騎士の鎧も騎士一人で着脱可能になっているため、その意味では従士は不要だが……伝統のようなもので、王国では現在も、騎士一人につき従士一人が付き従っている。そんな従士たちも……犠牲になっていった。




　数百、数千を超える魔物が向かったのは、さらに北。王国騎士団の第一演習場。

　そこでは、三十人の騎士が基礎訓練を行っていたが……全く抵抗できずに飲み込まれた。不意打ちであることを考えても、王国の精鋭たちとは思えない無抵抗さ。

　第一演習場を飲み込んだ魔物は、さらに北。ついに、騎士団詰め所へと向かった。

　騎士団詰め所。

　それは、王城内の騎士団本部と並ぶ、王国騎士団の最重要拠点であり、幹部の多くがいる場所でもある。そのため、入口各所には衛兵が立っている。

　さすがに入口の衛兵は、酒に酔っていたりはしない。騎士団だけではなく、外部からの人間にも接する以上、馬鹿なことはできない。場合によっては王家の人間や、国の重鎮も訪れたりすることを考えると、現在の騎士団の中で最もまともなのは、彼ら入口の衛兵たちなのかもしれない。

　さすがに、彼らの反応は早かった。

　魔物が迫ってくるのを確認すると、規定通りに鐘を鳴らした。これは異常事態発生を知らせる鐘だ。

　少なくともこれで、詰め所の騎士たちが不意打ちを受けることはなくなった……まともならば。残念ながら、緩み切った騎士たちは、その鐘の音が聞こえても、一向に緊張感を持てなかったのだ。しかも、魔物の勢いは凄まじく、入口衛兵たちの抵抗をほぼ許さず、衛兵と鐘を飲み込んだ。

　これによって、鐘の音は止まった。

　あまりにも早く止まった鐘の音に、「ああ、何かの間違いだったのだな」……緩み切った騎士たちはそう判断して、今までの作業を続けた。

　衛兵たちがいた入口には、当然閉じられた門があるわけだが、それは交ざっていたオーガによって簡単に破られてしまう。

　そもそも、ここは辺境ではない。王都なのだ。王国の中で、最も魔物たちの襲撃から縁遠い場所と言っても過言ではない。騎士団詰め所の門にしたところで、人間では破りにくいという程度の物だ。その程度の門など、オーガの前には、無いも同然であった。

　詰め所の騎士たちが異変に気付いたのは、魔物が、建物そのものに侵入した後であった。

　そこでようやく、廊下などでの抵抗が始まる。廊下や階段ならば、一人や二人で抵抗することも可能ではあった。だが、それらも押し寄せる数の暴力によって、次々と排除されていく。

　一階の廊下、全ての部屋から人間が排除される頃には、二階への階段も半ばまで放棄されていた。

　普段は、王城内の騎士団本部にいる騎士団長バッカラーが、この騎士団詰め所に来ていたのは、ただの偶然だ。詰め所四階にある騎士団長執務室に置いてある私物を、取りに来ただけ。だが、執務室に置いていた高級ウイスキーを少しだけ飲み、ゆっくりしていたのが仇あだになった。

　バッカラーが異変に気付いた時には、すでに二階が戦場になっていた。その時になって、ようやく騎士が執務室にやってきて報告したのだ。

「騎士団長、スケルトンやオーガによって、詰め所が襲われております」

　もしも、全ての事情を知っている者がいれば、失笑せざるを得ない報告であった。

　まず、「今ごろ！」と言われたであろう。

　さらに、「なぜよりによってスケルトンとオーガを選んだ」と言われたであろう。

　最後に、「もう、どうしようもないだろ」と笑われたであろう。

　報告している間に、二階の戦闘は終了し、すぐ階下、つまり三階からの戦闘音が聞こえ始めていた。

　ここで騎士団長バッカラーが考えたのは、窓からの脱出であった。三階に下りて、戦闘の指揮を執ろうなどとは露ほども考えなかった。だが、さすがに四階から飛び降りたのでは、死なないまでも重傷は免れない。しかも、建物の外にも魔物がいて、上を見上げている……。

　バッカラーが、逡巡している間に、戦闘音はすぐ横、つまり四階廊下から聞こえ始めていた。

　ここに至って、ようやくバッカラーは剣を抜いた。それと同時に、扉が破られ、何かが飛び込んでくる。

　バッカラーは、何も考えずに剣を振り下ろす。

　ゴブリンを一太刀で切り伏せた。

　バッカラーは、騎士として、決して無能というわけではない。ただ、騎士団長になって、少し緩んでしまっただけだ。

　ゴブリンを切り伏せただけで、剣が止まったのがその証拠。

　すぐに、斧が飛んできて、バッカラーの胸に刺さる。

　口から噴き出る血。思わず膝をつく。

　すぐに顔を上げたが、もう遅かった。

　バッカラーが見た最期の光景は、ホブゴブリンが剣を振り降ろす姿であった。

　ウェア伯爵バッカラー・トー、享年三十八歳。




　騎士団詰め所を制圧した魔物は、王都市街へと解き放たれる。だが、すでに王都には、他の魔物も解き放たれていたのだ。中央神殿地下だけではなく、他の場所からも現れていた……。



　　　　　　　◆





　エルフ自治庁。

『西の森』に住むエルフたちの、王都における連絡機関。五年前の移転拡張により、王都北西、貴族街の一角に移ってきており、現在三十人ほどのエルフが常駐している。

　そのうちの十五人、常駐する中でも精鋭と目されている者たちは、昨日から逗留している一人の女性によって鍛えられていた。まだ一日も経っていないのだが、彼らがその女性を見る目には、恐怖と畏怖が宿っていた……どちらも似た意味であることは、気にしてはいけない。

　午前の訓練で、昨日以上に鍛えられた彼らは、なんとか昼食を食べた。食べておかねば、午後からの訓練がもたないことを、すでに理解しているからだ。

　昼食休憩を終え、中庭に出てきた彼らは、件の女性、セーラが自治庁前の道路に出ているのを見つけた。

　昨日、セーラに酷い目にあわされたロクスリーが、近付いて行く。もちろん、ロクスリーも例に漏れず、恐怖と畏怖を宿した瞳でセーラを見るのだが、同時にその強さに憧れも抱き始めていた。

　それが、近付いて行った理由であったのかは不明であるが。

　近付いてくるロクスリーを認識して、セーラが声をかける。

「ロクスリー、最近の王都では、ああいう催しが流行っているのか？」

　セーラが見つめる先では、身長が三メートル近くある生き物が、手に棍こん棒ぼうらしきものを持ってこちらに向かって歩いてきている。

　よく見ると、オーガに見える。

「いえ、そんなものは流行っていませんが……。あれはオーガに見えますが……王都にオーガ？」

　王都の道路に魔物がいる……それは、まずありえない光景だ。

　だからこそ、セーラも尋ねたのであるが、ロクスリーにも理解できない光景。

「あのまま、こっちを襲ってくれば、斬り捨てることができるのだが……」

　セーラが涼やかに言葉を紡つむぐ。内容は、涼やかとはとても言えないものだが。

　その言葉は、ロクスリーの耳にはしっかり聞こえていた。だが、ロクスリーは、あえて聞こえなかったふりをした。それは、危険な香りがしたから。

　その時、セーラは、ふと後ろの道路を見た。そちらには、何かに追われて必死に走って逃げてくる人たちが見えた。

　追ってくる者は……。

「オーク？」

　身長は人間と同じ程度。豚の頭が載った、ゴブリンよりは少し強い魔物だ。

「なるほど、何かの異常事態だな」

　セーラはそう呟くと、腰の剣を抜いて指示を出す。

「ロクスリーは逃げている人たちを救い、自治庁にかくまえ。私はオーガを倒しておく」

　さらに、中庭に向かって大声を張り上げた。

「緊急事態発生！　第一班、第二班は道路で防衛。逃げてくる人たちを助けろ。第三班は保管してある全ての武器を中庭に準備。大至急、おババ様を呼べ」

　そこまで言うと、エルフたちが動き出したことを確認することなく、オーガに突っ込んでいく。

　身長三メートル近いとなると、そのままでは首を刎ねるのも難しい。単純に、首のある位置が、高いからだ。

　セーラが向かってきたことを認識して、オーガは棍棒を振り上げ、振り下ろした。

　セーラは、オーガの右側を駆け抜けながら、膝を切り飛ばす。オーガが膝をつき、頭も下がったところで、後ろから首を刎ねた。

　危なげなくオーガを倒す姿は、道路に防衛線を構築していた、第一班、第二班のエルフたち全員の目に焼き付いた。

　誰一人、声も無い。

　セーラが構築された防衛線に戻ると、おババ様が中庭から走って出てきた。

「異常事態と聞いたが？」

　おババ様がセーラに訊きながら、周りを見回す。

　オーガやオークの死骸、あるいはバラバラになったスケルトンの骨が、既に道路には散らばっている。

「まさか王都でこんなことが起きるとは……」

　おババ様は、占いにあった、王都に不穏の気配というのを思い出していた。おそらく、これのことであったのだろうと。

「おババ様、道路を歩いていた人たちでしょうか、逃げてくる人たちがいますので、自治庁でかくまいます。どうも、すぐには終わりそうにないので」

「うむ。ここは貴族街じゃから、自分の屋敷に籠る貴族がほとんどであろうが……外出中にこれに遭遇すれば大変じゃろうからな、保護しよう。終わりが見えない以上は、魔法の使用もできる限り控えさせた方がよかろう」

　セーラの報告と提案に、おババ様は頷いて答えた。

「遠距離で。近付けないで、弓矢で仕留めるのを中心に。スケルトンとオーガは弓矢では無理ですから、そこだけ近接戦か魔法ということになります」

「そうじゃな。その方針で行こう」

　こうして、自治庁においても長い防衛戦が始まるのであった。

　だがそれは、王都各地で起きている混乱の一部に過ぎなかったのである。



　　　　　　　◆





　王都貴族街ウエストウッド子爵邸。

　飲み会組織『次男坊連合』のメンバーである、王国騎士団のザック・クーラーとスコッティー・コブックが子爵邸を訪れていたのは、騎士団からのちょっとした書類を届けるためであった。

　本来は、王国騎士団所属の騎士が、しかも二人で届けるようなものではないのだが、この二人は、この手の仕事を率先して引き受ける。決して、届けた後に買い食いをしたり、気になったカフェに行ってみたり、あるいは街をぶらついてみたりするのが好きだから……そんなわけではない。

「そんなわけないじゃないか～。あっはっはっはっは……」

　指摘されたら、ザックは、そんな乾いた笑いをあげたかもしれない。帰るのがちょっと遅くなるだけであるし、街の見回りにもなるし、別にいいじゃないか！　基本的に、王都の治安は、騎士団とは別に組織されている王都衛兵隊が担っているのだが。

　だがこの日、二人が子爵邸を後にするのが遅くなったのは、別の理由による。それは、子爵邸の料理長が新作料理の試食を二人にもお願いしたからであった。

　ウエストウッド子爵家は、代々美食家として知られている。

　現当主のハーヴィーは、迎賓館料理長官という地位に就き、王都を含め王国内三カ所にある迎賓館……国賓を迎える施設で供される料理の、責任者になっているのだ。つまり、王国において『ウエストウッド子爵』というのは、美食と同義と言ってもいいくらいの地位なのだ。

　そんなウエストウッド子爵邸で出される料理を取り仕切る料理長が、並外れていないはずがない。子爵夫人を通して、そんな料理長の新作を試食してくれと言われれば、断る人間などいようはずがないのだ。

　料理長は、実はこの二人の名前をよく知っていた。なぜなら、料理長の妹は、居酒屋『溺れる者は酒に溺れよ』の女将なのだ。

『溺れる者は酒に溺れよ』は、次男坊連合の行きつけの居酒屋。

　実は次男坊連合の者たちは、常連の中でも味の分かる若者と認識されていた。十代の頃から遊びまくっていたため、舌が肥えたから……なのかもしれない。

　そのため、料理長は、この二人が来ると聞いた時から、試食してもらうのを子爵夫人に頼み込んでいたのだ。

　子爵夫人としても、もちろん否やはない。二人にしても、あろうはずがない。

　こうして、二人は、配達の仕事が終わったにもかかわらず、子爵邸の食堂で舌鼓を打っていた。

　そんな料理長の、最後に出てきた新作デザートを食べ、ザックとスコッティーが絶賛していた時、庭の方から女性の悲鳴が聞こえてきた。

　二人は顔を見合わせると、すぐに剣を持って庭に走り出す。

　庭には、一人のメイドが腰を抜かして地面に座っていた。メイドが見ているのは子爵邸の門。細い鉄製の棒を編み込むようにして作られた門。

　二人が門を見ると、門の外から一体のスケルトンが中を見ていた。

　本物のスケルトンなど、王都で見かけることなどない。二人がまず考えたのが、誰かの悪ふざけか？　だったのは、仕方のないことであろう。

　だが、二体目のスケルトンが現れ、しかもそれがスケルトンアーチャーで、矢をこちらに放ってきたら……さすがに誰かの悪ふざけではないだろう。スケルトンアーチャーの矢は、当たれば怪我をするし、当たり所が悪ければ当然死ぬ。

　そんな悪ふざけはさすがにない。

　事ここに至って、さすがの二人も、何か異常事態が起きていると認めざるを得なかった。

　アーチャーの矢を剣で斬り、そのまま門に駆け寄る。ザックは、門を構成している鉄の棒の隙間から、剣を突き出し、アーチャーの額を剣で貫く。スコッティーも同様に、残りのスケルトンの額を剣で貫く。二体のスケルトンは、その場で崩れ落ちた。

　スケルトンに最も有効なのは、棍棒や槌などの鈍器だ。これで、頭蓋骨を砕けば活動を停止する。

　だが、剣士や槍士は、突き刺して、頭蓋骨を貫く倒し方を好んだ。

　もちろん、これは見た目以上に難しい。骨に対して完全に垂直に剣が入らなければ、骨の上を滑ってしまい貫けない。

　スケルトンの頭蓋骨を貫けるザックとスコッティーは、剣士として水準以上の腕を持っているのだ。

　スケルトンを倒した際、二人は門の隙間から道路を見た。そこには、スケルトンだけではなく、ゴブリン、ホブゴブリン、オーク、果てはオーガまで歩いている。

「おい……どうなってるんだ」

「分からん。分からんが……ヤバい状況なのは確かだ」

　ザックもスコッティーも、初めて遭遇する状況に混乱していた。

「とりあえず、二階から、周りの屋敷がどうなっているかを確認するか？」

「そうだな。そうしよう」

　二人は、囁くような声で相談すると、庭で腰を抜かしたままになっているメイドを屋敷まで運ぶのであった。




　王城では。

「つまり、貴族街を中心に魔物が広がっていると」

　国王スタッフォード四世が呟くように言う。

　御前会議用の円卓の上には、かなり大きな王都の地図が広げられている。

　中央神殿を中心に、ほぼ円状の形の王都。中央神殿の北に隣接した場所に、王国騎士団の詰め所がある。

　王都北側に王城が建っているため、王都北側は、裕福な商人や貴族たちの屋敷の多い地域となっており、一般に貴族街と呼ばれている。そして現在、魔物たちは、その貴族街を中心に荒らしまわっていた。

「何が何やら……」

　呟くように言ったのは、財務卿フーカ。

　それを受けて、手をあげた者がいた。

「多少、整理された情報がありますので、説明させていただきます」

　発言者は、内務卿ハロルド・ロレンス伯爵。その後ろには、王都衛兵隊レックス副隊長が控えている。

「魔物の発生は王都北側の複数個所。その中でも、特に中央神殿地下墳墓からは大量に発生したことが確認されております。ただ冒険者の協力もあり、中央神殿は、防ぎ続けることができそうだということです」

　それを聞いて、多くの者たちが安堵したのは言うまでもない。中央神殿は王都の中心地であると同時に、信仰の中心でもある。そこから魔物が溢れ出たら、神殿への信仰は地に落ちるであろう。

　それはとりもなおさず、政情不安につながる。宗教が、使い方次第で強力な統治の道具となることは、ここにいる者たちは知っている。

　中央神殿の防衛見通しは、この一連の問題発生以降、初めての良い知らせだ。

　だが、良い知らせはここまでであった。

「ただ、中央神殿の魔物は、地下墳墓から繋がっていた王国騎士団第二演習場で、地上に出てきました。そのまま、第一演習場、さらに騎士団詰め所と襲い、その後、貴族街へと広がり、他の魔物と合流したと思われます」

「なぜ、王国騎士団詰め所が襲われたのかは、分かっておるのか？」

　ハロルド・ロレンスの説明に、疑問を述べたのは国王スタッフォード四世。

「確たる理由は分かっておりません。ただ、人が多い場所に向かって行っているのではないか、と専門家が指摘しています。つまり、生命力の多い場所。これは、ご存じの通り、アンデッドの特徴です。今回の魔物の中には、スケルトンやレイスといったアンデッドがかなり多いですので。地下墳墓が発生場所ということで、当然なのかもしれませんが。ですが、中にはゴブリンやオークにも同様の傾向が見られるということです。奴らは、生きている人間を襲って殺した後、食べているという報告もあります」

　ハロルド・ロレンスが報告すると、しばらくは誰も口を開かなかった。

　最初に口を開けば、魔物に聞こえ、奴らがやってくるのではないか……そんな幻に怯えた者すら、実はそこにはいたのだ。

「詰め所の王国騎士団は壊滅したと聞いたが？」

「はい、残念ながら」

　財務卿フーカの問いに、ハロルド・ロレンスは沈痛な表情で答えた。

「王国騎士団で生き残っているのは、詰め所ではなく王城内の本部にいた二百人ほどです。現在、その者たちは、王城の守りについております」

「宮廷魔法団と第二近衛連隊は……」

「魔法団は、昨日より演習に出ており、王都にはおりません。第二近衛連隊は、王太子殿下の警護でジュー王国大使館に」

「つまり、今、王城で戦える戦力は……」

「王国騎士団の生き残りを除けば、第一近衛連隊のみとなります」

　あまりに少ない戦力に、御前会議の出席者は言葉を失った。

　第一近衛連隊は、確かに精鋭揃いだ。だが、全員合わせても百人。王国騎士団の生き残り二百人と合わせて三百人の騎士。騎士付きの従士たちがいくらかはいるとしても……あまりにも少ない……。

　個の戦力としては決して強くない王都衛兵隊だが、王都各所に移動し、近くの貴族らと協力して戦っているという報告が上がってきている。

「内務卿、どうする？」

　財務卿フーカが問う。

「詰め所におります王都衛兵隊を、王城に回します。すでに王都各所に散っておりますので、残っているのは五百人ほどですが……」

　内務卿ハロルド・ロレンスは、そう答えた。

　後ろに控える衛兵隊のレックス副隊長は、顔をしかめている。やむを得ないというのは理解しているが……そもそも王都衛兵隊は、王都と付くとおり、王都の治安を守るための組織だ。王城ではなく。

　王都民を守るのではなく、王城を守る……非常時ゆえ仕方ないと、頭では理解していても、レックスの中に、やりきれない思いがあるのもまた事実であった。

　だが、それ以上に大きな問題がある。

　それは、王都における最大戦力たる王国騎士団が、かくたる抵抗もできずに壊滅した点であった。

　ここにいる者たちの多くは、騎士団長バッカラーの不正蓄財の噂を聞いていた。だが、それを糾弾した者はいない。

　自分も多かれ少なかれ、似たようなことをしているから……そういう者もいる。

　バッカラーによって、陳情された勤め先の融通をつけてもらった……そういう者もいる。

　情報と証拠を握っておけば、いずれ使えるかもしれない……そう思った者もいる。

　それら全てが、王国騎士団を腐らせ、現状を招いたことは、さすがに理解していた。もちろん、声に出して認める者などいない。この期に及んでも、誰もいない。

　国の崩壊は、すぐそこまで迫っていた。
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　国家というものは、常に外圧にさらされている。外圧にさらされ続けている。

　どれだけ平和に見えようが、その外圧に対処している者たちがいるからこそ、存続し続けることができるのだ。

　それは、水の中の風船、あるいは水中を航行する潜水艦みたいなものであろうか。対処を怠れば、あるいは失敗すれば、容赦なく水によって圧壊するように。弱い箇所があれば、情け容赦なくそこを攻められるように。

　対処するのが行政機構の仕事なのだが……国レベルのような、あまりに巨大な組織になりすぎると、一人ひとりにその自覚など持てなくなってしまう。それを責めるのはあまりに酷であろう。

　官僚たちがそうなり、彼らを率いる大臣たちもそうなってしまえば……国は亡びる。そして、全ての国家がそのプロセスから無む謬びゅうではいられないのは……悲しい歴史的事実でもある。

　そんな、国の犠牲になりかけている不幸な騎士が二人。ザック・クーラーとスコッティー・コブック。

　決して、二人が普段からさぼり癖があり、さぼりまくっており、この日もさっさと帰らなかったから巻き込まれた……そういうわけではない。

　不幸な、国の犠牲者なのだ！

「戦えるのは俺ら二人だけと。子爵夫人、娘さん、料理長に執事さんやメイドさんなど、十人が非戦闘員……」

「そういうことだな。使える武器は、子爵のコレクションの槍が二十本ほどある。門に取りつかれないように、間合いを取って攻撃するには槍がいいだろう。夫人から使用許可はいただいている」

　ザックとスコッティーは現状を確認し合う。

「今のところ、この屋敷に執着している魔物はあまりいないな。そのまま道路に沿って右の方に行っている」

「なにかしら、奴らの興味を引くものがあるのだろうな。とりあえず、門に取りつくやつらを槍で倒しておこう。戦闘向きの門じゃないからな……取りつかれたら、長くはもたない」

　それだけ確認し合って、二人は屋敷の防衛に入った。

　さぼらないで早く帰ればよかったと、少しだけそう思った二人。だが、そうしていたらこの屋敷の人たちは犠牲になっていたであろう……それはそれで寝覚めが悪くなっただろうとも思うのだった。




　エルフ自治庁。

　今やその中庭は、周辺住民の避難所と化していた。自治庁の、向こう三軒両隣の屋敷に住む者たちが、いち早く敷かれた自治庁の防衛線を見て、避難してきたのだ。

　貴族街の屋敷の中には、自主防衛を行う屋敷が多かったが、時間が経つごとに敷地内への侵入を許し、犠牲が出ていた。

　自治庁入り口が面する通りは、王都中央神殿から延びる大通りの一つだ。現代日本なら、優に片側三車線、つまり合計六車線分の幅がある。そして、ちょうど自治庁の前で、王城から延びる通りがぶつかっている。それもあって、自治庁前の通りは、かなり広い。

　現在、その幅いっぱいに魔物が広がっている。しかも、全方向から集まってきているようにすら見える……。

　これが普通の貴族の屋敷であったなら、五分ともたずに敷地内に侵入されていたであろう。だが、自治庁に詰めているエルフたちの弓矢による防衛線は、異常なほどに強固であった。

　涼がその光景を見ていれば、「さすが、エルフと言えば弓ですよね！」と言いそうだ。種族特性と言うべきだろうか、エルフが最も得意な武器は、剣でも槍でも斧でもなく、弓であった。

　もちろん、中には例外的事例として、セーラのように剣の扱いに特に秀でたエルフもいるが、それはあくまでレアケース。それに、セーラは超絶技巧の剣技を誇るが、弓の腕も超一流。その腕前は、この防衛戦においてもいかんなく発揮されている。

　セーラだけではなく、防衛戦に加わっているエルフたちの弓は、まず的を外すことはない。急所を射い貫ぬくか、急所の隣を射貫くか、その違いしかない。無駄ダマならぬ無駄矢は、一本として存在していなかった。

「セーラや。周辺の屋敷から、避難してこれそうなところはだいたい収容できたであろう。来ておらぬところは、残念ながら諦めるしかあるまい。各個で抵抗できていることを祈ろう」

「はい、おババ様」

「収容のための道全体の防衛から、屋敷に籠る防衛にそろそろ切り替えぬと……いろんなものが有限じゃぞ」

　おババ様が言うのはもっともであった。矢は言うに及ばず、節約しているとはいえ、各自で魔法を使うこともある。その魔力も有限なのだ。

　だが、セーラは気付いていた。

　斜はす向かいから、さらに二軒向こうの屋敷が、今でも頑強に抵抗し続けていることに。門に取りついた敵だけを、中から槍で突き刺すという方法で、効果的に倒している。しかもたった二人で。

　だが、それもこの数分で、突く精度が落ちてきているように見える。疲労がたまっているのであろう。

「おババ様。あの、斜向かいからさらに二軒向こう側の屋敷。あそこだけは、陥落を免れています。槍で抵抗しているのですが、限界が近いようです」

「む？　あれは……確かウエストウッド子爵の屋敷であったか？」
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「まずいぞスコッティー。さすがに腕が上がらなくなってきた」

「訓練をさぼっていたのが、ここに来て出てしまったな」

　ザックとスコッティーの二人組は、疲労の極にあった。

　ここまでは、なんとか門を守ってきた。だが、二人の疲労の蓄積に比例して、取りつかれることが多くなってきた。それは、門の耐久力がガリガリ削られていっているということでもある。このままでは、早晩、魔物の侵入を許してしまうであろう。

　すでに、周りの屋敷には、生きている者がいないことは分かっている。そして、頼みの綱の王国騎士団による制圧も行われていない。もちろん、騎士団がどれほど腐敗し、力を失っているかは当の本人たちが一番よく知っている。

　それでも、王都における最強戦力の一つなのだ。まさかその最強戦力が、すでに壊滅しているとはさすがに想像外であった……。

　見える範囲で、人間が生きているのは、百メートル以上離れた場所にある一角だけ。そこは、エルフの自治庁だ。だが、その自治庁とこの屋敷との間にも、けっこうな数の魔物がいる。二人だけならともかく、十人もの非戦闘員を連れてとなると、まず、たどり着けまい。

「さて、どうするか」

　ザックが、そろそろ腹をくくらねばならないのかと考えていた、その時。

　ふと、自治庁の方を見た。

　すると、指揮官と思われる長いプラチナブロンドの髪の女性が、こちらを見た。そして、手をあげて、こっちに来い！　と手を動かしたのだ。

　決して、見間違いではない。

　その瞬間、ザックの腹は決まった。

「スコッティー、自治庁に行こう」

「お、おう、それはいいが……どうやって？　たどり着くか？」

「多分大丈夫だ。あっちの指揮官が援護してくれる」

　ザックの提案に、スコッティーは少し不思議に思ったが、何も言わなかった。少なくとも、このままここにいても、ジリ貧であることは確かだからだ。むしろ、このタイミングで腹を決めたザックに感心したくらいであった。

　スコッティーが先頭、非戦闘員十人が続き、最後にザック。この隊列で自治庁に向かうことが決まった。

　あとは、タイミングだけだ。




　遠目に、屋敷の庭に人が出てきているのが、セーラにも見えた。

「向こうの準備はできたか」

　セーラが呟く。

　そして、第一班に告げた。

「手筈通りに」

　それだけ告げると、屋敷に向かって手をあげる。すると、屋敷にいる男も手をあげた。

「よし、では始めるぞ！　第一班、放て！」

　これまでは、ある程度近付いてきた魔物を、射貫くように矢を放っていた。

　だが、セーラの号令と共に放たれた矢は、自治庁とウエストウッド子爵邸の間にいる者たちを集中的に射貫く。

　しかも一射だけではない。

　連射、連射、連射。

　またたく間に、生きた者の全くいない通路が出来上がった。それを確認して、屋敷の門が開き、自治庁に向かって走り出した。

　先頭の男がたどり着き、後から来る者たちを迎え入れる。

　だがその時、だいぶ遅れていた最後尾の男が転倒した。




「くそっ！」

　ザックは悪態をついた。

　戦い続けたせいで、足にきていたのだ。

　転ぶ前に、オークがすぐ近くまで来ているのは認識していた。その上で転んだ……これはさすがに無理……。楽天家のザックですら、そう思うしかなかった。

　瞬間。オークと自分の間に、銀色の光が流れ込んだのが見えて……一刀の下にオークの首を刎ねた。

「立てるか？」

　そのプラチナブロンドの髪の女性は、ザックの方を向くことなく問いかける。

「あ、ああ」

「よし、なら立って走れ」

　ザックは言われるままに立ち上がり、自治庁に向かって走り出した。

　いつもなら、「女性を置いていけるか」などと言うだろうが、この時はそんなことは一切考えなかった。明らかに、ザックなど足元にも及ばないほどの、凄まじい剣士であることは理解できたからだ。

　ザックが自治庁の中庭に入ると、その女性の号令が道に響き渡る。

「撤収」

　その言葉により、道路に防衛線を張っていたエルフたちが一斉に自治庁内に入る。

　最後に女性が入り、すぐに門が閉じられた。その門は、子爵邸の門などとは比べるべくもない、頑丈な門であることはよく分かった。

「ザック……助かったな」

　スコッティーは、少し泣きそうになっていた。ザックが転んだ時には、さすがに、もうダメだと思ったのだ。それが助かり、こうして安全な場所に保護されれば、涙腺も緩もうというものだ。

「ああ……俺たちは幸運だった」

　ザックはそう言ったが、見つめる先は、先ほど自分を助けてくれた女性。彼女が、ここの指揮官であることは分かっている。同時に、恐ろしいほどの剣の使い手であることも先ほど見せられた。

「エルフはみんな美男美女、と聞いていたが……確かにそうなんだが、あの指揮官の人は、その中でもとびっきりだな」

　スコッティーも、ザックの視線を追ってから言った。

「ああ、確かに」

　そういうと、ザックは何かを決意したかのように、その女性の方に歩き出した。

「お、おい」

「助けてもらったから、感謝の気持ちを伝えて、名前を聞く」

　スコッティーの問いに、ザックは歩きながらそう答えた。

　女性の前に立つと、頭を下げる。

「入れてくれてありがとうございました。王国騎士団スコッティー・コブックです」

「先ほどは助かりました、ありがとうございました。王国騎士団ザック・クーラーです」

「ああ、いや、気にするな」

　スコッティーとザックの挨拶に、セーラは大したことではないと言って、移動しようとした。

「あ、あの、もしよろしければお名前を。自治庁の方と協力したとなれば、後ほど私たちは報告書を書かねばなりませんので……」

　ザックはちょっとだけ嘘をついた。

　確かに、報告書の規定はあるのだが……ここ数年、書いたことなどない。

「うむ……私は、実は自治庁の者ではない。たまたま、ここに来ていただけだ。ルン辺境伯領騎士団、剣術指南役のセーラだ」

「ルン騎士団の剣術指南役……」

　ザックは絶句した。

　ルンと言えば辺境最大の都市であり、王国内でも、王都を除けば一二を争う規模の街だ。

　そのうえ、ルンの騎士団は精強で知られている。王国騎士団のレベルが下がった現在、王国で最強騎士団の一つと言えよう。

　その剣術指南役であれば……先ほどの凄まじい剣の冴さえも納得というものだ。

「どうりで……あの剣……」

　ザックは、助けてもらった際の剣を思い出しながら呟いた。

「とりあえずは、ゆるりと休まれよ。この混乱、いつ収束するか分からぬゆえな」

　そういうと、セーラはおババ様の方へと歩いていくのであった。
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「なあ、リョウ。さすがに疲れてきたんだが……そろそろ交代を……」

「アベル、何を言っているのですか！　この程度で弱音を吐いているようでは、立派な剣士にはなれませんよ！」

「俺、多分、すでに、それなりに立派な剣士だと思うんだが……」

　中央神殿地下一階、未だ魔物の流れは続いている。

　涼の〈アイスウォール〉で調整しながら、前面だけに集中して戦える環境の下、殲滅戦は続いていた。現在は、アベルと勇者ローマンの二人が、剣で斬り倒している組み合わせだ。

「隣で戦っているローマンを見るがいいです！　弱音一つ吐かずに斬り続けています。ローマン、疲労の方は大丈夫ですか？」

「問題ありません！　まだまだやれますよ」

　涼の問いに、ローマンは笑顔で答える。

「ほら！　聞きましたかアベル。これが、剣士の模範的な回答です。それに比べて、最近のアベルときたら……」

「いや、ローマンって勇者だからな！　勇者！　勇者ってのは人類の頂点だぞ。そんなのと比べるのはさすがに無理だろ」

　そんな会話をしながらも、アベルもローマンも一瞬の遅滞も無く剣を振り続けている。

「俺ら、けっこう長い間、ここで戦い続けているよな……」

「いつになったら終わるんでしょうね」

　アベルがぼやき、勇者ローマンも苦笑しながら同調する。

「僕はいなかったから知らないのですけど、ルンの街での大海嘯も、今年のは、かなりの長時間続いたとか」

「ああ。いつもなら数千体も出れば多い方らしいが、今年のは三万超えだからな。あの時も、倒しても倒しても終わらなかったな……」

　涼が問いかけ、アベルはルンの大海嘯を思い出しながら答えた。

　それを聞いて驚いたのは勇者ローマンだ。

「こんなのが、他の街でもあったのですか？」

「ああ、いや……確かに魔物が湧き出してくるという点は一緒なのだが、ルンの街のは定期的に起こる現象でな。いろいろ対処法も確立している。だが、これは……リーヒャもガブリエル殿も初めて聞いたということだから……ルンの大海嘯とは比べられないな」

　ローマンの問いに、アベルが丁寧に答えた。もちろん、二人とも戦いながら。

　アベルはなんだかんだ言いながら、斬り続ける手を休めない。横で、一緒に斬り続けている勇者ローマンも感心した。

「アベルさん、凄いですね……さすがＢ級冒険者……」

「ふふふ、そうだろうそうだろう」

「ローマン、アベルはすぐ調子に乗るので、あまり褒めないでください。ほら、『エサを与えないで！』っていう看板と同じです」

「誰が野生動物と同じだ！」

　涼の酷い言いように、怒るアベル。

「いちおう、人類の頂点たる勇者と比べても、遜色ない結果を出してるだろうが」

　アベルは、斬る手を休めることなく言う。

　だが、アベルのその言葉を聞いて、勇者ローマンの表情に少しだけ翳かげが差した。

「人類の頂点ですか……」

「ほらぁ、ローマンが、アベルと同じ程度なのかってショックを受けてますよ」

「なんでだよ！」

　涼の軽口に反論するアベル。

「ああ、いえいえ、もちろん違いますよ。確かに、勇者として生まれたので、体力などの潜在力はかなり高いのでしょうけど、まだまだ強い人たちがたくさんいますから……頂点などではないです」

　苦笑いしながらの言葉だ。

「なんだ～？　手酷い負け方でもしたのか？」

「ええ、まあ、そうですね……」

「まだ若いんだから、そんなもん気にすんな。これから、もっと強くなっていくんだから」

「はい……分かってはいるんですが……魔法使いに剣が全く通用しないというのを、痛いほど経験させられたので……」

「ああ、それは俺も痛いほど経験しているぜ」

　アベルはそう言うと、涼の方を見る。

　その間、わずかながら剣が止まった。

「ほら、アベル、手が止まってますよ。口を動かす以上に手を動かしてください」

　すかさず涼の指摘が飛ぶ。

「あそこで指示を出している、自称魔法使いには、多分俺の剣は全く通用しないからな」

　アベルはそういうと、再び正面の敵を斬り始める。

「なるほど」

　勇者ローマンは、ちらりと涼を見て言った。

「なあ、さっきの、魔法使いに剣が通用しなかった話だけど、あれって、爆炎の魔法使いのことか？」

　アベルは、ちゃんと手を動かしながら勇者ローマンに聞く。

「ええ、それもあります。確かに、オスカーさんには全く通用しませんでした。最初の模擬戦の時なんて、〈魔法障壁〉と〈物理障壁〉を同時展開されたのですが、それが硬すぎてこの聖剣アスタルトでも割れなかったです」

「さすが、性格極悪な火属性の魔法使いですね。あいつのやりそうなことです！」

　ローマンの説明に、涼が頷きながら感想を述べる。

「リョウならどうするんだ？」

「そんなの決まってます。〈アイスウォール〉でローマンを囲っちゃえばいいだけです。〈魔法障壁〉とか〈物理障壁〉とか、そんな怪しげなものには頼りません」

「うん、間違いなくどっちもどっちだな。いやむしろ、攻撃すらさせてもらえない氷の壁の方が、酷い気がするな！」

「そんな馬鹿な！」

　涼は、目を見開いて「なんてことを！」な表情になって言った。

　そしてローマンは大笑い。

「まあ、オスカーさんは良いんです。むしろ、ショックだったのは別の相手でして……」

「勇者にショックを与える相手とか、いったいどんな人外の化物だ」

　勇者ローマンの言葉に、興味深げにアベルが言う。

「多分、その相手は、人間ではないと思います。見た目は美しい女性で言葉も喋るのですが、角があって細い尻尾もありましたから」

「ああ……角があって尻尾もあったら、確かにそりゃあ人間じゃねえわな。けど、言葉も喋って、そんな外見の種族とか聞いたことがないな……。種族とか名前とかは言わなかったのか？」

「去る前に、名前を言いました。我が名はレオノールと」

　ローマンのその一言に激烈な反応を示したのは、涼であった。

「ローマン……今、レオノールと言いましたか？」

　涼のあまりの反応に、ローマンは最初驚いたが、一つの可能性に思い至った。

「はい、言いました。リョウさん、もしかしなくても、レオノールと戦ったことがありますね？」

　ローマンはレオノールに言われた言葉を覚えていたのだ。

　自分より一万倍も強い人がいると。そして、それは今、目の前にいるこの水属性の魔法使いだと閃いた。

　ローマンは勇者だ。未だ経験が少ないため、対人戦で不覚を取ることはあるが、そのポテンシャルは人の頂点と言っても過言ではない。

　それは、直感や閃きといったものも、常人より遙かに秀でているという意味でもある。とはいえ、それら直感や閃きも、それまでの経験や無意識下の情報を基に分析された結果でもあるため、まだまだ伸びる余地があるのも事実であるのだが。

「れ、れ、レオノールとか、知らない人ですね……」

　見事に挙動不審な人になった涼に、アベルが呆れた目をしながら言う。

「リョウ、そういうのを無駄な抵抗というんだ」

「うぐ……」

　涼は反論できなかった。

「正直、あまり思い出したくない相手なのですよ」

　仕方なく、戦ったことを認める涼。

「レオノールは、私よりも一万倍強い人間がいる、それを超えるくらいになれ、と言いました。それはおそらく、リョウさんのことだったのでしょう」

　その間も、勇者ローマンは、手を休めることなく斬り倒しながら話している。

「高く評価されてるじゃないか、リョウ」

　アベルの方は、ニヤニヤしながら……だが手は休めない。

「評価とかどうでもいいです。あれと戦うのは、二度とごめんですよ。そんなことより、ローマンは何であんなのと出会ったのですか？」

　涼は先ほどから疑問に思っていることを尋ねた。涼自身は、『封廊』に取り込まれてしまったから戦う羽目になったが、ローマンは……？

「実は、西方諸国には魔王を呼び出す儀式があります。その儀式で魔王を呼び出して倒す予定だったのですが、そこにレオノールが現れたのです」

「それはなんとも……」

　アベルは呆れたような声を出した。

「レオノールの目的は、儀式で使用していた道具でした」

「勇者の役目は魔王を倒すこととはいえ、いろいろあって大変そうだな」

　ローマンの説明に、アベルは同情的な声をかけた。

「レオノールを知らないアベルに言っておきますけど、出会っても手を出してはダメですよ？　『赤き剣』四人が揃っていたとしても、瞬殺されますから」

「……分かった。だが、向こうから攻撃してきたらどうすればいい」

「多分、こっちから攻撃しない限りは、無視されると思うんですが……ローマンはどう思います？」

　涼は、ちょっとだけ首を傾げながらローマンに話を振る。

　涼の感覚だと、レオノールは人間のことなど歯し牙がにもかけない……そういう存在であろうと。人間が、その辺に落ちている石ころに対して、別に何の感情も抱かないのと同じようなものだろうと。

「同感です。私たちの時は、レオノールを魔王だと思って手を出してしまったので……」

「あぁ……」

　涼とアベルの口から、異口同音に声が漏れた。

「まあ……ローマンも、死ななくて良かったですね」

　涼は、そう言ってまとめた。
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「かなり、圧力が減ってきている気がしますね」

　しばらくして、涼が向かってくる魔物の数が減っているのを見て言った。

「確かに」

「もう少しかな」

　ローマンとアベルもその意見に同意した。

「アベル、こういう時こそ、気を引き締めないといけませんよ」

「お、おう。何で俺だけ？」

「ローマンは、見るからに油断しなさそうです。でもアベルは……」

「俺も油断しないぞ？」

「でもアベルは、アベルなので、一言言っておいた方がいいだろうと思いました」

「うん、何か分からんが、理不尽なことを言われているというのは理解できた」

　そんな会話をしていると、ようやく、誰も地下二階から上がってこなくなった。

「来ませんね」

「アベル、一人で突っ込んでみますか？」

「なんでだよ！」

　ローマンが現状を確認し、涼が情報の確度を上げる方法を提案し、アベルがそれを却下する。

「ルンの大海嘯の時には、最後に大物がいたんですよね？」

「ああ。ジェネラル三体にキングが一体」

「でも、今回はいませんね……」

「まあ、大海嘯とは似て非なるもの、なんじゃないか？」

　涼の疑問に、アベルが答える。

「そうであることを祈りましょう。では、三人で、少しずつ進んでいきましょうか。〈アイスウォール解除〉」

　涼が唱えると、全ての〈アイスウォール〉が解除された。

「ちょっと待った！」

　歩き出そうとした二人を、アベルが止める。

「水とか飲んで、少し休まないか？　五分くらい休めば、何も出てこないかの確認にもなるだろ」

「そうですね！」

「アベル、いいこと言いましたね！」

「……珍しくリョウに褒められた気がする」

　五分休憩の後、三人を先頭に一行は下に降りていき、魔物が誰もいないことを確認する。そして、最下層である地下五階で、黒くなった拳大の水晶玉のようなものを見つけた。

「これは……ルンのダンジョンの……」






    
  
  



「ああ、あれとそっくりだな」

　涼が、横のアベルに言うと、アベルも同じ感想を持っていたようで、すぐに答えた。

「ガブリエル殿は、これが何かご存じありませんか？」

　アベルは、後ろの大神官ガブリエルを呼んで、その黒くなった水晶玉を指し示す。

「いいえ……。少なくとも、神殿で見たことはありません。伝承でも、聞いたことはないですね」

「そうですか」

　おそらくは、誰かが持ち込んだ物であろうし、今回の疑似大海嘯を招いた原因であろうというのは、アベルと涼の一致した意見であった。

　また、地下三階の古い修道院に繋がる通路は破られており、魔物が通路を通って、現在は王国騎士団第二演習場となっている場所に行ったであろうことは推測できた。

　そこまで確認したところで、一行は一度地上に出ようということになった。

　その時だった。

　ドスン。

「〈アイスウォール５層パッケージ〉」

　ドスン、ガン、ガツン……。

　最初の轟ごう音おんで、涼が間髪を容れずに全員を氷の壁で覆う。

　すぐに、二度、三度と轟音が響く。全員が、音だけではなく、地面が揺れていることにも気付いていた。

「地震か？　王都では珍しいな」

「いや、地震じゃないですね。なんというか、何か巨大なものが落ちた感じ？」

　アベルがなんとなく言い、常人より感覚が鋭い勇者ローマンが否定する。

　二十秒ほどで、音と揺れは無くなった。

「〈アイスウォール解除〉」

　とりあえず、見る限り、この地下一階では崩落などの被害はない。涼はそれを確認して、〈アイスウォール〉を解除した。

　そして、アベルを見る。

　アベルも涼を見た。

　二人は何も言葉を交わさずに頷くと、地上への階段に向かって走り出した。それを追うローマン。

　彼らのパーティーは、三人のようには走らずに歩きながら階段に向かった。なぜなら疲れていたから。三人のように、無尽蔵のスタミナは持っていないのだ……。

　涼、アベル、ローマンの順で地上に出て、さらにそのまま中央神殿北門の外に走った。

　中央神殿北門広場から、王都で最も広い通りが北に向かって一直線に延びている。その通りの一番先は、王城。広い通りであるため、中央神殿北門からは、巨大な王城のほぼ全景が見える。

　そこに見えた光景は……。

「島が、突き刺さっています」

　涼が呟く。

　第三者が聞いても、全く意味が分からない言葉。だが、アベルもローマンも、無言のまま頷いた。光景を見ている者は納得するのだ。それ以外に表現のしようがないと。

　王城の根元に、四十五度の角度で、『島』が突き刺さっている。

　その『島』は王城を遥かに超える大きさ。なぜ、そんなものが、突き刺さっているのか。

「空から落ちてきた……」

「まさか、浮遊大陸とかの一部か？」

「その伝説、聞いたことあります。浮遊大陸本体以外にも、小さな島が空に浮かんでるって」

　涼が呟き、アベルが推論を述べ、ローマンが西方諸国で聞いた伝説を語る。

　少なくとも、異常なことが起きたというのだけは確かであった。






落ちた島


「ちょっと！　なんでよ！　なんで制御できないのよ！」

　操縦室に響き渡る、女性の叫び。

「異常値を検出して、浮遊機関が停止したからだ」

　抑揚を感じさせない、男性の声。

　二人とも、見た目は普通の人間だ。髪の色は、二人とも紫色だが。目は青い……今は、光り輝いてはいない。

　もしこの場に、涼とアベルがいれば驚くかもしれない。「あの人たちだ」とか「見た瞬間に襲ってきた奴」とか……。あるいは、「これが浮遊大陸のブリッジ」などと感動するかもしれない。

　だが、現状、感動などとはほど遠い状況が、操縦室にいる二人を襲っている。

「ユリウスに言われなくても、異常値なのは分かってるわよ！　でも、なんでこんな所で異常値を検出するのよ！　ここ、ナイトレイ王国の王都よ？　アシュトンが都に選んだところよ？　そんな場所で異常値とか出るわけないじゃない！」

「リウィア、現実に、異常値を示している」

　コンソールを叩きながら、必死に状況を好転させようとしている女性リウィア。

　冷静に事実を指摘し、だが特に何もしない男性ユリウス。

　どちらにしろ、現実は残酷であった。二人が操縦しているのは、全長二百メートル級浮遊島型小規模輸送艇。彼女らが所属する組織においては小規模な輸送艇であるが、それでも全長二百メートル。

　見た目は島に見える。事実、島の内部をくりぬいて浮遊機関を積ませて船にし、空に飛ばしたのが浮遊島型の輸送艇だ。

　空を飛んでいた全長二百メートルの島が浮力を失えば……当然、それは落ちる。仕方がない。

「翼も固定されたまま動かないよ！」

「旋回し始めたな」

　完全に怒ってしまったリウィアと、淡々と事実を告げるユリウス。そして、右旋回をしながら落ちていく島……。

「衝撃に備えて！」

「備えた」

　そして……島は落ちた。




　周囲に轟音を響かせて落ちた島……だが、操縦席にはその音は聞こえなかった。代わりに、けたたましく鳴り響く警報音。

　リウィアがコンソールを叩いて、警報音を消す。さらにコンソールを叩いて、情報を収集する。

「この島、大丈夫なのか？」

「この程度で、外殻が傷つくことはないはず……って、嘘！　前部乗降口が壊れてる！」

「外部から、侵入されるな」

　ユリウスは冷静に言うと、座席から立ち上がった。そして問う。

「再び飛べるようになるまでにかかる時間は？」

「そうね……回路の遮断とバイパスの繋ぎ替え、あと諸々修理を入れて二時間かしら」

　ユリウスの問いに、冷静になったリウィアが答える。

「分かった。その間、誰も近付けないようにする」

「ええ、お願い。ん？　ちょっと待って……」

　リウィアはそう言うと、遠眼鏡らしき装置と連動した画面を見る。そして再び叫んだ。

「あれ、オーガじゃん！　オークもいるし！　え？　え？　ここ、王都だよね？　ナイトレイ王国が滅んだとか、そんな話ないよね。なんで、あんなやつらが王都の中にいるの？」

「この前、ルンの街やウイングストンを調査しただろう。王国はある」

「いや、そうだけど、王都のど真ん中、てか、うちら王城に落ちたみたいだけど……いや、まあ、いいか。そんな王城にオーガがいるとか普通じゃないじゃん？」

　そこまで言って、リウィアは少し考えこんだ。ユリウスは黙って待つ。

「うん、仕方ない。ユリウス、あなたの制限『一段階』解除を許可するわ。後ろで解除して。それと一人補佐で……そうね、ドルススを冷凍睡眠から起こして、二人で船を守って」

　リウィアはそこまで言うと、一度言葉を切ってから続けた。

「近付くものは、全て排除することを許可します。オーガであろうが、人であろうが」

　それは声音も変わった……上位者としての命令であった。

「かしこまりました」

　ユリウスも左胸に右拳を当て、正式な礼をとって命令を受諾した。
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「やっぱりあれは、浮遊大陸関連の何かですよね」

「おそらくそうだろうな」

　涼の呟きに、アベルが答える。

「怖い人たちが乗っていますかね」

「その可能性はあるよな」

　涼の想像に、アベルも同意する。

「こうなったのはアベルの責任と」

「ああ、それは違うだろうな」

　涼の言葉を、アベルは全否定する。

「自分の間違いを認めることができるというのは、その人の器が大きいということですよ？　アベルは、諦めて自らの間違いを受け入れるのがいいと思うのですが？」

「うん、リョウが何を言っているのか、全く分からないな」

　涼の言葉を、アベルはやはり全否定する。

　二人は軽口を交わし合いながら、中央神殿から王城に向かっていた。早足で。傍らの魔物を倒しつつ。二人だけで。

　こんなことになったのは、「俺とリョウで、王城に行ってくる」というアベルの一言が原因だ。
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　涼、アベルそしてローマンが真っ先に地上に出て、島が王城の脇に突き刺さっている光景を見た。その間に、彼らのパーティーも地上に出てきて、同じ光景を見て、同じように固まった。

　そんな中で、アベルが言ったのだ。

「俺とリョウで王城に行ってくる。リーヒャたちは、中央神殿を守っていてくれ」

　中央神殿の地上でも、寄ってくる魔物の撃退が行われていたのだ。とはいえ、地下とは比べるべくもないほど薄い密度。魔物のほとんどは、さらに北の方を目指して歩いているから。

　アベルの言葉に、リーヒャ、リンそしてウォーレンは無言のまま頷いた。三人とも、なぜアベルが王城に行こうとしているのか理解している。

　アベルは勇者ローマンの方を向いて、さらに言葉を続けた。

「すまんがローマンたちも、ここで逃げてくる民衆を守ってやってくれないか」

「分かりました。お任せください」

　アベルの願いに、一も二もなく頷くローマン。さすがは勇者……その心根も、勇者たるにふさわしいようだ。

　だが、ここにいる中で、ただ一人、納得できない表情の水属性の魔法使いがいる。いつの間にか、どう見ても危険で、厄介で、大変そうな王城に向かうことになってしまっている魔法使いが。

「アベル、なぜ僕は王城に行くことが決定しているのですか？」

「俺の父上と兄上が王城にいるんだ。気になるから見にいく。それをリョウには手伝ってほしい」

　アベルは正面から、正直にそう告げた。とはいえ、父と兄がどんな身分なのかはあえて触れていないが。

「そ、それは……王城勤めは大変でしょうし、この状況も大変でしょうから、確かに手伝うべきだと思いますが……でも……」

「手伝ってくれたら、ギルド食堂の日替わり定食を奢ろう」

「仕方ありませんね。お父さんとお兄さんを助けに行くのは、当然のことです！　もちろん、僕も、最初からアベルを手伝うのにやぶさかではなかったのですよ。本当ですよ？」

「お、おう……」

　日替わり定食一個で、前のめりになる涼。

　そして、今に至る。

　中央神殿から王城に延びる通りは、非常に広い。そんな中を、魔物たちが北に向かって歩き、それを追い越しながら、涼とアベルも王城を目指す。

　アベルが二人の近くのゴブリンやオークを、涼が離れた場所にいるオーガやスケルトンを倒しながら。

　ほとんど、一刀のもとに倒していくアベル。首を刎ね、胸を貫き、魔石を割る。

　パッと見、何もしていないように見える涼。だが、あちこちの化物たちの胸が、氷の槍で貫かれて絶命していく。

　そんな涼を横目に見ながらアベルは言う。

「魔法使いって便利だな……」

「い、いちおう働いていますよ？」

　アベルの言葉に、楽な仕事をしやがって的な響きを感じ取った涼。もちろん、それは完全に涼の被害妄想なのだが……。ちゃんと働いていることをアピールする。

「頑張っている感を出すのが、お仕事ではありません。結果を出すのが、お仕事です。その途中過程で省力化に成功しているのは、本人の努力の成果なのですから、上司はそこをちゃんと認めてあげないといけないと思うのです！」

「いや、誰も、リョウがさぼっているとか思っていないぞ」

　涼のアピールに、アベルは苦笑しながら言う。本当に、アベルはそんなことは思っていないし、それどころか効率的に倒していく涼の手前に感心したくらいなのだ。

「そ、そうですか？　アベルがダメ上司じゃなくて良かったです」

　本当に、アベルが感心して言ったらしいということを涼は感じ取り、安堵した。

　涼は、中央神殿を出てからずっと視界に入っている、突き刺さった『島』を見ながら言う。

「あんなとんでもないものが落ちてきたのに、野次馬とか、全くいませんね」

「そりゃあ……な。通りには、こんなのが歩いているんだもんな」

　涼が感想を述べ、アベルは追い抜きざまオークの首を刎ねながら言う。

「魔都クリスタルパレス……」

「反論できないのが、なぜか悔しいな……」

　涼の呟きを受け入れるアベル。今はルンが活動拠点だとはいえ、小さい頃から育った王都が魔物で溢れている光景は、やはり楽しいものではない。

「王城って、けっこう遠いんですね」

「王都自体がでかいからな。中央神殿からだと、二キロくらいか？」

　涼の感想に、アベルが頷きながら答える。

　王城が巨大で、突き刺さった島がさらに巨大であるために、中央神殿からもはっきり見えたが、実はかなり離れているらしい。

「この人……じゃない人たち、みんな北に向かっているから、進むにしたがって密度が増していますね」

「ああ。これはいろいろ厄介だな」

「アベルのお父さんとお兄さんって、王城でどんな仕事をされているんですか？」

「え……あ、いや、何でそんなことを？」

　涼が問い、アベルは少し慌てて答える。

「いえ、こんなに……オーガとかもかなりの数いるので、騎士団とか近衛とかだったら、大変かなと」

「あ、ああ、それは大丈夫だろう。二人とも、部屋の中での仕事のはずだから……」

「内勤ですか。それは良かったですね」

　アベルが背中に汗をかきながら答え、涼は良かった良かったと言いながら、何度も頷いている。アベルが、一瞬涼を見る。その目は、いっそ全てを打ち明けるかと考えているかのような光を帯びて。涼なら、全てを打ち明けても問題ないだろう……と。

　だが、次の瞬間、オークが襲ってきてそれに対処したために……全ては立ち消えになった。




　その頃、王城は、二人が考えている以上に混乱していた。



　　　　　　　◆





「な、なんで城の地下からゴブリンが……」

「オークもいるぞ！」

「待て。待て待て待て。スケルトンだと？」

「ああ……ああ……オーガっ」

　王城の根元に突き刺さった『島』の先端は、王城地下の重保管室にまで届いていた。

　そこに保管してあった『中で煙が動いている黒い球』が割れ、そこから魔物たちが溢れ出たのであるが……その真実に辿り着いた者は、この時点では当然いない。

　黒い球の鑑定を依頼した第二近衛連隊は、王太子の護衛でジュー王国大使館におり、鑑定を依頼された宮廷魔法団の顧問アーサーは王都外で演習中。ほとんどの者が、この球の存在自体を知らないのだから仕方あるまい。

　とはいえ、存在を知らずとも、そこから溢れ出た者たちは、嫌でも目にした。王城の中と外に溢れ出て……さらに、王都に現れた魔物たちも、王城に向かい始めたのだ。まるで、空から降ってきたものに引き付けられるかのように。

　この時、魔物たちの動き全てを見通せるものがいれば、気付いたかもしれない。王都に現れた魔物たちが向かった先は、二カ所に集約されていたことに。

　一つは王都北西。もう一つが王都北の、この王城。

　だが、王城が抱える問題は、魔物たちだけではなかった。そう、落ちてきた島への対処も……。




「副隊長、本当に我々は包囲しているだけでいいのですか？」

「仕方あるまい。島への突入は、第一近衛連隊だけで行うと言われてしまってはな……」

　王都衛兵隊副隊長レックスは、部下の質問に小さく首を振りながらそう答えた。

　第一近衛連隊は、まさに国王の近くに侍はべり、国王を守るのが役目だ。ある意味、最も国王の近くにいるということで、他の部隊に比べ、驚くほど特権意識が高い。当然、隊員全てが貴族か貴族家の跡取りでもある。

　もちろん、だからと言って、剣の実力が無いわけではない。さすがに、そんな者は近衛にはなれない。だが、他の隊を一段下に見るのは、連隊長以下、隊員全てがその意識に染まっていた。

　その点、名前は近いが、王太子の子飼いの戦力ともいえる第二近衛連隊は全く違った。隊員は、確かに貴族家の者が多いが、次男以下が多い。しかも、平民すらいるのだ。全ては王太子の意向による。

「力のある者」ただそれだけが基準。だが、必ず王太子による面接があり、性根が腐った者はそこで弾かれると噂されていた。

　とにかく、第一近衛連隊が島に突入する。王都衛兵隊は、その周りを囲んで、何かあった場合に備える……それが、二隊の役割であった。

　ほとんど王城、最後の戦力であるにもかかわらず。

　そう、王城、最後の戦力なのだ……そして、本来対処すべきは、降ってきた島ではない。それよりも、喫緊の問題がある。現状、王城を囲む深い堀と、高い王城城壁によって、王都に溢れた魔物たちは、王城前で立ち往生している。

　王城正面の上げ橋を上げ、城門を閉じれば、そう簡単に王城が落ちることはない。だからこそ、第一近衛連隊も、手柄を立てられそうな『島』に乗り込もうとしているのだ。

　だが……。

「た、大変です！　地下から奴らが！」

　その報告に真っ先に反応したのはレックスだ。

　今さら、奴らとは誰だなどとは聞かない。

　なぜ、王城の地下からとも聞かない。

　現れたのだ、対処するしかない。

「王都衛兵隊は全員付いてこい！　陛下を守り奉たてまつる！」

　レックスはそう叫ぶと、真っ先に扉へと駆け出した。すぐに続く衛兵隊。すでに彼らの頭の中には、落ちた島のことは無かった。

　島の前には、第一近衛連隊だけが取り残された……。




　王城に戻った王都衛兵隊。

　彼らは、魔物たちが、すでに地下を出て一階に広がりつつあるのを確認した。

「第三中隊は中央大階段を死守。第四は東、第五は西の階段を守れ。絶対に奴らを二階に上げるな」

「おう！」

「第一と第二中隊は私に付いてこい。陛下の執務室前と北小階段をお守りする」

「了解！」

　レックス副隊長が指示を出し、衛兵隊がそれぞれの持ち場に走る。

　国王執務室は二階北側。近くには、北小階段と呼ばれる階段がある。東、西、中央の大階段とは違い、決裁書類を国王執務室に出し入れする場合に、官吏たちがよく利用する階段。けっこう分かりにくい場所にあるため、王城勤めであっても貴族や閣僚の中には、存在すら知らない者もいる。

　とはいえそこはレックス。今はルンの街で剣士をしている某次男坊の古くからの友人であるため、王城内のこういう非一般的な場所も知っていた。

　国王執務室前には、近衛兵が二人立っている。さすがに第一近衛連隊も、国王執務室前の衛兵はちゃんと配置したままにしたらしい。

　だが……近付くレックスたちに聞こえてきたのは。

「ああ、俺らも島の探索が良かったな」

「中にはお宝がいっぱいあるらしいしな」

　そんな無駄口。

「国王執務室前に立つ衛兵すら、この体たらくとは」

　レックスのそんな呟きは、二人にはもちろん聞こえないが、レックスの後ろに付いていた部下たちには聞こえた。部下たちも、顔をしかめて小さく首を振る。

　腐りきった王都に駐留する戦力で、最も真面目な者が多いのは、王都衛兵隊なのかもしれない……。

「王都衛兵隊副隊長のレックスです。王城地下より魔物たちが出現したとのことです。ですので、これより王都衛兵隊も王城の守りに協力します」

「は？」

「何を言っているんだ？」

　レックスの言葉に、怪訝な顔をして問い返す二人の近衛兵。注意深く耳をすませば、かすかにではあるが戦う音や悲鳴なども聞こえる。だが、この二人はそのことを認識していないらしい。

「耳をすませば聞こえるでしょう。すでに、この王城内が戦場です！」

　レックスの言葉を理解し、ようやく顔が青ざめていく二人。王城外の王都に、魔物が現れたという報告は受けていたが、まさか王城内にもそんな者たちが現れ、しかも自分たちもその対処の一端を担うことになるというのは、想像していなかったのだろう。激しくうろたえた。

「すでに、一階には魔物が出てきていました。三つの大階段は、王都衛兵隊を振り分けて、この二階に上げないように死守させております。あとは、その裏にある北小階段を守る予定です。陛下の執務室と小階段、守らせていただきます。よろしいですね？」

「は、はい……」

　尋ねてはいるが、否定など許さない口調のレックス。二人の近衛兵も、思わず頷いた。

　ドンッ。

　奥の小階段から音が聞こえた。

「もう来たか！　第一中隊はここで陛下をお守りしろ。第二中隊は私に付いてこい！」

　レックスは言うが早いか駆けだした。それを追う二十人の王都衛兵隊第二中隊。指示に沿って、執務室前に立つ第一中隊。

　それと、青ざめたままの顔ではあるが、自分たちの役割を思い出し、決意をみなぎらせ始めた二人の近衛兵。彼らだって、根っから腐っているわけではないのだ。ちょっと、規律が緩んでいただけ。元に戻れるかどうかは、彼ら次第……。




　北小階段。小階段とは言っても、それは王城にある階段の規模としては小さい方というだけであって……階段の幅は五メートルはある。そこを、魔物が上がってきている。

　先頭はオーク。そのオークの首を、一合も合わせず一太刀で斬り裂くレックス。階段を下りながら、立て続けに、一太刀で首を斬り裂いていく。

　副隊長は腕がたつと聞いていた部下たちであっても、その剣閃に見惚れた。まるで、鞭か曲がる剣でもあるかのように、腕の隙間から剣が入って首を斬るのだ。

　その凄まじさは、本職と言っていい騎士たちよりもはるかに鋭い。

　王都衛兵隊は、王都の治安を守る機関であるため、人を殺すことはほとんどない。酔客や暴れる冒険者を制圧することはあり、その際に相手を怪我させることはあるが、最初から命を奪う目的で剣を振るうことはない。

　あるとすれば、せいぜい強盗団の根城の襲撃や、他国の間諜が集う屋敷への襲撃。だが、厳密には、それらすら相手を殺すのが目的ではなく、可能ならば無力化して牢ろうに入れる。それが本来の目的。

　つまり、本当に、王都衛兵隊が相手の命を奪うために剣を振るうことはないと言える。それは、魔物相手であってもだ。そもそも、王都なのだ。王国内で、最も魔物と接することのない場所なのだから。

　そう考えると、レックスの剣は驚くほど異常であることが理解できるであろう。そう、その剣は、衛兵隊の剣というよりも戦場の剣。あるいは、冒険者や暗殺者に近い……。

　もちろん、部下たちの中には、レックスがなぜそんな剣技を身に付けているのかを知っている者はいない。隊内の噂では聞いたことがあったが、見るのも今回が初めてだ。

　だが、見れば誰にでも理解できる。それは普通ではないと。

　レックスが、致命的な一撃を入れつつ、階段を制圧し、一階に到達した。部下たちも急いで後を追う。

　一階まで下りると、この小階段周辺には、他と比べても魔物たちの密度が濃くなっている。

「チッ。オークが多いな……厄介な。いいか、この一階から途中の踊り場までの間で迎撃する。必ず高所から攻撃することを意識しろ。敵は多いぞ、気合を入れろ！」

「おう！」

　レックスの言葉に、気合を入れなおす第二中隊員。

　戦いが始まった。




　階段は、完全に、戦場となった。人対それ以外の。

「第二小隊下がれ。第三、第四小隊前へ」

　レックスの指揮で、北小階段を守る第二中隊。今のところはもっているが、彼には懸念があった。

（王都内ではオーガも現れたという報告があった。まだ、この王城では見ていないが……。ここだけではない、どの階段であっても、オーガが出てきたら一気に防衛線が破綻する）

　オーガは、全長二メートル半。武器は棍棒のような鈍器がほとんどだが、その巨体を生かした振り回しは、人が受けることなどできない。盾ごと吹き飛ばされる。しかも、皮膚が驚くほど硬く、矢はもちろん、下手な剣では傷すらつかない。

　二メートル半の体長は、ここのような階段上からの防衛であっても、その『高所である有利さ』を消し去ってしまうため、現れた瞬間にかなりの犠牲が出ることを覚悟せざるを得ない。

　そもそも、王都衛兵隊には神官がいない。怪我は、今のところ全て手持ちのポーションで回復しているが、それとて無限ではないのだ。長引けば長引くほど不利になるのは、子どもにでも分かる道理。

　そんな時に、遠くから叫ぶ声が聞こえた。

「オーガだ！」

　懸念は現実となった。

「来たか」

　レックスは呟いた。共に戦っているからだろう、部下たちの動揺にもすぐに気付いた。

「心配するな。オーガは私が倒す。今まで通り、他の敵をここで防ぐぞ」

「はい！」

　レックスの剣技は先ほど見た。それが、部下たちが落ち着く理由の一つになっていた。

　正直、レックスとしては、オーガを倒せるか自信はないのだが……。

（アルバート……いや、今はアベルか。アベルは、以前、目か耳から剣を突き刺せと言っていたが……私の剣では無理じゃないか？）

　自信がないし、不安でもあるのだが、それは表に出さない。レックスは指揮官。指揮官が揺らげば部下が揺らぐ。それだけは避けなければならない。

　そして五分後。

「あれは……」

「オーガ……」

　隊員が呟く。階段途中から見えた。

　一体のオーガが、この小階段に向かってくるのが。

「ふぅ……」

　レックスは、一つ大きく深呼吸をする。他の雑魚を完全に部下たちに任せ、タイミングを計る。

　一歩。さらに一歩。もう一歩。そこ！

　オーガが階段下に来た瞬間、レックスは踊り場から跳んだ。自らの運動エネルギーそのままに、両手で逆手に持った剣を振りかぶり、そのままオーガの目に突き刺した。

　剣が、目の奥の骨を突き破り、脳にまで達した感触。

　オーガは、口を開いたまま……だが、声を上げることなく、痙けい攣れんする。

　それを合図に、レックスは剣を引き抜き、オーガの体を蹴って再び踊り場に跳んだ。

　レックスに蹴られた拍子に、仰向けに倒れるオーガ。

「うぉー！」

　雄叫びを上げる第二中隊。その雄叫びは疲れを吹き飛ばし、再びのやる気をみなぎらせる。

　レックスが行ったのは、指揮官の仕事であった。




　十分後。北小階段を守る第二中隊は、さらなる困難に直面しようとしていた。

「オーガです！」

「しかも五体……」

　最も危機感を抱いたのは、レックス自身であったろう。

（これはさすがに……厳しい）

　先ほどのように目や耳から剣を突き刺して脳に達する……それが最も有効であるのは変わらない。だが、五体同時にその方法はとれない。となると、レックスが倒している間に、他のオーガに部下たちがやられる可能性が高くなる。

　もちろん、この階段を放棄するのは論外だ。国王執務室はすぐそこであり、ここを抜かれれば、執務室前で防衛せねばならない。そんなのは現実的ではない。

（犠牲が出ても、先ほどの方法で、一体ずつ倒していくしかないか）

　レックスが腹をくくり、その方針を部下たちに伝えようとしたところで、事は起きた。

「〈アイシクルランス５〉〈パーマフロスト〉」

　近付いてくる五体のオーガそれぞれの、右の目、左の目、右の耳、左の耳、そして大きく開いた口に、氷の槍が突き刺さった。

　同時に、辺り一帯が凍りつく。押し寄せていた魔物たち全てが凍りついた。

「確かにアベルが言うように、目と耳は貫きやすいですけど……口の中が一番簡単みたいですよ？」

「いや、リョウの氷ならそうだろうが、剣士が剣で貫くのに、オーガの口の中に突き刺すのはかなり厳しいだろ？」

　そんな会話を交わしながら走ってくる魔法使いと剣士。一面を覆った氷は、細かな凹凸があるらしく、滑らずに走っている。

　レックスを筆頭に、王都衛兵隊第二中隊の面々は、言葉を失っていた。

　最初は、何が起きたのか理解できなかった。だが、しばらくして、何が起きたのかは理解した。理解したが、それでも言葉は出ない。なぜ、そんなことが起こりえたのかを考えた時に、その答えが見つからなかったからだ。

　真っ先に状況を理解したのはレックス。しかも、近付いてくる二人のうち、一人は知った顔。

「ア……ベルか？」

　思わず本名を言いそうになって、慌てて切り替える。冒険者になってから、ずっと『アベル』の名で活動しているのは聞いていたから。

「ん？　レックスか？　久しぶりだな。というか、王都衛兵隊が王城警備？」

「ああ、いろいろとあってな」

　アベルの言葉に、小さく首を振りながら答えるレックス。

「確かに、いろいろ起きてるな。そうだ、陛……父上と兄上は無事か？」

「なるほど、その確認に来たのか。陛……アベルの父君は、上の執務室におられる。兄君は今、王城にはおられない」

　アベルの問いに、レックスはチラリと涼の方を見て答えた。アベルが、涼には自分の身分を完全には明かしていないのだろうと理解して、言葉を変えて答えた。

「王城にいない？　あの体で？」

「ああ。昨日、ジュー王国から王子が到着してな。今日は午前中、そちらを訪問されている」

「ジュー王国の大使館か」

　アベルはそう言うと、チラリと涼を見た。その視線には涼も気付き、少し驚いたままアベルを見返す。無言のまま。

「……大丈夫、かな？」

「第二近衛連隊が付いているし、ジュー王国大使館は東地区でも南の方だから……。おそらくは大丈夫だろう」

「南の方だと大丈夫なのか？」

　レックスの言葉の中に気になる部分があったらしく、アベルが問いかける。

「衛兵隊司令部に集まってきた情報によれば、中央神殿を南限に、王都の北半分に、この魔物たちは現れている」

「なるほど、そういうことか」

　アベルは一つ頷くと、言葉を続けた。

「やはり、人為的な何かであることは確定だな」

「そう考えるのが自然だな」

　アベルの言葉に、レックスも頷く。無言のまま、涼も頷いている。

「ああ……で、アベル、陛……父君に会っていかれるか？」

　レックスは、チラリと涼を見ながら問う。アベルの父は国王だ。アベルが部屋に入るのは問題ないだろうが、連れとはいえよく分からない人物を入れるのは、正直難しい……。

　アベルも、レックスの視線の意味を理解したのだろう。小さく首を振って答えた。

「いや、いい。無事ならそれで。兄上の体調の方が心配だったのだが、いないならどうしようもないしな」

「これからどうする？」

「さて……リーヒャたちには、中央神殿の守りを頼んでいるから、そっちに戻るかな」

　アベルがそう答えると、レックスは何か言いたそうな顔になった。言いたそうなのだが、言っていいのかどうか躊躇している顔というべきだろうか。

「なんだレックス。手伝ってほしいことでもあるのか？」

「ああ……実は、見てきてほしいところがある」

「見てきてほしい？」

「第一近衛連隊の様子だ」

　レックスはそこで一度言葉を切ってから続けた。

「連中、落ちた島のところにいるんだ。いけ好かない連中なのは確かだが、それでも、我々と共に最後に残った王城の防衛戦力だ。だから、気になってな」

「よりによってあの島かよ……」

　アベルはそう言うと、小さく首を振る。そして、傍らの涼を見た。涼は行きたがらないだろうと思ったのだ。

　だが……。

「行きましょう、アベル」

「いいのか？　あんな厄介そうなところ、行きたくないとか言ってなかったか？」

「最後の防衛戦力が無くなっていたりしたら大変でしょう。そもそも、ここまで来たら、見ずに帰った方が、寝覚めが悪くなります」

「まあ、言いたいことは分かる」

　アベルはそう言うと、レックスの方に顔を向けた。

「じゃあちょっと、向こうに回ってみるわ。第一近衛はきつい連中が多いから、離れたところから見るだけになるかもしれんが……状況が分かったら、また知らせにくる」

　アベルが言うと、涼はうんうん頷いている。だが、ピタリと頷くのを止めた。

「どうしたリョウ」

「あれ……誰も乗っていなかったんですかね？」

「そうだな……いらん手出しをしていなければいいな」

「知っていますか、アベル。そういうのを、フラグというのです」

「うん？　よく分からんが？」




『島』が突き刺さった場所に、涼とアベルが着いた時……そこには、誰もいなかった。

「誰もいませんね……」

「変だな？　第一近衛がいるってレックスは言っていたよな」

　涼もアベルも、首を傾げる。

　誰もいない。そう、誰もだ。第一近衛連隊はもちろん、王城地下から湧いた魔物たちも、ここにはいない。

「あ、でも、剣とか転がってます」

「そう……多分、あれ、血だよな」

　誰もいないが、地面には武器が転がり、血が流れた痕がある。

「凄く嫌な予感がします」

「同感だ」

　涼が言い、アベルが同意した瞬間、声が響いた。

「〈コルスカーレ〉」

「〈アイスウォール10層〉」

　鮮やかに輝く二つの炎の塊が二人を襲い、涼が張った氷の壁に弾かれた。

「今の炎は……」

「あの魔法は、紫髪の人たちのやつですよ！」

　アベルも涼も同じ認識を持った。

　もちろん、予想はしていた。エルフのおババ様の話を聞いた時から、紫髪の人たちが浮遊大陸に関係する存在かもしれないと。そして、空から落ちてきたらしいこの『島』を見た時にも、紫髪の人たちが乗っているかもしれないと。

　今、それが証明された。

　島の陰から現れた二人の男。二人とも紫の髪、そして目が青く輝いている。

「近付けば排除する。去れ」

　男の一人が叫ぶ。

「先制攻撃しておいて、凄い言い草ですよアベル。さっきの攻撃、僕じゃなければ死んでますから」

「リョウ、俺にだけ聞こえる小ささじゃなくて、もっと大きい声で、あいつらに言ってやった方がいいんじゃないか？」

　涼が囁くようにアベルに言い、アベルが呆れて答える。

「そんなことしたら、怒らせて、戦うことになるじゃないですか。僕は平和主義者なんです。アベルみたいな戦闘狂剣士と一緒にしないでください」

「絶対、誰も信じないだろ……リョウが平和主義者とか」

「なんですと！」

　二人がそんな会話を交わしている間に、撤退のタイミングは失われた。なぜなら、二人の紫髪の男の片方が、気付いたからだ。

「お前たちは、あの時の……」

　言った瞬間、顔に怒りが満ちていく。

「アベル、全てが露見しました！　アベルの策謀は破れたのです」

「俺は何もしていない……。やっぱり、あれって、ルンで戦ったあいつだよな……」

「そう見えますね。とりあえず、紫髪一号と名付けました。そう言えば、赤き剣って、ウイングストンとかでも戦ったんでしょう。リンの〈バレットレイン〉で穴だらけにしたとか」

「ああ」

「紫髪一号が、顔を真っ赤にして怒っています。まあ、体中穴だらけにされたら怒るのは当然ですね。彼には怒る権利があります」

「そもそも、あいつ……その、一号が襲ってきたのが悪いと思うんだ……」

　涼が腕を組んで偉そうに頷きながら紫髪の怒りに理解を示し、原因は向こうにあるとアベルが主張する。そして、アベルも一号呼びを受け入れた。

「それに俺だけじゃなくて、リョウに対しても怒っているみたいだぞ？」

「僕は何もしていないのに。誤解があるようです。ここは話し合いで解決を……」

　涼の提案は、される前に拒否された。

「〈ファイエルフォール〉」

「〈アイスウォール10層〉」

　男が唱えると、溜めすらなく炎の滝が二人に向かって叩き付けられた。それは、まさに横向きの滝と言うべき、炎の連撃。

　とっさに氷の壁を築いた涼だが、すぐにミスに気付く。

「想定外の強さです。〈積層移行〉」

　氷の壁を積層で構築するように移行する。自動で厚くなり続ける氷の壁……そこにぶつかって削り続ける炎の滝。乱舞する対消滅の光。

　驚くべきことに、威力は互角！

「これは強い……」

　さすがの涼も顔をしかめる。この魔法の威力は、悪魔レオノールと同等。つまり、普通ではない。『封廊』で戦ったあの時よりも、涼は強くなった。だから積層で互角の威力。あの時は、積層ですら押し負けそうになった……。

「ならば、俺が援護する」

　アベルは言うが早いか抜剣し、〈アイスウォール〉の外を巻いて、側面から紫髪に襲いかかった。だが、敵は一人ではない。

　カキンッ。

　アベルは紫髪一号に到達する前に、横から襲われた。もう一人の紫髪の男に。

「紫髪二号……」

　水属性の魔法使いの呟きは、アベルの耳にも聞こえた。それはもちろん、想定通りの命名でもあったが。

　始まるアベルと二号の剣戟。

　涼は、炎の滝を積層で受けながら、剣戟を観察する。

（弱くはないけど……ルンの街で会った時の一号並み？　ならば……）

　そう判断して、頭の中で作戦を構築する。複雑な作戦ではない。そんなものは不可能だ。アドリブで、アベルには合わせてもらわなければならないのだから。直感的に。

「〈アイスバーン〉」

　唱えた瞬間、二号の足下に氷が張った。当然、足の踏ん張りがきかずに二号は滑り、前のめりに転ぶ。その頭を、完璧なタイミングで蹴り上げるアベル。

　間髪を容れずに一号に向かって走り、一気に間合いを侵略して剣を振り下ろした。

　カキンッ。

　一歩も動くことなく、いつの間にか持った剣で、アベルの打ち下ろしを受け止める一号。炎の滝は放出され続けている。つまり、涼を魔法で攻撃しながら、アベルと剣を交えている。

「なんという……」

　素直に驚く涼。

　アベルが、連撃を繰り出す。打ち下ろし、切り上げ、突き……涼が知るアベルにしては、攻撃を続け過ぎに見える。つまりこれは……。

「陽動？　なるほど。〈アイシクルランス16〉」

（〈アイシクルランス２５６〉）

　涼は氷の壁を維持したまま、十六本の氷の槍を繰り出す。もちろん、全て、一号への直撃コース。

　アベルがいつも以上の攻撃を繰り出していたのは、一号の目を自分に引き付ける陽動。その間に、涼が魔法で攻撃しろということだったのだ。

　涼もそれを理解し、最速の氷の槍を放った。

　だが……。

「〈ムルスラピス〉」

　一号が涼の方を見ないまま唱える。一瞬で、石の壁が生じ、涼の氷の槍を全て弾いた。涼の〈アイシクルランス〉十六本が当たっても、傷一つついていない……。

「ありえない硬さ」

　涼は驚きはしたが、想定外というわけではなかった。先ほどまでの展開から、これくらいはやりそうだと感じ始めていたのだ。

　どんな分野においても、修正力は強力な武器だ。

　だからこそ、十六本の氷の槍も陽動。

　主攻は……。

　アベルは、涼の主攻も想定していたのだろう。おそらくそれは、十六本という涼にしては少ない氷の槍から。もちろん、言葉を伝えられないこの状況における、涼のメッセージの籠もった十六本。

「主攻は別にあるから」という。

　アベルは、一号が石の壁を生成すると同時に、後方に跳んだ。

　その瞬間、音もなく氷の雨が降った。正確には、氷の槍の雨……。

「〈ムルスラピス〉」

　ギリギリのタイミングで再び構築された石の壁。しかも今度は上方に。再び弾かれる氷の槍。

　全ての状況は整った。

　下、上、と一号の意識は動かされ……。

　体勢を低くして懐に飛び込むアベル。その勢いのまま、むしろ下から剣を突き上げるように、一号の胸を貫いた。

「うぐっ」

　くぐもった声が、一号の口から漏れる。

　漏れたのだが……。

「チッ」

　短い舌打ちの後、アベルは再び後方に跳んだ。アベルの頭があった箇所を、剣が薙ぐ。

「胸を貫いても死なないのかよ」

「心臓が一つとは限りませんからね」

　アベルのぼやきに、涼も顔をしかめながら答える。

「俺のミスか。頭を貫くべきだったか」

「あるいは、首を斬り飛ばすか」

　体に指示を出す脳を、潰すか指示を出せなくするか……それこそが最も有効な制圧手段。もちろん、相手を死なせての制圧手段。

　一見、対人戦なのに、実は対人戦ではない……なかなか理解するのが難しい状況だ。

「次は、もっと上手くやる」

　アベルがそう呟いた瞬間。

「〈積層アイスウォール10層パッケージ〉」

「〈メテオインベール〉」

　涼が、魔力の流れを捉えてとっさに張った氷の防御に、無数の何かが降り注いだ。

　ドドドドドドドドド……。

　まるで機関銃の連射音。当たるそばから爆発していく。

　自動で厚くなる氷の覆いに、降り注ぐ爆発する雨。対消滅の光が、炎の滝以上に派手に輝く。

「なんという飽和攻撃。……メテオ？　ハサンもそんな名前の魔法だった。ならこれは、小型の隕石みたいなものですかね、爆発付きの」

　涼は、かつて戦った暗殺教団首領ハサンが〈メテオ〉と名付けた隕石落下魔法を、思い出していた。

「小型の、イン……何？」

　アベルは、隕石という言葉を知らないようだ。

「空から降ってくる石のことです」

「……空から石が降ってくるのか？　リョウが知る世界は物騒だな」

「アベル、ここはボケるタイミングではありませんよ」

「真面目に言ってるだろうが」

　積層のパッケージで防いでいるが、パッケージで四方を覆っているために、アベルが出撃できなくなったのだ。防ぐ一手しかない。

　親指大の隕石は、空から、涼とアベルに向かって集中的に降り注いでいる。

「リョウ、このままだと……」

「ええ、分かっています。ちゃんと、アベルを無駄飯食らいから脱却させて、働かせる方法を考えていますから」

「いや、言い方……」

　言い方はあれだが、押し込まれたこの状況を打開する手を、涼は考えていた。使うのは、〈アイスシールド改二〉。ハサンとの戦闘で開発した魔法。実は、先ほどの『メテオ』という単語で思い出したのは内緒だ。

「問題は、この降り注ぐ小型隕石を、少しだけでも止める方法……ああ、〈アイスウォール〉でいけますか」

　涼の独り言を、アベルは何もつっこまず待つ。こういう時、涼は、必ず解決法を見つけることを知っているから。

「よし、いきます。〈アイスウォール10層パッケージ〉〈アイスシールド改二〉」

　涼とアベルを守る〈積層アイスウォール〉の一メートル外側に、新たな氷の壁が生成される。もちろん、それは降り注ぐ小型隕石がぶつかってすぐに消滅するのだが、間髪を容れずに氷の壁の内側に〈アイスシールド改二〉が展開する。

〈アイスシールド改二〉は、空気中の水蒸気が、他の魔法のような異物と接すると自動で凍りつく魔法だ。それこそ、一瞬で、数万にも上る小型の氷のシールドが展開したも同然。

　実際、小型隕石とぶつかり、氷のシールドが発生し、さらにそのシールドに別の小型隕石がぶつかり対消滅の光が発し……。そんな連鎖反応が起きている。

「〈アイスシールド改二〉〈アイスシールド改二〉〈アイスシールド改二〉」

　稼がれた時間で、さらに分厚く水蒸気の盾を張る涼。

「アベル、行けますか？」

「おう。いつでも行けるぞ」

　これだけ分厚く展開すれば、小型隕石が抜けてくることはまずない。つまり……。

「〈アイスウォール解除〉」

　二人を覆っていた氷の覆いをとっても大丈夫。それは、アベルの再出撃が可能になるということだ。

〈アイスウォール〉が解除されるのと同時に、アベルは飛びだした。

　飛び出し、走る勢いのまま一気に一号の間合いを侵略し、剣で突く。

　ザシュッ。

「なっ……」

　アベルの突きを、左掌で受ける一号。当然、剣は掌を貫いている。わざと受けたのだ。何のためか？

　獲物を逃がさないために。

　逃げられないと悟ったアベルは、歯を食いしばる。

　バンッ。

　パリン。

「ゴフッ」

　鳩尾に叩き込まれる右拳。爆発音がし、氷の装甲が割れ、アベルがダメージを負う……その体は、勢いよく吹き飛ばされた。

　吹き飛ばした一号は、追撃するために追う。

　アベルは、左手一本を地面に当て、後方宙返りの要領で一回転。即座に迎撃の体勢をとった。

　当然、それは見えたのだろうが、構わず走り寄る一号。そして、一気にアベルの目の前まで踏み込むと、足を踏ん張って右拳をもう一撃……。

　ズルッ。

　足は踏ん張れなかった。足の下にだけ、魔法によって氷が張られたことを、はたして認識できたかどうか。

　体勢を崩す一号。それを予測していたかのように剣を薙ぐアベル。

　電光石火。

　斬り飛ばされる一号の首。

　だが、アベルは油断せず、一号のその後の動きを注視する。

　一号は、仰向けに倒れた。

　そこで、ようやくアベルは一息ついた。一息ついてしまった。

　ほどける注意。

　ガキンッ。

　緊張の糸が切れたアベルを、紫の光が襲った。それを受け止める、青い光。

「アベル、まだ終わっていません！」

「わりぃ」

　アベルの前に回り込んで、村雨で攻撃を受け止めた涼。

　彼らを襲った紫の光は……。

「制限を『一段階』解除したのに、首を斬り飛ばされたのは想定外だったけど……」

　青い目を輝かせ、紫の髪も輝かせた、槍を持った女性であった。顔をしかめている。それが、アベルを槍で突いたのを受け止められたからなのか、それとも一号が首を斬り飛ばされたからなのかは、分からない。

　女性は、自分の槍を受け止めている涼の剣を見て、スッと目を細めた。

「それ……妖精王の剣よね？」

「ええ」

　女性の問いに、素直に答える涼。どうせ、嘘をついても無駄な気がする。目の前の光輝く女性は、そういう相手だ。

「しかも、ローブも妖精王のローブよね？」

「ええ」

　再びの女性の問いに、素直に答える涼。

「私には見えないけど、あなたからは、妖精の因子が溢れているってことよね」

「そんな感じのことを、言われたことはあります」

　それこそ、昨日セーラに言われた。妖精の因子を持っている者にとっては、涼は貴重な栄養補給源だと。涼自身から妖精の因子が溢れ出ているのかどうかには、直接言及していないが、そうだと考えても良さそうではある。

「信じられないことだけど、異常値の原因はあなただったのね。地脈の噴出点より強い値が、一人の人間から出ているというのは……誰に言っても信じてもらえないでしょうね。報告するのが憂鬱になる」

　女性の呟きを、何とも言えない表情で聞く涼。もちろん、言っている内容の半分も理解できないのだが。

「いちおう、バンプ航法に切り替えたから、船は飛び立てるだろうけど、あれって、浮遊機関がすぐ壊れるのよね……。ああ……絶対、そっちの報告書も書く羽目になる……」

　女性の呟きを、何とも言えない表情で聞く涼。ついに、言っている内容は全く理解できなくなった。

「まあ、いいわ。ユリウスは返してもらうわね。首、繋ぎなおさなきゃ。ああ、そういえば、ドルススもだっけ。それじゃあね」

　言うが早いか、紫髪一号の体は消えた。斬り飛ばされた首も。そして、地面に倒れて気絶したままだった紫髪二号の体も消えた。

　そして、すぐに輝いていた女性も消えた。

　涼とアベルが呆然としている間に、なんと、島も消えた。

　そう、消えたのだ。空に飛びあがったでも、地面から離れたでもなく、何の脈絡もなく無音のまま、突然消えた。




　二人は、たっぷり一分は、そこに立ち尽くした。

　そこから、先に口を開いたのは、涼であった。

「紫髪一号の名前は、ユリウスであることが分かりました」

「ああ、そうらしいな」

「さっきの女の人、ルンで見た人ですよね」

「ああ、多分な」

「もの凄いプレッシャーでした」

「押し潰されそうな気分にはなったな」

「アベルが頼んでも、あの人と戦いたくはないです」

「うん、俺は頼んだりしないと思うんだ」

「アベルが浮遊大陸に捕らわれたら、僕は助けには行きませんからね」

「そういうことにはならないと思うんだ」

「もしそうなったら、僕はこう言います。アベルよ、永遠にさようならと」

「……」

　元げん帥すい杖じょうの代わりに村雨を握りしめて、まるで、ダルタニャンの如き言葉を吐く涼。それに、何も言葉を返せないアベル。友情も、命あっての物種なのだ。

　そんな二人の元に、一団が走ってきた。先頭にいるのは、王都衛兵隊副隊長レックス。

「……落ちた島は？」

　二人が無事なのを確認して笑みを浮かべた後、レックスは島が消えたことに気付き尋ねた。彼とともに走ってきた他の衛兵たちも、辺りを見回している。もちろん、あんな巨大なものを見落とすはずなどなく、見える範囲にないということは、もうここにはないということなのだが……。

　それでも人は、辺りを見回してしまうものらしい。

「帰ったぞ」

「帰った？」

　アベルが事実を告げるが、レックスには通じていないようだ。

「とにかく、脅威ではなくなった」

「そうか。まあ、それは良かった。王城地下から現れた奴らも、あらかた片付いた」

　レックスは説明をした後、王都の方を見る。王城内の魔物たちは排除できたが、王都内では、まだ魔物たちが闊かっ歩ぽしている。

「今受けた報告によると、王都内の魔物たちの多くは、北西地区に向かっているらしい」

「北西？」

　レックスの報告に、首を傾げるアベル。

「ちょうど、この王城からも広い通りが走っているだろう？　この通りの先が北西地区だ」

　レックスはそう言うと、王城前から広がる三本の広い通りの一つを指さした。

「確かに……その通りだけ、途中から奴らが詰まっているな……。他の二本は、ほとんどいなくなっている……？」

　アベルは、レックスが指す通りの先を見て言う。その通りだけ、異常に魔物たちの密度が高い。

　そこで、何か感じ取ったのだろう。涼が口を開いた。

「アベル、この道路の先には、何があるんですか？」

「何がと言われても……普通に貴族街……！　リョウ、エルフたちの自治庁がある！」

　その瞬間、涼は走り出した。






自治庁防衛戦


　涼とアベルが、紫髪の者たちと激突する前、時は数時間遡る。

『自治庁』前は激戦となっていた。

　ウエストウッド子爵邸からの十二人を収容し、扉を閉めた自治庁。その後、しばらくは何事も無く過ごしていた。

　もちろん、魔物たちは、塀や門にとりつこうとするのだが、二階、三階の窓から射貫くことによって、危機を未然に防いでいた。

　変化が訪れたのは、午後も半ばを過ぎた頃であった。それまでは、ただ押し寄せるだけであった動きが、変わったのだ。集団で押し寄せたり、タイミングを見て引き揚げたり。

　まるで、指揮する者が出てきたかのようなそんな動きに。

「おババ様、これは……」

「うむ。何か、こやつらを動かせる厄介な奴が来たようじゃな。黒幕か……あるいは、こやつら全てを力で従えることができるような化物か……」

　セーラの問いに、おババ様は顔をしかめながら答える。

　黒幕であった方がまだましだ。力で従えることができるほど強い者であれば、自治庁は持ちこたえることができない可能性がある。

「それにしても……これだけ時間が経っても、どこからも反撃が始まらないということは、騎士団をはじめ王都の戦力はすでにない、ということか……」

「俺たちが最後の二人ってことは、ないよな……」

　おババ様の独り言に、避難してきた騎士ザック・クーラーが、同じく避難していたスコッティー・コブックに言う。

「貴重な生き残りじゃな」

　おババ様は、少し笑いながら言った。

　その時、突然の轟音が辺りを襲う。

「なんだ！」

　ザックは思わず叫び、すぐにその理由を悟った。

　門があった場所に目が釘付けとなる。門が吹き飛んだ音だったのだ。その想像外の光景に、誰も動くことができない。

　いや、ただ一人を除いて。

「総員、近接戦用意！」

　ただ一人、セーラのみが声をあげて皆の意識を呼び戻し、自らも剣を抜いて門のあった場所に立ちはだかる。

　その行動に、遅れながらも、セーラによって呆けた状態から解放された者たちが、剣や槍を手に門があった場所に向かう。二階、三階の窓から、門や塀に取りつく者たちに矢を射ていた者たちは、これまで以上のスピードで射続けた。

　何らかの方法で門を破壊したのだから、当然かさに懸かって攻撃してくるのは、子供にも分かる理屈だ。

　案の定、その後は激烈な近接戦となった。

　セーラは当然として、ザックとスコッティーもさすが現役の王国騎士団。弓ではかなわぬとも、剣の扱いは、普通のエルフたちよりも遙かに習熟していた。

　この三人の剣を中心に、周りの者は槍でもって中への侵入を防ぎ、あるいは二階、三階から弓を射る。

　そういった隊形、あるいは戦い方がいつの間にか確立しつつあった。




　だが、しばらく耐えた後……ついに最初の破綻が訪れようとしていた。

「おババ様、矢が尽きます！」

　二階の射手が、中庭のおババ様に向かって叫ぶ。

「くっ、このタイミングでか！　いつかはと思うておったが……。エルフの矢が尽きるなど恥ぞ。もし生き残ったら、これまでの十倍、いや百倍の矢を保管しておくのだ！　よいな！　しかと申しつけたぞ」

　おババ様は、傍らにいた自治庁長官カーソンに厳命した。

　矢が尽きるのは下手な証拠。それは確かなのであるが……この防衛戦においては、エルフたちの射手としての技量は、間違いなく王国トップクラスであった。

　それでも矢が尽きたのは、単純に、敵が多すぎただけである。

　矢が尽きると叫んだ声は、セーラの耳にも聞こえていた。

（この先は、魔法を使って倒していくことになる……魔力は有限。矢以上に有限だ。これだけの敵が相手では、魔力の回復速度を大幅に上回りながら消費していく。これは、掛け値なしに厳しい）

　セーラは焦りを感じながらも、冷静に考えていた。この考えを、たとえ独り言であっても口の外に出してはならない。

　絶対に、指揮官がやってはならないこと。セーラはそのことを知っていた。

　指揮官が「負けた」と言えば負けるし、「破綻する」と言えば必ず破綻するのだ。指揮官の言葉は、正だろうが負だろうが、多くの力を内包している。

　だからこそ！

　だからこそ、セーラは信じていないことであっても、力強く叫ぶ。

「あともう少しだ！　日が暮れるまで粘れ。さすれば援軍が来るぞ！」

　どこから援軍が来ると言うのか。

　どんな援軍が残っていると言うのか。

　……もちろん援軍などない。セーラも理解している。

　だが、ここで言うべきは事実ではない。言うべきは、皆に力を与える言葉。

　それが事実かどうかは、関係ない。

　そして、セーラの言葉でなんとか踏みとどまった者たちがいたのは、事実だ。たとえそれが、完全なる破綻を先に延ばしただけであったとしても、今死ぬよりははるかにいい！




　何度目かの波状攻撃を退けた時、それは現れた。

　魔物たちが左右に割れ、その中を堂々と現れた。

　三体。中でも、中央の者が放つ存在感は圧倒的。

「デビルか……」

　波状攻撃を退けるために、最前線に出ていたおババ様の口から、呟きが漏れる。隣にいたセーラには、はっきりと聞こえたが。

「あれがデビル……」

　二百年以上生きるセーラも、デビルに会ったことはない。

　神と天使に仇なす者。

　デビルが進化して、最終的に魔王が生まれる。

　だが、しばらく三体を見つめたおババ様は、一瞬、雷に打たれたかのように震え、再び呟いた。

「いや……あれは……まさか……」

　おババ様の言葉はそこで止まった。

「どちらにしろ、あれを倒すしか、我々には道がありません。私が行きます」

　セーラが言い放った。

　だが、その腕を力いっぱい引っ張る者がいる。おババ様だ。

「セーラ、ならぬ、ならぬぞ。あれはダメじゃ。あれは、お主でも勝てぬ」

「おババ様？」

「あれは……あの真ん中の奴はただのデビルではない。アークデビルじゃ」

「アークデビル？」

　その言葉は、セーラの聞いたことのないものであった。声が聞こえたのであろう、すぐ側にいたロクスリーも首をかしげている。

「デビルは進化して魔王子になり、そのうちの一体が魔王となる。じゃが、それとは別の『進化の道』がある。そこに進んだのが、アークデビルじゃ」

「それは強いと。魔王より？」

「魔王は規格の外じゃ。じゃが、魔王の子供状態とも言うべき魔王子などとは、比べ物にならぬほどに強い。しかも、目の前の奴は『剣使い』じゃ……」

「確かに、剣を持っていますね……」

　真ん中の、アークデビルは鞘に入った剣を持っている。身長も二メートルと、人間とあまり変わらないように見える。もちろん、存在感は圧倒的に違うが。

「『魔法使い』であれば、エルフが倒したという記録がある……それでも百人からの犠牲者が出ておる」

「私が、初の『剣使い』を倒したエルフになるしかありませんね」

　セーラは、努めて明るい調子で言う。

「セーラや……」

「大丈夫です、おババ様。どうせ、あれと戦って勝つ以外に、我々が生き残る道はありません。それに私、最近、少し強くなったんですよ」

　そう言うと、セーラは水筒の水を飲み干し、門まで歩く。

　門の外では、魔物たちが少し退き、半径五十メートルほどの円ができていた。

「ふむ、一騎打ちをしてくれると。願ってもない」

　セーラはそう呟くと、門の外に出る。

　そして声をあげた。

「アークデビルよ、私が相手をしよう」

　それを聞いて、アークデビルはうっすらと笑ったように見えた。

（さて……魔力は空っぽ。『風装』が使えない今の私で、どこまでやれるのか）

　これまでの熾し烈れつな防衛戦、常に最前線に身をさらし続けたセーラは、体力、魔力、精神力のいずれも、限界近くまで振り絞っていた。

　それでも戦わねばならない。他に、アークデビルに対抗できそうな者はいないのだ。

　アークデビルが一歩前に出て、鞘から剣を抜いた。傍らのデビルが鞘を受け取り、後ろに下がる。

　かくして、自治庁防衛戦の最終局面が始まろうとしていた。




　先に動いたのはアークデビル。

　いつもなら、風装を纏ったセーラの音速の飛び込みから始まるのだが、魔力残量の関係から、それはできない。

　代わりに、アークデビルの超速の飛び込みで、二人の剣戟が開始された。

　振り下ろしを流す、薙ぎをかわす、突きを逸らす。

　まともに受ければ、剣が無事でも手首を痛めたり、剣を飛ばされたりする。

　一太刀交わしただけで、セーラはそれを理解した。理解させられた。

　流して反撃、かわして反撃、逸らして反撃。

　徹底的に『後ごの先せん』、つまりカウンター主体の攻撃を展開する。

　アークデビルも、それを理解したのであろう、深く踏み込めなくなる。

　そして、いったん大きく後方に飛び、距離を取った。

　アークデビルは、両手で剣を握っている。ファンタジー風に言うなら両手剣であろうか。

　だが、それは奇妙であった。

　細い剣だが少し反っている。それも奇妙である。

　しかし、何より奇妙なのは、その握り方だ。

　左手を剣の柄に近い場所、右手を鍔つばのすぐ下に。両拳がくっついておらず、空いているのだ。普通は、柄に近い場所であろうが、鍔に近い場所であろうが、両拳はくっつけて握る。

　だから奇妙。

　だが……。

「知っているぞ、その握り方は。リョウの握り方だ」

　そう、日本刀や竹刀を持つ時の握り方。何十、何百と剣を重ねてきた……涼の剣は、よく知っている。

「だが、リョウとは足の運び、体のさばき方が全然違うな。なんとも、世界は広い。様々な剣の流儀がある」

　セーラは素直に感心していた。

　そして少し嬉しかった。

　目の前の魔物は、おそらく言葉は完全には通じない。だがそんな魔物が、間違いなく、剣の修行に時間と労力を費やしてきたのだ。そうでなければ、これほど見事な剣を使えはしない。

　そんな者たちが、自分の知らない場所から来て、自分の知らない剣を振るい、自分の前に立つ。

　そんな者と戦えるのが、純粋に嬉しかった。

　それは、ある種の戦闘狂なのかもしれない……。




　二人の剣戟は、その後、一時間以上続いた。その間、自治庁に対する攻撃は止まっていた。

　魔物たちにしてみれば、自分たちのボスが一騎打ちを行っているのだ。それを無視して攻撃をするなど、あり得ないことなのだろう。

　つまり、セーラは、ただ一人戦うことによって、自治庁を一時間以上もたせていたのだ。

　だが、しかし……。

　セーラの体力は尽きようとしている。

　体中に無数の切り傷もある。

　それはアークデビルも同じ。

　両者の力は互角。

　セーラとアークデビルは距離をとり、息を整えた。

　勝敗がどちらに転ぶのかは、誰にも分からない。

　だが、見ている者すべてが分かることがあった。それは、次の一撃が、決着をつける一撃になるであろうということ。

　もちろん、一番そのことを理解していたのは、剣戟の当事者二人。

　アークデビルは改めて剣を構え直した。

　セーラは剣を肩に担ぐように構えた。

　そして二人は静止する。

　決着は一瞬でつく。

　だからこそ、その一瞬を掴まなければならない……。

　何かがきっかけでこの均衡は崩れるのだから。




　そのきっかけは、はるか遠くの方から起こった。何か、かなりの重量物が、高いところから落ちた音が聞こえた。

　それが、二人が動き出すタイミングとなった。

　アークデビルが超速の踏み込み、同時に振り上げた剣を打ち下ろす。その光景を見ることができた者は、この場にはいない。それほど超速の打ち込み。

　だが、打ち下ろした先に、セーラはいない。

　しかし、それはアークデビルの想定内。

　打ち下ろした剣を、地面に触れる寸前で強引に方向転換させる。そのまま左方向に、体全体を使って横に薙ぐ。

　だが……そこにすらセーラはいない。

　さすがに驚いたアークデビルは、その表情のまま首を斬り落とされた。

　続けて、心臓にある魔石も貫かれた。

　セーラは、瞬間の『風装』で、アークデビルを中心に二百七十度回転し、アークデビルのむしろ右手側に出ることで、死角を移動し続けた。

　アークデビルの想像を超える速度。

　これまでの一時間以上を、全て魔力の回復に費やし、一度も風装を纏わずに戦い続けた結果の勝利だった。




　アークデビルの魔石を貫いた瞬間、セーラの魔力は完全に尽きた。

　片膝をつき、懸命に意識を保つ。まだアークデビルを倒しただけ。そう、他のデビルや魔物たちがどう動くか分からない。

　まだ終わっていない。

　必死に立ち上がろうとした時、ある音が近付いてきていることに気付いた。

　重量物が、高いところから落ちる音。アークデビルとの最後の一撃のきっかけとなった音。

　あれが、何度も繰り返しながら、ここに近付いてくる。王城から続く道の先から……。

　さすがに、残った二体のデビルを含め、魔物たちもその音に気付いた。そして、音が近付いてくる方向を見ている。

　夕焼けに染まった王都の空。そんな空から、重量物は落ちてきている……。

「なんじゃ、あれは……」

　おババ様が呟く。

「氷の……壁？」

　ザックの声が、セーラの耳に聞こえた。

（氷……ああ、そうか……来てくれたのか）

　氷の壁が空から落下し、道路にいる魔物たちを押し潰す。

　落ちたその氷の上を、ローブを纏った魔法使いが一人、走ってくるのが見えた。
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　涼は、王城から自治庁前に続く通りを走り始めた。前方に、魔物たちがひしめいている通りを。

　アベルとレックス副隊長は、王城からそれを見ている。

「えっと……アベル、彼、走っていったが……」

「ああ。多分、エルフの自治庁に向かったんだろう」

　レックスの問いに、アベルは答えた。答えただけで、それを追おうとはしない。

　それを見て、レックスは訝し気に問う。

「追わなくていいのか？」

　アベルはチラリとレックスを見て、また視線を涼の後ろ姿に戻す。

「俺に比べて、リョウは疲れていないからな。というか、リョウが疲れたところ、見たことないな……」

「でも、彼は魔法使いだろう？」

　アベルの言葉に、レックスは驚いて言う。一般的に、魔法使いは剣士などに比べて体力もないし、戦いの際は魔力を使い続けるために、疲労の度合いも大きいようだ。

「ああ。リョウは規格外だ」

　アベルは重々しく頷いた。

　ドゴンッ。

　そして、重量物が落ちる音が辺りを圧する。

　それも連続して……。

　ドゴンッ、ドゴンッ。

「あー、リョウお得意の、氷の壁で押し潰すあれか……」

　アベルは、ロンドの森からの帰還途中に見た、ゴーレムを押し潰す氷の壁を思い出していた。

　ちょうどその時であった。仲間の声がアベルの耳に聞こえた。

「ああ！　アベルいた！」

『赤き剣』の風属性魔法使いリンの声だ。その声に続いて、パーティーメンバーが姿を現す。

「アベル……良かった」

　そう言って、抱きついてきたのは神官リーヒャ。

「お、おう。心配かけたか」

　抱きついてきたリーヒャを受け止めながら、少し顔を赤らめるアベル。

　そんなリーヒャの後ろから、もう一つのパーティーも現れた。

「中央神殿周辺の魔物たちは、いなくなりました」

　アベルにそう報告したのは、勇者ローマン。

「そうか、ありがとうな」

　アベルは小さく頷いて、感謝した。

　そんなやり取りの間も、ドゴンッ、ドゴンッと、重量物が落下する音は遠ざかりながらも響いている。

　その音の方向を見て、ローマンの顔は引きつった。

「アベルさん……あれは何ですか」

　ローマンのシンプルな問い。さすが勇者だけあって視力もいいのか、空から氷の壁が落ちる光景がはっきりと見えているようだ。

「リョウの氷の壁だな。ほら、さっき、地下で魔物たちを仕切っていた氷の壁。あれを、空中に生成して、落として押し潰しているんだ。シンプルだが、恐ろしい魔法だよな」

　アベルは、涼の規格外さはよく知っているため、それほど驚いてはいない。

「これなら一気に、大量に、奴らを潰せるが……地下だと使えないのか。しかも押し潰した氷の上を走っていってるぜ。あれ？　何で氷の上を走れるんだ？　普通、滑るだろ？」

　アベルが抱く疑問のポイントは、一般人に比べてずれていた。きっと、涼との付き合いのせいに違いない。




　涼が自治庁前に到着した時、魔物たちを含め、全ての視線が涼に向いていた。その中から、俯うつむきがちに片膝をついているプラチナブロンドの女性を見つける。

　そこから、超音速の飛び込みで、その女性、セーラを抱きしめて支えた。

「セーラ！」

「リョウ……来てくれたのか」

　意識はある。

　重大な傷も無い。

　だが、切り傷が多すぎる！

　涼は鞄の中から、特製ポーションを取り出してセーラの口に持っていく。

「セーラ、ポーション。飲んで」

　そんな時に、魔物たちが動き出した。

　リーダーであるアークデビルが倒され、空から降ってきた何かに多くの者が押し潰され、呆けていたのだが、ようやく我に返ったのだ。デビル二体が指示を出しはじめた。

「うるさい」

　涼が、抱えているセーラを驚かせないように小さな声を発した。

「〈ウォータージェット２５６〉」

　瞬時に、デビルを含めた二百五十六体の首が落ちる。続けて二百五十六体、さらに二百五十六体……。

　魔物たちは、自分たちに何が起きているか分からないうちに、次々と首を刎ねられていく。

　セーラが、ゆっくりとポーションを飲み終わる頃には、見える範囲にいた魔物たちは、全員首を刎ねられて倒れていた。

　その、あまりの光景に、声を発する者はいない。

　ただ、涼に抱きしめられながら、その光景を眺めたセーラだけが、涼の耳元で小さく囁いた。

「ありがとう」
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　全ての魔物の首が落ちた後も、セーラは涼に抱きつき、涼はセーラを抱きしめていた。

　セーラにしてみれば、全ての問題が片付いたために、急いで離れる必要はない。涼にしてみれば、見える範囲の魔物の首は落としたが、他に押し寄せてくる魔物はいないかの見極めの必要がある。

　結局、その後は何も起こらず、問題が解決されたことを確認すると、涼はセーラの顔を覗き込んで言った。

「もう自治庁は大丈夫みたいだよ。王都中にいた魔物たちも、ほとんどいなくなったみたいだし……。セーラも少し休んだ方がいいんじゃない？」

「ああ……そうだな」

　涼が笑顔を浮かべて提案し、セーラも受け入れた。二人の会話が聞こえたのだろう、近付いてきたおババ様が言う。

「セーラ、ようやった。あとは、こっちでやっておくからお休み。すまんがリョウや、セーラを部屋に連れて行ってもらえんか」

「分かりました」

　涼は頷くと、抱きしめていた腕を離した。

「あっ……」

　セーラが小さく呟く。だが、その声はすぐに別の驚きに変わる。

　涼が、左腕をセーラの両膝、右腕をセーラの背中に回して持ち上げたのだ。いわゆる、お姫様抱っこという体勢。

「あ、あの、リョウ……」

　顔を真っ赤にして、恥ずかしそうにセーラが言う。






    
  
  



「セーラ、大変だったでしょう？　大丈夫、僕は魔法使いだけど少しは鍛えているからね。安心して体を預けて」

「……うん」

　恥ずかしそうに、だけど嬉しそうに……。セーラは、両手を涼の首に回した。

　二人は、建物の方に去っていった。

　それを見ながら、おババ様が何度も頷いていたことは、二人は知らない……。



　　　　　　　◆





「見事に押し潰しているな」

　王城から自治庁までできた氷の道を通って、『赤き剣』と『勇者パーティー』は移動していた。

「この氷の下がどうなっているかを考えなければ、いい道よね……」

『赤き剣』の風属性魔法使いリンが、道を踏みしめながら言う。

　勇者パーティーは、全員無言であった。

　氷が落ちてくる光景をはっきりと見られたのは、視力の良いローマンだけだ。他は、それなりに距離もあったので。

　赤き剣の面々は、涼のことを多少なりとも知っているため、アベルの説明に納得したのであるが……。

　勇者パーティーの面々は、ローマンの説明に納得できていなかった。もちろん、ローマンが嘘をつかないことは知っている。そして、実際にこうやって、道に氷が敷かれているのも確認している。

　知っているし、確認しているのだが……それでも納得できないものは納得できないのだ。

　そんなながらも、両パーティーは自治庁に着いた。

　見事に大穴が開いた塀……門があったのであろうことは理解できたが、見事に穿うがたれたその破壊力に、火属性の魔法使いであるゴードンはかなりの興味を持って見ている。

「おババ様、無事で何よりだ」

　アベルは、中庭で陣頭指揮を執るおババ様を見つけると、声をかけた。

「おお。アベル、じゃったか。なんとか生き残ったわい。む……そっちは……なんとも珍しい人物を連れておるの」

　おババ様は、ローマンの方を見ると、眉をひそめてじっくり見た。

「何だ？　誰か分かるのか？」

「うむ。勇者であろう？　中央諸国に来ておるとは驚きじゃ」

　事もなげに言い当てたおババ様を、勇者パーティーの面々は驚きの表情で見つめた。

「周りを漂う精霊の数が尋常じゃない。ある程度の経験を経たエルフなら、すぐに分かるわ」

　そう言うと、おババ様は笑った。

「お初にお目にかかります。西方諸国の勇者、ローマンです」

「これは、これは。王国西の森の大長老が一人、リュン、通称おババじゃ。おババと呼んでくれ」

「おババ様ってそんな名前だったのか」

　アベルの呟きは、おババ様にも聞こえていた。

「勇者に名乗られたら、答えぬわけにはいかぬであろう？」

　そんな中、アベルの耳に聞きなれた声が聞こえた。

「アベル？」

　アベルが、問いかけられた方を見ると、意外な人物がいた。

「ザック？　それにスコッティーも。なんだお前たち、ここにいたのか」

「おう。すぐそこの子爵邸にいた時に、騒動に巻き込まれてな。セーラさんに助けてもらった」

　ザックが小さく頷きながら答える。

「そういえば、セーラさんがいないね」

　リンが周りを見回して、誰にともなく問いかける。

「リョウもいないな……ここに来たはずだが」

　それにアベルもかぶせる。

「セーラは限界まで戦ってな。リョウがベッドまで連れていってくれておる」

　おババ様が、建物の一角を見ながら答えた。おそらくそこに運ばれたのであろう。

「まあ、セーラなら誰が相手でも遅れはとらないだろう」

　アベルは頷きながら言う。

　だが、おババ様は首を振りながら言う。

「いや、今回は危なかった。さすがに、体力も魔力も尽きた状態でアークデビル相手は……おそらく紙一重の差であったろうよ」

「アークデビル！」

　おババ様の説明に反応したのは、神官リーヒャ。

「アークデビルって何だ？」

　対して、知識のないアベルは首をかしげている。

　だが、アベルだけではなく、多くの者が首をかしげている。この中でアークデビルを知っているのは、おババ様を除けば、神官リーヒャと、西方諸国の聖職者グラハムだけらしい。

「デビルが進化して魔王となる。それとは別の進化の道を辿ったものがアークデビルじゃ」

「あの魔王子よりも、強いと言われているわ」

「魔王軍において、将軍的な地位にあたります」

　おババ様、リーヒャ、グラハムがそれぞれの知識から答える。

「なるほど……相当にヤバい奴だというのは分かった。……ちょっと待て。おババ様、さっき、セーラは魔力が尽きていたと言ったか？」

「うむ、言うたな。アベルが問いたいのは『風装』であろう？　そうじゃ、セーラは風装無しでアークデビルと戦ったのじゃ」

「馬鹿な……」

　アベルは、アークデビルの力は知らない。だが、魔王子の力は知っている。アベルは、手も足も出なかった苦い思い出がある。

　その魔王子よりも強いアークデビルと、純粋に剣だけで戦っただと……いくら強いセーラでも信じられない。

「事実じゃよ。最後の最後だけ、戦っている間に貯めた魔力を使って風装を纏い、倒したようじゃ。わしらが知らぬ間に、確かに剣の腕も上がっておったわ」

　驚くアベルを見ながら、おババ様は嬉しそうに笑った。

「な、なあアベル。アベルはセーラさんのことをよく知っているのか？」

　突然、会話に割り込んできたのは、騎士ザックであった。

「おう。同じルンの街の冒険者だからな」

「そ、その、セーラさんのことを教えてくれ」

　アベルは答え、さらにザックは質問してくる。それを見てピンと来たのが、リンだ。リンは、アベルの耳に極々小さな声で囁いた。

「彼、セーラさんに恋しちゃってると思われる」

「マジか……」

　聞いたアベルは、それだけ言って絶句した。

　いや、もちろん、セーラは美女である。はっきり言って、絶世の美女である。そして、おそらくここでの防衛戦にしても、常に最前線で危険に身をさらしながら、指揮を執ったであろうと思われる。

　それを見ていれば、憧れるのは理解できる。戦場に生きる騎士から見れば、勝利の女神以外の何者でもなかったであろう。

　だが……。

　そう、だが、である。

　アベルは、ルンの街で、セーラに手を出そうとして、あるいは手を出して、手酷い仕打ちを受けた者たちを嫌というほど見てきた。それはもう、身分も何も関係なく。

　そもそも、次期領主様が、肩を砕かれて剣を突き立てられているのだから……。

　唯一の例外が、涼だ。

　アベルの見立てでは、涼の方も、セーラのことを憎からず思っている。リンも同意見なために間違いないであろう。これは『赤き剣』内での総意でもあった。

　そうであるならば、他の者がちょっかいを出すのは止めた方がいい。それは、ちょっかいを出す者の未来のためにも……。

　そして、今、目の前で、古くからの飲み友達が、そのちょっかいを出す者になろうとしている。

　これは全力で止める以外にない！

「ああ……ザック。セーラは、ルンの街でも有名なＢ級冒険者だ。そうだ！　ルン騎士団の剣術指南役でもある。彼女は強い男じゃないと相手にしない」

「おお、強いのは分かってるぜ。嫌というほど見たからな。俺は今日から剣に生きる！　真面目に取り組むぜ！」

　アベルの説明に、なぜかさらに燃え上がるザック。

　そんな回答に、アベルは頭を抱え……その横で、リンとリーヒャとウォーレンは、小さく首を振った。

「それにしても、表の惨状はいったい……」

　勇者ローマンが、自治庁が面する道路を見ながら言う。

　その言葉に、アベルは道路の方を振り向いた。さっき入ってきた時には、気付かなかった。そこに転がる、千を超える首無し死体たちに。

「全部……首が無い……？」

　さすがのアベルも、そんな光景は見たことがない。

「ああ……。さっき、突然起きたやつだな。セーラさんがアークデビルを倒した後、氷の壁が空から降ってきたんだ。それから、ローブを着た魔法使いがやってきて、セーラさんを抱きしめたかと思うと、そいつらが突然倒れた」

　ザックが、その時に見た光景を説明する。若干の嫉妬的感情を顔に浮かべながら。

　それを聞いて、アベルは得心した。

「ああ、リョウか」

　その言葉に、全員の視線がアベルの方を向いた。

「な、なんだ？　俺は何か変なことを言ったか？」

「これは……リョウさんがやったことだと？」

　タジタジとなりながら答えるアベルに、勇者ローマンが問いかける。

「リョウ……だと思うぞ。細い水の線で首を斬り飛ばすのを、見たことがある。あの時は、三体だけだったが……そういえば、あの時斬り飛ばしたのもデビルの首だったな」

　アベルは、ダンジョン四十層の出来事を思い出しながら答えた。

「この、千を超える首を全て斬り飛ばした？　ほとんど一瞬で全部だぞ？　アベル、マジでこれが、あのローブの魔法使いがやったと？」

「ああ……。というか、リョウ以外にはできないだろう。実際、リョウ以外がやったんだったら、そっちの方が恐ろしいわ」

　アベルの中では、この惨状の原因は涼である、という結論に達している。そのため、その表情はスッキリしていた。

　だが、他の者たちの表情は、引きつっている。

「言うまでもないが、リョウを怒らすなよ？」

　アベルがそう言うと、皆が全力で頷いた。




　しばらく話していると、道路に馬車が止まる音がした。馬車の紋章は、ルン辺境伯の紋章。

　中から出てきたのは、男二人。

　一人は、ルン騎士団移送隊隊長のイーデン。

　もう一人は……。

「ケネス！　無事だったか！」

　その姿を見つけて、アベルが喜びの声をあげる。

　天才錬金術師ケネス・ヘイワード男爵であった。

「アベル！　それにザックとスコッティーも！　みんな無事でよかった」

　ケネスも再会を喜んだ。

「ルン騎士団と一緒ということは、ルン辺境伯邸にかくまわれていたのか？」

　アベルが、馬車の紋章とイーデンの胸の紋章を見て問いかける。

「ええ。リョウさんが、私の部下たちと一緒に連れていってくれて」

「そういえば言っていたな。リョウ、いい仕事してるじゃないか」

　アベルは、嬉しそうに何度も頷いた。

「屋敷に籠って助かったとか凄いな。この辺の屋敷なんて……」

「軒並み破壊されたからね」

　ザックとスコッティーが、ケネスの幸運を祝う。

「王都のルン辺境伯邸は、ほとんど要塞だからな……。あれくらいないと生き残れないだろう」

　アベルはルン辺境伯邸を思い浮かべながら答える。

「ヘイワード男爵が持ち込まれた錬金道具に、かなり助けられました」

　そう言ったのは、ケネスを連れてきたイーデン隊長だ。

「王都防衛用兵器の雛型として作った……本物よりは、かなり小さいやつなんですが、役に立って良かったです」

　ケネスは照れながらそう言って笑った。

「時に、セーラ様はご無事でしょうか」

　イーデンは辺りを見回し、セーラの姿が無いのを見ると、アベルに問いかけた。

「ああ、無事らしい。リョウが部屋まで連れていっているそうだ」

「おお！　リョウ殿もこちらに。ならば、私は皆さまが無事であったことを、辺境伯邸に知らせてきます。では、ご免」

　そう言うと、イーデンは馬車に乗り込み、来た道を引き返していくのであった。

「それにしても……」

　アベルは外を見回し、大きくため息をついた。

「王都の復旧……相当大変だな」



　　　　　　　◆





　中央諸国には三つの大国が存在する。

　北の帝国、デブヒ帝国。

　南の王国、ナイトレイ王国。

　そして東の連合、ハンダルー諸国連合だ。

　ハンダルー諸国連合は、その南西部で王国と接し、北西部で帝国と接する。

　帝国は、全てにおいて他の二国を圧倒しているが、王国と連合は長い間均衡を保っていた。だが、その均衡を大きく崩したのが、十年前に二国の間で起きた『大戦』である。

　結果は、王国の大勝。

　連合は、領土の一部を王国に割譲し、なおかつ属国として支配下に置いていた、いくつかの小国の完全独立を許してしまう。

　その中の一つが、連合の南部、王国の東部と接するインベリー公国だ。

　小国とはいえ、いくつもの重要資源を抱えるインベリー公国の完全独立は、連合にとって大きな痛手であった。




「ククククク。アハハハハ。ワーッハッハッハッハッハ」

　ハンダルー諸国連合首都ジェイクレア。その執政執務室に、笑い声が響き渡った。

「閣下……」

　部屋の主が十分笑った辺りで、報告を持ってきた補佐官が声をかける。

「ああ、すまんすまん。だが、ランバーも読んだであろう？　王都騒乱の報告書。王国騎士団壊滅、貴族とその家族への甚大な被害。しかも、それらに対して有効な手段を取ることができなかった首脳たちの無能。これを笑わずにいられようか」

　そういうと、オーブリー卿は再び大笑いした。

　だが、しばらく笑うと、少しだけ顔をしかめて言葉を続けた。

「だが、これではっきりしたな。スタッフォード陛下は普通じゃない」

　ナイトレイ王国国王スタッフォード四世の名を挙げるオーブリー卿。

「英えい邁まいを謳うたわれたスタッフォード王にしては、確かに変ですな」

　ランバーも小さく頷いて言った。

「病気か？　あるいは……」

「あるいは……？」

「我らではない、何者かの工作か……」

　オーブリー卿はそう言うと、何度か小さく首を振る。

「王国民は不幸なことだな……。自分らではどうしようもないが」

「権力の集中の、難しい点ですな」

「分散していては決定に時間がかかる。集中していては、そこが壊れた時の影響が大きすぎる。人の組織は、ままならぬものよ」

　ランバー補佐官は、手元の書類を執政オーブリー卿に見せて言った。

「閣下、確認が取れましたが、やはり事実でした。フレッチャー子爵も騒乱に巻き込まれ、亡くなったようです」

「ああ……全て都合の良いようにはいかんな。フリットウィック公爵邸からは、いったん手を引くか。王国中枢を混乱させるという目的は達したしな。公爵領そのものに、帝国が干渉しているのであろう？」

「はい。何か大きな狙いがあるようで、フリットウィック公爵自身にも接触しているようです」

　オーブリー卿の問いに、ランバーが頷いて答える。

「フリットウィック公爵……王弟レイモンド。我ら連合と密約を結び、帝国とも接触している……。ふん、あまり手を広げすぎると火傷やけどするぞ」

　オーブリー卿は呟いた。そして、思い出したように問う。

「そういえば、フレッチャー子爵の下に送り込んでいた……密偵名ナンシーであったか。彼女は騒乱には巻き込まれなかったのだな？」

「はい。騒乱前に王都を出たとのことです」

「よし。ナンシーは、王国西部に回せ」

「……よろしいのですか？」

　ランバーが、懸念を抱えて問いかけるように言う。

「ランバーが懸念しているのは、ナンシーが帝国と通じているという点であろう？」

「はい……」

「よい。そこまで把握したうえで使っているのだ。王国西部には、かの帝国第二十軍、影軍を率いるランシャス将軍自らが入ったらしいからな。いろいろと関わり合って動くだろうさ」

　ランバーの懸念を、想定内だと言い切って笑うオーブリー卿。

　そして、話を王都の騒乱に戻した。

「それにしても、想像以上の魔物どもが現れたが……想定以上の暴走、何が原因かは……」

「申し訳ございません。未だ分かっておりません」

「まあ、そうであろうな」

　オーブリー卿も、こんな短期間に解明されるとは期待していない。そもそも、入手ルートも怪しいところから仕入れた『玉』だったのだ。

「なんと言ったか……そう、宝珠と言ったか？　あれをもう一度手に入れることはどうだ？」

「そう仰ると思い、手配した者に再びの接触を試みたのですが、連絡が取れませんでした」

　オーブリー卿の問いに、ランバー補佐官は頭を下げながら答えた。

「ふむ、消えられたか。こちらとしては王国を混乱させることができたし、良しとするか。王国騎士団が壊滅したとなれば、他国への援軍は出せまい。……いよいよだな」

「はい。四カ月後には出陣可能となります」

「四カ月後……春の終わりか、夏の始まりか」

　オーブリー卿はニヤリと笑って、さらに呟いた。

「インベリー公、再び連合の前に跪かせてみせるぞ」






    
  
  




　　　　　　　◆

「皆、ご苦労だった」

　ジュー王国第八王子ウィリーは、大使館を守り抜いた職員と騎士たちに声をかけた。

　突然現れた魔物たちの前に、多くの貴族邸が打ち破られる中、ジュー王国大使館は、最後まで蹂じゅう躙りんを許さなかった。

　もちろんそれは、大使館の場所が大きく関係している。

　今回の被害が大きかったのは王都北側の貴族街。その中でも、王城のある北地区から北西地区にかけての辺りだ。その辺りの被害は甚大であった。

　翻って、ジュー王国大使館は、中央神殿から見て東、東地区の北辺付近にある。ぎりぎり貴族街と言える場所に建っている。

　立地からして、大国であれば大使館を建てないような場所だろうが、今回はそれが幸いしたのだから、何とも言えないところであろう。

　それでも、周囲を見回せば、かなりの被害が出ている。東地区の中では北辺にあたるため、かなりの魔物に対処する必要があったのだ。その中で大使館が無事であったのは、やはり大使館関係者の努力によると言ってもいい。

　ウィリー王子自身は、たまたまその日、ナイトレイ王国王家からの賓客の対応をするために、大使館に詰めていた。

　本当なら、その日が学園への転入初日ということで登校するはずだったのだが、急遽二日後に変更。それが幸いした。

　学園の場所は、王都北地区。もし学園にいたら……そう考えると、ウィリー王子は心底、大使館に残っていて良かったと思ったのだ。ひいては、王家からの賓客のおかげで学園に行かなかったわけで……その賓客にも心の中で感謝していた。

　その賓客である、ナイトレイ王国王太子は、第二近衛連隊の護衛の下、先ほど馬車で王宮に戻られた。

「もの凄く的確な指示だった……」

　王太子の矢継ぎ早の指示出しは、傍らで見ていたウィリー王子にとって学ぶべきものが多いものであったのだ。

「いずれ落ち着いたら、登城して今回の感謝を伝えないといけないな」

　そこでウィリー王子の頭をかすめたのは、王都にいる知り合いの安否だった。と言っても、知り合いはまだ少ない。

「先生は……多分問題ない。何百体に囲まれても、一瞬で殲滅してしまう光景しか思い浮かばない」

　ウィリーが思い浮かべたのは、『先生』と呼んでいる涼のことだ。

　水属性魔法を使えるウィリーにとっては、まさに先生。だが、ウィリーは涼が敵を殲滅している光景を見たことは無い……見たことは無いのだが、簡単にそういうことを成してしまいそうなイメージをすでに持っていた。

「だから、きっと大丈夫」

　そう言って、一つ頷いた。

「あとは……コーンさんか」

　インベリー公国から、護衛をしてくれた冒険者のまとめ役。

　ジュー王国大使館を自由に使っていいと伝えていたのだが、報酬を受け取った後は一度も見かけることはなかった。もしかしたら、もう王都にはいなかったのかもしれない。

「それならそれで、今回の被害を免れたわけだから、いいのですが」

　そう考えると、ウィリーは何度か首を振って、外を見るのであった。



　　　　　　　◆





　王都騒乱が起きた時、コーンはすでに王都を出ていた。

　インベリー公国のＣ級冒険者コーン。それは事実。だが彼は、公国政府と極めて近しい関係でもあった。

　王都の冒険者ギルドに顔を出したコーンは、そこに自分宛ての手紙が届いているのを確認した。

「すぐに大使館へ」

　極めて短い文面。だが、それだけに緊急性を感じさせる手紙だ。

　インベリー公国大使館。そこで身分を確認され、公国政府直々の指示書を受け取る。

　内容を確認して顔をしかめた。指示書は、暖炉の火に投げ込み、全て燃え尽きるのを確認した後で部屋を出る。

「大金は入るんだが、いつもながら危険すぎる潜入だろ……」

　そう呟くと、そのまま王都を出た。その結果、王都の騒乱に巻き込まれることもなかった。

　公国政府の指示書。

　それは、簡単に言えば、スパイ活動の指示。

　公国は、完全独立から十年と、まだ非常に若い国家だ。そんな公国は、官僚機構はともかく、優秀と言われる諜報組織があるのだが……規模はまだまだ小さいものであった。

　だが、小国が生き残るのに、情報収集は肝だ。

　そこで公国政府は、公国に所属する冒険者の中から、忠誠心の篤あつい者を中心に、諜報活動に従事させていた。抱える資源から、小国の中では比較的裕福な部類に入るインベリー公国だからこそできる力業。

　しかも、選ばれる者たちの多くは、十年前の『大戦』で公国の裏工作に従事し、連合に裏から打撃を与えて戦った者たちが多い。

　決して使い捨て用途ではなく、公国にとって非常に有用な人材であり、公国がわずか十年でかなりの力をつける、その要因の一つとなっていた。

　コーンは、そんな冒険者の一人である。

　そして、今回のコーンの行先は、ハンダルー諸国連合首都ジェイクレアとなっていた。



　　　　　　　◆





　ナイトレイ王国を代表する魔法使いと言えば、イラリオン・バラハであろう。

　王国においては、『宮廷魔法使い』の地位に就けば、一生安泰である。それは、特に魔法の行使において高い技量を持っていなければ就くことができない地位だからだ。エリート中のエリートであり、魔法使いの近衛たる、百人の宮廷魔法使い。

　その中のトップが、筆頭宮廷魔法使いのイラリオンなのだ。この三十年、その地位は揺らいでいない。

　そんな王国を代表する魔法使いであるイラリオンであるが、王都騒乱時、王都を離れていた。ちょっとした手掛かりから、ちょっとした人物を追って、ちょっと東の方へ行っていたからである。

　戻ってきて、王都の変わり果てた姿に驚いたのは言うまでもなかった。

　そのまま王城に直行し、いくつかの会議といくつかの会談を終えて、『王国魔法研究所』に戻った時には、辺りは既に暗くなっていた。

　最上階が彼の執務室。廊下にまで、執務室からの声が聞こえる。

「そういえば、アベルたちが来ておったな」

　そう思いながら扉を開けて一歩中に入り、凍りついた。

　そこには、十人からの人間がいたのだ。

　アベルたちがいなければ、普段は誰もいない執務室に、これほどの人数がいるというのは……これまでの数十年で一度もなかったこと。

「あ、師匠、おかえりなさい」

　真っ先に挨拶したのは、イラリオンの弟子たる風属性魔法使いのリン。

「あ、うむ」

　驚いたままのイラリオンは、それしか言えない。

「おう爺さん、ローマンたちが泊まるところが無いって言うから、ここに来てるぜ」

　アベルはそう言うと、ローマンたちを顎で示しながらイラリオンに事後報告した。

「それで……そちら様はどちら様なのじゃ？」

「勇者ローマンとそのパーティーだ」

「……は？」

　アベルの答えは事実であったが、現在のイラリオンには理解できないものでもあった。

　久しぶりに帰った我が家に、勇者とそのパーティーがいたら……それは誰しも理解不能となるであろう。

「初めまして。西方諸国の勇者、ローマンと申します。王国を代表する魔法使いであるイラリオン様の研究所に泊めていただける御光栄に浴し、感謝いたしております」

「う、うむ。ゆっくりしていきなさい」

　勇者と言われた、見るからに実直な青年であるローマンが、丁寧に挨拶をする。そんな若者を追い出せるほど、イラリオンは鬼畜ではない。

　かくして、勇者パーティーは、王都における宿を確保したのであった。






ルンへの帰り道


　王都の騒乱より三週間後。

　王都はようやく落ち着きを取り戻し、ゆっくりとだが復旧に取り掛かっていた。

　そんな王都から、辺境のルンへと続く南街道上を、二人の冒険者が歩いていた。剣士と魔法使いの組み合わせはよくある。

　先に、ルン騎士団移送隊と共にセーラと、アベル以外の赤き剣の面々が、ルンの街に帰った。セーラは、最初のうちは帰るのを渋っていたが、最後の方ではどうせすぐに涼も戻るということで納得していた。

　納得しなかったのはリーヒャだ……だが、ルンの神殿から緊急の依頼が、王都中央神殿を通してリーヒャに来たため、泣く泣く移送隊と共に帰ることになった。

　アベルは、兄である王太子に呼ばれ、いろいろと仕事をこなしていたため、戻れなかったのだ。いくらルン騎士団移送隊と一緒とはいえ、リーヒャだけ帰すのは不安なため、リンとウォーレンもリーヒャの護衛的ポジションとしてルンの街に帰した。

　アベルは、必ず「リョウと一緒に戻る」という約束を、リーヒャから突き付けられていた。涼が一緒なら、たいていの問題は解決されるだろうと、リーヒャは考えたのだ。

　かくして、一行に遅れること一週間、ようやくアベルと涼は、王都を出てルンの街への帰還の途に就いたのだった。




「それにしても……王都では何も起きませんでした……」

「……は？」

　涼の呟きは、隣を歩いていたアベルにも聞こえた。そしてアベルは、二の句を継げなかった。






    
  
  



　アベルが反応したことで、涼は呟きが、思った以上に大きかったことを自覚した。そのため、言葉を続ける。

「いえ、誤解の無いように言うと、ラノベ的王道イベントの武闘大会とか、学園編とかが無かったというだけの話ですよ？」

「うん、何を言っているのか全く分からない」

　涼が丁寧に説明したのに、アベルには全く理解してもらえなかった。

「いえ、普通、王都編となれば、武闘大会に飛び入り参加して大活躍とか、学園に入って涼さんちょ～つえーとか言われたりするのがあると思うんですよ。でも、今回の王都ではそんなことはありませんでした」

「あ、うん、なんていうか……リョウって時々わけの分からないことを言うよな。いや、時々じゃなくて、たいていは、か！」

「酷い……」

　アベルの暴言に心を傷つけられた風を装う涼。

「傷ついた涼の図です」

「なんか、俺がもの凄く悪者な雰囲気なんだが……」

「アベル、どんまいです」

「いや、リョウのせいだろ！」

　いつの間にか、濡れ衣を着せられた人を励ますポジションに立っていた涼にキレるアベル。

「はぁ……。というか、武闘大会なんて王都で開かれたことないから。少なくとも、ここ百年の間には一度もないぞ」

「え……」

「武闘大会と言えば、帝都のやつが有名だな」

　アベルが恐るべき事実を告げ、涼が絶望し、アベルが再び新たな希望を灯す。

「デブヒ帝国！」

「四年か五年おきにやってるな。あれって、記念大会とかだと、他国の冒険者もかなり参加してたと思うぞ」

「なるほど、それがもうすぐ開催されるということですね！」

「いや、去年開かれたばかりだから、しばらくは無いな」

　涼がわずかな希望に賭けて言うと、アベルに真っ向から否定された。

　落ち込む涼。

「なんて不幸な……」

「学園がどうこう言ってたが、リョウはもう成人だろ？　今更学園に入学とかいう歳じゃないだろうに」

「そこは関係ないのです。学園に入って、強い～とか、ありえね～とかきゃあきゃあ言われるのが王道なのです！」

「あ、うん、やっぱり意味が分からんわ」

　アベルは片手をポイポイっという感じで振る。あまりの対応に絶望する涼であった。

「そういえばリョウ、最後の一週間くらい、ずっとケネスのところに入り浸っていたんだろう？」

　絶望した涼を無視して、アベルは問いかける。

「ええ。錬金術の基礎から奥義まで教えてもらいました。一緒にもの凄いポーションも作りましたしね。これで僕も、一人前の仲間入りですよ！」

　一瞬で元に戻り、天才錬金術師ケネス・ヘイワード男爵の下での成果を強調する涼。

「いや、一週間で奥義までは無理だろ？」

　だがアベルは、涼の成果を頭から否定した。第三者が聞いていれば、アベルの意見に完全に賛同するであろう。

「まあ、奥義は言い過ぎですけど、上級者くらいにはなりましたよ！」

「いや、それも無理だろ？」

「無理無理無理無理と……アベルは否定することしかできないのですか。そんなことでは弟子は育ちませんよ？」

「俺、弟子とか育てないから……。リョウだって育ててないだろうが、全く」

　アベルがそういうと、涼はニヤリと笑った。

「アベル……情報が古すぎますね！　僕は五人からの弟子を既に持っています！」

「ば、馬鹿な……」

　涼が得意そうに言うのを聞いて、アベルは愕然とした。当然である。涼に弟子など、ありえない。

「インベリー公国の商人見習いの子供たちが……五人。それと、ジュー王国王子のウィリー殿下ですね。おっと、五人じゃなくて六人もいましたね。フフフ」

　得意そうに言う涼を見て、なぜか分からないが、凄くムカついたアベル。

「それは……魔法の弟子か？」

「当然です。僕は魔法使いですからね。僕のこと、何だと思っていたのですか？」

「魔法……剣士？」

「魔法剣士!?　カッコいいじゃないですか！　アベルにしてはいいセンスです！　今度から『魔法剣士涼』と名乗るのもいいかもしれません」

　アベルが適当な造語で言ったのが、はまってしまった涼。

「ハッ。でも、二兎を追うものは一兎をも得ずと言います。やはり、僕は魔法一本に絞りましょう……剣の道は諦めます」

「うん、今でも十分、剣の道、進めていると思うけどな」

「その手にはのりませんよ！　僕に両方やらせて、どちらも極められなくなったところで、調子に乗るからそういうことになるんだ、とか上から目線で言うんでしょう？　アベルは酷い！」

「俺はどこまで鬼畜な人間なんだよ……」

　旅は道連れ世は情け。

　一人旅よりも二人旅の方が楽し……少なくとも、飽きはこない。

　初日夜の宿泊は、王都の衛星都市のポジションにあるデオファムの街であった。デオファムの街は、王都の南にある最初の大きな街であり、宿場町的な役割を果たしている。

　この街から、南部最大の街アクレへと続く第三街道と、ルンの街へと続く南街道に分かれる。

「この宿は素晴らしいですね！　大浴場がありますよ！」

「リョウは風呂好きだもんな。そう思って、宿はここにしたんだ。デオファムでも有名な宿でグレードも高いから、安全だぞ。夜も安心して寝られる」

「アベル……素晴らしいです！　今日の晩御飯は僕が奢ります。好きなものを食べてください」

「うん、この宿、晩御飯も料金に含まれてるからな。先払いでお金払った後だからな」

「ばれてましたか……」

　アベルに恩を売る作戦は失敗した。




　二日目。

　デオファムを出て、二人はルンへの道、南街道を歩いていた。

「アベル、気付いてますか？」

「ああ。何か不快な視線を感じるな。宿を出てから、ずっとだよな」

「さすがＢ級冒険者ですね。視線を感じる、とかちょっと言ってみたいセリフです」

　アベルのセリフに、少し憧れた涼。

「リョウは視線じゃないのか？」

「ええ、僕は魔法で……」

「そっちの方が確実じゃねえか！」

　なぜか怒られる涼であった。

「だが……なぜ俺たちを見ている？　金目のものが欲しいなら、商人を狙うべきだろ？　この南街道とか、王国を代表する街道の一つだ。狙う商隊なんていくらでもいる。まあ逆に、こんな人通りの多い街道で盗賊行為をしようってのも、自殺行為な気もするがな」

「そうですよねぇ。冒険者二人を狙う理由……しかも一人は、見るからに強そうな剣士ですよ。もしや、見ている者たちは盲目の追跡者……」

「そんなわけないわな」

「しかし、それ以外に理由が説明できないのですよ。不可能なものを全て除外したら、後に残ったものがいかに不合理に見えても、それが真実に違いないのです！　名探偵はそう言ったのです！」

「うん、メイタンテイが誰かは知らないが、それを言った人は正しいのだろう。だが、それを使っているリョウは正しくないと思うぞ。まず、不可能なものを全部除外してないだろ！」

　アベルの断言に、目を見開いてなんてことだ、という表情になる涼。

「まさかアベルに指摘されるなんて……」

「リョウ、ものすげぇ失礼なことを言ってやがるぞ」

　思わず呟いた涼は、アベルに軽く睨まれるのであった。

「まあ、冗談はさておき。俺ら……誰かと間違われているとか？」

「あり得ますね。どこかの王族のお忍び活動と間違われて、狙われている可能性はありますよね」

「お、おう」

　アベルは現国王の次男だ。だが、涼はそのことを知らない。

　だが……。

「アベル、僕に隠していることがありますね」

「え？」

　涼の、あえて静かに言った言葉にアベルはドキリとした。

「さっき、王族と言った時、わずかにアベルは反応しました」

「そ、そうか？」

　アベルの背を、冷や汗が流れる。

「アベル……まさかとは思いますが、王族の部屋に忍び込んで宝物とか奪ってきたんじゃないでしょうね？　もしそうなら、僕は悲しいですがアベルを捕まえて突き出します。そして報酬を貰……」

「ねーよ！」

　不穏な視線を感じながらも、二人の旅路は平和に過ぎていく。




　三日目。

　今日も、ルンに向かう南街道上にいる二人。

「やっぱり……今日も見られていますよ」

「ああ……視線を感じる」

　涼もアベルも、何者かに見られている状態が、今日も続いていることを感じていた。

「アベル……誰か実力者の恨みを買ったとかじゃないですか？」

「リョウ……怖い人たちに手を出したりしたんじゃないか？」

　そう言い合うと、二人同時に胸に手を当てて考える。

　そしてほぼ同時にため息をついた。二人とも、思い当たる節があるようだ。

「それにしても……全然手を出してこないな」

「そうですよね……。もっと、こう、スパッと一思いにやってほしいです」

「なんか、別の意味に聞こえるから、それはやめてほしい」

　アベルは、自分の首が涼によってスパッと落とされる光景を思い浮かべて、顔をしかめながら言った。

「大丈夫です。アベルのことは僕が守ります！　だから、凄く強い相手だった場合は、アベルが僕のことを守ってくださいね。僕は逃げますから！」

「いや、それはいろいろひでーだろ」

「いつ襲ってきますかね」

「やっぱ、襲ってくるか？　見てるだけで終わるとかないか？」

　涼の問いかけに、アベルが希望的観測を述べる。

「だって、半径五百メートル以内に、常に三人付いてきてますよ？　これで見るだけで済んだら、大赤字です」

「盗賊にも経済観念があるのか……」

「盗賊こそ、小規模経営ですからね。お金にはシビアじゃないと、すぐに潰れてしまいます」

「そ、そーなのか」

　いつになく熱く語る涼に、気け圧おされるアベル。

「昨日泊まったアバーデアが、王都のある中央部最後の大きな街になる。今日、明日泊まる予定の街はアバーデアとかに比べればかなり小さいな。当然、街道の人通りも減る。もちろん、南街道ではあるから、それなりに行き交う人もいるだろうが……」

「つまり、そろそろ来るかもってことですね。そして、夜寝ている間も危ないぞと！」

「なんで、ちょっと嬉しそうなんだよ」

　涼の表情が少し緩んでいるのを見て、アベルが指摘する。

「いや、ほら、いつ来るか分からないで待つよりは、さっさと来てくれて倒した方がいいじゃないですか。だって、さすがに見てるだけの人を、盗賊の可能性がある！　って襲ったら……ダメでしょう？」

「ああ、ダメだな」




　四日目。南街道上。

「来ましたよ！」

　涼がアベルに囁く。

「どうする？」

「このまま歩いていきましょう。接敵まで……五分ほどでしょう。我々を包囲するために、全方位から来ています」

「全方位って……いったい何人だよ……」

　顔をしかめながらアベルが言う。涼は〈パッシブソナー〉で人数を数える。

「二十人ですね」

「盗賊にしては、けっこうな大所帯だな」

「こっそり、氷の鎧を着せておきますね。〈アイスアーマー２〉」

　涼が唱えると、アベルと涼の服の表面に、不可視の氷の鎧が生成された。

「数は力です。盗賊とはいえ、数で押し包まれれば怪我するかもしれませんしね」

「そういうところ、リョウは慎重だよな」

　アベルは感心して言う。

「偉大なる暗殺者にして錬金術師だった人物も、手数の前に不覚を取りました。アベルにはそうなってほしくないですからね」

「暗殺者の知り合いがいたってのが驚きだよ。しかも錬金術師って」

「人に歴史ありです。いつかアベルにも話してあげますよ」

　涼が思い浮かべたのは、もちろん暗殺教団首領の『ハサン』であった。




　五分後。

　涼とアベルへの包囲が完成して、三人の男が姿を現した。

「ようやっとのお出ましか。デオファムからずっとだろ。ご苦労なことだな」

　アベルが挑発するように言う。

　何のために挑発しているのか？　特に理由はない。

「やはり気付いていたか」

　中央の男が言う。

　スキンヘッドでいかつい感じだが、おでこの辺りに知性を感じられる……涼はそう思った。

「俺たちは、すでにお前たちを囲んでいる。抵抗するのは無駄だ」

　スキンヘッドの男が続けて言った。

「まあ無駄かどうかは置いておいて。何が目的なんだ？　それがずっと不思議でな。教えてもらえないか」

　アベルが特に気負うこともなく、普通に話す。

　これは情報が欲しいために言っているわけで、特に問題はない。

「俺たちが欲しいのは、お前が持つ、その剣だ」

「なに？」

　スキンヘッドの男の意外な答えに、アベルは首を傾げた。

「それは、魔剣だな？」

　スキンヘッドの男が問う。質問してはいるが、既に確信してはいるのだ。

「いや、違う」

「違ってねえよ」

　アベルが言下に否定すると、スキンヘッドの隣の、刈り上げ髪の男が吠える。

　刈り上げ男は、おでこの辺りには知性を感じさせない……涼はそう思った。

「まあ、魔剣であることは分かっている。そして、ぜひそれを欲しいと思っている。もちろん、力ずくで奪うことも可能だが、交渉に応じてくれるというのであれば、金や宝石、その他の物との交換が可能だ。どうだろうか」

　スキンヘッドの男が、刈り上げ男を片手で制しながら提案した。

「売り物じゃない」

　アベルは一言の下に否定する。

「こちらも売り物じゃないものを出そう」

　スキンヘッドの男が更に提案してくる。さすがにここまで言ってくると、いろいろと興味が惹かれてくる。

　売り物じゃないものとは何か？

　金や宝石を含め、それらはどこにあるのか？

　スポンサーの存在、あるいは誰かの代理としての交渉なのではないのか？

　であるなら、バックにいるのは誰なのか？

　涼もアベルも、そういった疑問を抱いていた。それらの疑問を抱かせること自体が、交渉テクニックの一つなのではあるだろうが……それでも気になるものは気になるのだ。

「リョウ、どう思う？」

「いろいろ気になりますよね。どこかに連れていってくれるんじゃないですかね」

　アベルと涼が交わした会話はそれだけであり、極めて小さな囁きであった。

「正直、まだ売るつもりはない。だが、そっちが出そうという、売り物じゃないものというのに興味があるのも事実だ。さあ、どうする？」

　アベルは、スキンヘッドの男にはっきりと言い切る。

　言った内容は、全て事実だ。事実を述べる時、人の説得力は増す。なぜかは分からない。様々な要因が絡み合っているのだろうが……。

　相手を説得したい、相手に自分を信じさせたい、そう思うのなら事実を語るのが一番なのだ。

「ならば、我らが村にお連れしよう。そこで、お前の疑問に答えることができるだろうからな。付いてこい」

　そういうと、スキンヘッドの男は歩き出した。

　涼とアベルは顔を見合わせたが、付いていく以外の選択肢は、どちらの顔にもなかった。二人とも、男の後を付いて歩きはじめた。




　二時間近く歩いて、ようやく目的の場所に到着した。

「ようやく……ふぅ、やっと……ふぅ、着きましたね……はぁ、けっこう遠かったです」

　涼が息も絶え絶えにアベルに言う。

「……」

　アベルはそれを見て何も言えなかった。視線では、わざとらしいと言っているが。

　涼が、この程度の距離で疲れるはずがないのだ。

「ふん、鍛えていない魔法使いには辛い道だったか」

　二人の後を付いてきていた、刈り上げ男は涼の様子を見て、馬鹿にしたように言った。わざとらしいとは思われなかったようだ。

　それを確認して、涼はアベルにフフンと小さな声で言い、さらにアベルに囁いた。

「僕の演技も、なかなかのものでしょう？」

　それを聞いて、なぜかアベルは負けた気分になった。

　着いた場所は、村であった。二十軒ほどの家があり、村の中央には広場と祭壇のある建物が見える。

　だが、涼は違和感を覚えていた。何が原因か分からないのであるが……まあ、原因や理由が分からないから、違和感なのであるが。

　その違和感は、アベルも感じたようだ。

「何か、変じゃないか？」

　アベルが、本当に小さな声で囁く。涼は口には出さずに、頷くだけにした。

　涼は、違和感の原因は分からなかったが、以前、どこかで感じた違和感であることに気付いた。

　はて、どこだったか……。

　違和感と言うと、真っ先に魔法無効化を思い浮かべてしまう涼であるが、それではない。

（魔法無効化……？　片目のアサシンホーク、ベヒちゃん、あとはハサンの……ああ！　暗殺教団の村！　あの村と同じ感じなんだ！）

　涼は、ようやく違和感の正体に気付いた。暗殺教団の本拠地も、村であった。巧妙に偽装された。この村も、偽装された村の感じがしたのである。

　何が、涼にそう感じさせたのか。

　女性の少なさ、ではない。暗殺教団の村にも、この村にも女性はいる。若干、目元に険がある女性が多い気がするが、それは仕方ないと思っておこう。

　そうではなくて……。

（子供がいない？）

　そう、暗殺教団の村にも、この村にも子供がいないのだ。

　村であれば、どんな村でも子供の一人や二人はいる。そして、遊んでいたり、その甲高い声が外に聞こえてきたりする。

　だが……。

（暗殺教団の村は、おそらくあそこ以外にもあったんだと思う。子供たちを育てる……暗殺者に育てることに主眼を置いた村、あるいは施設が。だからあそこにはいなかった。では、この村は？　よく分からないけど……表向きだけの村？　別に実際に生活している村がある……？　う～ん、それもしっくりこない……）

　とりあえず、涼は気付いたことをアベルに囁いた。

「子供がいない」

　それを聞いた瞬間、アベルの目が少し開いた気がした。そして小さく頷いた。

　二人が連れてこられたのは、村の広場であった。

　そこには、黒いローブを羽織り、白髪を腰まで伸ばした老人がおり、左右に三人ずつ、同じ黒ローブを羽織った者たちを従えていた。老人以外は、全員フードも被っているため、何か不気味な雰囲気を感じさせる。

　だが、涼が注目したのは別の個所であった。

　老人が手に持つ、長い杖。その杖に付けられている飾り紐と石の彫刻。その組み合わせは、以前見たことがある。

　ニルスの村で、ババ様が杖に付けていたものと同じ。エトは根付と言っていたが……だが……。

（ババ様が付けていたのとは、彫刻の形が違う）

　飾り紐は、七つの色が絡み合った、ババ様が付けていた物と同じであるが、石の彫刻の造形は別物。

　エトのような神官でもない涼は、もちろん、その彫刻が何を表すのかは知らない。そのため、一いち縷るの望みを託して、横にいるＢ級冒険者に聞いてみることにした。

「アベル、あの白髪老人が杖に付けている石の彫刻、何か知りませんか？」

「なんだろうな……飾り紐は七色で綺麗だな」

　Ｂ級冒険者も、この程度の認識であった。

　ただ神官として知られる、光の女神の神官たち以外は、すでに中央諸国の表の歴史から姿を消しているのだ。アベルが知らないのも無理はないのかもしれない。

　真っ先に口を開いたのは、白髪の老人であった。

「よく参られたお客人。早速であるが、我らが欲するのは、その魔剣よ。無論ただとは言わぬ。値段、あるいはどれほどのものとであれば交換してもらえるかな」

「いや、先の男にも言ったのだが、簡単に譲るつもりはない。そもそも、何のためにこの魔剣を欲するのか聞かせてほしい」

　白髪の老人の単刀直入の言葉に、堂々と言葉を返すアベル。この辺りは、涼が見ても感心するほどのアベルの振る舞いだ。

「ふむ。我らは、その魔剣を神に捧げたいと思っている」

「神に捧げる？　光の女神……ではないな？」

「あのような偽神と一緒にするでないわ！」

　返ってきた反応は激烈であった。

　それまでの、少し上から目線で、余裕ぶった態度から、いきなりの変化。涼がちょっとだけびっくりしたのは内緒である。

「……失礼した。神殿の方へご案内して、我らの神について説明いたそう。付いて参られよ」

　そういうと、白髪の老人と六人の黒ローブの者たちは、村の奥の小山の方に向かった。

　涼とアベルは一度顔を見合わせて、それに付いていく。その後ろから、スキンヘッドの男たちが付いてきた。




　神殿の入口は、小山の横穴であった。横穴の奥は行き止まりであったが、白髪の老人が手で押すと、ほとんど抵抗なく奥に開いた。

「入ってこられよ」

　そういうと、白髪の老人と六人の黒ローブが先に入る。アベル、涼、そしてスキンヘッドの男たち三人が入った。

　中は、想像以上に広い。

　それこそ、サッカーコート一面分の広さ、といえば想像がつくであろうか。また、天井までの高さも十メートル以上はありそうだ。

　スキンヘッドの男たち三人は入り口を閉め、そこに佇む。涼とアベルは、白髪の老人に促され、部屋の前方に歩いていった。

　涼は、この部屋に入った瞬間に感じたことがあった。

（隠された神殿？）

　ニルスの村にあった、隠された神殿と同じ雰囲気を感じたのだ。

　その空間の一番奥には……割れていない、完璧な水晶玉……らしきものが置かれている。

　ニルスの村にあったものは、欠けていた。その、欠けていない玉だ。

　色は違うし大きさも違うのであるが、なんとなく、ルンのダンジョン四十層や、今回の中央神殿地下五階で回収した黒い玉に似た感じを受けた。

　前方に鎮座している玉は、透明であるし、「水晶玉です」と言われればそのまま信じるような透明な玉だ。

　黒くなっていた二つの玉とは違う。違うのだが……受ける雰囲気は似ているのだ。

「こちらまで参られよ」

　白髪の老人はそう言うと、二人を前方の祭壇近くに招いた。

　二人が近付くと、白髪の老人は小さな声で何かを唱える。

　その瞬間……。

　アベルが片膝をつく。そして涼も、片膝をついた。

「さあ、我に従え」

　白髪の老人は、二人に命令を下した。だが、二人は動かない。

「む？」

　訝しむ老人。そして、再度小さな声で唱える。

「〈スレイブ〉」

　そして、再び命令を下す。

「我に従え」

「断る！」

　片膝をついたまま、顔を上げることもできないが、アベルは力強く断言した。

「馬鹿な！　〈スレイブ〉が効かないだと？　神殿での〈スレイブ〉だぞ……魔王すら従えることができると伝わる……。それが効かないなどありえん」

「こんなものが効くとしたら、魔王ってのも大したことないな」

　アベルは額に汗を浮かべながらも、老人の魔法に抵抗していた。

「精神干渉系魔法……闇属性魔法……今では極めて珍しい。それを強化する神殿となると、貴様は七神の闇の神の神官か」

　アベルが看破する。

「そこまで知っているとは……貴様、ただの冒険者ではないな」

「ただのＢ級冒険者だよ！　ただ、精神干渉の魔法が大嫌いなだけのな！」

　そういうと、ついにアベルは立ち上がった。顔色は悪いままであり、額にも大粒の汗をかいているが、魔法の効果を打ち破ったのだ。

　もちろん、それは肌身離さず身につけている『平静のネックレス』の効果によるものだ。

　相当に強力な状態異常や、精神干渉系魔法であっても数秒で回復してしまう平静のネックレスであるが、それですら、これだけ回復に時間がかかったというのは、この白髪の老人の闇属性魔法が非常に強力だったと言える。

「おのれ……。だが、貴様の仲間は我が手に落ちておる。その仲間を貴様と戦わせるとしよう。さあ、我に従え！」

「お断りします」

　涼はそう言うと、すっくと立ちあがった。

「え……」

　白髪の老人と、アベルが異口同音に声を漏らす。

　老人は、自分の魔法が効いていないことに対して。

　アベルは、意味不明な涼の強きょう靭じんさに対して。

「なんで、リョウは大丈夫なんだ……」

「アベルに効かないものが、僕に効くわけないでしょう！」

「いや、それは間違っている」

　アベルに効かないのは、国宝級アイテムのおかげだ。だが涼に効かないのは……。

「セーラが言ってました。僕から溢れているものは、邪気を祓うと。きっと〈スレイブ〉というのは、邪な魔法に違いないですね。そんなものは僕には効きません！」

　涼は自信満々に言い切った。

　どうしてそこまで自信満々に言えるのか、アベルには全く理解不能であったが……だが、自信満々である。

「くそっ。おい、急いで味方を呼べ」

　白髪の老人は、扉の辺りで事態の推移を見守っていたスキンヘッドの男たちに叫ぶ。男たちは、急いで石の扉を開けて、仲間を呼びに走って出ていった。

　その間、そして仲間たちが来た後も、石の扉は開いたままになった。

「これだけの数を前にして、どうする？　魔剣を差し出せば、命まではとらんでおいてやるぞ」

　白髪の老人が、アベルに提案する。

　三十人ほどが新たに神殿に入ってきたのだ。武力を背景にした提案は、たいてい脅迫であるのだが。

「そんな有う象ぞう無む象ぞうなど、どれだけいても変わるかよ。全員地獄に送ってやるからかかってこい！」

　アベルは威勢よく啖たん呵かを切る。

　それはもう、見ている涼も感心するほど見事に。

「さあリョウ、やってしまえ」

「そこでなぜ僕に振るんですか……」

　感心したことを後悔した涼であった。

　だが、ここで不思議な出来事が起きた。神殿の入口が突然黒く塗りつぶされたのだ。高さ五メートル、幅四メートルの四角形に。

　それに気付いたのは、涼だけであった。

　もし、ここに中央大学調査団の生き残りがいたら、総長クライブ・ステープルスが『門』と名付けたものであることを指摘したであろう。

　もし、ここに勇者パーティーの誰かがいたら、人工の祭壇の近くに現れ、中から出てきた……。

「ふふふ、ようやく捕まえたわ。いつもいつも微弱な反応だけで、正確に場所を捉えることができなんだが……なるほど、岩の扉に山をくり抜いた神殿であったか。さて、宝珠はどこかのぉ……」

『門』から現れたのは、角と黒くて細い尻尾のある、悪魔レオノールであった。




　レオノールの大きすぎる独り言に、さすがにその場にいた四十人近い人間たちの視線が集まる。

　そんなことなどお構いなしに、神殿奥を目指して歩いていくレオノール。だが、辺りを見回しながら、宝珠を探していたのであろうレオノールは、別のものを見つけてしまった。

「ん？　んんん？　もしや……リョウか？　リョウではないか！　なんともまぁ、珍しいところで出会ったなぁ」

「キノセイデス」

「いや、気のせいじゃないだろお？」

　まさにそれは、獲物を見つけて喜ぶ顔。

　もちろん、涼は言下に否定し、レオノールがそれをさらに否定する。

　そんなことを言っている間に、レオノールは、正面最奥に置いてある玉を見つける。そして、ほとんど瞬間移動かと思えるほどの速度で近付き、確認した。

「うむ。なかなかの宝珠じゃ。貰っていこう」

　右手をかざすと、宝珠は瞬時に消えた。

　その時になって、老人や男たちはようやく動き出した。

「貴様、何者だ」

「玉に何をした」

「そいつらの仲間か！」

　口々に問われる質問を一切無視したままレオノールは歩く。

　そして、唱えた。

「〈石筍〉」

　レオノールの周囲に発生した無数の石のつららが、男たちの喉に、正確に突き刺さっていく。

　わずか数秒で、スキンヘッドの男を含めて三十人以上いた男たちは、物言わぬ骸と化した。

　今、神殿の中に立っているのは、レオノール、涼、アベルを除けば、白髪の老人と黒ローブ六人だけだ。

　白髪の老人が、先ほどから何かを小さな声で唱えている。ようやく唱え終えて、レオノールを睨みつけた。

　その瞬間、黒く薄い煙がレオノールを覆う。

「ふむ、闇属性の魔法か。じゃが、弱いのぉ。そんなものでは蝿はえも従えられぬぞ」

　そう言うと、レオノールは手を一振りする。それによって、レオノールを覆っていた黒い煙は、文字通り霧散した。

「そう言えば、最近は闇属性の魔法使いは貴重とか言うておったな……サンプルとして欲しいと。ふむ、お主を持っていこう。他はいらぬ。〈石筍〉」

　再び、石のつららによって、黒ローブの男たちの喉は瞬時に射貫かれた。白髪の老人だけは、腹に石礫がぶち当たって気を失った。




「さて、リョウよ、待たせたな。戦おうぞ」

　そういうと、レオノールの顔に、まさに凄せい絶ぜつと言う言葉がぴったりな笑いが浮かぶ。






    
  
  



「やはりそうなるのですか……」

　涼は大きくため息をつく。

「当然であろう？　生きてて良かったと思える、心楽しいイベントぞ？」

「いや、それは誤解な気が……」

　レオノールが楽しそうに言い、涼が嫌そうに答える。

「リョウ？」

　ようやく、アベルは声をかけることができた。

「アベル、あれには絶対に手を出してはいけませんよ。勇者ローマンを児戯扱いした……あれが、目の前にいるのが、レオノールです」

「……」

　アベルは絶句した。

　まさかこのタイミングで、そんな存在に出会うことになるとは。

　ローマンは、自分を上回る。それは実際に剣を合わせて確信した。そのローマンを児戯扱いしたということは、アベルも児戯扱いされる。

　そもそも、先ほどから、相手に何もさせずに石のつららで射貫いているのだ。

「その言い方からすると、勇者はリョウの下に行ったのじゃな？　よかったよかった。せっかく勇者に生まれたのじゃからな。もっと強くなってもらわねばな」

　レオノールは嬉しそうに、何度も頷く。

「して……そこな剣士は、リョウの知り合いか？　いちおうそんな感じがしたので生かしておるが」

　レオノールはアベルの方を見て問う。

「ええ。アベルに手を出したら反則です。アベルが傷つけば、僕は死ぬことになるので、今後一切、あなたは僕と戦うことができなくなります」

　その言葉は、レオノールにとって衝撃的であったらしい。

「ど、どういうことじゃ！」

　明らかに焦って言う。

（これは交渉に使える。アベルの安全の確保が最大の難問だと思っていたのですが……）

　涼は、まずアベルの安全を確保しようとする。

「僕は、アベルを無事に届けると、ある女性に約束しました。もし、その約束を守れなければ、命を捧げると。だからレオノール、アベルを傷つけてはいけません」

「ふむ……。じゃが、こんな方法もあるのではないか。その者を傷つける。そうすればリョウは激昂する。本気のリョウと戦える」

　レオノールは顎の下に手を当てて考えながら、自説を披露する。

「レオノール、あなたは僕と全力で戦うのと、僕にただ勝ちたいのと、どちらなのですか」

「その二つは、同じものであろう？」

「全然違います。アベルが傷つけば、どうせ僕は死ぬことになる。全力がどうこうと、むなしくなるでしょう？　ですが、アベルに手を出さないとあなたが誓えば、僕は全力であなたと戦うことを約束しましょう」

「……その約束……相違ないな？」

　レオノールは目を細めて、涼に確認する。

「ええ、約束しましょう。レオノール、あなたは誓えますか？」

「よかろう。その者……アベルと言ったか。アベルには手を出さないと誓おう」

（ふぅ。なんとかアベルの安全を確保しました。口約束とはいえ、なんとなくレオノールはそういう約束を違える気はしませんからね）

「ということです、アベル。アベルは、離れたところで見ていてください。決して、僕がたとえ死にそうになっても、決して手を出してはいけません。剣を抜いてもいけません。いいですね、約束してください」

「……分かった、約束しよう」

　後半は、涼の剣幕に圧されて、アベルは手を出さないことを約束した。

「レオノール、始める前にちょっと聞きたいことがあるのですが」

「ん？　答えられる内容なら答えてやっても良いが。何ぞな？」

「さっきレオノールが回収した玉。あれが、ルンの街の大海嘯を引き起こす原因ですか？」

　涼の質問は、そのものズバリであった。

「あ～、なんとも答えにくい質問じゃ。確かに機能としては、あれ……我らは宝珠と呼んでおるが、あの宝珠の機能によるものじゃ。じゃが、自然に引き起こされるものかと言われると、そうではない。なんというか、ちょっとしたゴミ捨て……というか、間引き……というか、そういう感じじゃ」

　レオノールの答えは、非常に分かりにくいものであった。

　だが、涼が抱いていた仮説に非常に近く、それに類する単語も出てきた。間引き、という単語が。

「それはつまり、『ある場所』で増えすぎた魔物の数を減らすために、その宝珠によってルンのダンジョンと『ある場所』を繋げる。『ある場所』で増えた魔物がルンのダンジョンに移動する。そして、ルンのダンジョンから溢れてくる魔物を、人間たちが狩る行為が大海嘯である。そういうことですか」

「おぉ、だいたい合っておる。基本的に、ルンだろうがどこだろうが、住んでおる者たちが、処理できる数の魔物しか出てきておらぬはずじゃ。こちらも調節して送っておるらしいしの。今年は、ちと多かったらしいが……」

「数週間前に起きた王都の騒乱も？」

「いや、あれは違うな。宝珠が使われておるのはそうなのじゃが……あれは別物じゃ。詳しくは言えぬ」

　初めて、レオノールが顔をしかめて答えた。

　悪魔の中にも、いろいろと立場や、人間関係ならぬ悪魔関係などがあるのかもしれない。

「そういえば、ルンの大海嘯、四十層にはデビルがいました。あれも……？」

「はて……四十層？　我は十一層に設置したと聞いておったのじゃが。ふむ、デビルが何かしたかのう。あやつらは、送られるゴブリンなどと違って、いちおうそれなりの知性がある。やつらが何かしたかもしれんが……分からんわい」

「そうですか」

　とりあえず、涼は知りたいことを、なんとなく知れたので満足した。

「答えてくれてありがとうございました。それでは約束通り、戦いましょう」

「うむ！　そう来なくてはな！」

　凄絶な笑みを浮かべ、レオノールは何もない空間から剣を取り出す。

（あれ絶対、無限収納とかアイテムボックスとかってラノベで言われる系統の、亜空間を使った収納だよなあ……なんて羨ましい！）

　そんなことを思いながら、涼も村雨を腰から引き抜き、刃を生じさせて構える。

「それでは参るぞ」

　レオノールの言葉から、戦闘が始まった。




「〈業火〉」

　レオノールから極太の炎の柱が涼に迫る。

「〈積層アイスウォール10層〉」

　涼の前に氷の壁が生成され、それが分厚さを増しながら炎の柱に向かっていき……ぶつかる。レオノールの魔法の方が強いのか、対消滅の光ではなく、炎と氷が衝突して水煙が発生した。それによって、視界が塞がれる。

（あの〈業火〉は、以前も初手でやってきたやつだ。威力は強くとも、積層を突き破るほどではないのは分かっているはず……ならばあれは、陽動！　本命は死角から……後ろか上）

　その瞬間に涼は左に跳び、地面で一回転して片膝立ちの姿勢をとる。案の定、レオノールは、涼が居た場所に上から剣を構えて降ってきた。

「〈石筍〉」

「〈アイシクルランス〉」

　至近距離からの石のつららに対して、氷の槍で迎撃する涼。もちろん、レオノールもそんな攻撃が通用するとは思っていない。

　これも陽動。

　音速の飛び込みで、涼との距離を一気に詰め、そのまま剣を振り降ろす。二度、三度と剣を交え、鍔迫り合いとなる。

　レオノールにとっては、それが狙いであった。

「〈連弾〉」

　鍔迫り合いで接触していた剣に、突然圧力が生じ、涼が体ごと後方に吹き飛ばされた。

　距離があると、魔法で相殺されると分かっていたレオノールが、鍔迫り合いをしている剣から攻撃魔法を撃ったのだ。

　さすがにゼロ距離からの魔法を迎撃するのは、魔法生成速度を鍛えている涼でも不可能だ。

　体を吹き飛ばされ、後ろの壁に叩きつけられる涼。

「ゲホッ」

　口から吐き出されたものに、血が混じっている。

　だが、壁にたたきつけられる前に反撃はしてある。

　天井からレオノールに迫る十六本の〈アイシクルランス〉。死角からの攻撃であっても、レオノールは危なげなく対処して見せる。

　もちろん、対処されるのは想定内。まずは近付けさせないこと。

　その上で……。

（〈アブレシブジェット２５６〉）

　レオノールの周囲に、二百五十六本の水の線が生じる。

「来たな！」

　それを見て、凄絶な笑みを一層深めるレオノール。

「〈風爪乱舞〉」

　レオノールの周りを、〈エアスラッシュ〉のようなものが無数に回り始める。それらが、涼の〈アブレシブジェット〉とぶつかり、二百五十六回の対消滅が発生。

〈アブレシブジェット〉は、全て消え去った。

　かつて、暗殺教団の首領『ハサン』が、石の礫を体の周りをまわらせて〈アブレシブジェット〉を打ち消したが、それの風属性版と言えるだろう。同じような考え方だ。

　どちらにしろ、涼の切札を完全に攻略して見せた。

　だが、破られた涼の方も、特にショックは受けていなかった。

　今回は、〈アブレシブジェット〉すらも陽動。

　本命は、傷の修復。

　ゼロ距離からの魔法攻撃と壁に打ち付けられた衝撃で、内臓まで傷ついたのは確かであり、そのままでは戦闘の継続など不可能。

　レオノールクラスを相手に、手傷を負ったままで戦えると思ってはいない。そこまで自惚れてはいないのだ。

　そのため、〈アブレシブジェット〉で時間を稼いでいる間に、特製ポーションを飲み、傷の修復を試みた。そして、修復は成功した。

「前回は、我を切り刻んでくれたあの魔法、二度は通用せぬぞ」

「さすがに、一回目しか通用しないとか、ハードル高すぎでしょう。毎回、新必殺技が必要になる……」

　レオノールが胸を張ってドヤ顔で言い、涼が深いため息をつきながら答える。

　魔法の威力そのものは、レオノールの方が上であることは、涼も受け入れている。力で上回れないならば、技で上回るしかない。

　魔法における技とは何か？　それはおそらく、アイデア。

　二百五十六本の水の線で切り刻むのは、涼のアイデア。それを数の力で押し潰したレオノール。技を力で圧倒してみせたのだ。

「悔しい」

　それが、涼の素直な感情。

　現状、レオノールの魔法の威力が涼を上回っていることは受け入れたが、技を力で圧倒されたことを認めるのが悔しいのも、また事実。

　二百五十六本の水の線……そのさらに先の技……。『ハサン』に破られて以来、ずっと考え続けているのだが、未だに思い浮かばない。頭に浮かびそうになる時もあるのだが、イメージとして明確な形をとらない。

　そして、今は戦闘中。

　当然、相手は待ってくれない。

「こちらから行くぞ！　〈焔槍〉」

「〈ジャミング〉〈積層アイスウォール10層〉」

　レオノールの手元から放たれる細い炎の槍。突破力の高い槍は、涼の積層を突き破った。その槍を、ギリギリでかわす涼。

「間に合わなかった。見よう見真似では難しい？　あれからけっこう練習したんだけど……やっぱり『ハサン』は凄かったんですね」

　涼が呟く。反省は、〈ジャミング〉の失敗だ。

〈ジャミング〉とは、暗殺教団首領ハサン・サッバーフが使っていた魔法で、相手が生成途中の魔法に、自分の魔法を混ぜることによって生成そのものを阻害するというもの。これは、方法としては分かりやすいのだが、実際に行うとなると、想像以上に精緻な魔法制御が必要であり、なおかつ、尋常ならざる魔法生成速度も求められる。

　涼ですら失敗したように、実際の戦闘中に行うには、非常にハイレベルな魔法。だが、もし使いこなすことができるようになれば……相手の魔法を封じることができる！

「さっき、その氷の壁の前に、何かしようとしていたな？」

　レオノールが、ニヤリと笑いながら指摘する。

「な、何のことだか分からないですね」

　涼はしらを切る。

「ククク、何か楽しいことでもしてくれるのか？」

　悪魔レオノールは悪魔的に笑った。本当に楽しそうだ。そして、再び唱えた。

「〈焔槍〉」

「〈ジャミング〉〈積層アイスウォール10層〉」

　レオノールの手元から、再び放たれる細い炎の槍。突破力の高い槍は、やはり涼の積層を突き破った。再び、突き抜けてきた槍をかわす涼。

　だが……。

「威力が弱まったな。リョウ、何をした？」

　レオノールが、薄っすら笑いを浮かべて問う。

「な、何もしていないですよ」

　再びしらを切る涼。

（もっと早く感知しないと……。目で追っていたんじゃ間に合わない。となると……ソナーの方が早いかな？　〈パッシブソナー〉）

〈ジャミング〉に集中するために切っていた〈パッシブソナー〉を、あえて起動する。

　そして……目を閉じた。

「なっ……」

　それを見て驚くレオノール。一瞬、怒りの表情を浮かべたが、すぐに収まる。

「ナメて目を瞑ったわけではないな……そう、今までにない何かをしようとしているのであろう。よかろう、その挑発に乗ってやる！」

　レオノールはそう言うと、三み度たび唱えた。

「〈焔槍〉」

「〈ジャミング〉〈積層アイスウォール10層〉」

　レオノールが生成した炎の槍は、だが、完全には形を成さずに霧散した。

「馬鹿な！」

　驚くレオノール。

「フフフ、〈ジャミング〉に成功したようです」

　ニヤける涼。

「もう一度だ！　〈焔槍〉」

「〈ジャミング〉」

　もう、積層の氷の壁すら唱えない。

　そして……レオノールが生成した炎の槍は、再び、完全には形を成さずに霧散した。

「いったいどういうことじゃ……」

　目を見開き、霧散した自らの炎の槍と、涼とを交互に見比べる。

　レオノールも、もちろん、涼が何かしたために炎の槍が完全には生成されなかったというのは理解している。それは理解しているのだが、どうやってそんなことを為したのかは、全く理解できていない。

「リョウ、何をした！」

「え、いえ、それは教えられません……」

　レオノールが叫ぶ。それまで得意げな顔をしていた涼であったが、正面からそう問われると、手の内をさらしたくないのか、視線を逸らしてごまかそうとした。

「そうか、よく分かった！　ならば力ずくで聞きだすまでだ！」

「殺すのはやめてくださいね。聞き出せなくなりますよ？」

「死んだリョウの頭を開いて、直接、魔法で知識を吸い出せばいいだけだ！　問題ない！」

「そんなことが可能なの……？」

　何としても自分の魔法が消えた理由を知りたいレオノール。少なくとも殺されはしないだろうと交渉したのに、見事に策が潰えた涼。

　レオノールは、剣を振りかぶった。

　涼は、村雨を正眼に構える。

「〈焔槍〉」

「〈ジャミング〉」

　レオノールの不意打ち魔法……だが、レオノールが生成した炎の槍は、三度、完全には形を成さずに霧散した。

「くっ」

「フフフ」

　悔しがるレオノール。余裕の笑みの涼。

　こと魔法において、初めて、レオノールを涼が上回った瞬間だったのかもしれない。

　カキンッ。

　レオノールの音速の飛び込みからの打ち下ろしを、しっかりと受ける涼。その表情は自信に満ちている。一つ、実力の階段を上がった実感がその表情を生んでいた。

　だから、しっかり剣を受けた。

「〈連弾〉」

「〈ジャ……〉」

　接触状態からの、ゼロ距離魔法〈連弾〉。当然、〈ジャミング〉が間に合うはずがない。

　受けた剣はもちろん、体ごと吹き飛ばされる涼。

「ゴフッ」

　再び壁に叩き付けられる。

　それだけでは終わらず、レオノールの追撃。

「〈アイスウォール10層〉」

「苦し紛れ！　〈焔槍五連〉」

　積層ですら防ぎきれなかった炎の槍、それが五本。ただの十層の氷の壁で防げるわけがない。






    
  
  



　喉への一本はギリギリでかわした。

　胸への一本は村雨で弾いた。

　右肩への一本はローブが弾いた。

　だが、腹部への一本は深々と突き刺さった。

　さらに、左足への一本も太股を貫いた。

「うぐっ」

　思わず声が漏れる涼。

「ククク、リョウよ、良い格好ではないか」

　ゆっくりと歩きながら近付きつつ、悪魔レオノールが悪魔的に笑う。浮かべる笑みは蠱こ惑わく的てきとすら言えるかもしれない……戦う相手でなければ。

「まだ……終わっていません……」

「ほぉ。この状況でもそう言えるとは、さすがはリョウだな」

　涼が絞り出すように言い、蠱惑的から凄絶な笑みへとなったレオノールが感心する。

「足を射貫かれては、動けまい？　我が剣と魔法を、上体をいなすだけでかわし切るつもりか？」

「僕には、魔法が、ある！　〈ウォータージェットスラスタ〉」

　一気に間合いを侵略する音速の飛び込み。

　カキンッ、カキンッ、カキンッ。

　涼の連撃。それも、一撃ごとに移動を繰り返すヒットアンドアウェイ。

　右足だけは地面についているが、傷ついた左足は完全に膝で折り曲げ、地面には触れていない。さらに、涼が通った後には細かな霧が撒かれている。

「水を噴き出して跳んでいるだと？」

　涼の尋常ならざる動きの理由を、一瞬で理解するレオノール。驚いてはいるが、同時に笑みを浮かべている。

「良いではないか！　さすがリョウ！　じゃが、その打ち込みは……」

　レオノールは、涼の連撃を受け止めるのではなく、打ち込まれる村雨に向かって剣を叩きつけた。

「軽い！」

　レオノールの剣に弾かれる村雨。涼の体も吹き飛……ばない。

　剣を弾かれる瞬間、重心をずらし、さらに今まで以上に細かく〈ウォータージェットスラスタ〉をコントロールする。まるで太極拳の動きのように、自転し、レオノールの剣による力を円運動で受け流す。

　結果、その場で一回転しレオノールの背中をとる。

　がら空きの背中への一撃。

「えっ」

　確実に捉えたはずの一撃だが、全く手ごたえがない。

　涼が斬ったのは残像か。あるいは分身か。分からないが本物ではない！

　瞬時に、後ろを向く。

　本物がいた。

　そして、遅かったことを理解した。

　それでも、村雨を右手一本で持ち、左腕をかざして首を守る。

　自分の左腕が、肘の先で斬り飛ばされるのを視界の端で捉えながら……だが、何も考えずに、無心で剣を薙いだ。

　さしたる抵抗も無く、村雨がレオノールの首を斬り飛ばすのが見えた。

　戦いは、唐突に幕を閉じた。




「いったん、ちょっと落ち着こう」

　涼は、あえて口に出して言った。

　レオノールの、首を斬り落とした。

　自分は、腹部と左足に深いダメージを負い、左手を斬り飛ばされた。

　肘と手首の間、いわゆる前腕と呼ばれる場所を綺麗に切断された。とりあえず、腹部と左足の血管を氷でコーティングして止血し、左手切断面を凍らせて、そちらも止血といろいろ保護をする。斬り飛ばされた左手も、丸ごと凍らせる。

　そこまでやって、落ち着いて考えることができるようになった。だが、落ち着くということは、現状を認識するということでもある。

　腕を斬り飛ばされたのは、やはり痛い。

　痛覚的な意味で痛いのではなく……もちろん、それも痛いが、そうではなく、様々な行動に制限が掛かるという意味で痛い。

　そもそも、剣を満足に振れなくなる。

　村雨が形状を取っている日本刀は、いわゆる両手剣だ。

　相当に特殊な剣技、あるいは居合などでは片手で振るうこともあるが、日本刀というものは、基本的に設計の段階から、両手で扱うことを想定している。そのため、片手で扱うのは非常に厳しい。

　涼が剣道を習っていた武道館には、左手一本だけで剣を振るっていた先輩がいた。幼い頃に右腕の肘から先を失くしたためだ。その先輩の剣は、かなりの修練を積んで、両手を使う剣士たちにひけをとるものではなくなったが……それでも、片手で扱うのは簡単なことではない。

　しかも、竹刀に比べ日本刀はさらに難しい……涼は、丹たん下げ左さ膳ぜんではないのだ。

　ここに、リーヒャクラスの神官がいれば、また別の話となる。高位神官が使える奥義に、部位欠損すら修復する魔法〈エクストラヒール〉があるから。今回のように、切断された左手は部位欠損にあたり、普通の〈ヒール〉では再生されない……。

　だが、ここには高位神官はいない。

　そして、王都からも、他の大都市からも離れていることを考えると、高位神官に〈エクストラヒール〉をかけてもらおうとするのは、現実的ではない。部位欠損の修復は、二十四時間以内でなければ成功しない。レッドポストの街で、リンがそんなことを言っていたのを、涼も覚えている。

　涼は、王都で、天才錬金術師ケネス・ヘイワード男爵と一緒に、いくつかのポーションを作った。だが、天才錬金術師ケネスですら、部位欠損を修復できるポーションは作り出せなかった。

　いかに、神官の魔法、特に部位欠損すら修復する〈エクストラヒール〉が規格外か、理解できようというものだ。

「切断された腕の、再接合……」

　言ってみて、絶望しか感じない。

　涼が考えていると、少し前に倒れていたレオノールの首から下、胴体部分が起き上がった。

「……」

　涼は、ただ呆然と、その光景を見る。

　起き上がったレオノールの胴体部分は、歩いていき、頭の部分を拾い上げた。そして、自分の首の上に置く。

「あれ？　くっつかない」

　ついに、レオノールの首が喋った。

「ああ……リョウの剣は妖精王の剣か。あれは厄介じゃ、こんな風にすぐに修復できぬ」

「生きてる？　んだし、いいじゃないですか」

　レオノールの言葉に、なんとか一言言ってやった涼。

「ふむぅ。まあ、あっちに戻ればなんとでもなる。さて、今回はリョウの勝ちじゃな」

「いや……僕は腕を斬り飛ばされているんですが」

「じゃが、我は首を斬り飛ばされたぞ？　普通、誰がどう見ても、我の負けであろう？」

「でも、死んでないじゃない……。こっちは、腕どうしようって悩んでいるのに」

「それは……なんというか、種族特性だからいろいろ仕方ないとしか、な。お、そうじゃった、そこの闇属性の男は連れていかねばな」

　そういうと、自分の首を左脇に抱えたレオノールは、右肩に白髪の老人を担ぎ上げる。

「ではリョウよ、また会おうぞ。次こそは勝つ！　楽しかったぞ」

　そういうと、大笑いしながら、レオノールは『門』に消えていった。




　アベルが近付いてきた。

「リョウ、大丈夫……じゃないな」

「ええ、大丈夫じゃないです」

　涼の左腕を見て、アベルもさすがに顔をしかめる。

「アベル、とりあえず外に出ましょう」

　涼はそういうと、自分の左手を右手で掴み、外に出た。左手だけではなく、お腹も左足も穴が開いているのだが、正直そこまで痛みは感じない。やはり、左腕のズキズキする痛みが圧倒的だからなのだろう。

　外に出ながら、涼は腕の再接合のプロセスを考え始めていた。絶望しか感じないとはいえ、現実的にそれ以外の解決法は無いのだから。

（繋げる部分は、骨、筋肉、神経、血管、そして皮膚。この中でも最も難しいのは、神経と血管……かな。本来なら、顕微鏡下手術、マイクロサージェリーでやることになる……細い血管もあるから。当然、僕はやったことはない……これが地球ならお手上げだけど、『ファイ』には魔法がある。そして運のいいことに、僕は水属性の魔法使いだ）

　表に出て、とりあえず、ベンチらしき場所に座る。

「リョウ……高位神官の〈エクストラヒール〉なら、部位欠損も修復できるが……」

　そこまで言って、アベルは悲痛な表情になる。高位神官がいる場所まで、制限時間内に辿り着けないことが分かっているからだ。

「ええ、分かっています。二十四時間以内とかでしたよね、時間が足りません。ですので、自分でくっつけようと思います」

「で、できるのか？」

　アベルは、これまでも、涼の数々の規格外の魔法を見てきている。もしかしたら、腕の切断を治せる魔法もあるのか？

「できないかもしれません。もちろん、やったことありませんし」

「ああ……そう、そうだよな」

　落ち込むアベル。

「ただ、方法は考えてありますので、アベルにはいくつか手伝ってほしいのです」

「もちろんだ！　なんでも言ってくれ！」

　アベルはそういうと、勢い込んで涼に迫った。

　涼は、いつもの鞄から、一つのポーションを取り出した。

「これは、ケネスが作ってくれたポーションの中でも最上級品です。もちろん、これでも部位欠損は治りませんが、修復力はかなりのものです。これが効力を発揮できる状態にまで、僕が水属性魔法でいろいろやります。僕が合図をしたら、これを半分、言った場所にかけてほしいのです」

「ああ、分かった」

　そういうと、アベルはポーションを受け取った。




「それでは始めましょう」

　涼はそう言うと、氷漬けの左手を右手で持ち、氷を解凍した。

　魔法の氷のため、もちろん解凍された左手は濡れていない。

　左腕の切り口も解凍し、斬り飛ばされた左手を元あった場所にくっつけてみる。

「うぐっ」

　あまりの痛みに思わず声が漏れる。

　神経がむき出しなのだし、麻酔も何も使っていないのだから当然だ。とりあえず、気合で頑張るしかない。

　そう、歯を食いしばって！

　まずは骨を繋げる。

　さすが、レオノールほどの剣となると、骨までスパッと切れている。

「骨を断つのって、もの凄く難しいのに。さすがレオノール」

　変なことに感心する涼。

　とはいえ、現実逃避は許されない。

　切断面は綺麗で繋げやすく、角度が分かりやすいのは後々のためにもいいであろう。左腕の骨と左手の骨を当て、切断面の周りを氷の膜で覆い、動かないように固定する。

　水属性の魔法使いなので、体内の水分を通して、目で見る以上に正確に状態を把握できるのはありがたい。涼はそう思った。

　次は筋肉であるが……これは正直、どうしようもない。

　筋繊維一本一本を繋げるわけにも当然いかず、勝手にくっつくのを願う……。後のポーション任せだ。

　最初の関門、神経の接合。

　腕の中には、何本も神経が通っている。当然、全て重要な神経ばかり。変なことになれば、指が動かなくなったりするために、慎重に……。

　本来、神経の接合は、神経縫合か神経再生誘導チューブであるが……。

　涼には、縫合の技術はもちろんないし、神経再生誘導チューブもここにはない。

　どちらにしろ、腕の神経と手の神経とを切断面で接触させて、一本ずつ氷の膜で囲って固定。これも、後のポーション任せになるのは仕方ない。

　とりあえずは、切れた神経どうし、正しいものをくっつけるようにしなければ……他の神経とくっつくと大変。

　骨をくっつける際にすっぱりはまったので、腕と手は正しい位置についている。それぞれ、すぐ近くにある神経で、そのうえで同じ太さの神経であれば間違いないであろう。

　そこは、水属性魔法の面めん目ぼく躍やく如じょ。

　体内にあるものなら、それは水の中にあるも同然。涼なら、ミクロン単位で太さを認識することができるため、繋ぎ間違いは起こらないで済みそうであった。

　最後の関門、血管吻ふん合ごう。

　これが地球であれば、高度な吻合術が必要となる。しかも、恐ろしく根気のいる作業でもある。数十の血管を、針と糸を使って、一本一本繋げていくのだから。

　アレクシス・カレル以来の、完璧な吻合術によってのみ、血液が血管の外に漏れだしたりすることなく、繋がるのだ。

　だが、ここは『ファイ』。

　血管の接合は、針と糸ではなく、氷で行う。繋げる血管の、内壁と外壁に氷の膜を貼る。

　その内壁の内側を血液は通るため、血管外に漏れることは無い。

　地球での手術に比べれば、相当な時間短縮であり、難しくもない……涼クラスの水属性の魔法使いであれば！

　こうして、骨、筋肉、神経、そして血管が繋がった……氷によって。

「アベル、出番です」

「おう……って、皮膚がまだくっついていないが？」

「この開いたままの皮膚の隙間から、中にポーションを少しずつ、入れていってください。腕をゆっくり回転させますので、腕全周から入れていってくださいね。中で固定している氷は、ポーションは透過するので大丈夫です」

「最後は、何が大丈夫なのかよく分からなかったが、任せろ」

　アベルはそういうと、ポーションの蓋を取り、準備する。

「では、いきますよ」

　涼はそう言うと、右手で左手の先を握り、左腕全体をゆっくりと回転させる。

　それに合わせて、アベルがポーションを垂らしていく。垂らされたポーションが、腕の中で光りを放った。

　幻想的な光景。

　四回ほどそれを繰り返して、少し様子を見た。なんとなくだが、涼は腕の中でいろんなものがくっついていくのを感じる。

　しばらく待つと、それらくっついていく感覚がなくなった。

　そして、そっと、本当にそっと、指を動かしてみる。

「指が、動く……」

「おぉ！」

　涼は、囁くように言い、アベルは大げさなほどに喜んだ。

　指は五本ともちゃんと動く。手首も問題なさそう。

「では、皮膚を閉じます」

　切開し、腕の中にポーションが入りやすいようにされていた皮膚も元の形に戻す。そしてようやく、腹部と左足の傷を思い出した。残ったポーションはかけるのではなく、飲み干した。そうすれば、腕の皮膚を繋げるだけではなく、他の傷も癒してくれるから。

　再び発光が起こり、そして消える。

　涼の体は元に戻っていた。

「良かった……」

　涼は、心の底から安堵した。

　アベルは言葉にならないようで、涼の肩を何度も叩いて祝福した。



　　　　　　　◆





　ルンの街まであと少し。

「それにしても……この道中でも、何も起きませんでした……」

「……は？」

　涼の呟きは、隣を歩いていたアベルに聞こえた。

「左腕を斬り飛ばされておいて、そんなことを言えるリョウは、俺の想像を超えているよ」

　アベルは心底そう思った。

「いえ、誤解の無いように言うと、ラノベ的王道イベントの『盗賊襲撃』とか、『貴族の令嬢救助事件』とかが無かったというお話ですよ？」

「うん、やっぱりリョウの言うことは、よく分からないことだらけだな」

「ほら、普通、街道を歩いていたら、盗賊に襲われてそれを返り討ちにして、盗賊がため込んでいたお宝をがっぽりとか。あるいは、魔物や盗賊に襲われている貴族令嬢を助けて、その貴族家にいろいろ便宜を図ってもらったりとか、そういうのがあるじゃないですか？」

　涼は、イベントの内容と重要性を熱っぽく語る。

「そういうのは、ないと思う」

　だが、アベルは一刀の下に否定した。



　　　　　　　◆





「なあ、リョウ」

「何ですか？　また、お金？」

「ちげーよ。リョウに金せびったことないだろ！」

　アベルは一瞬でキレて、しばらくして元に戻った。

「真面目な話だ。リョウは、なんで、あのレオノールと戦った時、あいつを氷漬けにしなかったんだろうと思ってな」

「ああ……」

　アベルの問いに、涼はレオノールとの戦いを少し思い出し、左手をちょっとだけ見た。切断された傷が、うっすらと残っている。

「簡単に言うと、誰でも彼でも氷漬けにできるわけではないんですよ」

「そうなのか？」

「ええ。魔力の問題なのか、他の問題なのかは分かりませんが、基本的に、強力な魔法使いは氷漬けできないですね。少なくとも、今はまだ」

「今は……まだ……」

　涼が最後にとって付けたように言った言葉に反応するアベル。

「将来どうなるかなんて、誰にも分からないでしょう？　その程度の意味です。それで、氷漬けは、以前セーラに試させてもらったのですけど、無理でした。まあ、セーラの場合はエルフなので、別の意味でできなかった可能性もあります」

「『精霊の守り』だな」

　アベルが、王族的知識から呟く。

「よく知っていますね！　セーラもそう言ってました。あとこの前、機会があったので、魔法団のアーサーさんにも試させてもらったのですけど、やっぱりできませんでした」

　宮廷魔法団顧問のアーサー・ベラシスだ。わざわざ涼の呼び出しで、ストーンレイクにまで来てくれた王国の重鎮。

「いろいろ試してるんだな……アーサーまで犠牲にして……」

「犠牲とは失礼な！　魔法の発展に協力してもらっただけです。自分の魔法がどこまでできるのかは、やっぱり知っておきたいじゃないですか。まあ、そんなわけで、レオノールに直接は試していないですが、多分氷漬けにはできませんよ」

　涼は口をへの字に曲げながら言った。氷漬けにできれば一番簡単なのに……そう言いたげである。

「そもそもなのだが、人を氷漬けにはできないらしいぞ？」

「ああ……。アーサーさんにも、それ言われたのですけど……。僕も、最初からできたわけじゃないですよ？　ロンドの森にいた頃、魔物で試してましたけど、最初の頃は体の表面で弾かれていました。もの凄く練習して、できるようになったのです」

「そ、そうか……」

「努力こそ、最強のツールです」

　なぜか偉そうな顔の涼であった。




「そういえば、僕もアベルに聞きたいことがあるんでした」

「なんだ？」

「全く……。そこで、『なんだ？　また金か？』って返してこないと……。アベルもまだまだですね」

「俺にいったい何を求めているんだよ！」

「もちろん、笑いの才能を……」

「リョウ、一生笑えなくしてやろうか？」

　そういうとアベルは剣に手をかけるふりをした。

「もちろん冗談ですよ、やだなぁ、もう……」

　そういうと、涼は大笑いするのであった。とってもわざとらしく。

　アベルの高速抜剣は、かなりのスピードであり、この間合いでは不利であることを涼は理解している……。

　頭の中で、いつでも戦闘を考えている涼。十分に脳筋に……つまり脳まで筋肉になっているのかもしれない。

「聞きたいことというのは、闘技とか剣技に関してです」

　闘技というのは、剣士や槍士など、武器で戦う者たちが身につける、特殊な技能。

　それは、涼の目から見ると、修練を積んだ先に身につける技術とは、一線を画すというか、異質なものに見えるのだ。

　そう、まるで、魔法か何かのように。

「闘技って、物理職用の魔法ですか？」

　涼の問いに、アベルは少し目を見開いた。

「そういう考え方を主張する研究者がいるのは事実だ。実際のところはよく分かっていないのだがな」

「使っているのに分かっていない？」

「ああ。そもそも魔法だって、なんであんなことができるのか、全部分かってはいないだろう？」

「まあ、確かに」

　涼は、自分を含め、魔法使いたちの様々な魔法を頭に浮かべながら答える。

「リョウみたいに魔法を発動する奴もいれば、詠唱しないと発動しない奴もいる。人間だけではなく、魔物でも魔法を使う奴もいるし……そういえば魔法無効化なんていうとんでもないことをやる魔物もいたよな……」

　アベルは、かつて見たベヒモスとワイバーンの戦いを思い出しながら言った。

「そう、詠唱！　僕やセーラ、あるいは……まあ、不本意ですが、あの火属性魔法使いなんかは省いたとしても、みんな詠唱をしますね。かと思うと、以前行った村にいた、大地母神を信仰していたババ様は詠唱などしませんでした。そして、同行していたエトに言ったのです。『詠唱はせぬ。というより、元々詠唱などというものは無かったのじゃ。いつの頃からか、詠唱などというものが当然のようにはびこるようになってしまった』と」

「そうなのか？　それは俺も知らんが……。そういえば、闘技というのが中央諸国に出てきたのは百年前だというのは、昔教えてもらったな。その辺とも関係があるのかな……」

「それに……勇者ローマンのパーティーメンバーも、詠唱してませんでしたよね……」

　涼は、地下墳墓で共に戦った際のことを思い出していた。

「そういえばそうだったな。トリガーワードだけだった……」

　それを聞いて、顔を撥ね上げる涼。

「それもです！」

「な、なんだ？」

　涼の激しい反応に、驚くアベル。

「その、トリガーワードという言葉！」

「え？　魔法を発動させる……言葉だろ？」

「中身ではなくて、トリガーという言葉！　意味、知ってます？」

　涼が興奮している理由が今一つ分からないアベルは、首を傾げながら考える。

「意味も何も……トリガーワードはトリガーワードとしか……」

　首を傾げながら答えた。

　トリガーとは、地球においては、銃などの引き金を意味する。

　だから、最後の魔法発動を引き起こす言葉を『トリガーワード』と呼ぶのは、とても象徴的なのだ。象徴的であるからこそ、完璧にマッチしているからこそ……なぜその言葉なのか？

　だって、中央諸国には、多分、まだ銃なんて存在しないのだよ？

　ようやく、『黒い粉』というものが、国レベルの機密扱いで製造されるようになったレベル。

　地球において、黒色火薬は英語でBlack Powder……そのまま『黒い粉』だ。

　おそらく、涼やゲッコー商隊がスランゼウイで遭遇した爆発は、黒色火薬かその親類辺りであろう。ようやくそんなものが出回り始めた段階で、『トリガー』という言葉は既に一般的になっており、しかも昔から使っているらしいと。

　涼からすれば、違和感ありまくりなのだ。

　そして、もう一つ関連したものを思い出した涼。

「それにあれもですよ！　〈バレットレイン〉！　風属性魔法の最上級攻撃魔法とかの。めちゃくちゃ詠唱が長いやつ」

「ああ……〈バレットレイン〉は、確かに詠唱が長いな」

「そう！　その、バレットって意味、知ってます？」

「いや……〈バレットレイン〉は〈バレットレイン〉だろとしか……」

　バレットとは、地球においては弾丸のことだ。つまり『バレットレイン』は、弾丸の雨……まさに言いえて妙だ。

　だがやはり……だからこそである。未だ、弾丸など無いはずの世界で、なぜ〈バレットレイン〉などという名前がついた魔法があるのか。

「本当に分からないことばかりです」

　涼は顔をしかめながら考える。

「え～っと、リョウの疑問で答えられそうなのは、闘技くらいだぞ」

「ああ……大丈夫です。他のは、アベル以外の人に聞きます」

「何か馬鹿にされた気分だが……気にしないようにしよう。闘技は、だいたい百年前に、中央諸国に広がったと言われている。最初に誰が使うようになったのかとかは、伝わっていないがな」

　アベルは闘技の始まりを紹介してくれた。

「百年前？　けっこう最近ですね」

「まあ……百年前を最近と言えるかどうかはよく分からんが……」

「だって、セーラの歳の半分……」

「うん、エルフを基準に考えたら、たいていの物事は、最近となるだろうな」

　涼の、あまりのくくり方に、アベルはため息をつきながら答えた。

「それから、闘技が魔法的なものではないかというのは、さっきも言った通り、研究者たちの間でも結論は出ていないから分からん」

「なるほど……。魔法無効空間でも使えるといいですね」

　涼の一言に、凍りつくアベル。

　数瞬後、ようやく我に返る。

「いやいや、魔法無効空間とか、滅多にないからな」

「魔物との戦闘で……」

「いやいや、ベヒモスクラスと戦うこと自体、まずないし。闘技とか関係なしに、勝てないだろ」

　アベルが見たことがある魔法無効化は、ベヒモスが発生させたと思われる魔法無効空間だけである。

「アサシンホークが進化すると、魔法無効化の能力を身に付けますよ」

「マジか……」

　涼は、片目のアサシンホークが、最後の戦闘時には魔法無効化を発動したことを体験している。

　それを聞いたアベルは驚きを通り越して、焦りを覚えた。

　アサシンホークは、中央諸国においては決してメジャーな魔物ではないが、それでも全く出会わないわけではない。本人が気付かないうちに殺されてしまうために、非常に恐れられる魔物の一つでもあるのだ。

「少なくとも僕が戦ったアサシンホークは、最後は魔法無効化の能力を身に付けていました。恐ろしかったです」

「リョウ……よく勝てたな」

　アベルは心の底から言った。

　魔法使いが、魔法を封じられたら……それは死を意味する。

「これのおかげですね」

　そういうと、涼は腰から村雨を引き抜いて、刃を生じさせて見せた。

「レオノールとの戦闘でも使っていたやつだな。氷の剣か。細い刃が、湾曲している？　変わった形だな」

「村雨といいます。伝説では、『抜けば玉散る氷の刃』と言う表現がある素敵な刀ですよ」

「お、おう」

　手に持った村雨を愛めでるように見る涼の様子に、若干引き気味のアベル。

「そもそもそれは、氷の刃だろう？　水属性魔法使い専用の剣、って感じか」

「どうも、そうみたいですね。師匠から初めて一本取った時に、いただいたものです」

「なるほど。それは……感慨深いな」

　アベルは我知らず、自らの愛剣を触りながら答えていた。




　その日のお昼過ぎ。二人は、ようやくルンの街を望む地点にまで来ていた。

　季節は三月。

　南国であるナイトレイ王国の中でも、さらに南に位置するルンの街には、春が訪れていた。

　涼は、二カ月ぶりのルンの街だ。当初は、四十日ほどで戻ってくる予定であったのに、インベリー公国から王都に寄り、騒乱に巻き込まれ……。

「長かった」

　しみじみと、涼は呟いた。

「よし、行くか」

　アベルに促され、ルンの街へと歩いていくのであった。






エピローグ


　そこは、白い世界。

　ミカエル（仮名）は、今日もいくつかの世界の管理を行っている。

　手元には、いつもの石板タブレット。

「本当に、三原涼さんは見ていて飽きませんね。彼を転生者に選んだのは、この辺りを見越してですかね……。実に興味深い。『ファイ』における超常の者たちと多く交わっていますけど……その特異性に、気付き始めた方々がちらほら……。無事に、乗り切れるといいですね」

　笑いながら、心配そうな言葉を吐いている。

「おや？　これはまた……珍しい者たちと……。しかもというか、ついにというか……修羅の道を進む者が必ず経験する戦争にも……。いやはや、これは忙しすぎでしょう。三原涼さんは……安寧とは無縁の方なのでしょうか。お体に気を付けて、生活してほしいですね……」






    
  
  




フィオナ


　ミューゼル侯爵別荘の騒乱から一年後。

　クルコヴァ侯爵夫人マリアは、領地での半年間の生活を終え、再び帝都に戻ってきた。彼女は、夫であった侯爵が存命であった頃から、半年ごとに帝都と領地を行き来する生活を送っている。




「いない？」

「はい、マリア様。オスカー殿は現在、北部での依頼を引き受けられ、帝都にはいらっしゃらないそうです」

「そうか……。護衛依頼の予約でも入れておくべきであったか……。そんなものが冒険者ギルドにあるかどうか知らぬが」

　前回の帝都滞在時と同様、マリアはオスカーに、半年間の護衛依頼を出そうとしたのだが、侯爵邸執事長エッカルトは、それが不可能であるという情報を持ってきた。

「オスカー殿が戻られましたら、こちらにご連絡をいただくよう伝言をお願いしておきました」

「そうか。早く戻ってくるのを期待するとしよう。それまでは、ノルベルト頼む」

「心得ました。それにしてもマリア様、オスカーを相当気に入られましたな」

　侯爵領騎士団長ノルベルトは、恭しくお辞儀しつつ、微笑みながらそう言った。

「オスカーは、昨年、半年だけでもかなりの教養を身に付けた。人の成長を見るのは楽しいな」

　マリアも嬉しそうに微笑んで、そう答えた。

　だが、少しだけ、そんな表情に翳が差して、次の言葉を続けた。

「とはいえ、まだ心の中心は凍りついたままじゃった。あれを融かしてくれる誰か……そんな運命と、できるだけ早く出会ってほしいとは思っているのじゃがな」

　基本的に素直で、順応性の高いオスカーは、館の誰からも気に入られる存在であった。何よりも、どんなことに対しても真面目に真摯に取り組む姿が、微笑ましく映ったのだ。

　まともな人であれば、一生懸命に取り組む者を、決して馬鹿にしたりはしない。そして、マリアが傍に置いている者たちは、当然まともな者ばかりであった。

　その日の午後。

　執事長エッカルトが、コーヒーを持ってくると同時に、手紙をマリアに差し出した。

「マリア様、皇帝陛下から私信が届きました」

「ふむ……。明日、午前に登城せよと。フィオナ皇女殿下に引き合わせたいそうだ。そういえば、もうすぐ殿下の十歳の誕生日か」

　マリアは小さく頷きながら、手紙を読んだ。
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「初めまして、クルコヴァ侯爵夫人。ルパート六世が娘、第十一皇女フィオナ・ルビーン・ボルネミッサにございます」

「初めてお目にかかります。クルコヴァ侯爵夫人マリアです。皇女殿下、どうぞマリアとお呼びください」

「ありがとうございます。では私のことも、フィオナとお呼びください」

　皇帝ルパート六世の間で、そんな挨拶をかわすマリアとフィオナ。

　ルパートは父親の顔になって、嬉しそうに何度も頷いた。

「フィオナ。マリアは、帝国において最も教養のある女性の一人であるとともに、非常に活動的な女性でもある。いろいろと教えてもらうとよいだろう」

「はい、父上。マリア様のことは、聞き及んでおります。しかも、かの高名なサロンにまで呼んでいただけるとか……。ですが、私のような若輩者が伺ってよろしいのかどうか……」

「フィオナ様、そんなことはお気になさいませぬよう。少しずつ慣れていかれればよろしいのです。それに、今でも、十分に洗練されておりますよ」

　そういうと、マリアはにっこり笑った。フィオナは、その笑顔を見て、ほっとしたようであった。

　どんな場面においても、笑顔の持つ力は絶大だ。

「私に、様々なことを教えてくださいましたフレデリカ様は、非常に教養深く、賢い方でもありました。ですが同時に、剣を振るい、弓を引いても騎士にも劣らぬ力をお持ちでした」

「そうなのですか！」

　亡き母フレデリカの、初めて聞く勇姿に、剣に命を懸けていると言っても過言ではないフィオナは、顔を輝かせて驚いた。

「はい。私も、そんなフレデリカ様に憧れておりましたから」

　マリアは、微笑みながら、昔のことを思い出しているようであった。

「マリア様、ぜひ、母のお話も聞きとうございます」

「もちろんです、フィオナ様。いっぱいお話ししましょう」

　楽しそうに会話する二人を、父親の顔を保ったまま、ルパートは嬉しそうに眺めている。こういう光景が見たくて、マリアをフィオナに紹介したのだ。

　想定通りの結果が出れば、誰しも嬉しいものだ。しかもそれによって、愛娘が笑顔になれば、もう言うことはない。




　四日後、フィオナは、マリアのサロンデビューを果たした。

　サロンの中は特に何事もなく、いつもの和やかで穏やかな雰囲気であり、最初は緊張していたフィオナも、終わる頃には、すっかり馴染んでいた。

　驚いたのは、サロンの外、特に宮廷内であった。

　まず、大貴族を誰も呼ばないマリアのサロンに皇族が参加する。しかも、それが第十一皇女フィオナ……数日後に十歳になるとはいえ、彼女が持つ教養が求められてサロンに参加するわけではないことは、誰の目にも明らか。

　ということは、彼女の参加は、間違いなく皇帝の意向であろう。それは、いったい何のために？　ということになる。

　様々な事情から歪んだ思考をする宮廷の者たちは、皇帝ルパートが、マリアから亡き母フレデリカの話をフィオナにしてほしいだとか、その教養に触れてほしいだとか、そんな普通の父親の思考でサロンに参加させたなどとは、考えもしなかった。

　結局、人は、真実など見抜くことはできない。自分の信じることだけを信じ、自分を基準に他者を測ることしかできないのだ。

　悲しい話である。
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　フィオナ皇女のサロンデビューから二週間後。

　フィオナ皇女、十歳の誕生会が、宮廷で開かれた。

　帝国において、十歳の誕生会というのは、社交界デビューという意味合いも持つ。もちろん、全ての貴族が、自らの屋敷のパーティーで社交界デビューするわけではなく、大貴族や帝室が開く『十歳の誕生会』に参加し、デビューするのだ。

　フィオナ皇女の十歳の誕生会は、帝室が開く四年ぶりの誕生会であり、大貴族たちを含めても、今年開かれる唯一の『十歳の誕生会』である。つまり、この年十歳になる貴族の子女の多くが、フィオナの誕生会で社交界デビューを果たそうとしていた。




　皇帝ルパートと、今日の主役たる皇女フィオナが登場する前から、会場のあちこちで、デビューする子女たちの挨拶回りが行われている。

　主役であるフィオナなどは、自分から回らなくとも、多くの貴族がやってくる……それを全て受けなければならない大変さはあるが、それはそれで仕方ない。十一女とはいえ皇女であるから。

　だが、皇女でなく、大貴族の子女でもない、この日デビューする者たちは、親に連れられ多くの貴族の元を回り挨拶を繰り返す。挨拶される側の貴族も、ほとんど記憶には残らないのであるが、家どうしの関係などもあるため手を抜くことはできない。

　世の中は、いろいろと面倒なことが多いのだ。

「皇帝ルパート六世陛下、ならびに、皇女フィオナ殿下」

　その瞬間、会場の視線は前方の壇上にくぎづけとなった。

　そこに、父たるルパートにエスコートされたフィオナが現れる。

「お美しい……」

「なんと可か憐れんな……」

「まさに天使」

　そんな小さな感嘆の声が、そこかしこから上がる。それほどに、ドレスで着飾ったフィオナは美しかった。

　まだ十歳であり、大人の色香などはもちろんない。だが、そんなことは関係ない。お淑しとやかに、わずかに伏し目がちなその容貌は、美を見ることに慣れた貴族たちから見ても、最上級のものであった。

　貴族たちの元に届く噂話では、いつも剣を振るい、淑女らしさの欠片かけらなど全くない……そういう話だったはずだ。

　だが……噂話など、本当にただの噂話なのだ。

　それは、天上に咲く花の如く……虹の果てに輝く宝石の如く……空の彼方に輝く星の如く、何者も手に入れることのできない美しさ。

　フィオナは、本当に、美しかった。




　挨拶、ダンス、挨拶、ダンス……果てしなく続く輪舞曲ロンドに、フィオナもにこやかさを保つ限界に達しようとしていた。だが、なんとか耐え抜いた。

　なぜなら、この日の誕生日会のピークは、挨拶でもダンスでもなく、父である皇帝ルパート六世からの誕生日プレゼントにあったからだ。

「この宝剣レイヴンを、愛する娘、フィオナに与える」

　そう告げられ、ルパートの手ずから渡された漆黒の宝剣レイヴン。ルパートをはじめ、歴代の皇帝の腰に佩はかれた、帝室に伝わる二振りの伝説の剣の一つ、レイヴン。

　かつて、幼いフィオナが、ルパートに言ったことがある。「その剣が欲しいです」と。

　その時、ルパートは明らかに驚いた表情をしていた。わずか四歳の少女が、ルパートが腰に佩いた剣を欲しいと言う。

　驚きつつも、ルパートはすぐに与えることはなかった。

　愛する娘に、いや愛するからこそ、簡単に与えることができるものではなかったからだ。

「このレイヴンか？　フィオナが一生懸命剣を練習して、きちんと振れるようになったら貸してあげよう」

　ルパートはそう言った。半分冗談で、半分本気で。

　それから六年。愛する娘は、ままごと遊びより、剣を振る方を選んできた。

　皇帝の娘として、かなり忙しい生活を送りながら、一日たりとて剣を振らなかった日は無い。そして、ルパートは、父として、また皇帝としてその姿を見てきた。

　その上での、今日だ。

　レイヴンを渡すに足ると確信し、フィオナに渡した。

　フィオナは、何度も言葉を噛みつつも、感謝の言葉を述べる。だが、その意識は、レイヴンに注がれたままであり、感謝の言葉を言い終わると、しっかりと抱きしめた。

　六年間、ずっと欲しかった物を、ようやく手に入れたのだ。その喜びはひとしおであった。
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　皇帝ルパートが、代々の皇帝に伝えられてきた宝剣レイヴンをフィオナに与えた……その話は、宮廷中を駆け巡った。

　それは、一つの巨大な憶測を生んだ。

「もしや陛下は、帝位をフィオナ様に譲られるおつもりでは」

　まことしやかに、そんな噂が流れた。

　ルパートには、現在二十二歳になる皇太子がいる。

　亡き正妃フレデリカの最初の子であり、ルパート同様に火属性の魔法を使い、見識、行動、性格全て申し分ない人物と言われている。

　だが、噂は勝手に駆け巡る。

「そんな噂がございます」

　ハンスは、ある日、ルパートにその噂を告げた。

「ああ……まあ、そういう者もいるだろうな。確かに、帝国が未だ王国であった時代には、女王は何人かいたはずだ。だが、フィオナにこんな重荷を背負わせるのは忍びないよな」

　ルパートは、大きなため息をつきながら、フィオナに帝位を譲るつもりなどないことをハンスに言う。

「レイヴンをやったのは……レイヴンはフィオナの方が似合ったからだ」

「似合う？」

「ああ。俺でも使えはする。使えはするが……だが、完全に一体となれたことはない。レイヴンには伝説があってな。剣が認めた主であれば、剣閃だけでなく体の速度全てが上がるのだそうだ」

「確かレイヴンは、火属性と風属性両方が……」

「そうだ。二属性をその身に宿す、非常に珍しい魔剣だ。その風属性の方だ。だが、俺は認められなかったらしく、速度が上がったことはない。フィオナが使いこなせるかは分からんが、俺と違って魔法の才はあるからな」

　ルパートはそう言うと、何か懐かしい過去を思い出しているようであった。

　脳裏に浮かべていたのは、亡き妻フレデリカであったろうか……。

「フレデリカ様同様に、光属性魔法もお使いになりますな」

「ああ。まあ、剣と違って魔法に関しては修行をしていないから、結局どれほどのものか、分からんがな」
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　帝国北部での依頼が無事終了し、オスカーは帝都に向かって移動していた。臨時で組んだパーティーの面々と。

「やっぱりオスカーがいると、戦闘が安定するな」

「俺らも、帝都に移ってきて正解だったな」

　リーダーである剣士エルマーがオスカーを称賛し、双剣士ザシャが拠点を移動した決断を称賛した。

　そう、臨時で組んだパーティーというのは、六人パーティー『乱射乱撃』だ。

　かつて、オスカーが帝国南東部ヘムレーベンを拠点に活動していた頃、何度か臨時パーティーを組んだことのあるＣ級冒険者たち。この七人で、地上の悪夢とも言うべきエンペラータイガーを討伐したこともあった。

『乱射乱撃』の面々は、オスカーのことを嫌っておらず……というより、はっきりと好いており、オスカーも組む相手としては、優先度の高い面々であったのも事実だ。だが、オスカーが、『傷の男』の更なる情報の収集のために帝都に移動し、組むことはなくなっていた。

　しかし九カ月前、『乱射乱撃』が、帝都に拠点を移した。それは、連合と王国の間で行われた『大戦』が理由であった。

　帝国自体には、『大戦』の戦禍は及ばなかったが、大国同士の全面戦争が与えた影響は大きかった。

　王国、連合両国の生産能力がダメージを受けたために、多くの物資が帝国から輸出された。

　その結果、帝国内は予想以上の景気の上昇が起きた。同時に、両国から逃れてきた難民たちが帝国に流入し、国境付近の街の治安は悪化。

『乱射乱撃』が拠点を置いていたヘムレーベンは、帝国南東部ということもあり、連合からも王国からも近い街であり、難民の流入はかなりのものであった。

　治安は悪化し、上流階級の多くは帝国中心部の方へ拠点を移し、稼いでいた冒険者たちも街を出ていった。『乱射乱撃』もその一つであるが、基本的に腕利きほど稼いでいるため、真っ先に街を出て、未だ街に残る冒険者はＤ級以下がほとんどという状態になってしまっていた。

　九カ月前に帝都に移動してきた『乱射乱撃』の面々であるが、その時は、オスカーはクルコヴァ侯爵夫人マリアの下、住込みで護衛依頼をこなしており、帝都の冒険者ギルドには全く顔を出していなかった。

　もちろん、その護衛依頼は、帝都冒険者ギルドマスターであるモーリッツ・バッハマンの仲介であったため、丸々半年ギルドに顔を出さなかったからといって、全く咎とがめられることはなかったのだが。

　だが、そんな事情もあり、『乱射乱撃』の面々がオスカーに再会したのは、マリアが領地に戻ってオスカーの護衛依頼が終了した半年前であった。

　それ以来、今回が、三度目の臨時パーティーとなる。

「報酬がいいのはありがたいけど、帝都まで戻るのが遠いね」

「さすがに帝都周辺と違って、北部は移動中も魔物が襲ってきたりするからね」

　双子の弓士ユッシとラッシが、北部名産リンドーを齧かじりながら、そんなことを言っている。

「やめろ二人とも。そういうことを言うと、実際に起きてしま……」

　剣士エルマーが言った瞬間だった。

「うぁああああ」

　遠くから男性の悲鳴が聞こえた。

「マジか」

　双剣士ザシャは、双子とエルマーを交互に見た。

「わ、わたしたちのせいじゃないよ！」

「わ、わたしたちは悪くないよ！」

　双子の言い訳に、小さく首を振る剣士エルマー。

　ここで決定的な一言を告げたのは、オスカーであった。

「さっき、ワイバーンらしきものが空を飛んでいるのを見ました」

「マジか……」

　双剣士ザシャ……二度目のマジか。

「もちろん、今の悲鳴との関係は分かりませんが……」

「本当にワイバーンだったなら、関係はあるんだろうな……参ったな」

　リーダーであるエルマーは、眉根に深い谷を作って考えた。考えたが、楽しい結論は出なかった。

「くそっ、このまま去るのはあまりにも夢見が悪い。だが、ワイバーン相手じゃ勝ち目はない。いいか、遠くから観察する。もし、生きている奴がいたら助ける……ワイバーンがいなくなってたらな」

　エルマーの決断に、残りの六人は頷いた。

　たった七人でワイバーンに挑むのは、ただの無謀だ。かと言って、完全に見捨てるのも心苦しい。

　何か遺品があればそれを持ち帰ってやろう……現実的には、それくらいが妥当の線だと、エルマーは考えたのだ。

　一行は悲鳴の上がった方に近付き、低木に隠れながら様子をうかがった。

「あれ！」

　斥候アンが、小さく声に出し、指さした。

　そこには、馬車二台が横倒しになり、片方は馬がいなかった。商人らしき者たちが三人、冒険者の護衛と思われる者たちが六人、倒れた馬車の近くにいる。

　全員、空を見上げていた。

　見上げた空には、悠々と旋回しながら、馬を食べている巨大な生き物がいる。

「ああ、確かにワイバーンだ」

　暗い表情に暗い声で、剣士エルマーは言った。

　もしかしたらオスカーの見間違いで、別の何かであればいいのにと願いながら見たのであるが、間違いなくワイバーンであった。

「ワイバーンには、弓矢は効かないよ」

「ワイバーンには、魔法も効きにくいよ」

　双子のユッシとラッシが言う。

「冒険者は、すでに怪我をしているようです」

　治癒師ミサルトが言う。

「ワイバーンの〈エアスラッシュ〉だろうな。一撃が、人間のとは比べ物にならないくらいにでかいらしいからな……」

　エルマーが、苦々しげに言う。

　言った瞬間、ワイバーンが急降下し、馬車の辺りに突っ込んだ。そして一瞬後には、再び舞い上がっている。足に、馬を掴んで。

　空中に上がると、足に掴んだ馬を放り上げ、器用に口まで持っていった。そして咀そ嚼しゃく。

　その間、一行は誰も、何も言えなかった。

　七人とも、ワイバーンを実際に見るのは、これが初めてである。その迫力に圧倒されていたのだ、ただ一人を除いて。

「頭を砕けば……」

　その一人が、小さい声で呟いている隣で、双剣士ザシャが言葉を絞り出した。

「次は……あの中の誰かを……」

　苦々し気に言うが、どうにもできないことは理解している。

　それを、ここから見ているしかない自分たちに、苦々しい気持ちになったのだ。

「くっ……」

　エルマーも悔しそうに、口から言葉が漏れた。

　そんな中……。

「あの、試してみたいことがあるのですが」

「ん？」

　オスカーが提案し、エルマーが首をかしげる。

「成功すれば、ワイバーンの脅威から逃れられます。ただ、失敗すれば、手傷を負ったワイバーンが、こっちに向かってくると思いますけど」

　オスカーがそう言うと、『乱射乱撃』の六人は顔を見合わせた。

　確かに、オスカーは凄い。

　剣士としても、すでに専業剣士たるエルマーを上回っているし、魔法使いとしても異常であることは六人とも理解している。

　だが、それでも……そう、それでもである。

　ワイバーンを、一人でどうにかできるとはとても思えなかった。

　ワイバーンとは、そういう存在なのだ。人間数人でどうにかできる相手ではない。……のだが……どこかで期待してしまう気持ちがあることも、六人は理解していた。

　そう言えば、あの時も……地上の悪夢と言われるエンペラータイガーにとどめを刺したのは、目の前の魔法使いであった。

　ワイバーンは空の悪夢と言われている。もしかしたら……。

　六人は、再度視線で会話をし、全員頷いた。

「オスカー、やってくれ」

　エルマーが代表してそう言った。

「はい」

　オスカーは一つ頷き、答えた。




　それは、ワイバーンが再度降下した時に起きた。おそらくその狙いは、人間の誰かであったろう。

　そう、あったろうなのだ……その狙いは永久に分からなくなった。

　なぜなら……。

　ボゴンッ。

　オスカーが伸ばした右手から走った超高速の極小の炎は、狙いあやまたずワイバーンの頭に着弾し……弾けた。

　弾けた瞬間、ワイバーンの頭も弾けた。

　内部に入り込んでから、遅延信管の弾頭が爆発するように、ワイバーンの頭が内部から弾けた。ワイバーンは、しばらくそのまま空中を滑空して、地上に激突した。

　襲われた馬車の一行は、誰一人動けない。

　間違いなく、自分たちの誰かが犠牲になると思って覚悟したところで、突然ワイバーンがすぐそばに落下してきた。しかも、頭の吹き飛んだワイバーンが。

　全く理解できない状況であった。

　全く理解できない状況に陥っていたのは、『乱射乱撃』の六人も同じであった。

「……は？」

　エルマーの口から思わず漏れた言葉は、六人全員の感想を代弁したものだ。

　何が起きた？

　起きたことは理解している……ワイバーンの頭が弾けた。

　なぜ起きた？

　起きた理由は理解している……オスカーの魔法によってだ。

　どうやって起きた？

　起きた方法も理解している……オスカーがそんな魔法を放ったからだ。

　なら問題ないですね。

「そんなわけあるか！」

　誰に対しての反論であったのか不明だが、剣士エルマーは、そう叫んだ。

　ワイバーンの体は、風の防御膜と呼ばれるものが常時発生しており、全ての魔法攻撃、物理攻撃を弾く。

　頭なら、風の防御膜がないのか？

　そんなわけない……頭なんて、誰しもが最初に狙うのだから……弱かったら一大事だ。

　これまでにも、多くの魔法使いたちが、ワイバーンの頭に向けて数限りない攻撃魔法を放ってきたはずだ。

　だが、一撃で倒したなどという話は聞いたことが無い。聞いたことが無いことが……今、目の前で起きた。

　そんな時、人はどんな反応をするのか？

　たいていは、現実逃避である。

「今日もいい天気だな～」

「そ、そうだな。陽が燦さん燦さんと降り注いで気持ちがいいな」

　剣士エルマーが現実逃避し、双剣士ザシャも現実逃避した。

　だが、事実を真っ向から受け止める人もいる。

　斥候アンは、何度か小さく首を振って、エルマーとザシャの頭を、カポンッと叩いた。

「いたっ」

「いつっ」

「諦めて、現実を見つめて」

　アンが静かにそう告げると、エルマーとザシャは、お互いを見合った。そして、二人とも頷いて、オスカーを見て言った。

「オスカー、よくやった」

「馬車に向かうぞ」

「はい！」
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「マリア様、このたびは再びご指名いただき……」

「よい、堅苦しい挨拶は抜きじゃ」

　オスカーが帝都に戻ると、クルコヴァ侯爵夫人マリアからの護衛の指名依頼が届いていた。契約期間は、前回同様約半年。

　もちろん、オスカーに否やは無い。

　打ち上げをしようという『乱射乱撃』の面々に詫び、オスカーはすぐにクルコヴァ侯爵邸に来た。

　その後の『乱射乱撃』六人だけの打ち上げで、双子のユッシとラッシが、お気に入りのオスカーが帰ってしまったために、しこたま酔っぱらって管を巻いていたのは内緒である。

　オスカーは、帝都の冒険者ギルドに着いて、すぐにクルコヴァ侯爵邸に来たのであるが、マリアは、すでにオスカーらの活躍の情報を知っていた。

「オスカー、ワイバーンを単独撃破したというのは真か？」

「単独というか、Ｃ級パーティー『乱射乱撃』のメンバーとです」

「じゃが、オスカーの火属性魔法一撃で、頭を吹き飛ばしたと聞いたぞ？」

　さすがの情報通だ。そして、さすがのオスカーも苦笑いするしかなかった。

　その表情を見て、マリアは嬉しかった。

　活躍したのも嬉しいが、それ以上に、『苦笑い』がだ。

　一年前のオスカーからは、想像もできなかった柔らかさであった。少しずつ、凍ったままであったオスカーの心の奥底の部分が、融けているのを感じた。

　マリアは、人が成長する姿を見るのが、この上なく好きであった。それは、昨年、半年間、オスカーの成長を見て、さらに深まっていた。

　そんな自分の特性を、マリアはもちろん理解していた。

　そもそもサロンを開いたのも、そこでの交歓から、人が成長していく姿を見ることができ、それが嬉しかったからでもある。

「そうじゃオスカー、お主を紹介したい人物がおる。明後日にでも一緒に来てもらうぞ」

「はい。かしこまりました」




　帝城。

　オスカーは、急遽仕立て直された正装を身に纏い、マリアの後に付いていた。

　一年で、一七五センチを超え、マリアの身長を越えてしまったため、一年前の服を着ることができなくなっていたのだ。

　だが、そこはクルコヴァ侯爵家。

　問題なく、帝都一の仕立て師を招き、間に合わせた。さすがに帝城に上がるのに、適当な服というわけにはいかない。

「久しいな、オスカー」

「皇帝陛下におかれましては、つつがなく……」

「よい、知らぬ仲ではないからな」

　マリアといい皇帝といい、帝国の大貴族は正式な挨拶を省略する文化でもあるのだろうか……オスカーが少し不思議に思う所である。

　もちろん、皇帝やマリアが普通ではないだけなのだが。

「ワイバーンを火属性魔法の一撃で沈めたとか」

「お耳汚しを……」

「いやいや、頼もしいぞ。まだ十六歳であろう？　その若さでその活躍、素晴らしい！」

　皇帝ルパートはべた褒めであった。

　ルパートは、歴代の皇帝と比べても実力主義者であるという評判だ。基本的に、帝国の気風自体が実力主義であるのだが、それと比べても、ルパートは異常なほどに実力を重んじる。




　一般的に、実力主義というと響きはいいが、現実に実行するには非常に難しい。特に巨大な組織においては、恐ろしく難しい。

　何が難しいのか？

　それは、評価だ。

　何においても、たいていそうなのだが、測られる側よりも測る側の方が難しい……たいてい、問題が発生するのも、測る側、評価する側の方だ。

　最も起きるのは、評価基準のブレ。誰が評価するかによって、結果が変わってくる。

　常に同じ人物が評価し続けるわけではない……そんな組織は存在しない……人の入れ替わりは必ずあり、評価する人物も入れ替わる。

　それが起きた時に、特に問題が表に出る。

　前任者と同じような評価……そんなものは人間である以上、不可能だ。だがそうなると、評価される側に不満が生じる。

「以前は評価された」

「言われたとおりにやったのに」

「今度の上司は、いったい何を基準に評価しているんだ」

　誰しもが満足する実力主義とは、ほとんど存在しえないのだろう。

　だが、帝国においては、皇帝が、評価する者である。皇帝の評価が、絶対。逆説的にだが、その分、まだましなのかもしれない。

「皇帝が評価してくれるように仕事をすればいい」

　それが、一定の指針となるからだ。

　それは皇帝におもねることになるのではないか？　その通りだが、皇帝の帝国なのだからそれでいいのだ。

　何はともあれ、実力主義者のルパートは、現状、オスカーのことを高く評価しているようだ。

　マリアは、それを嬉しそうに見ている。

「マリア、今回は、オスカーをフィオナに顔見世のために連れてきたのであったな」

「御意。サロンには、オスカーも出ますので、先に殿下にご挨拶させていただこうと思いまして」

「フィオナは、今……おそらく剣を振っておろう、離れでな。俺が案内しよう」

　そういうと、皇帝ルパートは、立ち上がった。

「へ、陛下、それはさすがに畏れおおく……」

　ルパート自らの案内は、マリアすらも想定外であったのだろう。珍しく、マリアは焦って止めようとする。

「よい。俺も、フィオナに会っておきたいだけだ」

　そう言うと、ルパートは大笑いして、先に歩きだした。

　マリアとオスカーは顔を見合わせ、慌ててルパートを追うのであった。



　　　　　　　◆





　フィオナの離れに入ると、オスカーのうなじの辺りがざわついた。

（何かおかしい）

　何がおかしいのかは分からないが、何か尋常でないことが起きているように感じたのだ。

「何か変だな。二人とも、走るぞ」

　ルパートも何かを感じたようで、そう言うと、真っ先に走り出した。

　幾十もの戦場を経験してきた皇帝だ。いわゆる空気の違いを、鋭く感じ取っていた。

　離れの中心には、中庭がある。フィオナは、いつもそこで剣を振るっていたため、三人はそこを目指した。

　真っ先に走り込んだルパートは、絶句した。

　宝剣レイヴンを右手に持ったフィオナの体全体から、薄い炎が迸ほとばしっていたからだ。

「これは、いったい……」

　追いついたマリアもそこまで言って言葉を続けられなかった。

　オスカーは眉根を寄せて、何かを探っている。そして、小さく頷いてから言った。

「あの剣に、精神を支配されています」

「なに!?」

　オスカーが探っていたのは、魔力の流れ。その源泉は、フィオナが右手に持った剣であった。

　三人以外にも、元々のフィオナのお付きの者たちもそこにはいたのだが、誰も動けない。

　そのうち、フィオナは剣を振るい始めた。

　それは、狂気に満ちた、あるいは狂喜に満ちた剣。尋常の剣ではない……体のできていない十歳の少女が振るえば、取り返しのつかなくなる、そんな振り方。

「あれは止めねば」

　ルパートはそう呟いたが、踏み込むタイミングが取れないでいる。

　剣の軌道もさることながら、剣から火属性の攻撃魔法が飛び散っているのだ。下手に飛び込めば、その火に焼かれる。

「ならば、私が」

　オスカーはそう言うと、なんの躊躇もなくフィオナに向かって、一気に踏み込んだ。

　当然、レイヴンに乗っ取られたフィオナは、自分に向かってくるオスカーに対して剣を振るい、火属性の攻撃魔法を放つ。

　オスカーは、魔法を〈障壁〉で弾いて、一気に間合いを侵略し、フィオナが振るう剣をもかわして、その鳩尾に拳を入れた。

「ゲホッ」

　フィオナは息を吐き出すと、そのまま気を失い、レイヴンは手から離れ、地面に転がった。

「フィオナ！」

　慌てて駆け寄るルパート。

「手加減はしましたが……申し訳ございませんでした」

　オスカーはルパートに謝った。仕方ないとはいえ、目の前で娘を殴られて冷静な親などいない。

　そう思ったからであるが……ルパートは、父親であると同時に皇帝であった。

「よい、俺の代わりにオスカーがやってくれたのだ。フィオナを助けてくれて感謝する」

　ルパートは、フィオナを抱えたまま、そう頭を下げた。

　その時、オスカーは心の底から、目の前の皇帝に感服した。

　至尊なる者が、なかなかできることではない。それを、簡単にやってのける……人としての器の大きさを、オスカーは見たのだった。

　すぐに、呼ばれた宮廷医が来て、フィオナの手当てをする。

　気絶しただけで、特に問題ないことを聞くと、ルパートはもちろん、オスカーもマリアも安堵の吐息を吐いた。

「しかし……まさかレイヴンが乗っ取るとは……。相性はいいと思ってフィオナに渡したのは、間違いであったか」

　ルパートのその呟きを聞き、オスカーは小さく首を振って言った。

「畏れながら陛下、それは逆かと」

「うん？」

「そのレイヴンとフィオナ殿下は、驚くほど相性が良く、信じられないほど波長が合っているからこそ、先ほどのようなことが起きたのだと思います。おそらく殿下は、レイヴンの全能力を引き出そうと試みられたのでしょう。そして、相性のいいレイヴンもそれに応えた。ですが、殿下は、まだレイヴンの全力を使いこなすほどには、魔法の扱いに慣れていらっしゃらなかったのかと……」

「なるほど。確かに、フィオナは剣の修行は大好きで、周りが止めるまで続けるが、魔法の修行は、やっているなど聞いたことがないな。あれは、ほとんど生まれた時から、火属性と光属性を使えたからな……」

　オスカーの説明を受けて、ルパートは納得したようにそんな話をした。

　それを聞いて驚いたのは、オスカーだ。

「陛下、もしや殿下は、詠唱無しで……」

「ああ。オスカー、お前と同じように、詠唱しないで魔法を使う」

「なるほど……」

　オスカーは、何事か納得し、何度も小さく頷いた。

　そして言葉を続けた。

「陛下、魔法において詠唱という行為は、発現する魔法を完全に律します。そのため、詠唱して発現した魔法は、暴走するようなことはありません。ですが、詠唱せずに魔法を発現させると、術者がコントロールできないほどのものとなった場合、暴走することがあります」

「ふむ」

「おそらく、今回起きたことも、それに似たことだったのかと」

「つまり、フィオナはもっと魔法の練習をしなければ、レイヴンの全力を引き出すことはかなわないと」

「はい。逆に言えば、魔法の扱いに習熟すれば、そして少しずつレイヴンの力を引き出すように練習していけば、いずれは凄い剣士であり魔法使いとなられるかと……」

　オスカーはそう締めくくった。

「オスカー、よく分かった。それにしても相性のくだりといい、よく分かったな」

「昔、そのような事例があったと、育ての親に教えていただいたことがございます」

　ルパートの問いに、オスカーはそう答えた。本当に、ご隠居様からは様々な知識を授けられたのだ。

「ご隠居様、と呼んでおったそうだな。マリアから聞いたぞ。さぞ高名な学者であったのではないか？」

「ご隠居様は、隠居された元男爵と仰っておいででした」

「ほぉ。それは、帝国のか？」

「いえ、今は連合領になっております。前マシュー領主、ルーク・ロシュコー男爵と仰っておいででした」

　オスカーのその答えに、ルパートは固まった。

　だが、すぐに元に戻ると、その表情は、懐かしいものを思い出した、そんな感じであった。

「そうか……ルーク殿がオスカーの育ての親であったか」

「陛下は、ご隠居様を……？」

「ああ。昔……本当に昔、世話になったことがある。ルーク殿は、確かに男爵だが、それ以上に、北方随一の『伝承師』としても知られていた方だ」

「伝承師……確か、歴史や伝承を専門に研究する……」

「そうだ。ルーク殿の研究は幅広く、そして深いものでな。出される論文は、興味深いものばかりであった。ルーク殿の下で学んだのなら、オスカーのその知識も納得だな」

　そう言うと、ルパートは笑った。その笑いに、ほんの僅かだけ寂しさが混じっていることに気付いたのは、マリアだけであったが。

「そういえば、ルーク殿は、確か強盗に襲われて亡くなられたとか」

「はい……」

　オスカーはそこで一度言葉を切った。

　そして、短く目を閉じ、見開いた後、言った。

「私の目の前で、殺されました」

「な……」

　さすがにそれは、ルパートの想像外だったのであろう。驚きの表情でオスカーを見た。

「仇は、必ずとります」

　オスカーの決意は、静かであった。

　だが、それは声が静かなだけであり、目の奥に揺らめく決意は、誰の目にも明らかであった。
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「マリア……どうしても聞いてほしい頼みがある……」

　ルパートはマリアの方を向くと、突然そう言った。

　マリアは微笑むと、一つ頷いて言った。

「陛下、私のことはお気になさらずに」

「すまぬな」

　ルパートはそう言った後、オスカーの方を向いて言った。

「オスカー、フィオナに魔法の指導をしてやってくれぬか」

「……はい？」

　オスカーが、素っ頓狂な声を出したのは仕方のないことであろう。

　皇帝が、皇女の魔法指導を、一介の冒険者に頼むというのだ。そんなことをしなくとも、帝城には多くの魔法使いがいるであろうに。

「先ほどのオスカーの知見、ルーク殿から引き継いだその博識、さらに、自身の経験からフィオナの現状を最も理解できるのはオスカーであろうと、俺は思う。だから頼む、フィオナが魔法を扱い、ひいてはレイヴンを全力で扱えるようになるように、指導してやってほしい。この通りだ」

　そう言うと、ルパートは頭を下げた。

　二度も、皇帝が頭を下げるなど、驚きを通り越して恐ろしくなる。

「陛下、顔をお上げください。もちろん、私にできることは全力でさせていただきますゆえ、どうか……」

「そうか！　頼む。マリアも、フィオナの元にいつでも来てやってくれ。あれは、同年代の友達などおらぬ……マリアがよき相談相手になってくれれば、俺も嬉しい」

「はい。もちろんにございます」

　オスカーは言い、マリアも笑顔でそう答えた。

　こうして、オスカーは、フィオナ皇女付き冒険者となったのであった。

　オスカー十六歳、フィオナ十歳である。






動き出す宿命


「陛下、フィオナ様とオスカーのことで、ご相談したいことが……」

　執政ハンス・キルヒホフ伯爵が、皇帝ルパートの執務室で、そう切り出した。

「おう、フィオナは、かなりレイヴンを使いこなせるようになったな。この前、久しぶりに模擬戦を見たが、剣速だけじゃなくて、体の動きまで速くなっていたぞ。確かに、レイヴンに認められた主は、風のような動きを手に入れる、って伝承はあったが、本当にそうなるとはな……。俺なんて、一度も経験しなかったのに。まあ、何にしろ、さすがオスカーが鍛えているだけあるな」

　ルパートは、嬉しそうにそう言った。

　そう言いながらも、手は動きを止めず、次々に署名をしていく。もちろん、適当に署名しているわけではなく、疑問のあるもの、確認したいものは横に置かれ、後ほど、担当の者が呼ばれて諮問される。

「はい、全くその通りなのですが……貴族たちの間で、不満が上がっております」

「不満？」

　そこで初めてルパートは手を止め、ハンスを見た。

　ハンスは、山のような書類を抱えて、そんなことを言っている。もちろん、この後、ルパートが署名をしていくことになる書類だ。

　その書類の山も相まって、ルパートは明らかに不機嫌な様子で言った。

「どんな不満だ？」

「はい。まあ簡単に言いますと、皇女殿下のおそばに、下げ賤せんな身分不相応な者が侍っているのはけしからん、とか……」

「下賤なとは言うが……オスカーは、その辺の貴族のガキどもよりも、遙かに貴公子然としているだろう？」

「はい。かのルーク・ロシュコー男爵に仕込まれた立ち居振る舞い、さらにマリア殿の下で磨かれた教養、そして身長も一八五センチに達し、美丈夫と言ってもいい外見にございます」

　ハンスがそう言うのに合わせて、そうであろうそうであろうと、ルパートは何度も頷きながら聞いている。

「まあ、貴族たちが言っているのは、フィオナ様の婿に、我が子を入れさせたいということが半分かと……」

「フィオナの婿だと？　そんな奴が出てきたら、俺が手ずから剣の錆にしてくれるわ！」

　ハンスの説明に、ルパートは憤ふん怒ぬの形相を見せて、そう言った。

　半分以上は本気であることを、ハンスは長い付き合いから知っている。

「ん？　今、半分と言ったか？　残りの半分は？」

「オスカーを、婿または愛人にしたい貴族の女性たちが……」

「ああ……」

　その説明には、さすがにルパートも額に手を持っていき、ため息をついた。

「確かに、オスカーは見た目、最上級ともいえる貴公子だが……普段はともかく、公の場では全く喋らんし、表情も変えんだろ？　どう見ても、いわゆる魅力的な男ではないと思うのだが……女の考えることはよく分からん」

「どこか翳のある雰囲気が、女性たちを惹きつけるようです」

「そういうものか……」

　ハンスもルパートも、小さく首を振った。

「しかし……下賤で身分不相応と言ってもな……。単独でワイバーンを、というより、一撃でワイバーンを仕留める魔法使いを、皇女の魔法の教師にしているんだ。不相応ではないだろう」

「全くです……」

　そこで、ルパートは少し考えて、ハンスに切り出した。

「オスカーには、どこかで爵位をやろうとは思っている」

「やはりですか」

「なんだ、分かっていたのか？」

「陛下の考えることですから。成人になるまで待たれていたのでしょう？」

「ああ。オスカーは、確か、先日十八歳になったな？」

「はい。あとは、何か大きな功績をあげれば……」

「うむ。何か考えておこう……」




　そんな話が、皇帝執務室で行われていることなど、もちろんオスカーは知らない。

　今日も、午後は、フィオナ皇女の魔法と剣の訓練への付き添いだ。

「師匠、昨日言われた宿題、できるようになりました」

　そう言うと、フィオナは、〈ピアッシングファイア〉を二本、右手に浮かべて見せた。

「殿下……何度も申しております通り、その『師匠』というのはおやめください。オスカーと呼び捨てに」

「いいえ、師匠は師匠です。呼び捨てにする相手の言うことなど、調子に乗って聞かなくなってしまう可能性があります。きちんと、師匠と呼び、常に敬意を払う方がいいと思います」

　オスカーが、フィオナの魔法の教師となって以来二年、毎日のように交わされる会話だ。

　他に関しては、素直にオスカーの言うことを聞くフィオナであるが、呼び名に関してだけは、頑なに師匠呼びであった。

「殿下、夕方はマリア様の所に行かれるのですよね」

「はい。ベルタ様とエラ様のみがいらっしゃる、小さなサロンですね。夕食をご一緒する約束です。師匠もですよね」

「はい。ただ最近、帝都は物騒ですので、護衛は多めにつけていただくようにお願いしてあります」

「辻斬りですね……」

　オスカーの言葉に、フィオナは眉をひそめてそう呟いた。

　ここ一カ月、夜の帝都を騒がせる者がいる。

　辻斬り。

　襲われるのは、一人で歩いている者なので、護衛付きのフィオナたちが襲われる可能性はほとんどないが、それでも、護衛は多いにこしたことはない。

　夕食を共にするションドラ子爵夫人ベルタ・イルクナーと、ロイター男爵夫人エラ・ケッテラーは、そのままマリアのゲストルームに泊まることになっているのだが、皇女であるフィオナはそういうわけにはいかないのだ。

　外泊したとなれば、あらぬ噂を立てられてしまう……そもそも、父である皇帝ルパートが外泊は許さないであろう。それがたとえ、マリアの元であったとしても。

「準備もありますので、午後の訓練は少し早めに切り上げましょう」

「はい、師匠」
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　サロンは和やかなうちに終了し、オスカーとフィオナは馬車に乗って帝城への帰途についていた。

「それにしても驚きました。マリア様が、学校の創設を考えておられたなんて」

　サロンで聞いた話題で、フィオナが最も驚いた話であった。

「そうですね。貴族だけではなく、商人や市井の民からも受け入れたいと……。クルコヴァ領に造るようですね」

「帝都では、いろいろと難しそうですから」

　サロンの中で告げられた、マリアによる学校創設の話が話題の中心であった。

「我々を見ていて、人の成長する姿を見るのは楽しいと……」

「はい。殿下の成長は著しいですから」

　尊敬する師匠たるオスカーにそう言われ、フィオナは顔を真っ赤にして照れた。

　その時であった。

「ぎゃぁぁぁ」

「悲鳴？」

　そう遠くない位置からの悲鳴が馬車に聞こえてきた。

　オスカーもフィオナも、馬車の窓から外を見る。

　遠くに人が倒れ、その脇に一人立っている。立っていた者は、馬車と騎馬の一団が近付いてくるのを見ると、走って逃げだした。

「追います。オスカー殿は、フィオナ様の護りをお願いします」

「承知した」

　護衛隊長ゲレオンがそう告げ、オスカーは答えた。

　六人の騎馬のうち、ゲレオンを含めた四人が男を追う。そのうちに、馬車が、倒れた者の傍に到着した。

　オスカーが馬車から飛び出し、倒れた者の傍へ。剣による傷は深く、骨にまで達し、重傷だ。

　それを見て、フィオナも馬車から出て、オスカーの脇に着き、すぐに唱えた。

「〈ヒール〉〈ヒール〉〈ヒール〉」

〈エクストラヒール〉を使えば、一度で治るのだが、消費魔力が多すぎるのだ。そのため、部位欠損の修復以外では、〈ヒール〉の重ね掛けが一般的だ。

　みるみるうちに傷が癒されていく。

　傷が癒されていくにしたがって、呼吸も安定した。

　とはいえ、流れた血は戻らない。かなり深い傷であったために、素早い治療ではあったが、相当量の出血があったようだ。

　しばらくすると、斬られた男は目を開いた。

　それを見てオスカーが問いかける。

「おい、分かるか？　傷を癒した。馬車で連れていってやるから、どこの家の者か答えろ」

　この辺りは貴族街。帝城とクルコヴァ侯爵邸の間の道なのだから、それなりに高位な貴族の屋敷が並んでいる。

　斬られた男は、服装などから貴族ではないが、どこかの屋敷の下男に見えた。

「み、ミューゼル侯爵邸の……」

「承知した。もう喋らなくていい」

　オスカーは必要な情報だけ聞くと男を黙らせ、抱え上げて馬車に乗せた。

　怪我をした下男や従僕などを、普通は馬車に乗せたりはしない……ましてや、皇女専用の馬車に乗せるなど、場合によっては厳しく罰せられる。

　だが、オスカーは躊躇せず乗せ、フィオナもそれを当然のことと認識し、残った護衛の騎士たちすら何も言わなかった。

「そういうものだ」と、フィオナの周りの人間たちは認識しているのだ。

　そんな人物だけが、フィオナの周りには集められ、さらにフィオナの日頃の言動から、この十二歳の皇女の影響を強く受けていた。

　だがそれとは別に、オスカーの心に引っかかることがあった。

　それは、辻斬りが持っていた剣。

　辻斬りそのものは、身長がオスカーと同じくらいの、がたいのいい人物としか分からない。頭の先から足の先まで隠れるローブを着て、顔も布で隠していたから。

　だが、その抜き身の剣がわずかに見えた。

　月光にきらりと光っただけだったので、確信は持てないのであるが……師匠たるラサンが打ち、父スナが振るった剣。オスカーにはそう見えた……。

「まさかな……」

　その疑念をあえて打ち消すように、オスカーは小さく声に出して呟いた。

　ミューゼル侯爵邸は現場からすぐの場所にあり、皇女フィオナ手ずから怪我した下男を運んできたと聞くと、上を下への大騒ぎとなる。

　ミューゼル侯爵自身が玄関まで出てきて礼を言い、ぜひ上がっていってもてなさせてくれというのを、後日、帝城に容体を知らせてくれと言ってなんとか断った。

　オスカーもフィオナも、帝城に着いた時には、疲労感たっぷりな様子であったと、侍女たちは証言した。それは、辻斬りを追った護衛隊長ゲレオンたちが、まかれてしまったのも理由だったかもしれないが。
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「ハンス、決めたぞ」

「はい？」

　さすがの有能なハンスですら、皇帝ルパートのこの言葉だけでは、何を決めたのか判断はつかない。この二人の間では、決めなければならないことは多すぎるのだ。

「オスカーの件についてだ」

「なるほど」

　ルパートも、さすがに「決めたぞ」だけでは通じないことは理解しているため、なぜ分からんのだ！　などと、理不尽に怒ったりはしない。

「もうすぐ武闘大会が開かれるだろう？　あれに参加させよう」

「確かに、五年に一度の武闘大会が来月開かれますが……もちろん魔法の使用もいいのですが、あれは圧倒的に物理職が有利ですよ？　近接戦ばかりですから。オスカーは魔法使いでしょう？」

「大丈夫じゃないか？　フィオナとの模擬戦を何度か見たことがあるが、レイヴンで速度の上がったフィオナの剣を、余裕で受け切っているぞ。あの、いつもの少し短い剣で。まあ、優勝は難しいだろうが、トップ四くらいに入れば、十分箔はくがつくだろう。これなら、貴族どもの文句も抑え込めるし、今までの功績と合わせて、準男爵くらいにしても問題ないだろう？」

　ルパートはそう言った。

　ハンスは、少し考え込みながら意見した。

「例年ならそうでしょうが……ご存じですか？　今回は五十回記念大会ということで、中央諸国中から腕自慢たちが集まってきているそうですよ」

「え……」

　類まれなる智謀を謳われる皇帝ルパート六世。だが、武闘大会の開催状況にはあまり詳しくはなかった。
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「はっ。陛下の仰せとあらば」

「そうか、出てくれるか」

　皇帝執務室。

　皇帝ルパートとハンス、そしてオスカーとフィオナの四人がソファーに座っている。

　そこで、ルパートが、オスカーに武闘大会への参加を打診した。オスカーとしては、特にそれを断る理由もないために受け入れたのであるが……。

「父上、私は不満です」

「ふぃ、フィオナ？」

　皇女フィオナが、明確に不満を示した。

　それには、父であり皇帝でもあるルパートも、思わず声が上ずる。

「聞けば、貴族たちの不満から、ししょ……オスカーを武闘大会に出して箔をつけようと……。そんなことをせずとも、オスカーは素晴らしい先生です。私の成長が、その証明となっているはず。貴族たちの言うことが論理的に正しいのならまだしも、ただの不平不満でしかありません。そんなものに付き合って、私とオスカーの時間が奪われるのは納得できません」

「い、いや、そうは言うがな……」

　十二歳の少女に論破される皇帝。

　中央諸国中から、その智謀を恐れられる皇帝ルパート六世も形無しだ。

　とはいえ、いつの時代、どんな世界においても、男親は娘には弱いものなのだから、仕方ないのかもしれない。

「もちろん、私はオスカーの勝利を疑っておりません。ですが、オスカーとて人間です。調子のいい時もあればそうでない時もあります。もし、大会時に調子が悪く、不覚をとってしまい、上位の成績を残せなかったらいかがなさるおつもりですか。それこそ、貴族たちが、それ見たことかと言い出しかねません。そんなことで、先生を失う私の身にもなってください！」

「う、うむ……」

「ハンスもハンスです。父上は、このような些事に付き合うほどお暇ではないはず。そんな些事を処理し、皇帝たる父上には天下国家の中枢に常に関与していただく……それが、執政たるあなたの役目だと私は理解しています。私は、何か間違っていますか？」

「いえ、皇女殿下の仰る通りです」

　十二歳の少女の弾劾は、執政ハンスにも及んだ。

　ハンス自身も、武闘大会で箔をつける危うさを理解していたため、全面的にフィオナの意見に賛同する。

　通常の大会ならともかく、今回は記念大会だ。いつもとは、規模が違う。

　それはとりもなおさず、参加人数も段違いに多くなり、当然、上位進出の難易度も跳ね上がるということだ。

　どれほど強い者であっても、連戦の疲労から足をすくわれるということはあり得る。

　オスカーは、すでに超一級の魔法使いであり、剣の腕もかなりのものであることは理解している。

　だが、まだ十八歳。どうしても、経験という点では、他の参加者には劣るであろう。そして、連戦からの疲労というのは、経験があればあるほど減らしやすく、経験がなければないほど増えやすいもの。

　これは、古今東西、変わらぬ真実。

　皇帝ルパートが抑え込まれ、執政ハンスも反論しない状況となってしまった。

　それを見て、オスカーは心の中で少しだけ苦笑した。まず、帝国中枢で滅多に見られない光景であったから。

「殿下、ご心配いただきましてありがとうございます。ですが、私自身は、武闘大会には出てみとうございます」

「オスカー？」

「五年に一度の武闘大会。しかも今回は、五十回目ということで記念大会。記念大会に出られるなど、五十年に一度。そのタイミングで参加できる年齢にあるということは、僥倖。自分の力を試す意味でも、可能なら出てみたいです。もちろん、殿下からのお許しがいただければですが」

　オスカーはそういうと、フィオナに向かって頭を下げた。

「ししょ……オスカー、もちろん、私はオスカーが望むのなら止めはしない。全力を尽くすがよい」

「ありがとうございます、殿下」

　フィオナは幾分焦りながら、オスカーの参加を許可し、オスカーは再び頭を下げ感謝した。

「そ、そうか、参加してくれるか、うん、よかったよかった」

　ルパートはオスカーの機転を理解しながら、それに乗ることにした。それを横目に、ハンスは小さく首を振っている。

「優勝とは言わん、トップ……八人に入れば問題ないからな」

「陛下……記念大会でトップ八人というのは、皇帝十二騎士並みです」

　最初はトップ四と思っていたのを八にしたのに、それでも高いハードルだとハンスに指摘され、ルパートは驚いた。

「そ、そんなに……か？」

「はい。そんなに、です」

　ルパートの言葉に、ハンスは重々しく頷いて答える。

　皇帝十二騎士とは、帝国全土から選ばれる、皇帝直属の十二人の騎士。それは、最高の栄誉であり、最強である証明。剣と魔法に生きる全ての帝国民が夢見る、最上の地位。

「父上、もし……もしもですが、オスカーが不覚をとって上位進出できなかったとしても、私の魔法の先生は続けていただきます。そこは確約していただけますね？」

「も、もちろんだ！　そこは確約する」

　フィオナの見えざるプレッシャーに圧され、何度も頷くルパート。それを横目で見て、わずかに苦笑するオスカーとハンス。

　やはり男親は、娘には圧倒的に弱いものらしい。



　　　　　　　◆





　その日、オスカーは、久しぶりに帝都冒険者ギルドに来ていた。

　おそらく二年ぶり……。少なくとも、皇女フィオナの教師となって以降、一度も来ていない。

　もちろん、帝城から直接、オスカーを皇女フィオナの魔法の教師として雇う……つまり雇用依頼が伝わってはいるはずなので、問題は無いのであるが。

　オスカーの記憶にある二年前のギルドと比べると、かなり冒険者の数が多く感じる。

　とはいえ、今日用事があるのは、普段の窓口ではない。臨時に開設された窓口の方だ。

『第五十回　武闘大会参加申込窓口』。

　武闘大会の窓口では、若い男性が一人手続きをして……いるのだが、何事か揉めていた。

「ですから、大会一日目に十八歳になります！　大会規定で、それなら問題ないとなっているのを、以前見ました！」

「そう言われましても……今、探していますが、第何項だったとか覚えては……」

「うっ……それは……だいぶ前に見たので覚えていないですが……」

　武闘大会は、職業不問、種族も不問であるが、唯一制限規定がある。

　それは、成人していること。

　中央諸国において、人間の場合は、成人は十八歳だ。そのため、十八歳以上でなければ武闘大会に参加できない。どうもオスカーの目の前の男性と受付窓口は、それで揉めているようであった。

　ひとごととは思いつつも、長く待たされるのも嫌なために、オスカーは口を出した。

「その規定は第七十六項だ」

「えっ」

　男性も受付も、同時に驚いて声を上げた。

「驚かせてすまん。話の内容が聞こえてしまったものでな。大会一日目に十八歳であれば問題ないという規定は、第三十回大会時に追加された項目だ。なので、かなり後ろの方、第七十六項にある。細則付きで」

「しばらくお待ちを……。あっ、確かにございます。確認が取れましたので、申し込みを受け付けいたします。お手間をとらせて申し訳ありませんでした」

　受付はそう言うと、若者に向かって頭を下げた。

「あ、いえ、申し込めるのならば問題ないですので……」

　若者も、顔を真っ赤にしながら慌てて首を振る。若者は、問題なく参加申し込みができたようだ。

「助かりました。僕は、エミールと言います。ありがとうございました」

「俺はオスカーだ。たいしたことじゃないから気にしないでくれ」

　二人は軽く挨拶を交わし、別れた。




　オスカーはエミールと入れ替わりで、受付の前に立った。

「いらっしゃいませ。先ほどはありがとうございました」

「いや、気にしないでくれ。俺も、武闘大会への参加手続きを行いたい」

「かしこまりました。失礼ですが、どちらかの冒険者ギルドに所属されていますでしょうか？」

「ああ。いちおう、この帝都所属だ」

　オスカーがそう言うと、受付の男性は少しだけ首を傾げた。

「どうした？」

「いえ、失礼しました。ですが……私、ここ二年ほどギルドの窓口で受け付けをしているのですが……お見かけしたことないと思いまして……」

「ああ……多分、ここに顔を出すのは二年ぶりだからな」

　オスカーはそういうと、肩をすくめた。

「さようですか。では、ギルドカードをお願いします」

「あ……」

　以前なら、肌身離さず身につけていた身分証代わりになるギルドカード。だが、不覚にもこの二年の間、身に着ける必要が無かったために持ってきていない。

　武闘大会の登録は、冒険者でなくともできるため、ギルドカードが必要だとは全く思っていなかったのだ。オスカーが迂う闊かつであった。

「すまない……あまりに久しぶり過ぎて忘れてきたようだ」

「え……」

「あぁ……武闘大会の参加は、冒険者でなくともできると……大会規定にもギルドカードの提示はなかったと思うのだが？」

「確かに武闘大会の参加は、冒険者でなくとも可能です。ですが、もしものことがあった場合の補償や連絡先のことがあります関係で、冒険者の方はギルドカードの提示をお願いしているのです。確かに、大会規定には書いていない、ギルド内規的なものですが……」

「それは参ったな……」

　オスカーは頭をかいた。

　帝城において、完璧人間となぜか思われているオスカーであるが、こうした抜けた部分はけっこうある。小さい頃からであるため、オスカー本人は諦めの境地に達しているのだが。

「取りに戻るしかないか……」

　そう思った瞬間、後ろから声を掛けられた。

「もしかして、オスカーか？」

　オスカーが振り向くと、そこには懐かしい顔が二つあった。

『乱射乱撃』のリーダーである剣士エルマーと、双剣士ザシャであった。

「エルマーとザシャ？」

「おお、やっぱりオスカーか。背が伸びたな～」

「二年ぶりじゃね？　そういえば、やんごとなきお方のところで先生してるんだったか？」

　エルマーとザシャはそう言うと、オスカーの腕をバシバシと叩いた。

　予想していなかった人物に、予想していないところで久しぶりに会って弾けたのだ。

「いや、痛いから、二人とも」

「お？　なんかオスカー、柔らかくなった？」

「だよな？　性格が丸くなった感じがするぜ」

　エルマーとザシャは、この二年でのオスカーの変化にすぐに気付いた。二年ぶりに会ったのだから、当然と言えば当然なのかもしれないが。

「そう……かな？」

「いや、いいと思うぞ、そっちの方が」

「だな。性格が柔らかくなり、端正な顔で、背も高くて、魔法が使えて剣の腕もすげぇ……言ってて何か悲しくなるが、まあ、いいさ」

　エルマーは素直に喜んだが、ザシャの方は言ってるうちに声のトーンが落ちてきたのは、いろいろと仕方のないことだったかもしれない。

「てか、オスカー、ここにいるってことは、もしかして武闘大会に出るのか？」

「はい、出ます。ただ、ギルドカードを忘れてきてしまって……」

　エルマーが問い、オスカーは恥ずかしそうに自分の失態を告げる。

「ああ……。まあ、ずっとあっちの仕事だもんな、ギルドカードとか持ち歩かんだろう。というか、あっちの方から参加申込とかしてくれないのか？　軍関係とか騎士関係とかは、ここに来ないでまとめて申し込んだりするらしいぞ？」

「もっと早いうちに参加が決まっていれば、それができたらしいのですけど、行ってみたら申し込まれた後だったので……。無理すればいけるとは言われたのですが、たまにはここにも顔を出してみたかったので、自分で申し込みますと言ったのです。その挙句が、これですが」

　そう言うと、オスカーは苦笑した。

　それを見て、エルマーもザシャも微笑んだ。オスカーの心が、昔に比べて『融けた』感じがしたからだ。はっきりとした変化であった。

「なるほどなぁ。なあ、窓口の……フォトだったよな？」

「はい！　Ｂ級冒険者のエルマーさんとザシャさん」

「Ｂ級？」

　最後の問いはオスカーの呟きだ。

　だが、ザシャがそれを耳ざとく拾った。

「ふふふ、俺らもついにＢ級に上がったんだよ。つい半年前だけどな」

「それは、おめでとうございます」

「ありがとうな」

　オスカーは嬉しそうに祝意を述べ、エルマーがそれを受ける。

「おっと。で、フォト。こっちのオスカーは、間違いなく、この帝都のＣ級冒険者だ。お前さんとは、ちょうど入れ替わりでギルドに来なくなったが……。今は、やんごとなきお方の下で、先生をしている」

「やんごとなき？」

　フォトは、首を傾げてそう問うた。

「この帝国で、やんごとなき、と言えば、どこのことかは分かるだろう？」

「え……まさか、帝城……」

「しっ！　それは口に出すな！」

　ザシャが、わざとらしく、小さな声ながら鋭く叱責をする。慌てて口に手を持っていくフォト。素直な性格らしい。

「で、オスカーの所属は、名簿で調べることは可能だろう？」

「はい、できますが……」

「っていうか、お前さんもギルドの受付なら、聞いたことあるだろう？　ワイバーン単独撃破の……」

「え！　あの『オスカー』さん？」

　ザシャが指摘し、フォトもすぐに思い至ったのか、叫んだ。その叫びに反応して、幾人かの冒険者がこちらを見る。

　それを見まわし、またザシャが、わざとらしくフォトに言う。

「フォト、声が大きい」

「し、失礼しました。ですが……ああ、はい、その『オスカー』さんなら、確かに聞いたことあります。そう言えば、お二方の『乱射乱撃』と一緒に、撃破されたのですよね」

「俺たちは、見てただけな」

　エルマーはそう言うと苦笑した。

　結局、ギルドの分厚い名簿でオスカーの所属は確認され、無事、武闘大会への参加は受け付けられた。

「お二人とも、ありがとうございました」

「な～に、お安い御用だ」

「実は俺たち二人も、記念に参加してるんだ。オスカーと当たらないように祈っててくれ」

　ザシャもエルマーもそう言うと、大笑いした。

「参加人数次第だが、予選は数回のバトルロイヤルだ」

「バトルロイヤル？」

「十人が一つのステージに立ち、残り二人になるまで戦い合う。周り全部敵と思って戦えよ。誰が、どこから襲ってくるか分からんからな」

「強そうな奴一人に、残り全員が襲い掛かる、ってのもあるからな」

　オスカーの問いに、エルマーもザシャもアドバイスを兼ねて説明した。二人とも、五年前の大会に出たが、予選のバトルロイヤルで敗退したらしい。

「分かりました。頑張ります」

「トップ六十四人に残ったら、決勝トーナメントだ。お互い、そこまで上がろうぜ」

「当たったら、お手柔らかにな」

　ザシャとエルマーはそう言って、オスカーと固い握手を交わし、宿に戻っていった。

　いよいよ、オスカーが、その宿命と再会する武闘大会が、幕を開ける。
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　武闘大会の会場は、帝都中央にあるコロセウム。

　それは、地下五層、地上九層の巨大な建築物で、上空から見ると楕だ円えん形けいをしている。

　長径六百メートル、短径四百メートル、収容人数十万人という、帝国建築技術の粋を結集した巨大建造物。

　しかも、建築技術だけでなく、錬金術の結晶でもある。

　観客席とアリーナの間には、常時発生式の〈物理障壁〉と〈魔法障壁〉が発生する。

　その構造自体はよくあるのだが、驚くべきはその強度であり、これまで試合において、障壁が破れたことは一度もない。特に硬度を維持するのが難しいと言われる〈物理障壁〉は、闘技：完全貫通を連打しても破ることができないという検証結果もあるほど……。

　予選のバトルロイヤル、決勝トーナメントのラウンド十六までは、この中に半径二百メートルの舞台が二面作られ、そこで模擬戦が行われる。

　その後、ベスト八が出揃ってからは、一面だけとなり、全ての視線がその戦闘だけに注がれるようになる。

　相手を死なせたら、理由の如何に拘わらず即失格。それ以外は、何でもあり。

　それが、帝国の武闘大会の伝統だ。

　帝国の武闘大会は、実に二百五十年の歴史を誇り、出るだけでも名誉なこととされている。予選を勝ち抜き、決勝トーナメント進出のトップ六十四人に入れば、一生くいっぱぐれることはないと言われ、実際、貴族からも家臣への誘いが来る。

　一攫千金、成り上がりたい者が帝国中から集まってくるのが、この武闘大会なのだ。

　しかも、今回は十回に一度の記念大会。

　記念大会ともなれば、賞金は五倍になるため、帝国中どころか中央諸国全土から、冒険者、騎士、あるいは腕自慢の猛者たちが集まる。

　もちろん、会場の外にも多くの出店や臨時店舗が軒を連ね、大会が開催される一カ月間……だけでなく、その二週間前から帝都中が活気に溢れかえるのだ。




　大会五日目。

　その日は、朝から会場中がざわついていた。

「皇帝陛下が見に来られるって、マジか」

「初日の開会宣言以外は、ベスト八以降しか来られないんだろ、普通……」

「つまり、今日は、皇帝陛下も見たいと思う、すげー奴が出るってことか!?」

「くそぉ、転売屋、昨日の倍の値段で売ってやがる……」

「どうする？　殺してチケット奪うか？」

　一部物騒な会話もあるが、皇帝の臨幸が噂になっていた。

　一般市民はもちろん知らないが、この日、皇女殿下お付きの人物が出る予選が行われる予定だったのである。
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「首尾はどうか」

「はい。職員に金を掴ませ、おおむね想定通りに」

「よし。奴も、さすがに一次予選で敗退すれば、皇女殿下付きから外されるであろうよ」

　その言葉に、集まった貴族たちはニヤリと笑った。

　有力選手を、予選のバトルロイヤルの段階で潰そうとするのは特に珍しいことではなく、よくあることだ。ただ、大会職員にまで手を回して、組み分けに介入するのは、あまりないことであったが……。
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「師匠、ご武運を」

「はい、殿下、行ってまいります」

　帝室専用観覧席の入口で交わされた会話だ。

　オスカーは全く気負っていなかったが、フィオナはかなり緊張していた。

　相手を死なせたら即失格とはいえ、普段使っている武器で戦うため、不幸な事故が起こることはある。

〈エクストラヒール〉で、手足の再生まで行える治癒師がずらりと揃えられているとはいえ、何が起こるか分からない……武闘大会とはそういうものなのだ。

　しかも、記念大会ともなれば、懸けられている富、地位、名声は計り知れない。誰しもが全力で戦う。

　それら全てを勘案して、フィオナは緊張していた。

　そして、そんなフィオナの心の動きを、オスカーは手に取るように分かっていた。

　だから、にっこり微笑んで言う。

「お約束します。戻ってきますので」

　二年前のオスカーであれば、あり得ないことであったろう……。




　オスカーが控室に移動すると、入れ替わるように、帝室専用観覧席に皇帝ルパートが入ってきた。

「父上、遅いです！」

「え……いや、まだオスカーの試合まで時間はあるだろう？」

「今、オスカーは控室に行きました。せめて一言、お声をかけてくださっても……」

　フィオナは、恨みがましい視線で父である皇帝ルパートを見た。

「あ……ち、違うのだ。俺はもっと早く来ようとしたのだが、出がけにハンスが追加の仕事を持ってきて……」

「それは嘘にございます」

　苦し紛れの嘘を、ハンスにぴしゃりと否定され、さらにうろたえるルパート。男親であることが敗因であった……。

　なんとかフィオナの機嫌を取り、ルパートは皇帝席に座る。

　もちろん、そこは、観客からも見える位置であり、今まで以上の盛り上がりがコロセウム中で起きる。

　強力にして強大なる皇帝ルパート六世は、帝国臣民からの人気も絶大であった。先ほどまでの、娘に怒られて小さくなっていた人物と、同一人物とはとても思えないほど。

「オスカーが出るのは、次の試合です。ですが……陛下、その試合で不穏な動きが……」

「よい。オスカーならばなんとかするであろう」

　ハンスの進言に、ルパートは手を振って流した。

「どうせ、貴族どもの考えそうなことなど……言われずとも分かるわ」

　ルパートはそう言うと、ニヤリと笑った。




　選手控室。

　コロセウム内には、多くの控室がある。

　戦う相手とは、舞台で相対するまで顔を合わせないようにするのが基本であるから。

　オスカーがいる控室に、知り合いが入ってきた。

「おう、オスカー」

「やあ、ザシャ」

『乱射乱撃』の双剣士ザシャであった。

「オスカーは次の試合か。俺は、四試合後だ」

「なら、ザシャの試合は、ゆっくり観客席で見させてもらうよ」

　そこまで言ったところで、呼び出しが来た。

「次の試合を行います。オスカーさん、こちらへ」

「ああ。では行ってくる」

「おう、頑張れよ」

　オスカーとザシャは、固く握手を交わした。




　半径二百メートルの円舞台。その舞台の端、円周付近に、十人が等間隔で立っている。

　その状態から、バトルロイヤル……二人以外が戦闘不能となるまで、つまり八人が脱落するまで戦いが行われる。

　オスカーは見まわし、知り合いの顔を見つけた。

　知り合いとはいっても、一度話しただけであるが……オスカーのすぐ左に立っているため、いちおう挨拶する。

「エミール、だったな」

「あ、オスカーさん。この前は、ありがとうございました」

　オスカーの左隣は、大会窓口で揉めていたエミールであった。エミールは丁寧に頭を下げた。

「いや、出られて良かった、が……いきなり同じ組とはな」

「ですね……」

　二人とも苦笑する。

「まあ、よろしくな」

「はい、こちらこそ」

　エミールは終始丁寧な口調であるが、二人とも同じ十八歳だ。

　オスカーが一八五センチを超える身長であるのに比べ、エミールが一七五センチほどという違いはあるが……。

「それでは、予選第八十九組の試合を開始いたします」

　オスカーたちの組の試合開始が告げられようとしていた。

「試合、はじめ！」

　試合開始の号令と共に、奇妙なことが起きた。

　舞台上にいた者たちが、一斉に一人に向かって走り始めたのだ。その相手は、オスカーであった。

「なるほど」

　オスカーはそう小さく呟くと、うっすらと笑った。

　オスカーの左隣のエミールだけは、状況を理解していないらしく、剣を構えて防御を固めて、動いていない。

　だが、それ以外の八人が、最初にオスカーを潰しに来た。

　そんな状況であるが、オスカーは焦っていなかった。それどころか、手間が省けてよかったとすら思っていた。

　明確に、自分を敵として襲ってくる相手であれば、返り討ちにするのに躊躇は無い。襲ってこない相手にこちらから襲い掛かるのは、模擬戦と分かっていても、若干心苦しいなと思っていたくらいだ。

　だが、襲ってきてくれるのなら……そして、全員が一斉に襲ってくるのなら、やるべきことは一つだけ。やるべき順序も一つだけ。

　オスカーは、すぐ右から襲ってきた男の両手を斬り飛ばした。

「ぎゃあああああああ」

　悲鳴を上げ、男はうずくまった。

「まず一人」

　オスカーはそう言うと、さらに右の男に向かい、振り下ろされる剣をかわしざま、その男の両手を斬り飛ばす。

「ぎゃあああああああ」

　その男も悲鳴を上げ、両膝をつく。

「そして二人」

　オスカーはそう呟くと、さらに右の男、さらに右の男……と、両手を斬り飛ばしながら反時計回りに回っていった。

　さすがに、最後の二人は合流し、オスカーに対して二対一の状況を作り出したが、結果は何も変わらなかった。

　二人とも両手を斬り飛ばされ……審判に戦闘不能を告げられる。

「勝者、オスカー、エミール」

「うぉおおおおおおおお」

　勝者が告げられると、観客席から爆発したかのような歓声が上がった。

　人は、いつの時代も、人が戦う姿を見ると、興奮するものらしい……。

　それが、かなり凄惨な光景であっても。あるいは、凄惨な光景であるからこそ、なのかもしれない……。

「あれは痛い……」

　皇帝ルパートは、両手を斬り飛ばされた者たちを見て、そして自分の右手を見て、顔をしかめてからそう呟いた。

「そういえば、昔、陛下も右腕を……」

「ああ……。斬り飛ばされると痛いんだ」

「え、ええ……そうだろうとは思います」

　ルパートが真面目な顔をしてそんなことを言ったため、ハンスも同意するしかなかった。

　ちなみに、フィオナの耳には、二人の声は届いていない。アリーナで、歓声に応えるオスカーの姿だけが見えていたから……。

　オスカーらの組、両手を斬り飛ばされた八人は、すぐに〈エクストラヒール〉で治療されていたが、オスカーとエミールは、歓声に応えていた。

　もっとも、エミールは恥ずかしそうだ。

「何もしてないのですが……」

　そんな呟きは、誰にも聞こえなかった。

　そんなオスカーたちの隣の舞台では、新たな試合が始まっていた。

　そして、驚いたことに、そこでも一人に向かって多くの参加者が襲い掛かっていた。

　だが、襲い掛かられた人物は、慌てることなく、一人ひとり確実に継戦能力を奪っていった。ある者は腕を斬り飛ばされ、ある者は足を斬り飛ばされ、ある者は急所を避けながらも腹を斬り裂かれ……別の者は気絶させられていた。

「凄いな、あれは……」

　隣の舞台から見ていたオスカーも、その剣の冴えに思わず目を見張った。

　そして、あることに気付いた。

「あれは……エルフか？」

　その凄まじい剣士は、美しいエルフの女剣士であった。

「さすがエルフ……。弓だけではない、本物だな。おそろしき剣さばきよ」

　観覧席の皇帝ルパートも、その光景を称賛した。

　とはいえ、表情は明るくはない。

「陛下、エルフと雖も、大会期間中は捕らえることはできませぬ」

　ハンスが、小さな声で進言する。

「いや、捕らえる気はない。別に俺は、エルフを憎んでなどいないぞ？」

「そうですか？　ですがその右腕は……」

「そうだな。俺の右腕を斬り飛ばしてくれたのは、確かにエルフだった……恐ろしい剣と魔法を使うな。だから、エルフという生き物が、恐ろしい戦力であることは理解しているから、戦場には出てきてほしくない……。戦争捕虜となれば、まあ捕虜として扱うが……それ以外では、帝国でもエルフを奴隷にはしていないだろう？　有名無実と化した法があるだけだ」

　帝国においては、エルフなど亜人は、奴隷として扱う場合があるという法が存在しているのは事実だ。だがここ数十年、エルフが奴隷とされた記録は無い。

　犯罪奴隷も、他の中央諸国と違って帝国には存在するが、それは犯罪者だから仕方ないのだ。

「あの舞台のエルフは、王国のＢ級冒険者だそうです」

　ハンスが、手元の資料をめくりながら情報を補足する。

「ほぅ。王国は、確かエルフの村を抱え込んでいたな？」

「はい。通称『西の森』ですな。王国中興の祖、リチャード王の時代以来です」

「リチャード王か……。で、あのエルフの冒険者の名前は？」

「二つ名が『風』。『風のセーラ』と呼ばれているそうです」




　舞台の男たちは、セーラのあまりの凄まじさに、最後の方では挑むのを躊躇していた。そして、自分たちとセーラ以外に、全く動いていない男が一人いることに気付いた。

　その男はセーラの対面に位置し、仮面の上から頭までのフードをすっぽりかぶり、全く表情も様子も分からない。

　だが、凄まじい剣技を見せたセーラよりはましだろうと、残った二人は、同時に仮面の男に斬りかかった。

　一瞬であった。

　二人の両手両足……合わせて八本が斬り飛ばされた。

　剣を抜いてすらいなかった仮面の男は、両手両足を斬り飛ばした後、剣を振って血を払うと、すぐに剣をしまった。再び、何事もなかったかのような様子に戻る。

　すでに舞台を降り、仮面の男の剣を見ることのなかったオスカー……もし、彼が見ていたら驚いたであろう。

　その剣技にではなく、その剣に。

　月の光の下では確信が持てなかったであろうが、陽の光の下でなら見間違うはずはなかったからだ。

　師匠ラサンが打ち、父スナが振るった剣であることを。







あとがき






　お久しぶりです。久宝　忠です。

「水属性の魔法使い　第一部　中央諸国編Ⅳ」をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　本作は、一年前、二〇二一年三月十日に第一巻が刊行されました。そのちょうど一年後に、この第四巻を世に出せるというのは、作者としてとても嬉しいことです。

　本巻には、『王都騒乱』と『ルンへの帰り道』というふたつのエピソードが収められています。この『王都騒乱』は、『第一部　中央諸国編』の中でも、最も長い部類のエピソードです。しかも、本巻収録の際にかなりの加筆を行いましたので、相当な、ええ、かなり長いエピソードになりました……。そもそも、あんなものが空から王城に降って来るなんて。めばる先生に描いていただいた口絵で、アベルがあの表情になるのも分かります。

　詳しくは本編にございますので、このあとがきから読んで、まだ本編を読んでいらっしゃらない方は、ぜひ本編を……。

　この『水属性の魔法使い』という作品は、元々『小説家になろう』というサイトで公開されたものを書籍化しています。書籍化の際に、『小説家になろう』で一度読んだ読者の皆様にも楽しんでいただけるように、毎巻、数万字から十数万字の加筆を行っております（この先も加筆量は増えそうです……）。

『小説家になろう』に公開する時は、「よし、これで完璧です！」と思って公開するのですが、数週間、数カ月経つと、新しいアイデアや付け足したくなるエピソードなどが浮かんできます。もうこれは、作者の性さがらしく、諦めているのですが……。書籍化は、それを形にして、さらに面白い作品にしてくれるため、非常に嬉しいものなのです。一度書き上げたものに、十万字の加筆を行うのは確かに難しい面もあるのですが、さらにより良い作品になるのが確かなのでやめられません。

　そんな作者であるため、作品スケジュールを管理する担当編集さんには、多くの負担をかけているでしょう。分かっています。分かっているのですが、やめられません、ごめんなさい。

　そんな、編集部含めた出版社様、イラストレーターのめばる先生、装丁のベイブリッジスタジオ様、印刷所の皆様など、多くの方々に支えられて、第四巻を刊行できましたこと、この場を借りて御礼申し上げます。

　そして読者の皆様、皆様の応援が、一番大きな支えとなっていることは、今さら言うまでもありません。どうかこれからも、応援よろしくお願いいたします。










    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS

	
魔石移送







　ナイトレイ王国南部辺境の街ルンから、王都クリスタルパレスに向かう南街道上を、騎馬の一団が移動している。

　その数、九騎。

　速度は速くない。いわゆる、常歩なみあし。ゆっくりカポカポ、という表現をあてはめたくなるような、人が歩く速さよりは少し早いが、馬に負担をかけない程度にゆっくりだ。

　王都までの途上、九人が宿泊する街、宿はすでに決まっているため、それに沿った日程となっている。当然、日程通りの速さで移動すれば問題ない。むしろ、それよりも速くなった場合の方が……宿屋の問題が出てくるというものだ。

　ルンを発たってすぐ、約一名がこう言った。

「イーデン隊長、もっと早く移動した方がいいのではないか？」

　怒ってではなく、焦ってでもなく、嬉しそうに。

「あの、セーラ様。泊まる宿も決まっておりますので、早過ぎるのも問題が……」

「ああ、そうであったな。仕方ないな」

　イーデン小隊長が申し訳なさそうに答え、セーラが思い出したように頷く。嬉しそうに。王都に上がれるのが、本当に嬉しそうに。

「早く着きすぎても、リョウがいるとは限らないからな」

　その呟きは、誰にも聞こえない。




　今回、一行が王都に向かう理由、それは輸送任務だ。

　王室が、ルン辺境伯を通して購入した『風の魔石』を、ルンから王都に運ぶ。握り拳大の、深い緑色の魔石。その価値は、驚くほど高い。実は、先に一個購入しているのだが、もう一つ手に入ると聞いて、追加購入したのが今回の魔石だ。

　見事な魔石が手に入った場合、ナイトレイ王国では、領主を通して王室が買い上げる慣例がある。先に購入したのは、その慣例に沿ったものであったが、今回はさらに追加購入を王室が直接指示したらしい。

　もちろん、王室は正当な金額を払うため、誰も損はしない。領主は、移送の手数料を受け取って、王都までの移送を領主の責任で行う。それ以外の金額は、一般的にはギルドを通して、出品者の手て許もとに渡る……。

　この一連の魔石が、誰によってギルドに持ち込まれたのかは、公おおやけになっていない。もちろん、運んでいる一行も知らない。

　だが、当然のことながら、失敗できない任務である。だからこそ、精鋭といわれるルン辺境伯領軍騎士団の中でも優秀と言われ、若手の有望株であるイーデン小隊長が、移送隊長に任命されていた。

　ルンと王都の間は、それなりに遠い。若い人間の方がいいのは確かだ……。

　ルンでの騎士団任務においても、セーラを除く八人は、イーデンを隊長とするイーデン小隊の隊員だ。そのため、気心は知れている。

　イーデンを補佐するのは、一歳年下のボルサ。イーデンが隊を空ける時でも、安心して隊員を預けることができる優秀な副隊長だ。

「隊長、セーラ様は、なぜ突然、この任務への参加を？」

「それは俺も知らんのだ。騎士団長にも聞いてみたのだが、騎士団長も分からんと。ただ、セーラ様は、指南役として我々の働きを見ておきたいと仰っていたそうだ」

「なるほど。絶対にこの任務、失敗できませんね！」

　イーデン隊長の説明を受け、ボルサ副隊長は一つ大きく頷いた。とても気合の入った表情で。

　騎士団指南役であるセーラが、働きを見たいと言って付いてきているのであれば、気合が入るのは当然かもしれない。

　だが、イーデンとしては釈然としない。

　ルンの街を出てから、いや出る前から、ずっとセーラは笑顔で、王都に行けるのを嬉しそうにしていた。もちろん、セーラが王都に行くのが初めてというわけでない。そもそも、数カ月前には、王都で長い任務に就いていたはずだし……。

（我々の働きを見ておきたいというのは、嘘ではないのだろうが……それだけが理由ではないよな）

　心の中ではそう思ったが、口には出さない。出す必要のないことであるし、正直、イーデンはセーラが入ったことについては良いことだと思っていた。

「セーラ様は、戦力として圧倒的だから」



　　　　　　　◆





　ルンから王都まで、ゆっくり騎馬で五日ほどの旅程となる。今日は三日目。ルンのある王国南部を抜け、王都のある王国中央部へと入る予定だ。

　その予定だったのだが、一行は、南街道上で極めて珍しい光景に出くわした。

「馬車が、壊れていますね」

「あまり聞かんが、盗賊の襲撃か？」

　ボルサ副隊長とイーデン隊長がそんな会話を交わす。

　一行が進む道の先で、車輪の壊れた箱馬車が停まっているのだ。

「私が聞いてきます」

　ボルサ副隊長はそう言うと、一人先に駆けだした。

　イーデン隊長は残る。今回移送している風の魔石は、イーデン隊長の懐ふところに入っているため、何が起きたか分からない状況に飛び込むわけにはいかないからだ。

　ボルサ副隊長が離れたのを見て、一番後ろから付いてきていたセーラが、イーデンの傍らにやってきた。

「ボア系の魔物に襲われたようだな」

「え？　分かるんですか？」

　セーラが事も無げに言ったことに驚くイーデン。イーデンだけでなく、周りの隊員も一様に驚いている。

「地面の、あの抉えぐれているのは足の跡だろう？　猪いのししがよくやるやつだ。あの箱馬車の素材は、けっこう固いが、そこにも多数の傷がついている。石いし礫つぶてが当たった跡だろう……そう考えると、グレーターボアだと思う」

「グレーターって……」

「石礫飛ばしてくるやつ……」

「剣と槍やり、どっちがいいかな？」

　セーラがグレーターボアだと言うと、隊員たちがいろいろと言い始めた。

　グレーターボアは、魔物の中でも厄介な相手だと認識されている。精鋭と名高いルン騎士団であってもだ。だが、さすがに逃げましょうとか、戦いたくありませんとか言う隊員はいない。

　ルン騎士団は、時々郊外演習を行い、そこで魔物を狩る。その中で、グレーターボアを狩ることもあるため、戦った経験が無いわけではないのだ。

　もっとも、だからこそ、その強さはよく知っている……。




　そんなことを話している間に、ボルサ副隊長が戻ってきた。

「報告します。馬車の方々は猪型の魔物に襲われたということです。魔法で、石礫のようなものを飛ばしてきたと」

「やはり、グレーターボアか」

　ボルサ副隊長の報告に、イーデン隊長が頷く。

　隊員たちは、セーラを見て、さすがとか、すげーとか呟いている……。

「そのグレーターボアをここから引きはがすために、護衛の人間が戦っているはずだから助けてほしいとのことです」

「戦っている？　一人でか？」

「ええ。六人パーティーでの護衛だったそうですが、石礫の不意打ちで、かなりやられたそうです。五人、馬車の所にいました。ポーションで大事には至っていないようですが、まだ動けないみたいです」

　イーデン隊長の確認に、ボルサ副隊長が答える。

　彼らがいるのは王国南街道。王国でも、屈指の主要街道である。だが、この辺りは比較的近くまで森が迫ってきている。森には魔物がいるのは確かだが……とはいえ、南街道でグレーターボアほどの強力な魔物に襲われたという話はほとんど聞かない。

　もちろん、魔物も移動したり生活圏を変えたりということはあるため、これまでは安全だった場所に強力な魔物が出るようになる……というのは当然ある。

　ここは、そういう世界だ。

　イーデンが考えたのは一瞬だけだった。

「セーラ様、助けに参ります」

　イーデンが、この移送隊の隊長であるため、判断と決断を行う。だが、剣術指南役であるセーラはいわば上位者であるため、報告を行ったのだ。

「うむ。その判断を支持する」

　当然のように、セーラもその判断を支持した。

　それは、領騎士団、あるいは別の任務中の騎士としては、正しい判断かどうか評価の別れるところかもしれない。

　自分が属する土地、彼らであればルン辺境伯領の民を救うのであれば、その身を投げうっての行動は責められることはない。

　だが、ここは、ルン辺境伯領ではない。

　彼らは移送任務を請け負って、魔石を王都に運んでいる途中だ。そんな任務遂行中に、自らの身を危険に晒さらし、死亡あるいは重傷を負ってしまえば、移送任務に支障をきたすことになる。

　だがイーデンは、それら全てを一瞬で判断したうえで、助けにいくと決断した。

　セーラはそれを支持した。

　それは、『辺境』という、魔物の危険がいつも身近にある、ルンの騎士団だからなのかもしれない。

「馬は置いていく。槍と盾を持て」

　イーデンの指示通り、下馬して、槍と盾を持つ隊員たち。騎士であるため、遠距離の移送任務であっても、槍と盾は馬に備え付けてある。

　鎧よろいも、ルンでの演習で着るものに比べれば軽装だが、身に着けている。

「セーラ様、これをお預かりください」

　イーデンはそう言うと、懐から、拳大の何かが入った布袋を取り出した。もちろん、セーラも、中に何が入っているかは分かる。

　そして、この先の状況の変化によっては、イーデンが隊の先頭に立つつもりであることも理解できた。

「分かった、預かろう」

　セーラはそう言うと、袋を受け取った。

　イーデンは、ボルサを見て声を出す。

「ボルサ、案内しろ」

「了解」

　ボルサ副隊長が先頭に立って、進み始めた。
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　森というより、林という程度の木の密度だが、かなり街道近くにまで広がっているため、不意打ちをくらったのは仕方がないかもしれない。

　一行が林に入ってすぐであった。

　高い金属音が聞こえてくる。

　グレーターボアの牙は、普通の剣では斬れない。驚くほど硬いのだ。個体によってはかなり大きく発達しているものもあり、それによって突き上げられると、人間は万事休すとなる。

　そんな、硬い牙と剣がぶつかり合っているかのような音……。

　一行に緊張が走る。

　もちろんそれは、怖気づくのとは全く違う。戦闘が近付き、それに向かって気合を入れなおした……そんな解釈が一番近いであろうか。

「見えました」

　ボルサ副隊長が、すぐ斜め後ろにいるイーデン隊長に囁ささやく。

　林の中、木立が途切れて、少し広場のようになっているところで、一人の剣士がグレーターボアの攻撃をいなしている。グレーターボアの中では、小さめの個体だ。それでも、戦っている剣士よりは大きい。

　グレーターボアは、距離が開いていると非常に厄介だ。

　遠距離魔法攻撃である〈石礫〉が飛んできたり、音速にも届くような突撃を敢行したり……対処の難しい攻撃が多い。そのため、恐ろしくとも、剣が届く近接戦に持ち込むのが良いと言われる。

　戦っている剣士は、その原則にのっとって、距離を空けられないように戦っている。

　しかしそうなると、当然、撤退のタイミングが難しくなる……。

「二列縦隊。私とボルサが先頭。盾構え！」

　イーデンが指示を出すと、一行はすぐに整列し、盾を構えた。

「突撃！」

「うぉー！」

　イーデンとボルサを先頭に、盾を構えて八人は二列で突撃した。グレーターボアの注意を引き付け、剣士を救うために雄叫びをあげて。

　当然、グレーターボアは、一行の方を向く。

　雄叫びの大きさから、目の前の一人の剣士よりも、危険度が高いと判断したのかもしれない。あるいは、無意識に見たか。

　戦っていた剣士は、そこで生じた隙を見逃さなかった。

　一行を見るために、左を向いたグレーターボアの顔の右側が、剣士の前に無防備に晒される。

「闘技：完全貫通」

　剣士の剣が、グレーターボアの右目を一突きに貫いた。

「グァッ……」

　ほんの僅かだけ、グレーターボアの口から漏れた声。その声を残して、グレーターボアの命は消えた。
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　剣士は、精も根も尽き果てたようで、剣を地面に突き刺してそれを支えに何とか立っている。助けてくれた者たちに感謝するのに、一人座り込むのは良くないと思ったのだろう。

「助勢、感謝する」

　息も絶え絶えに、それだけ言うと、頭を下げた。

「いや、気にしないでくれ。街道で、あなたのお仲間を見かけたから、助けに来ただけ……」

　イーデンが言い終わろうとした時に、ガサリと音が聞こえた。

　剣士を含めた、全員が音のした方を向く。

　そこには、さきほどのグレーターボアよりも巨大なグレーターボアが。

　既に頭を下げ、突撃態勢となっている。

「しまっ……」

　イーデンが言い切る前に、音速の突撃。

　ザシュッ。

　音の方が後から聞こえた。

　九人の目の前に現れたのは、首で切断されたグレーターボアの頭と、体。

　後方で舞い上がる、血しぶきと剣を振るった女性……。

「風装……」

「あんなに跳べるんだ……」

　半ば呆然としながら呟く隊員たち。

　風装を発動し、三メートルほどの高さから優雅に着地して、セーラは一向に近寄りながら言った。

「イーデン隊長、敵の援軍がいることも想定しておくべきだったな」

「はっ。申し訳ありませんでした！」

　セーラの指摘は厳しいが、怒ってはいないし、非難してもいない。イーデンの方は、恐縮して冷や汗を流しているが。

「セーラ……さん？」

　近付くセーラに向かって、剣士が呟いた。

「む？　お主は確か……『コーヒーメーカー』のデロングであろう？　ルンのＤ級、いや先日Ｃ級に上がったか」

「はい。あ、ということは、こちらの騎士の方々はルン騎士団……」

　セーラが思い出し、デロングは頷いた。

　セーラは、ほとんど冒険者ギルドに顔を出さない。だが、その抜群の記憶力で、ルン所属の多くの冒険者たちの顔を覚えている。

　Ｃ級パーティー『コーヒーメーカー』についても、もちろん覚えている。セーラが、王都で会いたいと思っている人物と、ウィットナッシュまでの護衛任務に就いたことのあるパーティーだから。その時はＤ級だったが、先日Ｃ級に上がったことも把握している。

「あの時は、街で待っていることしかできなかったが、今回はこちらからも動く」

　セーラの呟きは、他の者たちにも聞こえたが、意味を理解できた者はいなかった。
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　セーラを含めた移送隊九人は、当初の予定通り、ルンの街を発って五日目に王都に到着した。

　一度、王都のルン辺境伯邸に入って身だしなみを整えた後で、王城に上がる。

　今回の魔石は、ルン辺境伯から国王に直接手渡す手はずになっている。そのため、一行は謁見の間に通された。

「移送の任、大儀」

　国王スタッフォード四世がそう言うと、片膝をついて礼をとっていたイーデン小隊長は、一層頭を下げた。

　だが、それだけでは終わらなかった。

　スタッフォード四世が、移送隊の一人に目を止めたのだ。

「もしや、セーラか？」

「はい、陛下。ご無沙汰しております」

　スタッフォード四世が、懐かしそうに言い、セーラが微笑んで返す。

「そなたが来るとは聞いておらなんだ。急にどうした？」

「はい。いろいろと予定が変わりまして。どうしても、王都に来る必要が生じましたため」

「ふむ。そなたほどの人物を、王都に来させるとは……重大事であるな」

「私にとっては、非常に重大で……」

　スタッフォード四世の言葉に、微笑みを浮かべたまま答えるセーラ。その言葉は、全く気負っていない。昔からの友人に対するような……。

　むしろ、横で聞いている移送隊員たちの方が驚いている。

「さすが、セーラは変わらぬな。それに比べて、余は年老いた。最近では、記憶を失うこともある」

「それは……。政務をお休みくださいと言いたいですが、難しいのですね」

「うむ。カインは能力においては問題ないのだが、あれも体がな……」

　カインとは、カイン王太子のことだ。政務能力においては、英えい邁まいを謳うたわれたスタッフォード四世をすら超えると噂されている。だが、昔から、病弱だとも言われていた。

「慰めになるかは分かりませぬが……。ご次男、アルバート殿下は、立派に成長されているとか。いずれ王室を支えられましょう」

「そうか……それは楽しみだ」

　セーラの言葉に、スタッフォード四世は笑みを浮かべた。

　ここにいる中で、そのアルバート王子が、『赤き剣』のアベルであることを知るのは、国王スタッフォード四世とセーラのみ。

　セーラは、アベルが人としても冒険者としても、様々な経験を積みながら成長しているのを知っている。いずれは、第二王子アルバートとして、王室に戻るであろうことも。

　だから、そのことをスタッフォード四世に伝えたのだ。




　移送隊は、無事に魔石を王城に届け、任務を終了した。

　王城を出て、ルン辺境伯邸に戻ろうとする一行の前に、冒険者の一団が通りかかった。その中の一人は、見たことのある顔……。

「リョウ？」

　セーラはそう口に出したが、それが涼であることは既に確信していた。

　風装を発動し、音速の飛び込みで抱きつく。

「ぐほっ……せ、セーラ？　どうしてここに？　それに、ルン騎士団のみんな？」

　抱きつかれた涼は、驚き、そう問うた。




　セーラは、ついに会いたい人に会うことができた。
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